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朝鮮史序 

洛東江畔の巴月城、九層の浮圖、頹殘すでに久しく、新羅の法興王 • 
今安くにか 在る。 文運一時の 盛、 儒佛二敎を 我が， 邦に傳へし百濟の 
墟、晚風冷かに落花巖を吹く ぁり。 遼河薩 水、 かつて、隋唐の大軍を却. 
けし勇健なる 高句麗、遺 種な ほ存 するものぁ SN や。落日凄 風、 松部秋 
深き處 、長 竹石橋の上、鄭夢周の血痕、千古の 碧を 染むと 雖も II 愁饞 
憤、觀音浦の 月夜、 誰か又李舜臣の英靈を弔 ふ も のぞ。 嗟乎、 國破れ て 
山河 在り、 半島の 形勢、 古今同揆、竹 冠 麻衣の 民、復た起つなくして 長 
しへ に 終らむ とする か。 

七朝の.興亡、轉瞵三千年、その歷史を一貫するものは、 it' 義の類廢 
と、 外交の 屈辱と， 唯だ是れの み。 
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® し過去の事4貫、果して、將來の幾分を豫言するものとせば、今日 
大韓帝國の前途、亦た龜卜を俟たずして知るべしど、に於てか、予 
輩は、殷憂一片'霜を履んで堅氷至るの戒を思ひ、指据經營、唇盡きて 
歯寒しの嘆を爲すなきを期せざるベからず。 

半島史の研究は、ひとり學界の須要たるのみならず、刻下政治上 
の意義に於て、愈ょ然るものぁるを見る¥が斯篇に於け る、 豈に微 
意の存するなからむや • 

大凡、朝鮮の史料、從來その國の撰述に係るもの、頗る備はれりと 
雖も、印刻及び弘布•保存に關する方法の極めて不完全なる、その散 
亡、 決して一日の故に非ず•三國史記•高麗史•文獻備考の如き。稀に之 
を#ふと雖も、その價の.貴き、連城も啻ならず、而して、我が邦に於て 
‘魏刻せしものは、東國通鑑を首と し、 朝鮮史略•懲您錄、近くは三國遺 
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事等の數種に過ぎず。私-に思へらく、今にして、斯種の典籍を i 整せ 
ずむば、半島の史實、數十百年の 後、 全く湮滅して、考ふ ベからざるに 
至らむ、而して、是れ實に，東洋の先進國 たる 日本學者の任務に 外な 
ら ず、 と • 

• 

史料®寬拾、難きこと、すでに此の如く、之に加ふるに、その對比互. 
證を日本•支那.0史乘に求む、半島史の研究、決して、期月の間に勉强 
して成るべきに非ず。予が斯篇の如き、瑣 々たる 一小册、考據未だ精 
ならず、徵證未だ密ならず、唯だ兎も角も成形せる一部の朝鮮史と 
して、蓽路山林を啓くの功、聊か鹿幾すべきものあらば、願すで {: 足 
る、淺學粗才、敢て自ら、その多きを望 i ざるなり。 

近時邦人の撰著、二三時に之あり、そ•の未だ備はらざるは、句しく 
如上の理由を以て、固ょ9深く咎むベからず、而かも、予亦た多少の 







餘蕙を被 9 しを公言するに躊躇せず。若し幸にして、今後學者硏究 
の結果、愈ょ觀るべきものあらば、ひとり、予輩の喜 »• みならず、朿洋 
學界の爲に、大に氣を吐くに足る、未だ知らず、世に其人ありや否や • 
嗚呼、昭々たる前史は、萬幾の蜜。半島史上の感慨は、ひとり、仁人志 
士と之を語るべく、かの百世の憂なきもの、固ょり、與かるを得ざる 
な. 

明治三十八年五月上® 久保天隨 


Digitized by Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 




第第第 


第 


Digitized by 


Google 


- w 

f 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 


史 a 次 

s 

跳 ..... 一 


一篇太古期古朝鮮 

節一章半島の原始的住民 . ni 

第二章箕衞二氏の朝鮮 . 一七 ff 

第三章前 三韓 ... 二 四 

第二篇上古期三韓鼎立の世 

一章三國の興起 . …二七 

二章三國の中世 .. 三七 

三章三 (1 の爭亂 . 四四 















S 2 奕全全 I 畜 


八 


-JU 
/ヽ 
»—• 
■一 


i 


§ 




Digitized oy 


Google 


第四窣新羅の隆興 . 

第五章隋唐の來侵 . 

第六幸濟麗の滅亡と新羅の統一••… 

第七聿新羅の治世 . 

第八章新羅の末路 . 

第三篇中古期高麗時代 

第一聿太祖成宗の治 . 

第二章契丹の關係 . 

第三章女眞の役 . 

第四章李資謙及び妙淸の® . 

笛五章鄭李の逆 . 

绾六章崔氏の專擅と蒙古の關係 .：：， 
第七命倭寇 -0 起原と元寇の導 . 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 





















第八章 
第九章 
第一〇章 


第一.二章 


元室の專制… • 
恭愍王の失政 
辛氏の篡位…- 


倭寇.、…： 
高麗の滅亡 


ご二七 


第四篇近古期朝鮮時代 


第一章 
第二章 
第三章 
第四章 
第五章 
第六章 
第七章 


太祖太宗の基業… 
世宗世祖の至治… 

士林の禍 . 

南北の寇瞥 . 

豊臣秀吉の征韓… 

日本との和好 . 

滿州の入寇1講和 


1四三 
5八 
'五六 
一六二 
一六六 
1九九 
二〇三 


Digitized by Goo 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 

















目 


第八章黨禍及び英祖正宗の治 . 一二七 

第九章半島の衰運 . . .. ニーズ 

第五篤現代期今帝時代 

第一章大院君の攝政 . 一一三二 

第二章耶蘇敎徒の虐殺と佛■米二國軍艏の來襲 . I 

第三章日本の交涉及び開國 .. ^ . 一一六四 

第四章壬午甲辰の el . 一一七四 

第五章露國勢力の開展 . 二九〇 

第六章日淸戰爭前の形勢 . 二九 -K 

第、七章日本の扶植と內政の改革 . H 0 セ 

第八章日露の抗衡と街突 . 三一六 


次終 















朝鮮の名稱 


I 


位置 


面積人口 


朝鮮'史 

文學-±久保天隨著， 

叙說 

朝鮮は今の韓國にして、古しへ又 I と稱す。朝鮮の名稱に就いては，諸說紛 
紛たれども、東表日出の地に届るの義 にして， 即ち東方を意味する支那の文學的 
稱號となすこと、最も穩當なる S し。この地、亞細亞東部の半島にしてざの境 
界 、東は日本海 £ し、北は鴨綠江•■山脈 ？ Is i — T 、 滿州及び西 
伯利亞に接し•西 if 、 s 朝鮮海峡を隔て i が九州に對し— 
に對する處は、わづかに十餘里の水道を隔つのみ，にして、天晴れ氣朗かなる日は 
互に相 s V しといユ位5響二十 5 SU 起 H 十度五十 
分に f 、 北緯三十三度四十六分に起>て四十三度二分に盡<。面積大約一萬 
三千四百2にして、我が日本の半より稍 Is が本洲言東山 ff た 
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るものと略ぼ相匹敵す。人口大約一千五百萬にして，我が日本の三分の一に滿 
たす。然れ ども， これ皆大数を云ふものにして、その調査の精確詳密なるものは、 
今日なほ之を識る能はすといふ。 

長白山は二に白頭山 i いひ、北境に聳ゆる峻嶺にして、支那大陸と朝鮮半島と 
の區劃を爲 L . 全國山脈の首と匁ら、 東、 日本海に沿ぅて、婉蜒連亙し二たび南に向 
ひ、咸録、江.原、二道に至 b 、 秀で、鐵嶺とな b . 又金剛山、大關嶺となり、太白山に.至私. 
て、嶺脊左右に分れ、左支は東に向つて走り、右支は小白山よ K 鳥嶺、俗離、德裕の諸 
一山 i な b 、 智異山に至りて盡き、德裕山の一支、更に南走して、海南縣より海を踰え— 
て濟州羅漢山となる。その«平安、黃海、京幾、忠淸、諸道の山は、皆その支脈の旁出 
せ L - ものに係る。その狀、さながら、歐洲の伊太利がア，ブス"山脈を以て大陸を 
限 b •アベ ナィン 山脈を以て•その中央を貫穿す るが 如く、地勢上よりは•之を稱し 
.て東洋の伊太利國といふ。然れ ども、 列國勢力の街突點となる點よ b いへば、 歐 
.•洲の.パ，ヵン半島に酷似するを以て、政治上よ b は、之を稱して東洋のバルヵ " T 
半島 I いふ0 
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j 河流の最も大なるは、鴨綠、豆滿の二江にレて、 ともに 其源を長 白山ょ b 發し •鴨 

綠江は、その西南に流れ、豆滿江は、その東に注ぐ。.二大江の外、 大同 江、 臨津江、漢江、 

錦江、洛東江等の諸流あ b 。 この中▼漢江は、源を江原道の山中に發し、西 流して•京 

城の南を經て、臨津江に曾して海に入る。大抵、全國の地勢、東北は高峻 にして. 西 

南に赴{に從ひ ，漸く 低下するが故に、嶺—西諸道の 水は 皆 西流し、咸鏡、江原の二道 

慶尙左道の水のみは東に向ひ、而して、慶尙右道及び全羅前部の 水は、南流して海 
に入る。 

島嶼は、濟州、南海'巨濟、珍島、江華)喬桐等、最も大にして，その.他、小島頗る多く，港孽 
は、咸鏡南道に元山'あ 5、 麋尙道に签山あ5、京幾道に仁 川 あり、他に全羅南 M 榮山 
江口の木浦、大同江口の鎭南浦等、皆外國.互市通商の埠頭と す。大抵 東岸は、 WM 
絕壁多くし乂良港に乏しく、西南は島噢羅列、洲渚環曲，頗る其趣を 異にし、潮汐の 
如きも•東岸は、其差ゎづかに二.三尺に過ぎざれども、西南は、 往々 にして， 急流渦旋 
を爲す處あ b とい ふ0 

• •. . I 

.朝鮮沿岸には、暖流及び寒流の 二 潮流 あり。 前者は、黑潮媛 流の支派にして V 薇， 
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M 候 


物蛮 


州島附近に於て £ 派に分る。その一は小派にして、朝鮮海峡より入分’その初に 
當 b ては二時間 H 海里の速度なれども、後には、寐じて一海里の緩流となリ，これ 
よ b •東海岸に近獯して、北に流る。他の一は，大派にして、黄海に入^'、西南の沿岸 
を洗ふ0而して、寒流は、 ォボ llI ^ T 海よ卜來 b 、 露領西伯利亞の沿岸に沿ぅて南す 
る來滿流にして、朝鮮海峽を遇ぎで、黃海に出づ。 

氣候は、大陸的にして、寒暑どもに中和を得す、單に緯度よ b いへ ば、 我.•か邦と大 
抵異ならすと雄 も ざの 差、 殊に甚 しく、 寒暑ともに太 tr 酷な^'。夏期は、室內に於 
て、洋蠟自ら彎曲し、冬期は、麥酒、醤油等、氷結して，容器を破る。•就中、北方豆滿江の 
如きは、 氷合すること六個月に及ぶとい ふ。 全羅、庚尙、忠淸 等、 謂ゆる三南の 地は， 
氣候最も中和と稱すれども、寒暖屢ば變じ、夏時の如きは、大兩殊に多くして，冥霧 
四方に塞がり^尺を辨せざるの日多し。 

土地は槪ね肥沃 S 饒なれども、咸鏡、江辟の諸道は，山岳重# 、 僻遠にして，拓開未 
だ全からす。耕作の主要なるは、米•綿«菁.人.參等にして、その他®物には，牛备虎 
豹羊羚等の屬ぁり、嫌物には、金銀銅雔硫黄等ぁり。製造品には¥.絲.木綿•紙.«器、 
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團扇等 6 bo . この國，もとょ b 鑛物に富み、就中金と鐵とは、富裕餘あるも*國民ゎ 
づかに農業の餘暇を以て、採掘に從事するのみ、その業、瓷も發達せす。 

食物は、 五穀を主とすれども、そめ屮、米は唯だ庚銜、忠淸.全羅、京幾、黃海等，南部の 
地に 限り、 北部に至りては、更に之を產せす。故に平安道の 如き も•平壤市中のみ 
に米食するものあれども，そ0以北は、大抵粟稗の類を食す。又氣候寒冷なる爲 
に茶•砂糖を產せす、砂糖に代用するに、蜂蜜を以てす。 

この國、古しへは、八道に分ちしが•我が明治一一 f 十二年、地方制を改め、全國を分つ 
て、京幾、忠淸(南北)全羅(南北)慶尙(南北)黃海、平 t 南北)江原、咸鏡(南北)•の十三道となし • 
各道に觀察使を置いて、之を治めしめ、道は更に三百四十一郡に分ち、郡司之を治 
む。又特に府尹•牧使を®くところあ b 。 諸道の中、古しへょ b 更に異名あるも 
のあゥ、忠淸は湖西と稱し>全羅は湖南 A 稱し、慶尙 U 嶺南と稱し、威鏡は北關と稱 
し、平安.は關西と稱し、江原は關東と稱し、又慶尙、全羅、忠淸の三道を合せて-'南と| 
い.ふ、實に半島富霜の地にして、史上最も顯著の關係を有する部分な bo 

首都を漢城府 i いひ、京.畿道に在 b 、一 に漢陽、又は京城£稱す。太祖李成桂、高 
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麗： Q . 王氏を減-ぼして，全國を奄有するや、松都ょ4-此に.移 b 、 以て今日に至る。人 
-口大約二十五萬、 Q 米英露淸等の諸外國人，之に寄寓するもの多く、半島第一繁華 
.の都市となす。： 

人種は、蒙古種なれど名 、諸 族混血の‘結.果 、自ら I 別種を爲す。大抵我が日本人 
.に類し、皮雇.黃色、眼睛毛髮、とも.に黑く、鼻.小にして、鬚髯疎薄、體格は中等なり。そ 
の京幾、全羅、慶尙諸道に住する者は、瀬にして寬優、生業を治むるもの、わづかに十 
の八九。平安、咸鏡、江原、黃海、諸道の民は、愚にして强悍、謂ゆる北方の強にして、そ 
の勤苦、や、他道に過ぐ。人民中には、兩班、常漢の糚別なり。政府の官職は、今日 
尙 II 事實上、兩班の獨占にして、常漢は農工商の業に服すのみ、又奴婢あり。その 
風俗 言語、 槪ね支那に類似し、開明の 度、 甚だ低き•か故に、一般に衣食住の陋穢なる 
VJ と，實に愍むべく、道路修らず、往來甚だ不便なり。學藝の如きも、亦た支那の古 
法を傅るのみにして、特に革造創始するところなし。 

往古、この國に住居せし人民は、強15及び韓稲なるべく、他に沃沮等の小種族あ 
& o 残れども，その文化を関發するに與つて最も力あ b しは、扶餘族を第一とし • 
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漢族、出雲族、之に次ぐ V 扶餘族は、元と長白山の西北、扶餘の地に居住せしものに 
して、をの源を尋ねれば、出雲族と親近の關係あるもの、如しと雖も、を . の來るや， 
北ょりし*朝鮮半島.の土人及び漢族の殖民を驅逐征服し.て、遂に全土を奄有せ b 。 
出雲族は、之に屈せすして、専ら南方の地を占め、抗衡して、多く年所を經た bo そ 
の 他、 *古*5:ングス族等、住々.にして、此地に入り、その血脈風俗を遺留し、遂に今 
.日の朝鮮人稀を成す1:至りしもの、如し。 

政體は、建國以來、君主專制政治にして、國王萬機を上に統べ、東班 西 班の二階級 
を以て S : 武官を分ち"その位階•す V て九 品、 又八道に.府縣を , ®きて、之に分轄す0 
古しべょ b 、 支那の牽制を受け、支那人、或は來つて王とな或は其■地を以て郡縣 
となし、之を支配せしことあり、又本國人にして王 t £ るも、大抵支那の封爵を受け、 
正朔を奉じ、朝貫の鱧を奉じ、殆んど、藩屛の屬國たるが如し。故に古しへは、王と 
稱して帝と稱せす、薨と稱して崩と稱せず、臣下の其君に於け る、 殿下と稱して陛 
下と稱せ 中、 年號の如きも、歷朝大抵、支那の制に從ふ。而して•支那の朝鮮國主を 
遇する、兵部尙書の•位-階に準.じれりといふ。然れとも、我が明治三十二年•日本の 









援助に ょみて、 はじめて、全く支那の «. 絆を脫し•國戢を改めて大韓といひ•皇帝と 
稱 し、 大韓國國制を發布す。をの要に日く•大韓國は世界萬國の公認したな自主 
獨立の帝國にして、萬世に亙办て變せざる專制政治な b 。 大皇帝は、無限の君權 
を享有する自立政權な b 、 と。こ V に於て、中央政府の組織を變革し•大抵我が日 
本に傚ふ0 

宗敎 は、 古代佛敎盛に流行せしが、後、次第に袞•へ、今^ゎづかに形骸を有するの 
み。耶蘇敎は、傳來の後、 M ば政府の嚴禁を被 b 、一 時殆んど、廢絕せむとせしが、頃 
ろ又復活の狀ぁ b 。 學術文藝、皆之を支那に受け•孔孟仁義の道を崇尙し、詩賦の 
如きも、往々にして•作者辈出せり。又.この國一種特別の言語文字を使用するも* 
官府の文書及，び上流の交際は、すべて、支那め文字を用 ひ、 今日に至 b て、 なほ變せ 
ざるな b 。 

朝鮮、國を建つること、尤も尙し。今試に王統の沿革を槪言すれば、檀氏開國の 
傳說 は、 しばらく之を®き、股の C ぶる や、 箕子朿に避けて、遼河地方に來-'、國を朝 
鮮と號し•はじめて，國土を經罃 し， 子孫相傅ふること九百年、次第に東南に移りて 
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半島に Ab - L が、その.後裔、準といふものに至り.、燕人衞滿の•爲に逐はれ®氏之に j 
代國を治むるこ i •凡そ八十餘年にして、漢の武帝の爲に C ぼさる。武帝その 
地を分つて四郡となし、昭帝又合して二府 i なす S し箕 子ょ， CN 、 こ、 に至るまで、 
凡そ千有餘年、皆* K 那人の制するところに係^/その領域、亦た今の朝鮮と同じか 
らす。衞氏滅ぶる時、半島の東南部には•馬韓•辨韓 M 韓の三部落、崛起せしが、新羅 
高句麗 •： 白濟の三國、相繼いで起 b て，之を滅し、こ ゞ に三韓の世とな b て•各鼎峙の一 
勢を爲し、爭戰絕えす。その中，高句麗.百濟の二國は、凡そ七百年にして皆滅 C し、 
新羅ひとり存し、全國を統 I し•すべて、千年の久しきを保ち、この間、朴昔金の三氏、 
更る王位を繼ぎ•善く小康の治を致せり。その袞ふるや•甄奪弓裔の徒、各 I 方に 
割據す。王建はじめ弓裔に從ひしが、終に自立して王 i なら、全國を統一し、國を 
高麗と號す、その治世、凡そ五百年、當時契丹•女眞，北方に起^/或は其侵陵を受け、或 
は與に和好を結びし*>、蒙古が支那を統一し，兼ねて、亞細亞の大部を奄有するに 
及びて、其制を受くるこ，と、益す*し、而して，內には權臣常に跋扈し，政權の爭奪、艮 
く絕えす。然れとも、文化の進步に至 b ては、頗る觀るべきものあ6,その末世に|_ 
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至卜て，李成桂をして、遼東を攻めしむるや、成桂軍を回して、威望益す重く、遂に高 
麗に代 b て、王位に登 b 、 國號を復，して、朝鮮といひ、明に服事すること、尤も謹み、世 
{示に至 b て•國內治平•文物隆興*愈ょ觀るべきものあ b しが、宣祖、日本豐臣氏の侵 
略に抗する能は t 社稷殆ん〜亡びひとし、拨を明に請 ひ、 ゎづか に、 之を回復して、 
和を講す。幾もなくして、滿淸崛起、兵を發して、來 b 攻むるや、遂に之に降服し、朝 
貢の禮を修め、國王代立の際、必ずその册命を受く。明 C びて淸之に代るに及ひ、 
歷世臣事怠るな、而かも S く國を鎖し、外國の事に與らす•故を以て、顯宗•英宗の 
頃に來 b て•黨禍殊に甚しく、國力內ょ b 疲弊し、殆んど救濟すべからざるに至れ 
り。今王に至りて、佛國及び米®と兵端を開き、又 H 本と葛藤を生じ、尋いで、開國 
の巳むを得ざるに至 b 、 日本及び英獨露伊佛米等の諸國と條約を訂結し、獨立國 
の名位を存せ しが、 その實 、專ら 支那に倚賴 し、 その屬國たるを甘ん ず。 こ、に於 
て、我が日本は、専らその扶植に從事し M 國勢力の衝突は•日淸戰爭となり、朝鮮こ 
、に始めて獨立の帝國たらむことを期せり。然れ ども、 その後、露國の干涉を受 
くること、 更•に甚 しく、 遂 U 刻下日露戦爭の一因を爲すに至る。朝鮮の 地、 東洋の 
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第一篇太古期古朝鮮 
第一章.半島の原始的住民 

開闽の 傅 耽 朝鮮の歷史は _: 條の神話を以て始まる。彼の書、傅ふるところに據れば、その 
國、はじめ君長なし、神人ぁ b « 木の下に降る、國人立て、君となす•これを檀君と 
s ひ、 國を朝鮮と號 す、 是れ康堯戊辰の歲なり。 はじめ、 平壤に都せしが、 後、 都を白 
岳(太白山)に徙 し、 商の武丁八年乙未に 至り、 阿斯達山に入つて神となる。又た俜 
ふるところに據れば、檀君、姓は椬氏、名は王儉、東方は じめ 君長なし，神人桓因の子 
桓雄ぁり•太伯山神樹樹下に降る、これを神市在世理といふ•化して子を 生む、 號し 
て、檀若といふ。檀君壽を享くること千四十八年*或は謂ふ、是れ®氏世を傅へ年 
縫— を歷る數しして，檀君の靄に非 t - と。これを我が日本の傳說に徵するに、素盞嗚 
尊、すでに出雲を定めし後•その子五十猛命を帥ゐて、极の國に至 b 、 曾尸茂梨の地 
に處り•後•五十猛を遣して•出雲に歸らしめ•樹木の種子を齎らして、紀の國に播種 





せしむ i あ&。こ、に於て，如上兩國古傅說の符合を論 t るもの，少からす。^ 
へらく、根の國の根は、瑞穂の國の穗に對して、その根柢れ石大陸を指し、滿州、或は 
咸鋳 道， 轉じて朝鮮半島全體となすも亦た妨げす。.桓は神、桓因は神伊笄諾の 略、 
桓雄は神須佐之男の略、神市在世理の市'在は須在にして•即ち亦た須佐之男なる 
ベく ts- 君は韓音音便の上ょり，太 新と 讀み•五十猛の 猛と相 近く•五十猛*名を韓 
神と云ひたれば，事實大抵相符合す。又曾尸茂梨は、韓語牛頭の義、その之を樂浪' 
地方となすは、或は非なれども、江原道春川の牛頭山•おもふに，其地なる ベく •我が 
後世の俗、素盞嗚尊を牛頭天王と稱するは，之に因る、 t 。. 凡を是等の諸說は、未决 
の疑案1:して、輙ち信すベからすと雖も、朝鮮の太古，漢族の文化，未だ及ばざ b し 
とき、平安道もしくは江原地方には、原始的人民の多少棲息するありて、我が日本 
邊陲の民と往來交通せしこ i は、 想像と雖も謹らざるに庶幾し。而して，この遊 
離神話0一條 は， 前後の聯絡を缺くものにして•この外，特に證驗すべきもめなし。 

半島の原始的種族は、謂ゆる貔貊にして、なほ支那に苗族あ卜、日本にアイヌあ 
るが如し。 ri 額，も i 一種にあらざれども、その關係の親密なること、支那の JE 鬼 
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の如く，風俗習慣、頗る相似て、幾んど區別なきを以て合稱す。今の江原道江陵府 
の東に、狡時の故城あり、同道春川の北、照陽江上に、新國の都ありといへ ば、 江原の 
一道を中心として e 尙及び平安の東北部ょり、逮東半島に及びしものならむ。 

支那の諸史、その風俗を記する.者は日く•その人、愚慾にし.て嗜欲少く、請句せず、 
男女皆曲領を衣る。その俗、山川を重んず，山川各部界あり、妄りに相干渉するを 
得す。同姓と婚せす、忌諱するところ多く、疾病死13、輙ち舊宅を捐棄して，更に商 
居を造る。麻を種袅、 S を養ひ、綿布を作るを知>、曉に星宿を候し，豫め年の豐約 
を知 b 、 常に十月を用つて、天を祭卜、晝夜飮酒歌舞、之を名づけて舞天といひ，又虎 
を洞り•以て神となす。邑落相侵犯する.ものあれば、輙ち相罰し、生口牛馬を貴め、 
之を名づけて-2禍といひ•人を殺すものは死を償ふ。寇盜少く、能く步戰し、矛を 
作る、長さ三丈、或は数人共に之を持す、樂浪の檀弓•その地に出づ、又文豹多く、果下 
馬あ b ， 海に斑魚を出す、と。謂ゆる果下馬は、商さ三尺、之に乘じて果樹の下を行 
くべき故に名づけしものにして、現今庚尙道及び濟州島に產する小馬は•其遺種 
ならむといふ。この秫 H はじめに、韓族に壓服せられ，次に漢族に逼迫せられ、後 
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日本の種多 


馬韓族 


に織君南間 V 衞氏の政に堪へず£十萬口を率ゐ，、逢東に至^'て漢に內屬し，因つ•て 
宇島より、その根據地を失へ bo 而して tt 愚直にして耕作を能くし、賤業に甘ず 
るを以て、捕虜とな b •奴隸となり、處々に翰出せらる。或人の說によれば.我邦の 
穢多、亦れ是ならむ I いふ。盖し，穢は穢と昔相通じ，元1」诋種固有の名、多は語尾 
の付辭にして、意義なく、從來或は我が兵の爲に俘にせられ、或は新羅•百濟よ b 贈 
獻したるもの、大抵この種を 主と すればな b 。 穢多の卑斥されし所以、ひとり m 
を屠\皮を製するを以て其業となす故のみに非ずして、種族的嫌忌の念、因襲的 
に附隨すればならむ。穢•すでに滅ぶや、妬、亦た衰へ、 b づかに、江原道の邊隅を守 
b しが、後には、高句麗の部民となれ5。 

貓貊將に衰へむ として、 韓種はじめて盛な^'。韓種 中， 最も古る くして， 且つ最 
も純なる毛のを馬韓となす。前三韓の末運に及びても*馬韓なほ五十四國を有 
し， 他の 辰 辨二韓、名は韓なれ ども、 實は漢族にして•各十二國に過ぎず。馬韓族、一 
時勢力の盛な b しこと、 知るべきの‘。これより 先、 貓貊は ，その 寅侯、邑君、三老、耆 
舊あるのみに して、 大君長なし？馬韓に至 b て、 はじめて，原始的國家の體制を見 
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る。おもふに、馬韓の漸く盛なるや、鷄貊の一•一種•或は其下に®從し、或は漸次西北 
境に逃 C し、半島の主部は、全く«;種の統治に歸せしならむ。馬韓人、田 E を知\ 
綿布を作る，大粟を出す、梨の如し a 長尾雞 あ り、尾の 長さ 五 尺〇邑 落雜 居，亦た 城 
郭なし、土室を作 b て*形、冢の如く，戶を開いて上に在 b 。 跪拜することを知らす、 
長次男女の別なく、金寶錦罰を貴ばす牛馬に騎乘するを知らず、唯だ瓔珠を重ん 
じ以て衣に綴 b て飾となし、又頸に懸け、耳に垂る。大率皆魁頭露紛、布袍草履、そ 
の人壯勇 、少年 室を築いて力を作すものあ 輙ち縄を 以て脊皮を貫き|&するに、 
大木を以てし、嘴呼して健となす。常に五月を以て、田竞鬼神を餘 b 、 畫交酉會、群 
聚歌舞、舞は輙ち數十人相隨ひ、地を蹋んで節をなす。•十日 農 功畢れば、亦た復た 
之の如くす。諸國邑二人を以て天神を祭るを主らしめ、號して、天君といひ，又 蘇 
.塗を立つ，大木を建て、以て鈴鼓を懸け、鬼神に事ふ。その南界、倭に近く、亦た文身 
の者あり。馬韓 、後、 箕氏の統治に歸し、次いで新羅に C ぼされ、その遺民は、 II 無と 
等しく皆奴隸となる。 

如上二種族の®踞する間、半島の歷史は、なほ太古鴻潆の雲霧中に在 b 〇我が 
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111 s と後ーニ神武の皇兄稻飯命•新羅に王となりし とい ふが如きも、亦た此時に非ざるを得む 
や。炉くの如くして永績せば、朝鮮は、長しへに、非文明邦土として終るべきな bo 
然れども、その地*日支の中間に介立し、交通の便、固よ b 少からざりしを以て、この 
兩大國の殖民は、自然に之を開發して•東洋舊國の一とならしむるに至る。箕衞 
1一氏の古朝鮮は、文化の光を北方よ b 傳へ、齊秦流亡の子孫たる辨秦一一韓は、南方 
に國を立てざの後•箕氏南に移 b て馬韓に主とし、謂ゆる前三韓の君長は、ともに 
漢族たり。然る後、扶餘族は、西北の山地より入りて高句麗'百濟，となり、出雲族は、 
東南の海島より來りて、新羅、任那とな b * こ、に、後三韓の世とな b 、 半島の歷史は， 
日支交渉の局面に於て、一大開展をなすに至れ b 。 

第二章 箕衞二氏の朝鮮 

古«|鮮の版 ■ 古朝鮮の版圖は、後世の朝鮮と異にして、主として，逸東の地を汎#し、西は遼河 
を界とし、東は大同江に至 b , 今の平安道及び淸國盛京省を奄有す。支那三代の 
頃，この地に棲息せし蠻族數種、その盛なるもの•一に東胡、二に林胡、三に山戎•而し 





放—子 


八嫌の敎 
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て、漢族の始めて此に入 b しものを殷の箕氏となす。 

殷の太師箕子、本姓は子氏^は須 © T 豺の諸父な b 。紂無道•比干は諫めて死し 
微子は之を去'箕子即ち髮を被\佯狂して奴となる。かつて日く•商は其れ淪 
喪せむ我は臣僕となること罔炉らむ•と。周の武王#を伐つて，天下を定むるに 
及び：道を箕子に訪ふ。箕子 、爲 に洪範九疇を陳す。すでにして，箕子、中國の五千 
人を率ゐて、地を朝鮮に避く。詩書禮樂醫巫陰陽卜筮の流、百エ技£、皆從ふ、言語 
通譯して之を知る能はす。武王，從つて之を封す。こ、に於て、箕子民に敎ふる 
に禮義田 S 織作を以てし，民の爲に禁を設くること八條、相殺せば當時殺に償ひ， 
相傷くれば穀を以て償ひ、相盗むもの、男は沒入して、その家奴となし，女は婢とな 
し、自ら贖はむと欲するものは、人ごとに五十萬、免れて民となると雎も、俗なほ之 
を羞ぢ 、嫁 娶售るところなし。之を以て、其民相 盗ます、 門戶の閉なし，婦人貞信に 
して淫辟ならず、その田野都邑、飮食には籩豆を以てし、仁資の化ぁ bo その都せ 
しと ころ、 韓史には今の平壤 とい ふ。之を信する者は日く、平壤の地 f 2 る や、 平安 
道沃野十里の中に在り，山を拓いて城を築き*に大同江を* び、 味野を控へ 41 :に 
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丘陵を負ひ.又普通江、その西北に流れて，山河の要塞、篡に天造に出づ t いふべし。 
その東，大同江より、西、普通江に至るの間、幅員大約一里、平坦盤の如く •謂ゆる箕子 
井田の遺制、この中に在 bo 而して.寞子の井*子の宮址等は、井由の中に在り。 
井田の狀たるや、東西を經とし Iti 北を緯とし，道路卒直、溝洫修明、規畫井然として 
I 絲紊れす、宛がら、碁を布く W 如し。城の西北に當りて喬林ぁり、松楡蓊縟とし 
て、日光を陰翳す、これを菟山といふ、箕子0#こ、に在り、今に之を箕林と稱し、斧 
斤之に入るを禁す、と。然れども、*子國を闢 く 0時，その領域、玆に及びしや否や、 
固より考ふべからす。たとひ、之に及ぶ とするも、故ら に邊境に都するの謂な^ Q 
おもふ U 、 是れ、後世唐宋の傻柔政策に出でしに非 t むば•朝鮮の儒流、故らに作爲 
して，以て中華に媚びしものならむ。宋史に日く、遼陽府は、古しへの朝鮮®之に 
据す、即ち箕子の封せられしところ、今の朝鮮、盖し故號を*ふのみど。この說、本 
づくところを知ら t と雖も、頗る憑信す*へく、すでに、 S 河 I 帶の地を有せし以上、 
都城亦た其中に在 b しや必せ bo 

おもふに•箕子の時は、東境鴨綠江に達せざり しや も知るベからす。殷人 S よ 
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り豪毅なりと雖も、筇子の國を創 t ° るや•武力を以てせしにあら文故を以て，その 
祖國より傅へし文化も、漸次陵遲せしなら If 。 この時に方りて、山戎勢を逞ぅし、 
遂 U 燕の北邊を襲ふに至りしを以て •齊 の桓公、五覇の首として、攘夷を^とし，山 
東より渤海に浮び、燕を肋けて、山戎を追ひ、その.大部落の長たる孤竹益を C ぼす。 
この間•箕氏亦た難を避けて次第に東南に 遷徙 し、はじめて、半島に入れしなる ベ 
くど、に至りて、再び西進して、谨土を极し、更に邊を開いて、燕と境を接す。箕子 
の後，朝鮮侯といふもの、周衰へて、燕、王 i 稱するを見、將に地を略せむとして、自ら 
王と稱し、兵を奥して、燕を伐ち、以て周を尊 < せむとす〇大夫禮、之を諫めて止む。 
仍つ て、 禮をして、西、燕に說かしひ。燕、亦た止つて攻めす。盖し當時の燕領は、今 
の長城以北、はるかに遼河の畔に至り、古朝鮮領は、逸陽海城よ b 大同江に至りし 
ならむ。朝鮮侯の後•子孫や、 騙 谐な\燕、乃ち秦開を遺し，其西を攻めしめ，地を 
取ること二 T 餘里、滿潘汗に至つて境となし、朝鮮遂に弱し。滿潘汗、今考ふべか 
らす、或は逯河となし*或は if 天嶺となす。要するに、焚氏は，こ 0 前後，大に勢を失 
ひ、遼東故土の大半を失ひしならむか。 









秦の始皇、天下を併せ•長城を築ぃ：て、遼東に至るや、箕子 四十 代の孫否立ち•秦を 
‘畏れて遂に之に服屬す。否死して Vv の子準立つ。. 二十 除年にして，秦大に亂れ， 
陳項起る。こ、に於て•燕齊趙の民、 - m 苦し、或は陸に由り、或は海に浮び d げて準 
に歸するものぁ b 。 漢、すでに天.下を定め、 ii 館燕王たるに及び、準、燕とともに m 
水を以て界となす。湞水は、今の鴨綠江、箕氏こ、に至 b て、全ぐ半島に住し、その 
版圖も、亦た今の平安•黃海 M 道に過ぎざ b しが如し。その後、 it 綰反して匈奴に 
人 b 、 東胡の盧王と稱するに及び•赛人衞滿、 JJ 命し.黨を聚むる千餘人、魅結蠻夷服 
して、 東， 渴水を渡 b ， 永く西界に居て、藩屛たらむを請ふ〇準、之を信じ、寵異して博 
士となし，賜ふに圭を以てし、之を百虽に封じて*西鄙を守，らしむ。滿 G 命の±を 
誘ひ•签牟城(盛京省莶卒)に據り，詐吿して日く、漢廷兵を皋げて來り侵.さむとす、 予、 
因つて兵を率ゐ、入つて宿衞せむ、と。準之を許す。滿，その不意を窺ひ、襲ぅて之 
を破り，自立して王と.な b ¥ 壤に都す。準、海を航して，南、馬韓に.逃る。箕子の建 
國ょ钇こ ゞ に至るまで"凡を九百年といふ。 

時に、 漢廷 は、 孝惠 •高 后の 間、 天下は じめて定まるに會し•遼東 ±守、 滿に約して，外 
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臣たらしめ、塞外の諸國を保つて邊に寇するなからしめ•諸國入朝せむと欲すれ 
ば禁するなからしむ。故を以て、滿"兵威財物を以て、其傍の小邑を侵降するを得、 
眞番(碰京省興京府)臨屯(江厭道江陵府)等、來つて服嵐し，その 地、 方數千里と.いふ。 

その孫右渠に至匕稍や驕虐な b しを以て、騸君南閭、二十八萬口を率ゐ 、逸 東に 
至> て漢に脤屬す。右渠、之を惡み，私に漢の C 人を誘致し、又眞番、辰韓の入朝せ 
むとする を壅閲して通せす。漢の武帝元封二年"涉何をして、右渠を誘譫せしむ。 
終に詔を奉するを肯んせ す。何， 去つて界上に至つ て、 浪水に臨み、御をして、送 b 
來 b しもの、朝鮮の裨王長を殺さし め、 馳せて塞に入り、歸 b 報す。こ、1:於て、何 
を拜 して、 遼東東部都尉と なす。 朝鮮、何を怨み、兵を發 し、 班ひ攻めて之を殺す。 

元封三年、武帝、罪人を募り， その 秋、樓船將軍楊僕をして、齊ょれ渤海に浮ばしめ、左 
將軍苟彘をして、遼東ょり出で、之を討たし む。 右渠、兵を發して之を拒ぐ。兩 
將城を園みし •か、 戰つて利ぁらす。朝鮮の大臣、陰に人をして*降を樓船に約さし 
む。樓船，之を納る。左將軍、急に搫てども、樓船約に就炉むと欲して、戦はす。左 
將軍 、その 叛するを 疑ぅて、 相善からす。武帝•兵久し{决せざるを以て、濟南太守 
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公孫遂を遺し往いて、之を征せ心め、便宜を以て事に從ふを得せし む〇遂•至る。 
左將軍、遂に吿げて，樓船を執らへ、その軍を幷せて、急に之を擊つや，朝鮮の相路〜 
相韓陰>尼谿の相參、將軍王陕、相與に謀り，右渠を 殺して、 漢に降 る 〇衞滿 の 自立せ 
しよ b 、 こ、 に 至る まで， 凡そ三世，八十七 年といふ。 

漢の朝鮮を宠むるや、樂浪、臨屯、玄冤、具蕃の四郡となす。樂浪は漢江 R 北、鴨綠 
江に至る一帶の 地、 其郡治は、朝鮮縣、盖し右渠が都せしと ころを 以て治所と なす 0 
臨屯は今の江原道、其郡治は•束滕縣。支冤は今の咸鏡道、其郡治は、沃沮城、後、夷貊 
の爲に侵されて、郡を句麗の西北に移す。具蕃は、今の平安道東北部以往、其郡治 
は罾縣。郡、はじめ吏を遼東に取る。吏、民閉藏なく、及び賈に往 C 者を見て、夜は 
盜をなし^稍や益す薄く，禁を犯す こと •浸や多く•六十餘條 K 至りて t 貴の化變 
すとい^ V その後、昭帝始元五年の頃に至 b 、 朝鮮の舊地、平那 i 冤の 二 郡を以て， 
平州都督府となし，臨屯、樂浪011郡を以て、東府都督府 i なす。但し •その地域よ* 
毫も變せす。武帝以後、朝鮮、漢の版圖に入 > しこと、凡そ五十餘年 〇而して，塞外 
諸蠻族大移動の結果、匈奴よ b 逐はれ し 東胡は、 I たび衰 へしが、後に烏桓、祥卑 と 
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な b 、 逸 K 一 帶に據り、秣揭、扶餘 は、 その 勢、 蹙つ て、 半島に 入り、 局面復 tc 一 幾せ 


後 II 梅 


第三素前一13 

漢威 、半島の西北部に及びし時に當 b 、 東南の一部には'二國の輿起するあ b 。 
馬韓 、辰 辨.辨韓是れな り。 馬韓は先住の種族にして、穢貊二族を壓 し、 五十餘國を 
有し'時や、盛な b しこと、 前に述べ tc るが如し。箕準の衞滿に攻奪せらる、 
や、 その左右宮人を 率ゐ、走つて海に 走り、 韓地金馬郡に居 b 、 遂に之を奪.ひ*自立し 
て武康 王と 號し•子孫相繼ぐ.故に詳言すれば、宜しく後馬韓と稱すべきな り。 但 
し，其民の多數は 、從來 の韓稱 にして、 その 俗、 前に 具す。 

辰韓は、今の庚 僻道の一都に して 二に秦韓と稱 す。 馬韓の東に 位し、 北は |£ 妬 
に接し，南は辨韓に鄰 b 、 凡そ十二國を有す。 秦の苛法嚴刑を 以て， 天下を治む る 
や、その民，役を避けて，この地に流移せしが、馬韓、東界を割いて、之に與へ，城棚を建 
て/,、境域を限れ^/これ 秦韓の稱ある所以。秦韓 、世. 首領あ 5 と雖も•流徒の人な 
るを以て、自ら 立つ て王となる^得ず， 常に•ぬ韓の覊制を受く。その 俗、 城棚屋室 












響支 


Digitized by 


Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSE 


ぁ b •諸 別小邑 •各渠帥ぁ b , 大なる 毛のを巨智と名づく、次に 儉側ぁ b •次に樊祗ぁ 
b 次に殺奚ぁ b 、 次に邑借ぁ 6。 土地肥美、五穀に宜しく%桑を知 bM 布を作 b 
牛馬に乘駕 し、 嫁娶禮を以てし、行くもの路を讓る0®鐵を出し/猿倭馬韓、並に從 
つて之に市す。凡そ諸貿易.皆鐵を以て貨となす。俗，歌舞を悦び S を飮み、琴を 
鼓す。兒生るれば：その頭をして扁ならしめむと欲し、皆之を押すに石を以てすひ 
その 地、 東は近く 我 •か日本に對し、交通の便、最も宜しきを以て、後に新羅の爲に滅 
せらる、 や、その民、相率ゐて東航す、我が古代投化の秦韓人種は，多く其遺孽とい 
ふ0 

W . 辨韓 は、 辰韓の南に在り。一に辨辰又は卞辨といふ。その 地、 慶尙道の南陲に 
位す。もと齊東亡人01團，舟*に乘じて、山東岬角ょ-^漂着せしもの、その民^韓 
と雜居し， 城郭衣服皆同じ C 、 言語風俗、や、異なる0み。その 人、 形皆長大、美髮 、衣 
服潔淸に して、 刑法嚴峻，その國•倭に 近く、 故に頗る文身の者ぁりといふ。 

邪文化の影 如上の三韓、漢族の裔、此に主れ bi 雖も、これが爲に、當時朝鮮の文化‘支那に劣 
らざ b しを想 m するは，非なり。阿1なれば，箕子に依^'て傳へられたる 殷 末の 
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朝鮮 史 ■ 二六 _ 

文化は、その二回の移動中に漸次消失し，辰辨二韓は、元と支那邊境の民、その勢力 
微弱なるによ れ、 止むを得净して故土を去 b しものに過ぎざればな0。然れど 
も®長制度、その‘中に發 達し、 遂に後三韓となりし は、 自然の勢にして，半島の文化 
これよ b 漸く觀るべきものあら If とす。前三韓は、その時代，大抵支那の前漢と 
相若く、但し其詳は、固より考へ知るベからす。 , 
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箱居世 


‘第二廉上古期三韓鼎立の世 
第一章三國の興起 

前三韓の末運に際して、新羅•高句寧百濟の三國、新に興起して£に干戈爭鬪を 
事と し、 遂に半島を分割して、鼎峙の勢をなす。この三國の 中、 新羅先づ起る。 

新羅は、本と出雲族の殖民地な b 。兩國の交通は，迎日灣より鬱陵島を，檫と 
し、隱岐を望みて出雲の松江灣に入る。素盞鳴尊の如きも、亦た必中や、この航路 
を取りしならむ。されば、武甕槌.經津主の 二 神、出雲を招諭せしとき、之に服せざ 
る者は、獨り、建御名方神のみな^ >• す、而かも、この輩、如上の航路を取 b , 素糞の遺跡 
を尋ねて朝鮮に入5、新羅の始祖、或は ft より出でしに非ざるか。韓史傳ふると 
ころに據れば、新羅の始祖、姓は朴、名は#居世。これより先、東海の濱の山谷に•古 
代出雲族，即ち韓史に謂ゆる朝鮮の遺民あり-1:ハ村をなす、日く閼川揚山•日く突山 
高墟、日く觜山珍 支、 日く茂山大樹、日く金山加里、日く明活山高耶、これを辰韓六部 






雜试忡の律化 


となす。商墟の村接蘇伐公•楊山の麓を Si むに•蘿井林間•馬の撕くあり•往いて見 
れば、大卵を得た b . 之を剖くに嬰兒あり、之を養ふに、岐嶷夙成、六部之を異とし、立 
て ゞ 君となす.年十三*居西干と號し 、國 を徐羅伐と號す。その朴を以て姓となす 
は、剖くところの卵、瓠に似、俗^を謂ぅて朴となせばなぅ。即位五年の後、閼英を 
立て ゞ 妃となす。はじめ、寵、閲英の井に見はれ，右脇ょ5女兒を生む。老嫗あ$ 
異として、之を養ひ、井を以て名 i なす。長するに及びて、德容あ赫居世、納れ 
て妃となす、賢行あり、能く內輔す•時人之を二聖とい j 。 王、六部を巡撫して、農桑 
を勸督する や、 妃常に從ふ。 

赫居世の在位 中、 日本來つて邊に寇せしも、王の神德あるを聞いて、乃ち還卜、辨 
韓當時甚だ衰微し*遂に其國を以て來 b 降る。樂浪の人、來 b 侵さむとせしが、邊 
A 夜、戸屜さす 、露 積野 K 被るを見•相謂つて日く .Sr 相盗まざるは* tr 道の國といぶ 
べし，吾儕師を潜めて之を襲へ ば、 盗に異なるなし、愧ぢざるを得むやと。乃ち引 
いて退く。東沃沮(今の咸鏡道)亦た其德を 聞き、 稱して欺人となし、使を遣して，良 
•海を 獻 す。赫居世、幼時の事、怪誕信を措くに足らすと雖も•年はじめて十三、居西 
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干の位に即きしよ b 見れば、出®族中，名門の遺裔たるべへ且つ德化を以て人 E 
を撫育し，依つて國威を半島に耀甘しこ七、斷じて疑ふべからす。 

務居世，その臣瓠公といふものをして、馬韓に來聘せしむ。馬韓王、讓めて日く. 
辰辨二國，我が屬國た b 。 •比年職貫を輸せす、大に琪ふるの禮、其れ是の如くなら 
むや、と。盖し、新羅の之を防遏するを疑ふなり。瓠公 M へて日く、我が主、威德盛 
大にして、よく力を民事、に致し、辰韓•辨韓.倭人に至るまで、畏服せざる^ ■ し。今我 
が主 T 臣をして、來聘して、禮を修めしむ、何ぞ之を無禮といはむ、と。馬韓王、語塞 
b , 怒つて之を殺さむとせしが、左右之を諫めて止む〇瓠公は、元と倭人、そ0族姓 
を詳にせず、はじめ®を以て腰に繫ぎ•海を波つて來る、故に之を瓠公といふ。お 
もふに•九州地方•もしくは山陰の地よ b 漂流して•彼土に投化せしものか。.その 
後、馬韓王の死する や、 或は赫居世に說いて m く、彼さきに我が使者瓠公を辱かし 
む、 今その喪に當 りて， 之を征せ ば、 その國 、平げ 易し、 と .〇王日く、人の喪に乘ずるは、 
不仁な b 、 と。更に人を遣して、弔慰せしむ。人咸な其仁を稱せざるなし。 

赫居世•在位六十九年にして殂し、その妃閼氏、また之に後ること僅に七日に-し 
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多 

-ft". 

奥 


那 

解 


て卒す。子南解立ちて、次々雄と稱し、或は慈 -± と稱す、方言に巫を慈允といふ、盖 
し神として之を敬畏するな樂浪の兵，來 b 侵せしが、幾もなくして、引いて、去 
る。南解、二聖の餘威、乃ち然りとなし•爲に其廟を立つ。 

時に國內楊山部に昔脫解といふもの あり、 脫解は元と多婆那國の人，多婆那は， 
倭國の東北一千里に在り、はじ^その王、女王國の女を娶 b •大卵を生む。王以て 
不祥となし•之を棄て，裹むに帛を以てし、寶物を併せて積中に置き，海に浮べて，そ 
の之くとこ.ろに任かす。すでにして金官國に至卜，遂に阿疹浦に至'る。浦口の 
老樞、之を得て ffi を 開けば，一兒 あり、 大に喜び、養つて子となす。長するに及び、骨 
表英偉，智識人に遇ぐ。はじめ、植の來るとき、鶴の隨つて鳴くあ b 、 因つて鵲の鳥 
を省き、昔を以て姓となし、又檳を解いて出で脫せしを以て、名を命じて脫解ふい 
ふ。脫解•常に漁釣を以て，業となし，以て嫗を養ふ。嫗日く、汝の容貌、常人に異な 
れ b , 宜しく、學を力めて、功名を立つべし•と。脫解，遂に學問に志し、地理に通じ、地 
を楊山の下に卜して、之に居る。南解•その賢を聞き、妻はすに長女を以てし•大辅 
となし、委ぬるに軍國の政事を以てす。多婆那の地，或は我が但馬となし、或は肥 
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後玉名郡玉件名 i なし、或は又、脫解を以て、我が國史に謂ゆる比多柯、垂仁の朝、常 
世國に使せし田道間守となすものぁり、但だ倭人た るに 至りては、 固ょり論. なし。 
南解•病篤きに及び、その子儒理及び脫解に遺言して日く，吾が死後は，朴昔の二* 
年長を以て位を嗣ぐべし、と。その殂する t 及び，儒理，脫解に讓る。脫解擗して 
日く、神器は庸人の堪ふるところに非す、吾聞く、聖智の人は齒多し、と。因つて、試 
に餅を以て噬ましむるに、儒 a 齒理多し、乃ち立て、尼師今となす、尼師今は齒理 
なり。儒理、人となり、仁慈にして、心を政事に盡くす。一日國中に巡撫し•一老嫗 
の凍餒するを見て•左右に謂つて 日く、 予、人の 上と、なりて、 民を 養 ふ能はすして、こ 
の 極に陷らしむ、 と。 之に衣食を賜ひ、なほ有司に命じて、鰥寡孤獨の自活する能 
はざるものを脤給す。隣國、その德を聞き，來り歸するもの、甚だ衆し。又六部の 
名を改めて姓を賜ひ、その婦女をして、桑麻を勉めしめ、その他、官位十七等を定め、 
大に力を內外に盡くす。儒理•終に臨んで臣僚に謂つて日-^脫解•身*國戚に聯 
位、輔臣に居 b ® ば功名を著は t 朕*>二子、その才及ばす、且つ先君の命ぁゎ、吾死 
するの後，位に即かしめょ、と。 K 解•遂に泣に即く。 
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脫解.亦た力を國 ® c に盡し^公に任じ、朴氏一族をして、州郡を分理せしむ。 w 
金 閼 80 濟.兵を以て來 b 侵せしも、其志を違ぅするを得すして引いて還る。一使、 M 西始 
林の間に雞聲あり、明日瓠公至シ見る に、 金櫝樹梢に掛 b て、 白鷄その下に鳴くあ 
り。镇公還つ て、 之を王に吿ぐ 。王、 人をして®を取り、之を開かし む， 一®^兒あ b 
阐中ょ b 出づ、姿貌奇偉。王大に喜び、左右(:謂つ て 日く，これ、天，我を祚するに好 
a を以てするに非すや •と。 因つ て、 姓名を命じて金閼智といひ，之を養つて子と 
II 林の國«なす。閼智は、小兒といふが如し。これょ始林を雞林と名づけ、 後、 國號となる。 
昔氏在位二十四 年、 位を朴氏に復し M 理の第二子婆娑王立つ。.， 

^璧、即位の後、令を下して日く、今國家、西は百濟に*り、南は伽耶に接す•宜し 
く、成壘をして、不虞に備ふ V し、と。因つて、加召•馬頭の二城を西鄙南陲に築 
き、又史數十人を州縣に分遣して、吏人を察せしめ、その職事を務めす田野を荒廢 
せしむるを黜け、高年を訪•って物を賜ひ、農桑を勸め、水旱蝗災には•其窮を賑ひ•專 
ら恭儉を勉めて M 富を致す。伽耶の人、南鄙を襲ふや•婆娑王*兵を遣して防がし 
め、 自ら 輿±五千を率ゐて出で、戰ひ、大に之を破 卜 •進ん.で、伽耶を伐たむとす。 












伽耶大に恐れ、使を遣して來謝し、事遂に止む P 百濟、亦た使を遣 L て、和を請 ひ、 悉 
攀押督の諸國、亦れ簪服す。王の後 m 摩王を經て、逸聖王に至^ S 、 政事堂を置^.，堤 
防を 修め、 田野を闢き、民間の金銀珠玉を用 ふることを禁じ、専ら先王の遺法を行 
ふ。かくの如く、新羅に於ては、賢君しきりに輩出し，國本益す鞏固な bo 

新羅建國の 後、 二十一年を經て、高句麗の始祖朱豪立つ。髙句麗は、古朝鮮の地、 
其北«:國あり扶餘といふ。その王金蛙、河伯0女柳花と婚して朱蒙を生む Q 王 
七子あり、最も朱蒙を愛す。朱蒙•幼にして、魁梧英偉、射を善くす，俗、善射を朱蒙と 
いひ、遂に以て名 i なす。兄弟、皆 その 材能を嫉み•之を害せむ とす 〇朱蒙、禍を畏 
れて、東南の 方、 卒本扶餘に逃れ、都を沸流河上に定め、自ら 高 辛氏の 後 1號し、國を 
高句麗と號し、高を以て氏ふなす〇朱蒙，勢日に熾にして、四方來附するもの甚だ 
衆し。その地*摇婁に 鄰 るを以て、その 侵 盗せられ むこと を 恐れ A 民の 邊境に 在 
るものを一畤攘斥せ L が、摇婁敢て來6侵さす。一日，朱蒙外に出で，沸流水に菜 
葉の法作下るを見 A の上流1:住むを知り、往いて尋ぬるに’果 L て國あ，^沸流 i 
いふ。ぞ0主松讓、朱蒙を見て日く、汝¢1ょち东る 0 朱蒙日{、我は天帝の子、來〇 

g ^1- 三！ L ^ ll 興^"卜 ；.： IP 1 
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て卒本に都す•と。松 a 日く，我、累世こ、に王 t 2 b 、 汝童んぞ我* > 附屬たらざるや、 
と。朱蒙、大に怒^'、與に藝を較ぶ。松讓抗する能は t 遂に降る。.朱蒙、之を故國 
沸 t に封じて、多勿侯となす，方言に舊土を復するを謂ぅて多勿となせばな bo 
次いで、朱蒙•城郭宮室を罃み，秣躲の來り侵さむことを患ひて、之を锒斥し、存人及 
び.北沃徂を減し、國力大に振ふ。 

朱蒙殂して、太子類利立つ、これを 瑠璃明 王となす。王、鮮卑を 降し， 梁妬を 滅 し、 
漢の王#、 甸 奴を伐^むとして、兵を徵せども 應 せす、却つ て、漢の邊 境^侵す。そ 
の子太武神王に至 b 、 扶餘と戦つて•其王を殺し，、蓋馬•勾茶•樂浪を取つて11域を拓 
き、勢 最も 盛な.りし.が、その末年、漢の光武、兵を遣し•海を渡つ て， 樂浪を伐ち*其地を 
取つて郡縣となし，@水(平安.道成川府)以南、復た漢に屬す。閲中王を經て、慕本王 
に至^/暴戾殺を好み、居常坐するとき、侍人を以て几に代へて之に憑り、臥すとき 
は枕となして之に依る。 侍人 もし 動搖 すれば、輙ち之を殺し、諫ひる渚ぁれば， 之 
を射る。侍人杜煢膦の及ばむことを恐れて、大に哭 す。 或は H く、汝、何をか.哭す 
る•古人謂はす^-,我を 撫 するものは后、我を虐するものは讎なり， と。 汝、其れ，之を 
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圓れ、杜魯•意決し、刀を藏して、王に近づき、遂に之を弑す〇太子翊•不肯にして、 
社稷に主たる1:.足らす。 國人 乃ち王の孫宮を迎へ立つ、 これを太祖 王となす0 
王幼にして岐鐵、位.に即くに及び、賢良を擧げ M 寡を問 ひ、 時に 出で ゞ 東沃徂•薄那* 
朱那等を 略し、 又屢.ば鷂箱•馬韓•鮮卑とともに漢を侵し 、空 冤.遼東を收め、その勢、 頗 
る盛なりしが、深く其弟遂成を信任して，威福を擅に せしめ、 遂成田獵に荒み、陰に 
異心を懐く。王、在位九十四年•老耋して察する能はす、遂に位を遂成に傅ふ、王者 
の禪位、 こ、 に 始禽る 0 

百濟の始祖温祚は、高句_高朱蒙の子な bo はじめ 朱蒙の卒本扶餘に至るや、 
その王の女を妻とし、二子を生む、長を沸流といひ、次を温舴と.いふ？すでにして • 
朱 蒙、 少子類利を愛む•立て、太子となすに及び、二子 その 相容れざるを恐れて南 
行し、沸流は彌節忽に居溫旆は河南の 慰禮 城に居る。馬韓王、東北百里.の 地を 
割いて、之に與ふ。沸採、彌節忽の地、卑濕にして安居するを 得ず、慰 濠の都邑•すで 
に定ま^ SA 民安堵するを見、想恚して死す。こ、に於て，その臣民、皆慰遵に蕾す0 
はじめ、温旆の南行するや％ v の臣•烏 T 馬黎等、十人を隨行せしめ•事を濟さひこ i 

HII 國の興起 ：— II 一五 ン • - ... 


Digitized by Googie 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 






Digitized by 


Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 


を 期せしが故にばじめ國號を十濟といひし•か、 こ ゞ に至 b て，百済と改號しその 
系，高句麗と同じく扶餘 K 出でしを以て，扶餘を以て氏 i なす。その興®高句艇 
に後る、こと，殆んど二十年。その後，樂浪•採鞠、屢ば境域を搔すを以て»を築き • 
棚を設けて、之を防ぎしが、侵暴な II 止まざるを以て，遂に地を漢水の南に卜し、都 
を漢山に徙し，使を馬韓に遺して、墳域を定め、牝は洪水に至 b 、 南は館川に限火® 
は大海を窮め、東は走燶を極む。二十七年，馬韓の微弱に乘じ，遂に之を亡ぼす。 
その鹆多寒巳宴の二王を經て、巷婁王に至る。この間、屢ば旱艇ありて、飢民高句 
魔に* C し•外は挹蓽樂浪等の侵略を被ち、國勢甚だ振はす。三國の中，最も微弱 
と稱す。伹だ 多婁王の 時、 數次兵を出して，新羅の邊境を班ひし も、 亦れ其志を逞 
#フする を得すして止む。 

三國鼎 立の時に當 b て， II 洛國の始 ffl 金首 S 、 位に® き、 都城を築き•宮室を 詧み、 
時に新羅の 南鄙を侵伐せ b 。 駕洛は 、元と 阿羅伽耶•古寧伽耶•星山伽耶•小伽耶•大 
伽耶の五部に 分れ，その地、 新 M の 西南に在 b しが， 金首露•之を領 してょ ち 金官國 
と改稱し，この 五®を總稱 して， 鵁洛 といふ。その 中の大伽耶は二に任那 とい ひ， 












我が邦と古來緊密な.る闊係ぁり、但し駕洛-任那 Q . 事瞳，彼史に載する i ころ、甚だ 
詳なら す，後，皆新羅の滅ぼすところと なる。 

三韓 S 立 三國 の. 中、新羅は出雲族に して、 麗濟二國は扶餘族なれ。この中、新羅最も强盛 
にして•南方に雄鎭し、高句麗は國勢相遜らざるも、その地、西北に在るを以て，支那 
との交涉、常に絕えす、百濟は二國の間に介在し、その力、敵せざるを以て、後には、專 
ら我が H 本に倚賴 して •其援を請ふに至れヶ。但し創業.の當時は、各內治に專に 
して、 侵寇爭 奪、 なほ甚しからず、 その後、 年所を經るに從ひ、 その 交涉、念ょ多睡 とな 
るは、自然の結果に して、 今後の趨勢、豫め 卜して 知るべきのみ。 

第一 i 一ー ー國 の 中世：： 

I 新羅婆娑主の孫阿達羅 、薨じ て嗣なく，昔脫解の孫伐林•位に郎 {、ごれ を昔氏中 
興の祖となす。伐林、聰明に L て m め水旱豐凶を知6、又善く人の邪正を辨じ # H 
郡を巡つて、風俗を察す。數傅して、助賁王に至り、甘文を破 b 、 骨伐の主、亦た衆を 

沾辨王 ：率ゐて來 b 降る。王、皆その地を以 T 郡縣となす。次いで，沾解王に至 b ， 沙梁伐 
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朝 朗央 ^ HA _ 

を滅しぼじめて、政を南堂に聽ぐ。王の時に，當 b て，倭人來侵して于老を殺す。. 

1との H 係はじめ、倭*耶古をして•來聘せしむ〇沾解主、于老をして、之を賓せしむ。于老戯 
れて日く、早晩、汝♦か主を以て、鹽奴となし、王妃を爨婢と爲さむ，と。倭王、之を聞い 
て大に怒 b 、 將軍于道朱君をして、來办侵さし tf 。 王、出で、柚材に居る。于老日 - 
く、今日の倭寇は、臣の B にょりて之を致す。臣請ふ、之に當らむ•と。遂に倭の軍 
に至 b て日く、前日の言は、之に戯る ゞ のみ、豈に師を興して•こ、に至るを意はむ 
や，と。倭人、之を執らへ•薪を積み•之を燒き殺して去る。後、倭の來聘するや、于老 
の妻•王に請ぅて、私にをの使者を饗し，その酔へるに乗じて、執らへて、之を焚殺す。 
倭人怒り、大舉して來 b 、 金城を攻めし^:克つ能はすして引いて去る。或は葛耶 
古を以て、 我が 葛城«津彥となし、于道朱苕を以て大矢田宿*もしくは武內宿綱 
となし％ J の役を以て、砷功皇后の征伐に擬するも0あれども、時なほ早きに過ぐ0 
おもふに， 我が九州 地方の豪族£の 街 突に 外なら ざるべし。 

金味* . S 王，租して嗣なく，國人、&負の婿金味都を推して、主となす。味 S は、金關智 
の裔孫な bo こ、に於て，金氏、はじめて位を嗣ぎ、これょ b 後、王統久し{金氏に 







奮王 


1功 


:皇后の征 


鹿す 〇王 在位二十 三年 •頗 6 人君の 德ぁ b 、 親ら 政刑の得失を正し•貧窮を賑恤 し、 
■百姓の疾苦を 問 ひ、 臣僚或は宮室を改作也 If ことを請べ ども •その民を勞するを 
重んじて從はす。儒寧基 臨、 皆助賁の胤を以て•位を嗣ぐ。奈解の 孫、 訖解、之に繼 
いで、 a : ちしが \ v の薨する や、 昔氏統絕 え、 奈勿 王、 味鄒の姪を以て•入つて大統を矛 
く。その九年，倭， 大舉 して、 新羅を侵す や •王懼れて 、草 偶人數十を 造 \兵を持して 
吐含 山 下に 列し、 勇士一千を斧峴東原に •伏す。倭、衆を 恃み て、 直に進む^伏發し 
て Vv の不意を黎 ち、 追擊之を殺して、幾んど盡くといふ。論者云ふ、是れ神功征韓 
の 役にして、 その 勝敗を顧倒した るは •彼 •の 訛傅なら む、と。. 我が史•新羅王の名を 
波沙寐錦 I な t 論者 又 云 ふ、 波沙寐錦は即ち波珍後金、金は金闕智 の後、 新羅三姓 
の一、波珍撩は新羅官等第四皆.に位するもの、金氏の族、州郡の守令に任じ、我が軍 
門に条 b て， 和親を結びし ものなら む、 と。 彼の國史の詳確を缺 くや、 到底之を明 
かにし難き も，年代事實の上 よ b S へば、 如上の說 、盖し 中れ るに 庶幾し。 
'新羅中世の君は、大抵天下に.臨みて失德なく、深く心を農桑^用ひしを以.て、國 
隆 、はる >■: に二國の上に在 b 、 をの 他日統一の大業を爲せ しもの、 決して•偶 
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然ならざるを知了すべし 9 

蓥婁王 百濟は、開組溫祚王ょ b 四世 #婁主に 至 > A と爲 ゥ、淫虐 にして，國政大に紊る。 

王、その臣都彌の妻、美にして艷なるを聞き、都彌を召し、語つて日く，婦人の德は貞 
潔を以て先とす，然れども"幽昏無人の地に在 b て、誘ふに，巧言を以てすれば、能く 
心を動かさざるものあらす，士。都彌對へて日く、人情测る♦へからすと雖も•臣の 
妻の如きは、死すとも，必中不 ^ c を爲さす•と。王、都彌を宮中に留め、近臣をして、其 
• 家に至つて、妻を招かしめ、之と私せむと欲す。妻.之を知上婢子を想裝し•详つ 
て、宮に至らしむ。王*之を悟つて、大に怒卜、都彌を誣ふるに罪を以てし、その M 目 
を曜し，小舟に乘せて河に浮べ、更に妻を拊らへて•之を«1さむとす。妻日く、良人 
すでに死す、妾が身、自ら保つ能はす、妾何ぞ辭せむ、但だ今日事6り、請ふ他日を埃 
たむ， と。王 之を 許す。妻、 間かに逃れ、都彌 とともに高句麗に 至る。 宵 古王ょり 
以後、： &濟或は新羅を侵し*或は株報を襲ひ、專ら戦阖を事とし、古爾王の如き磁る 
官5©修拍 田11に耽 b しが、又大に力を官制の修治に用 ひ， 內臣佐平は宣納の事を掌 b ， 内 頭 
佐平は庫藏の事を掌 b 、 內法佐平は禮儀の事を掌 b •兵官险平は兵曝 cz > 事を掌 b , 一 
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以上 CD 官位を一品となし、以下達宇恩率•將德•施德等、十有五，諸官を定めで+五品 
となし•又犯臓の禁を立て、凡を官人財を受け、及び盗するものは，三倍の金を徵し 
て、終身禁錮せ しむ。 然れども W 濟力足 ら す、 しかも、専ら 外を事とするや、禍難し 
きりに 臻卜、責稽王は、類 兵 Q 爲に 害せられ、 汾西王は樂浪 太守の 刺客に殺され、比 
流王の時、飢饉 荐らに 至り、民生を聊んせず、契王•近小 H 古王に至るまで、安靜の日、極 
めて少し0 

高句麗の太祖、位を其弟遂成王に讓各。王、人と爲5、剛愎にして、暴を好み、姦佞 
を近づけ、忠臣を遠ざく。 一日野に甶するや、白狐ぁち、射れとも中らず。師巫日 
■く、狐は妖獸、今出づるは吉祥に# す， 况んや，其色を白くするは、尤も怪む•へし。こ 
れ 、天， 妖怪を見は し、 人君をして、恐懼修省、自ら新にせしめむとするな卜。君、もし 
德を修むれば、善く禍を轉じ.て.福と爲さむ、と。王怒 b て、之を殺す。右輔國高福 
章、 忠誠を以て太祖を輔導し•又遂成を諫むること少からず、王圭た之を殺し、併せ 
て太祖の子莫勤に及ぶ。明臨答夫といふ もの、 民の忍びざるに乗じ、遂成を弑し 
て％ V . の弟伯固を立つ，之を新大王 t . いふ•時に 年七十七。 答夫之が 相とな k 國玫 
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安國侯 


烽上王 


かむとして竹嶺に至るや。東部の人、紐由といふもの、詐つて、魏に降 bTJ を藏して、. 
魏將を刺殺し，その軍を却けしを以て、王，國に還つて後、大に之を賞す。王、在位二 
十二年、その殂するや、民、追慕して止ます、近は或は自殺して殉するものあるに至 
る。，中川王を經て、西川王に至り、肅愼來り侵す。王、その弟達賈を遣して、之を伐 
ち、擅 J £ 城を拔き、會長を殺す。達賈、封せられて安國侯とな\梁額•肅愼の諸部落 
を統督す。その子烽上王、位に即{や、叔父達賣及び弟咄固を殺す。達賈は、諸父 
中、尤も功業あ b 、 國人倚賴するところなり。こ、に於て、國人皆その死を哀みて 
日く、梁組.肅愼の難、安國君を微つせば、吾輩死を免れす、と。涕泣して、相弔ふに至 
る。時に年榖登. £> t 黎民所を失ふ。王，之を顧みす、大に宮室を修め、人民役に苦 
んで流亡し、群臣諫むれども聽か t.o 國相倉助利、王を廢す。王、免れざるを知 b 、 
自經して死す。はじめ、咄固の殺さる、 や、 その子乙 弗、 害を畏れて遁逃す、助利之 
を民間に迎へて、位に即かしむ、これを美川王となす。王、殂して、故國原王、位を繼 


の來» 


これょ b 先、 晋の司馬 氏、 政を失 ひ、 鮮卑漸く盛に.して、墓容庞、屢ば來り侵せし が、 
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王に 至り、 大に兵馬を徵して•之を伐^ むと 欲すれ ども、 民之を 苦み、 多ぐ新羅に走 
b しを以て果さす。爾後、五十餘年、兩國しばらく®を止めしがざの怨、なほ.解け 
す。 

m 支王 阿花王の子を腆支王と なす、 はじめ倭國に質た^'。阿花王の殂するや) ft 支の 

仲弟訓解、政を攝し、太子の還るを待つ。季弟碟禮，訓解を殺して自立す。腆支，王 

の訃を聞いて還らむ とするや、 倭國兵を以て之を送る。 すでにして、 國界に至 知、 

その內變を聞いて，海島に留まる。國人、碟賴を殺し M 支を迎立して王と爲す。 

或は 日く、 腆支は•我*>國應紳の朝に來聘せる阿直岐，その人な\と。 

腆支の後、數 傅して、 盖鹵王に至\使を魏に 遣し， 師を 出して， 高句麗を伐たむこ 

とを請ひしが、魏、許さす。時に高句麗 は、 小獸林王ょ0三傅して、長毒王に至る。 

道琳 0 S 王， 浮屠道琳をして#つて罪を得 タリと 稱し d げ て、 百濟に入らしむ。蓥鹵 王， 蕃 

を好む。琳亦た碁を善くするを 以て， 王の信呢を 得， 仍つて，王に勸めて•宫室摟開 

を壯麗 にし， 苑固を廣大に し、妄りに、 不急の土木を興さし め、 府庫空揭 、國用 乏絕せ 

し頃に 至りて、 逃れ還つ て、 長壽王に吿ぐ ◊王、 自ら將 と L て， 之を攻め、七日にして， 
% _ 

第-三韋三圔の爭亂 四五 — 
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に用ひ、智證王の如き、文化の治、頗る觀 i V きものぁり、他 G 統一の^こ、に成れ 
b . i いふも不可なし。 

はじめ、新羅は、或は斯羅1稱し、或は斯盧といひ、一定の S 號なか b しが、こ、に 
至りて、國號を新羅と定む。藎し、新は德業日に新に、羅は四方を網羅するの•義な 
り。又始祖の時よりして、君主の稱、居世干、次々雄、尼師今麻立干等の名を用ひし 
が、智大路に至卜て、はじめて、新羅國王と稱し、法度を制し、州郡縣名を定め，确死を 
禁じ、その殂するや、誰して智證王といふ。國號を定め、王と稱し、諮を定むる、皆こ 
、に始まる。 

法興王、願いで立ち、律令を頒ち、官制を定め，又はじめて、年號を立て、建元 i い 
ふ。眞興王、之に繼ぎ、百.®の«度、顏る觐るべく •眞平王 i : 至 b ては、官制益す備は 
b て、紀辋愈よ整へり。 

俤敎の 朝鮮に 入るや、秦王苻堅、 使を 遺し、浮 屠 順道及び佛像經諭を 高 句麗に捃 
b しを以て、その權輿となす。新羅は tfi 祗王の時、沙門黑胡子 i いふもの、高句魇 
よ b 一 善郡に來 り、 又炤智王の時に至5、僧阿道といふもの，その 敎を弘 布す。法 
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興王、大に佛敎を崇信す。群臣皆諫めて日く•僧侶言ふところは、頗る II 異にして、 
用ふべからす。若し之に從へば、恐-ら/、は、後に悔ゆ6ことぁらむ、と。王、遂に其 
言を納る。後 a 臣に異次頓といふものぁ^'，ひと b 日く#法は淵貞、信するを可 
となす， I 。王、その衆論に逆ふを以て、吏に下して之を治せしむ。次頓日く、佛 
もし靈ぁらば、吾が死するとき、必中異ぁらむ、と。斬らる、に及び、鮮血その斬處 
ょり迸溢し、色白ぅして乳め如し。衆之を異とし、復た佛を毀らす。これょ b 、 上 
下大に佛を信じ、眞興王の如きは、末年髮を剃 k 僧衣を被 b 、 自ら法®と號し fe 亦 
た尼となりて、佛門に歸す。 

眞平王、欧獵を好む。金后稷といふものぁ b 、 切諫を以て殺さる。死に臨んで， 
其子に謂つて日く•吾、生きて君の惡を匡救する能はず、死すと雖も、君の惡を梅悟 
せしめむと欲す。汝、宜しく、吾を王の遊畋途上に瘗むべし、と。その子、之に從ひ， 
父の言の如くす。|日王畋するふき、途上髪»として聲あ红•日く、王政する勿れ、 
と。王、 M みて之を間ふ。從者日く，聲は后稷の墓よ b 來る IC 。 仍って、其死に臨 
んで言ひしところを陳ぶ。王、流淚して日く、夫子生きては忠諫し、死して尙ほ忘 
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隋の文帝 


れす、その吾を愛するや、深し、と。これょ卜、遂に復た敢て级せず。王、大に官府の 
制を革め，心を民事に用ひ、賢明の，英主 i 稱せらる。その末年、新羅の西® • 洪水大 
に溢れ、人戶三萬餘を漂沒す。高句鼯之に乘じて來寇し、百濟亦た兵を加ふ、然れ 
とも、皆志を得すして歸る。 

具•年王、募じて男子なく、王女德曼、位に卽く。これを善德女王となす。新羅の 
女王、こ、に始まる。この後、奧平王の弟國飯の •* 勝霞、繼いで立つ。この間、屢ば 
百濟の侵啭に遇ふと雖も、未だ嘗て挫折せす。武烈王に及びて、國運益す隆なリ。 
盖し、眞平王以來、使を隋唐に遣して、その•權心を結び、麗濟二國の侵陵するを患ひ、 
しき b に援助を乞ふや、隋唐相繼いで•兵を二國に用ひ、その^新轟遂に三韓を統 
I する1:至る。 

/ 

■第五章隋唐の來侵 

高句麗は、文咨王の後、五傅して、里陽王に至\秣揭の衆を率ゐて%.西を g す.〇 
この時、隋の文帝、はじめて天下を統 I し、之を聞いて、大に怒り、漢王諒をして、之を 
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伐たしめしが、偶ま水潦に値ひ、魏轉繼•かす、又疾疫ぁ\遂に師を班へす。.王、亦れ 
催れ て、 之と和す。煬帝即位、大業八年に至 b •新羅を援けむ I し、 大に兵士を發し、 
親ち六師を總ベ-：十四軍に命じ•左右に分れ，進んで遼水に至る。麗兵水を阻ん 
で、 濟るを得す。帝、乃ち宇文愷に〇じ、浮橋を作つて渡 卜、 遼東城を圍み 、諸 軍と も 
に鴨綠江の西に#す。嬰陽王、大臣乙支文德を遣し•その營に詣つて、詐つて降ら 
しめ、實は軍情を觀むとす。右翊衞大將軍于仲文、之を執らへむとして果さす。 
文德，嗎綠江を濟つて歸る。仲文、左翊衞大將軍宇文述と、之を追ふ。文德、詐彡走 
つて之を誘ふ。仲文 等、 遂に進みて、薩水を濟り、平壤を去ること三十里にして*! 
を爲す。文德復杧詐つて、述に降る。述等¥壊の 城、 險固にして、猝に拔き難きを 
知り、遂に 其 詐に因.つて遠る。文德、乃ち軍を出して鈔擊し•薩水に至 b 、 隋軍半ば 
濟るに乗じて，後よ b 之を擊つ、諸軍と もに 潰えて•禁止す ベから す-: m 一夜にし 
て， 鴨綠江に至る、行くこと四百五十里。これよ5 先、 东護兒 は、 別に江淮の水軍を 
帥ゐ、海に浮びて汲水よ b 入々 て、 平壤に造^/高句魇の爲に破られ、退いて海浦に 
屯せ しが、 述等の敗を 聞いて、 亦た師を班へす。はじめ、隋軍遼 に至る、 凡そ三十萬 
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五千た b しが、その還つて遼東城に至るに及びて、喷だ二千七； 2 人の み、 資儲器械、 
皆失亡蒗遨す。煬帝大に 怒りて、 述等を鎖繫 して、 引いて it る。この役の 前、 百濟 
の武 王、 使を隋に 遣して、 應援せむことを請ひ®帝之を 許し、 高句麗の動靜を觇は 
しめしが、武王潜かに高句麗と通 じ、 隋軍遼水を渡 5" に及びて、兵を境上に出し•隋 
に應する爲してざの實，兩端を觀® す、 陪軍の 敗、 主として£に因る。 

明年®帝、再び師を出し、遼東城を攻むること数十日、城固ぅして拔けず。會ま 
楊 i 威、 黎陽に反するの報至る や、 大に催れ、遂に軍を引いて還る。これょり•麗主 
大に隋を畏れ、倭阈に黃金を贈つ て、 造佛を資 け、 その歡心を得て、隋の再舉.を防が 
ひとす。隋 王、 復た軍を中 1すの志ありし が、 嬰陽 王、 降を請ふに及びて％ V の事骁み、 
尋い で、 その國、大に飢 る、や、 亦た高句麗を顧みざる に 至れ卜。 

嬰 陽 王、 在位二十八年にして殂し、異母弟滎留王立ち，東部の會•泉盞蘇文といふ 
者1:命じて、長城を築かしむ。西北抉餘城ょり、 南、 海に至るまで千有餘里、十六年 
にし. て 功を竣ふ。今日存するところの滿州盛京省開原の長棚は、即ち其遺な b 
とい ふ。時に隋すでに 亡び、 唐之に代る。 王、 太子桓權をして. UV に朝せしむ。害 
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® 太宗、陳大德をして*高句麗に來つて答禮せしむ。大徳の來るや、-至るところの 
- 城邑、山水の勝地を探るに託して、遊歷殆んど遍ねく、山川道里の1距離を詳に 
するを得て還り、且つ國中虛實の狀を具申す。太宗、これょり、高句麗を取るの志 
4)b といふ。 

榮留王，權臣泉蓥蘇文の爲に弑せられ、その姪寶藏王立つ。签蘇文、自ら奠離支 
となり，國事を擅にす。時に麗濟再び和を.約し、力を協せて、新羅を伐たむとせし 
太1 を3て，新羅使を唐に遣して、援を乞ふ。- ic 宗，■を下し、論すに兵を锻めむこと 
を以てすれども、藍蘇文、 聽かす して、其使を囚らふ。唐の貞觀 十八 年、 太 宗自ら將 
として，諸軍を指揮し、新羅、百濟、奚、契丹に命じて、兵を出さしむ. 0 すでにして，逸東 
, 道行軍大總管 李 世®副大總管江 夏 王道宗、進んで遼水を渡り、签牟城を拔き•その 
地を以て、盖州となす。平壊道行一軍大總 管張亮 ，別に舟師を率ゐて■東萊ょ b 海を 
渡 b て•卑沙城を襲ぅて，之を陷れ 、太 宗自ら進んで，遼東•白巖0 二 城を拔き、遼州•巖 
.州となし、更に轉じて、安市を攻む。益耨薩高延壽、南部耨薩高惠眞•之を救ひ、そ 
の軍及び秣鞴の衆を^せて、陣を爲す、長さ四十里。太宗之を望み見て、櫂る、色 









物 _^史__ 五四 

ぁ A 。 道宗、直に年壤を禱かむことを請ふ。太宗應せすして進み攻む。延壽、惠 
眞、遂に降る。太宗、その居るところの山を名づけて駐驊山といひ，その獲る i こ 
ろの牛馬五萬匹、明光鐙萬領、他の器械、^ r : 之に稱へりといふ。安市城、檢にして 
兵精しく、城主亦た材勇ぁり、唐兵城を圍むこ i 殆んど六旬、交戦日に六七合、衡車 
硪石、そ0城堞を毀てば、復た隨つて木棚を樹て、その缺を塞ぎ、堅守して，降らず0 
太宗、遼左早寒、草枯れ、水凍り±馬久しく留まり難く、且つ糧食將に盡きひとする 
を以て、遂に師を班へす。その初、出づるとき±十萬、馬萬匹、還るに及びて e に千 
餘人、馬亦た死するもの十に八九。こ、に至 b て、巷蘚文^奢益 j 甚し C 唐また 
數ば偏師を出し、疆域を®軼して、奔命に疲れしめむと欲し，萊州ょり海を渡 b て、 
之を伐たしめ、更に劍南道に命じ、木を伐つて船艦を造らしめ、大舉の計を爲す。 
盖し前役力を陸路に專にして、其志を得ざりしを以てなり。然れども、幾もなく 
して、太宗崩せしを以て*遂に果さす。 

第六* 濟麗の 滅亡と 新羅の 統一 
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百濟は ，威懷王、惠王'法王、皆德政の人心を維持するな c 、 武王に至りて ® を恃み ， 
驕滿にして、新羅を侵掠すること56 んど 虛歲なく、唐屢ば使を 遣し、 之を論して、兵 
を戢办しひれ ども、 從はす。而かも•內に在る や、 盤樂遊 傲、 これ事とす。義慈 王、 之 
に嗣ぎ 、暴®. にして、淫を好み、政事を恤へす 、望 海亭を作りて•宮人と日夜こ、.に耽 
樂す。その臣、佐平成忠、之を極諫するや，王怒 b 、 之を囚らへて、遂に 戮 殺す。この 
間、 又兵を 出し、 新羅の邊境を擾 し、 高句麗と和して，新羅唐に朝貢するの路を®つ。 
將軍義植、兵を m て、 新羅の茂山、甘勿、洞岑の三城を国むや、新羅の金庾 信、 これを拒 
ぎ、 苦戰して力竭く。軍 中、 丕寧といふもの ぁり、 銳意力戦す。庾信謂つて日く，今 
日事急な b 、 子に非ざれば m か能く#翰して•奇策を洱し、衆心を激せひ，と。玉搴、 
直に*を橫へ、陣を突き•數人を及して死す。その子擧眞日くパ乂の死を見て、生を 
偷み、苟：も存すべけむ や、 と。亦れ陣を胃して死す。その奴合節、呼んで日く、我 
が天とするところ、昔すでに死す、吾死せヤして何をか爲さ む、 と。亦た鋒を交へ 
て死す。三軍皆感激して、齊しく進み，向ふところ摧睹せざるなく il 植わづかに 
身を以て免る。幾もなくして、庚信奮戦、百濟を伐つ て、 大に之を敗る。 

第六箄濟霣の诚亡と新羅の統一 玉5.! 







武烈王 


金«迷 


唐 Q 出師 


新羅、金法敏を遣し、唐に之いて•大捷を報せしむ。時に唐の太宗、すでに崩じて、 
高宗位に即く。新羅の勝髫女王、在位八年にして殂す。はじめ、大和と改元せし 
が、後、唐の永徽の f 年號を用ひ，はじめて•百官の朝賀を受く。こ、に於て•群臣•金春 
秋を立て/^王となす、これを武烈王となす。時に唐の永徽五年、我が齊明天皇即 
位の年な办。 . 

武烈 王、 屢ば朝聘使を唐に遣し、その歡心を 得、 その援助を待ち•必中百濟を C ぼ 
さむと す。 金歆運 、兵を 率ゐて，百濟に入^/楊山の下に屯す。一夜濟人來 b 襲 ひ、 
羅軍大に驚駭す。飲^馬に跨り、嫩を振り、徑に敵軍を禱かむとす。衆日く •敵は 
暗中に起る•死す と雖 も、識るものなからむ〇歆運日く、すでに身を以て國に許す、 
人の 鈿る と、知らざる-/我に 關 せす、 と。 遂に敵陣を突き、數人を殺して死す。を 
の臣寶用那、歆運の死を聞いて日く、我が主、王族を以て®ほ死を愛ます、况んや、吾 
生きて益なきものに於てをや，と。遂に敵に赴いて死す。王、之を 聞いて傷 悼し、 
各官を贈る。時人楊山の歌を作つて，之を哀む といふ。 

唐の高宗、羅主屢ば援を請ふを以て、遂に大兵を發し、蘇定方を以て神丘道行軍 
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大總管となし、羅入金仁問を以て副總管となし、水陸兩軍を帥^ て、 萊州ょり海を 
渡つて、百濟を擊たしひ。武烈王、大.に喜び、太子法敏•大將軍金庾 信、 等をして、之が 
聲援を爲さしひ。百濟の義慈王、大に驚き、群臣を會して戰守の便宜を問ふ。佐 
平義直日く、先づ唐兵を撃たむ、と。逄率常永日く、先づ羅軍を擊たむ、と。王猶豫、 
未だ决せすして、興首に問ふ。興首乃ち策を獻じて日く、白江•炭峴は我國の要衝 
なり。宜しく勇士を簡びて、之を守5、唐兵をして江に入るを得す、羅軍をして炭 
峴を過ぐるを得ざらしむ•へし。而して、大王は重閉固守して、その糧盡き卒疲る. 
るを待つて#槧すれば、之を破ら，むこと必せ b •と。左右徂みて用ひす。すでに 
して、唐羅の軍、すでに白江•炭峴を過ぐるを聞くに及び，遂に階 伯を 以て將とな•し- 
死±五千を帥ゐて、之を 禦が しむ。階伯、その必 敗を 知り，盡く家族を殺し、黃山に 
至り、卒炉に羅兵に遇ひ、決戦して死す。羅兵、益す逼る。王急に兵を集めて、熊津 
口を钡ぐ。唐軍左涯に出で、山に登つて陣し、王、之と戰つて大に敗る。唐兵勝に 
乘じ、進んで都城に薄る や、 義慈 王、 その免れざるを知ぅ、歎じて日く、悔ゆらくは、成 
忠の言を用ひざることを•と。佐平成忠は、さきに王が盌海亭を建てし時、兵革の 
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近きに在らむことを述べて•諫死せしものな b 。 HT 遂に太子孝及び左右ととも 
に夜通れて熊津城に保つ。王宮の妃嬪諸姬•徒跣して，大王浦に至り，斷崖の上ょ 
b 身を投じて死す，後に其處を名づけて落花巖といふ。唐兵勝 {: 乘じて益す進 
む。王*遂に定方の軍 S ： に詣つて降る。定方、王及び太子孝、その他.- , :臣將士八十 
餘人を執らへ.海を渡つて、京師に還 b 、 百濟遂に滅び、その地五部•三十七郡、二百城、 
七十六萬戶、皆唐に入る。百濟は，始祖溫祚王*を颶いてょり， こ ゞ に 至る i で、凡 
を 三十王、六百七十八 年。 はじめ，溫祚王は河南慰禮及び漢 山に、 近宵古王は北漢 
山に、文周王は熊律に、聖王は泗泚及び南扶餘に都す。唐，その地を以て、熊津.馬 * 
東明•金健•德安の五都督府を分 置し、 州縣を 統べ、 渠長を擢んで、都督刺史•縣令と 
なし9]仁頋をして，之を理めて、泗泚城に居らしむ。時に唐の高宗顯麋五 年、 我が 
齊明天 a 即位六年なり。唐 主、 又定方の功を 賞し、 新羅を以て雞林州大都督府と 
なし、 新羅王を以て、大郡督となす。 

W 濟の義慈 王、 遂に唐に卒す。而 .して、 宗室藕 信、 泮屠道琛等と謀り•周留域に 據 




、兵を起して、恢&を11 b 、 王子扶餘豊、日本に質たるを迎へ、立て、王となし，日本 
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亦た舟師を出して之を援く。時に西北部、皆豐に應じ，唐將劉仁願を熊津城に圍 
む。すでにじて、福信、豐と漸く相猜み、豐遂に之を斬り•使を日本及び高句麗1:遺 
して、其師を乞ふ. 0 然れども、新羅と唐と之を攻むること，愈ょ急なり。日本の兵、 
白村 trfr 村江に戰つて、大に敗れ、豊、遂に高句麗に奔る。劉仁軌、仁願に代らて、善く其地 
を治む。義慈王の子隆といふもの、唐に在 b 、 因つて、熊津城の都督 i なし，仁軌及 
び新羅と间じ-誓はしむ。然れども、隆、新羅を畏れて、敢て舊國に入らす高句麗 
.に寄寓して死し、その地、漸く新羅の併すところとなる。 

軍主匹夫 新羅の武烈 王、 すでに.百濟を滅ぼせしが、高句麗.秣鞴の屢ば來寇すこを憂ひ，忠 
勇の材、綏禦に堪ふるものを求め、遂に軍主匹夫といふものを得て*七重城下の縣 
令となせしが、後、高句麗は、新羅の百濟を C ぼせしを嫉み，兵を擧げて，來 b 侵し，匹 
夫城に嬰 b 、 力戰して死す。すでにして武烈王殂し，太子文武王立つ。 

商句 K の減 -U 唐の高宗、又兵を起し*契苏何力、蘇定方を以て、行軍大總官となし遣を分つて、高 
句麗を伐たしむ。新羅の兵，之に曾し、軍糧を平壤に轤す。然れども、風雪 S 寒 A 
馬疲 ® せ，るを以て、幾もなくして、唐兵引いて還る。高句麗、寶藏王二十五年、權臣 








朝鮮 史 六0 

泉藎蘇文死し*その子男生、代りて莫離支となり、弟男建と權を爭ふや、男生遂に國 
內诚を以て、唐に降る。唐、之に官®を授けて•嚮導となし、李劾を以て、遼東行軍大 
總管となし、郝處俊、薛仁貴を以て、之に副たらしめ•兵を帥ゐて高句麗を伐ち、劉仁 
願及び新羅王に命じて’勣の節度を受けしむ。文武王、師を出し，漢城州に次し、金 
歆純等をして、應援せしむ。勤、進み.て，扶餘•大行の諸城を拔き、諸道の軍、皆會して， 
鴨綠の棚に至る。麗人防ぎ戰ひしが、効之を敗5、平壊城を圍むこと月餘。高句 
頭救を日本に請ふ。日本、水師を出して、之を防ぎしが利あらす。寶藏 王、 遂に男 
產を遣して降る。®、之を以て還る0.康、乃ち王を赦し、男建を黔州に流し，安東都 
護府を平琐に®き、薛仁贵を以て郡 SI ミなし、五部'百七十六城、六十九萬戶を分つ 
てズ都 tf 府、四十二州' 百縣とな し， 都護府、之を統べ、高句麗將帥の功ある者を以て、 
都督•刺史•縣令として、之を治めし め、後、 その三萬八千戶を江■の m 及び京西諸州 
空隙の地に移す。高句麗は，その始祖 m 明玉、國を卒本扶餘を立てしょリ、二十八 
王を脹、その，間、瑞璃明王は尉那巖に、山上王は丸都に、衆川王は平壤に、故國旅王は 
復た九都及び年壤 Vv の他•東黃 城に、 長毒王は平壤に•平原王は ii 安及び平壊に都 
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し、年を歷ること、合せて七百.五年といふ。その後® •商 臧に開府儀同三司遼東都 
督を授け、朝鮮王に封じ、又その子孫を も 封 じれり しが、部民漸く分散して、高氏遂 
に跡を絕つ。 

高句麗は、國力強盛にして、兵馬精銳、隋の煬帝、唐の太宗じきりに兵を加へしも， 
皆志を得すして止む。然れども，寶藏王、泉蓥蘇文に擁立せられ、政柄その手に移 
b 、 國勢次第に陵遲し、加ふるに，蘇文死後、骨肉相爭ひ、上下離心、しか.も，王、恬として、 
顧みす，驕侈侮慢、好を鄰.國に失ふこと，|日の故に非ヤ。唐の高宗、中材の主を以 
て、一老將を遣し、之を滅ぼし、その易ききこと、枯を•摧き、朽を拉するが如し、その禍、 
蓥し自ら之を招くのみ。 

新羅の小國寡衆を以て、ひとり，長く存せしものは、主として、地利と人和とに在 
知。その旣に唐と力を幷せて、濟麗二國を滅ぼすや，唐、その地を分ち，都督を置い 
て、之を治めしが、文武王、漸く百濟の地.を蠶食し、又高句麗の叛衆を納れ、之を封じ 
て¥壤等の地を取る。唐の總督薛仁貴、僧琳潤を遣し、書を王に致して、そ.の異圖 
を責むれども服せす。唐兵、進んで平壤を攻 む。 羅軍大敗し，阿禰含，之に死す0 
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金 M 信 


S 花王の耽 


文武王、上表して、罪を唐に請へども、唐主聽遂に王の爵を削 b 、» J 仁軌等をし 
て、來卜漀たしむ。王、又使を遣して、方物を獻じて、罪を謝す。唐主、これを赦して’ 
官爵を復し、高句麗の南境に至るまで、^の地、悉く新羅に入る。大凡、新羅統一の 
大業は、金廋信の力にして、武烈•文武の世、自ら社稷の重きを以て任じ，忠を竭し、心 
を傾け•唐及び濟醍の間に周旋して•盡策至らざるなし。本するとき*年七十九。 
その疾革まるや、王親も存問して、泣いて日く、もし不諱の事あらば，人民社稷を奈 
何せむ、と。對へて日く、今日三國一家となり、百姓二心なし•これ小康といふ•へし。 
然れども，古しへょ b 、 繼•體の君、善く終るものなきは，甚だ懼るべし。願はくは，君 
子を親み、小人を遠ざけ、朝廷をして、上に和し、民物幺して下に安んせしめば，臣死 
すとも M なからむ*と。王感動して、その子孫を厚遇すといふ。 

第七章 新羅の治世 

文武王、在位二十一年にして殂し，神文王’嗣いで立つ。王、州縣を W 濟の舊地に.： 
置き、文武官に田を賜ふ。一日燕居、薛聰を延いて•問うて日く•子、亦た異聞あるか二 


e" 

-11 


ecj 





Digitized by 


Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 


試に吾が爲に之を陳せよ、と。聰、乃ち花王薔薇白頭翁の說を進めて•王を諷す0 
その略に日く、むかし花王の始めて來るや，一佳人あり，名を薔薇と：；ふ，朱顔玉歯、 
鮮粧靓脤•香帷に枕.を薦めむことを諳ふ。又一丈夫あ\名を白頭翁 t いふ、布衣 
革帶、戴白杖を持し、偃僂して來つて白く、識らす、王、意あ b や、と。花王日く、丈夫の 
言、 亦た道理 あ 卜、然れども ffi 人再び得難し、之を奈何せむと。翁日く、 IL そ君たる 
ものは、老成を親近して興り、妖艶を眤比して亡びざるはなし。而かも•妖筢は合 
ひ易く、老成は親み難し。政に夏姬は陳を亡ぼし、西施は吳を滅ぼし•而して、孟轲 
は不遇にして，身を終へたり、1。花王之を聞き，大に謝して日く、吾、通て br 。 言 
未•た畢らざるに’神文王、亦た大に其說に感じ、左右に命匕て之を書せしめ、以て戒 
となす。聰•字は聰智、博學能文を以て後生を導化せしこと、少からすといふ。 

神文王の後•その弟聖德王立つ。その在世中、渤海新に興起せ b 。 渤海は、本と 
粟末秣鵪にして•高句麗の北に在卜。上古よ b ® ば三韓を侵陵せしが、高句麗.の 
C ぶや、餘衆稍く之に歸し、遂に其地を幷せ、その曾舴榮，姓は大氏、自ら震國王と號 
し、國勢俄に盛に、唐の睿宗、之を拜して左驍衞大將軍渤海國王となす。これより、 
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はじめて、 秣耦の號を去つ て、 渤海と稱す。その後或藝.仁秀に至 b て、 益す境宇を 
開き、 その地•南は新羅に接し、東は日本海に‘至り、西は契丹に連れ、五京•十五府•六十 
二州ぁり、肅愼. 骑貊 •沃沮.高句麗■扶餘•挹寧率寶•拂涅 M 利•越喜の故.地を奄有し、諸生 
を 唐に 遣し、 その文物制度を模擬し、又我が日本と通す® 後、 契丹の阿保機起る や、 
力敵せすして、遂に降り，その國、十四王、二百十四年にして C び•世子大臣以下數萬 
芦は、 皆高句 SI に降るといふ。 . 

聖德王*大に力を政事に用ひ•高年を訪ひ m を免じて民を賑はし、又文司を改稱 
して通文博士となし、詞命を掌り、はじめて漏刻を造り、漏刻博士を置き、祠典•典®. 
鱧部を置き•大學を設け，文宣王、十哲、七十弟子の盡像を置き、釋典の鱧を行ひ、文學 
を獎勵し、屢ば使を唐に遣し、欵を輸せしを以て、唐、與ふるに m 水以南の地を以て 
せ bo この時、國號を改めて、三城國と稱せしが、幾もなくして、舊に復す。王在位 
三十五年にして殂す，民、皆その惠を稱す、その謚して聖徳といふ亦た宜な b とい 
ふべし。孝成王.嗣いで立つ。唐の i 宗、賛善大夫邡 S をして、前王を弔祭せしむ。 
玄宗 Is に謂つて日く、新羅は號して、君子國となし，頗る書紀を知る，宜しく、經義を 
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述べ v •大國文敎の盛を知ら: L むべし、と。因つて，參軍楊季鹰を以て副となし、新 
羅に來らしめ、贈るに道德經を以てすといふ。 

孝成王、在位二十年にして殂し、その弟景德王立つ。王の時、伊浼金思仁、上大等 
となら、災異屢ば見はるを以て*上疏して、時政の得失を論じ、王悉く之を納る。王、 
又大學に幸し、博士に命じて、尙書を講访しめ、且つ國學博士 •助敎等を镫き、大に文 
學を勵まし、又九州を置き、郡縣を分統し，官號を定む。時に唐の玄宗、安祿山の亂 
を避けて、蜀に幸す。王、因つて使を遣して、弔慰せしむ。王在位二十三年、人と爲 
b 、 仁惠にして、鰥寡孤獨を存問し、穀を老疾に賜ひ、善く忠諫を納る。後*その德 
を欣慕して、聖徳王と並び稱す。太子健雲立つ、これを惠恭王と爲す。 

この時に方り、 ff 羅數世の統治、漸く衮へ•大恭、大廉、金志貞の徒、更る興り，國內爭 
擾す。上大等佥 R 相、伊湓金敬信とふもに、兵を舉げて、叛賊志貞の徒を討伐し•そ 
の功を負みて、威權を弄す。王、恬然として’之を顧みず。聲色に淫し、巡遊度なく、 
良相遂に王を弑して’篡立す。良.相は、海徐孝芳の子にして、奈勿王十世の孫な^/ 
これを宣德王となす。 

第七窣 — ギ羅の殆世 I s ~ I ~ . 
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避德王 


宣德王 s 立の非をはむが爲に、民心を得むことを力め，且つ大國の歡心を R 
はむとして*ば®を欣に逍し、又社稷の ffi を設けて，祀典を修め、且っ敬信を登庸 
して、上、大等となし，大に瓞す i ころあらむとせしが、在位わづか.に五年にして殂 
す。王,,.;!1なきを以て、群111その族子周元を立てむとせしが果さす。敬信，德^衆 
に超え ii っ人れの度あるを以て、遂に位に即く•これを一兀聖王となす。時に飢疫 
蚣单、：^生を聊んせす。王殂して、哀莊王立っ。王、其臣彥章の爲に弑せられ*彥章 
仍って、自立して，恣德王と稱し、; Jf の遨宗の徴に應じ*天將軍金雄元に命じ、甲兵 
二 K を率ゐて; Jf の叛 KI 李師逍を討っ。この時、宣德王の族子周元の子忠鐵その 
父の立つ能はざりしを慍り、兵を起して SL を爲せしが、幾もなくして C ぶ。興德 
王、嗣いで立ち、 S を恤み、孝を , ij し•その政、稍や稱すべきものあ b しが、その殂する 
や、党^均 1'( 及び堂弟;^/1の^悌隆立っを爭ひ•金陽は均 IH の子祐徵とともに均 
i'i を奉じて王と爲し、族兵を以て rfi 衞す。悌隨の S 金明、來 b ®l む。 ET 圍を突い 
て出づ〇均<遂|:迸(:逍ふ。!|)]^、乃ち悌陡を立っ，これを倌版王となす。祐徵、 
禍を懼れて itf 恥 a の大侦¢4保’2に^る。金 ET 亦た兵士を栽りて、 ffi 诞鎭に入卜、 
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祐徵を見て•事を 擧げ むことを謀る。すでにして， 金 明、王を 弒 - t て自立す。こ、 
に 於て、 金陽、祐徵を奉じて、兵を淸海鎭に起し、金明を討つ。張保皐，兵五 千； を以て、 
其友鄭年に授けて、之を助けしむ。陽等、盡夜兼行して、達伐丘に至る。金明、兵を 
逍して、之を扭がしむ、陽等 一 戰して之に勝ち、進んで明を斬 b 、 乃ち謚して閔哀と 
いひ、 祐徴 .を立つ、これを神武王と なす。 こ/'に至りて、 國勢危 くして m た振ふ、然 
れどもどの 後，數世、叛漭常に絕ぇす 。文璺 王の Ils i : は、 a 順、奥宗、金贰•大听あ b 、 憲 
安 王の 後 ^文王の時には、 允興•叔興 •金銳4敍 •近宗 あり、憲康王の時には信弘あち、 
皆速に 誅 せられて、稍や平康なりしが^ G 久し{宴安に耽 b 、 詩賦琴瑟 を 以て相 
樂み 、互に 相稱 #して， r 安然自ら肆にし、毫も*戒するところなく •內部の腐敗、^ょ 
甚 しく、 遂に救濟 すべからざるに至る。 

憲康王0 後、 定康王を經て 、そ 0 妹， 眞聖女王に至り，內行 修まら 文 恣に淫穢を 事 
とし、嬖人魏弘を寵し、醜聲外に洩る。弘の死するや，又潜炉 に 年少美丈夫を宮中 
に招いて、之と-私し、授くるに、要職を以てし、伎幸 これょぅ 窓を 肆にし、綱紀日に^ 
亂す。時人これを憤槪し，路に榜標して譏誹す。女王、隱者王巨仁の爲せしとこ 

第七韋—^11羅の 治世 I 








ろとなし、命じて獄に下し、之を誅せむとす。巨仁、その寃を愤り、詩を作つて m く、 
子公慟奘三年.旱、鄒衍念愁五月 霜、 今我幽愁 S 似古、皇天無語但蒼获 、 i 。この 夕、 大 
に 2 IS して雹降る、女王大に懼れて、之を释るす。 

女王、すでに淫鹿を唞として、政事を恤へす。盜賊四方に蜂起して、州郡•貫赋を 
輸せす、一! ffl 益す®乏して、新羅の$£亂、こ、に極まる。こ、に於て、弓裔先•つ叛を 
なし、^を泰封と號し，既萱これに次いで、後百濟を起し、而して、王建高_の基を建 
て、泰封.後百濟を合せ、新羅亦た從つて t ぶ。 

第八章新羅の末路 ，' 

眞蛩女王の淫行，新羅愈ょ袋運に K む時に方りて、弓裔といふもの、北原(江 M 道 
原州)に起る。裔は、患宗王の庶子にして、はじめ、祝髮して僭となり、善宗と號せし 
が fit 忭に拘檢せす M る膽氣ぁり、常に 3 れ王孫を以て立つ能はざるを慽み、仍つ 
て、大に爲すあらむと欲し、北原の賊梁吉に投じ C 、 地を略し、自ら將犁と稱し m 芻 
漸く碰なり。&つて、人に語つて、日く、新羅兵を唐に請ぅて 、 S 句麗を t ぼす、吾必 
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校大保を加ふ。 

T iif 一 はじめ、 松 is 郡の人王 建、 その父隆 とともに 弓裔に歸し*軍功を 以て、 侍中となる。 

建 A と货り、器度雄深、寬厚にして濟世の量ぁり。裔の驕虐、日(:甚しきを見.その 
左右(:以るを樂ます、請ぅて、錦城に鎭す。裔、一日，建を召し，詰つて日く、卿、衆を聚 
め、 反を ^ らむと欲す，その ^ 惡む V し， と。 建、 しき b に、 其寃を訴ふれ ども， 聽かす0 
或は迚に ^ して nl く BB せざれば危炉らむ、と。建悟り、因つて # に謂つ て 日{、臣 
WU 反を課れり。裔笑.つて日く、 卿， その K を明かにせるは、 la と謂はざるを得す、 
と。却つ て、 之を s ' i * し、 金銀粧鞍を以て、褒賜し •位、 百僚に冠たらしむ。建、禍を畏る 
1の S と雖も、唯： UW - を抑へ、務めて人心を得るを以て事となす。幾も 私く して、泰卦の 
諸將竹叛 き、 私に a を立て、王と なし、 ®を商 M と稱し li 元して.天授といふ。こ 
れを KM の太祖と なす。 弓裔驚痠して M 芥に逃れ、斧1江原道平安府)に至 b . 農 
の- >2 i l ^ の^ すところ i なる。弓 商、 王と稱 してょ^'、こ、に至るまで、凡そ 十七 年、 時に 
支邪五代梁の末帝 i ' cfll ] 三年にして，我が醍醐天皇延喜十四年に當る。 

雛 主！* t 準：女王、 すでに殂し•孝恭•神徳の二王を 經て、 景明王に至る。この時 isffi 
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, るが如し、と。幾もなくして、敬順王、人心の高麗に歸するを知り^自ら安ん - t - る 
能はす、群臣を宵して、高麗に降らむことを議す。王子ひとり可かすして日く、國 
の存亡、必ず天命あり、忠臣義士と相謀 b 、 民心を收合し、死を以て自ら守る y し、 豈 
に I 千年の社稷を以て、輕しく人に與ふることを爲すべけむや、と。王、聽かす、金. 
封 休を して •書を 齋 して降を高麗に請はしむ。主子哭泣して離別し、徑に皆骨山 
に入 b 、 巖に倚つて、屋を作り、麻衣草食、以て其身を終ふといふ。 

新羅^減亡 羅主の國都を出で、、高麗に朝するや、百三十餘里の間、皤蓥を擁し、行々奏吹せ 
しめ，奥®を隨へ、香堪に乘じ、その華麗の狀，人目を肢焰せしむ。高麗の太祖、之を 
柳花宮に館し®はすに、長女樂浪公主を以てし、庭見の禮を行ひ•新羅の故領を改 
めて、靈州となす。新羅は、朴氏十世•昔氏八王•全氏 H 十七王•合せて五十五王•とも 
に九' ff 九十二年にして亡ぶ。 

■濟の減 亡 新羅 滅 C の後 •ゎづ かに一年にして、後： A 濟亦れ C ぶ。濟王 MS 第四子金剛を 
愛して •之を立てむとす。長子神劍、之を怨みて、その E 能興と謀り，遂 U 金剛を殺 
し S を金山の皞寺に幽して自立す。*幽囚巾—8!々として樂ます、一日守卒を醉 
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はしめ、寺を脫しざの.季男能乂と i 毛に、奔つ て、 高麗に投す。太祖禮を厚ぅして、 
之を 待ち、 號 して、 尙父とい ひ， その請に依り•親ら三軍を率ゐ 、進んで、 一善(慶尙道善 
山府) に至る.。神劍，そ，の歒すべからざるを知り、肉袒して降る。太祖、先づ能輿を 
誅し、特に神劍を赦す。査•之を見て平かならず 、 s 懣病を成して死す。すでにし 
て±祖進んで都城に 入 b、SJL 氏の族を誅し•ひとり SE の婿朴英規、先づ降.を納れ ，且 
マ萱を慰めて至情ありしを以て、特に爵を授く。後百濟は、甄萱自立せしよ b 、 凡 
そ四十五年にして■□ぶ。こ ゞ に於て、半島再び統一し、太祖新に萵麗の基を開く。 
時に太祖即位の十九年、晋の高祖天福一 K 年、我が朱雀天皇承平五年な bo 
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らす、 Ji つ北人をして武職に上らしめ、南人を文官に置き， その 平衡調和を保ちし 
が如き、施設の巧妙 a するに足らすとせす。その五百年の基業を開{を得た る、 
亦た决して偶然に非ず。 

然れども、太祖の外に對するや、一定の主義なく、 i つ 漢族の勢力を過 It し， 爲に 
怨を北爝に結ぶに至 b しは®るに m - ひ•へしと爲す。はじめ、契丹使を遣して，秦 
蛇五十匹を跗るや、太11、その國、かつて勸海と速和し、一朝之を珍滅したるを、以て、 
無近の按しきものとなし、その使^三十人を海 a に流し、素駝を萬夫橋下に繋ぎ、 
皆餓死せしむ。これょ卜、契丹 M ば邊に寇す、太祖の失計、盖し 自ら 取るのみ。 こ 
れょり先、耽羅阙の太子末老ズ朝し、太; m その王に爵を賜ふ。耽羅は m 海中に在 
b •即ち今の濟州 & にして、 その 始祖を ^ かにせざれ ども、 ia: 、 71 濟に P- ® し、次いで 
新羅に從ひしが、こ、に至りて、 K 82 に! is # し、 後•遂にその版！一となる。 

太祖、在位す V て三十二年 Y.H ハ十七にして a し•太子 g 位す、これを患宗義恭王一- 
と なす。 はじめ、太祖、大匡王 规の女を 納れ て妃となし' 子を生む。 王規，之を 立 一 
てむことを：，：|卜、仍つて，王を弑せひふす0崔知#^して云ふ、將に變ぁらむ1す二 
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王規の逆謀 


光宗の治 


宜しく移御すべし、と。 こ、 に至つ て、 王®かに重无殿に徒つ て 免るを得たゎ。 
然れども、遂に其罪を治めす。王，在位一年にして殂し，その弟定宗文明王，立つに 
及び王規及び其黨三百 A 皆誅に伏す。王 X と爲 り、猜忌多く、內外怨嗟せしが、在 
位四年にして殂し、その弟无宗大成王、嗣いで立つ。 

光宗、 學を好み、常に貞觀政要を嗜讀 し、因 〇 て、 大に、文治を 布 かむ と 欲し、 後 周の 
翰林學士雙翼に命じて、貢擧を司ら •しめ、 詩賦頌及び時務策を試みて•進土を取る 
こと S なせしを以て、これょ b , 文武兩班、相分れ、奎運一時大に振ふ。然れ ども、王、 
西來の歸化人を禮重し、臣僚の第宅及び其女を擇取して•之に與へしを以て、怨蜇 
するもの漸く多し。これょ卜先、支那にては，後晋に次いで、後11、後問起り、高麗之 
に歷事せしが、王の十四年•はじめて•宋の年號を行ひ£十三 年、 內史侍郞徐艘を遣 
して•貫聘の禮を 修め、 又使を日本に遣して聘問す。こ ゞ に 於て、 宋商多く東航し、 
その中、往々觀相の術を善くする者|)\都鄙に敬重せられ、又崔知#とぃふもの 
天文卜筮に精し.く， 太祖 以下六代に 仕へ、 豫め禍福を吿ぐるを以て、大に寵異辻ら 
る。 王，亦た佛を 尊崇し、 堂塔伽藍を 建て、 多く民財を竭 し、 流弊 S 出， 民心漸く離畔 
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せむとす。こ、に於て、末年に至りて、刑獄を嚴にするや，或は奴その主を訴へ、或 
は子その親を譏し、 Ea 固常に溢れしを 以て、 別に假獄を 置く に至る。王， 在位 二十 
六 年、 浮華舞文の弊•すでに甚しく、たとひ-: 時、 文雅の英あるも^く Is するに足ら 
す。 

S 太子 ai ポ©和王 111] 位の初•流 EX を召還し、租調を K じ、假獄を毀ち、纔丧を焚き ' 
時中外の心を得し*>，末年亦た漸く萬機を厭ひ每色に沈溺し、小人を昵近しゼ子 
を疎遠せしを 以て， 政致大に袞ふ。 王、 在位六年にして殂す。太祖の 後、 すでに四 
世、 わづかに成 $ を保守するに過ぎす。而 して、 成宗文懿王に至りては，その治、や 
、や si るべきものあ-^.。 

成宗§ 成は、名は‘治、企®の孫にして、講旭の次子なり。 g.a の元年、官號を改め，京宫 
五品以上をして、時政の得失を論せしむ。指承老といふもの、上迸して，列祖行事 
の美 M を論じ•時君政^の得失に及び、衍摘隱すところなし。王大に喜び、拜して、 
門下恃郎平章取となす。こ、に於て®を K 1 丘に祈 b •はじめて•十二牧を S き H 
省六 W 七寺を定め、軒に臨みて•進士を稷試し•新に五服給暇の式を定め*次いで十 
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二牧に，經學醫學の博士各一員を置かしめ•修書院を西京に fi き、國子監を立て•縉 
长冲 紳の子弟を敎授す。時に崔冲、儒を以て名ぁり，後進を收召して•敎誨倦ます、諸生 
門巷に塡溢し、舉子甚だ多く、その逝後，文憲と謚せらる。東方儒學の興隆、冲ょ b 
始まり、世之を東海の君子と.いふ。又國內を分って、中原、關道、河南、江南、嶺南、山南、| 
嶺卑海陽、朔方、沏西の十道となし、開州を改めて開城府となし、赤縣等の諸縣を管 一 
せしむ。•こ、に於て、前代の弊、漸く燈革せられ、衆庶仍つて蘇す、すでにして、契丹| 
の事ぁ-^。 

第二 章 契丹の關係 

はじめ太祖、契丹と絕つてょり、歴世皆宋に事ふ。成宗四年、朱の太^，契丹を伐 
つて、燕薊の地を收復せむ i 欲し、因ろて監察御史韓國華を遺し、高麗をして•兵を 
出さしむ。時に契丹の景宗殂し，聖宗新に立ち、版圖廣大、兵馬精强、 B ■動もすれ 
ば、侵略を免れざるを以て、王、遷延して兵を出さず。國華，迢るに威德を以てし、强 
箱_0來健ゐて之を諾せしむ◊越えて八年、契丹、^遜寧を遣し、兵を率ゐて，西部に寇せしめ、 . 
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高麗の疆界を侵蝕するを责め、蓬山郡を攻め-安戎鎭 1 :至る。こ、 Ir 於て、®廷震 
摸、或は降を乞ひ、或は地を割{の議を獻す。內史侍郎徐頫、ひと b 不可を陳し、故 
らに親征の令を出して、西京に幸せしめ•安北府に次し，自ら 國 書を奉じて、契丹の 
營に至り、事由を尋ぬ〇遜寧•之を鹰に拜せしめむ1欲すれども®、禮を守 b 、 往復 
屈せす、乃ち堂に升を行ひ*西對坐す。遜寧日く、汝の國、新羅の地を興せし| 
を以て•其地は汝の有に任かす i 雖も，高句麗の故地は、固ょり我が 所有に 係る、而| 
して、汝•之を侵蝕す、且つ、汝、我と壤を連ね、却つて我を棄て ゞ 宋に事ふ、故を以て、今| 
來り討つ，と。8^•答へて日く、我が國は即ち高句膛の舊、故に國號を萵魄ふいふ、若一| 
し地界を論すれば、貴國の東京、皆我が疆域に在り、何ぞ之を侵蝕すといふを得む 
や。鴨 綠江の內外、亦た我が if 內•今女眞その地に盜據す。朝聘の通せざるは-: 

に女眞の故な-^ i 。 辭氣頗る慷慨、遜寧その强ゅベからざるを知^ S 、 之を其主に 
聞し、遂に兵を罷む。この時 JK 宗師を宋に M ひ•大に契丹に報せ むと 欲せしも、宋 
從はざ b しを以て，遂に之と絕ち、はじめて、契丹の年號を行ひ，その封册を受け X 
鴨綠江に勾當を置き、河拱辰をして、之を守らしむ0 










王、 在位.十六年にしで殂す。天資嚴正•器宇寬洪、風を移し、俗，を易へ、その政®る 
觀るべ令ものあり、然れども、光宗の女，弘德院君の妻を以て妃となせる•か如き、そ 
の失、决して小とせず。王又佛敎を好み、かつて、大藏經を刊刻せむとし、宋本及び 
契丹本を求めて校合す、世之を. M 越本と稱して、甚 rr 貴重す。; t 宗の長子開寧君、 
嗣いで立つ•これを穆宗宣讓王となす。 

穆宗即位の 後、 母千秋太后•政を掭す。后の外族金致陽、后と通じて，一子を生み、 
驟に遷つて閣門通事舍人となり、內外相助けて•親黨を植つ。時に王未だ嗣子あ 
らす、太后その生むところの子を立てむと欲し•太祖の諸孫、大良君詢の威望を忌 
み、 逼つて僧とならしむ。 後、 王の不豫に及び、謀を爲すこと、益す急な bo 王、之を 
知 b 、 給事蔡忠順等を召し、之に囑して日く •太祖の孫、大良君あり、卿、崔沆と同じく 
素よ b 、 忠義の士、心を盡して匡扶し、社稷をして異姓に B せしひる勿れ、と。仍つ 
て皇甫愈義をして、詢を迎へしむ。王、なほ變あらむこ/，を恐れ、西北面郡巡檢使 
康兆を徵してズ衞せしむ。時に中外掏々として，王すでに殂すと傳ふ。兆之を 
信じ、國難を靖せむと欲し*兵五千を領して、平州に至る。すでにして、王の未だ殂 
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せざるを聞き、爲すところを知らす。然れども、勢、中止すべからざるを以て、遂に 
意を决し、王を廢して讓國公となし Ifc 陽父子を斬り、太后及び其黨を流し、太良君 
詾を迎へて位に即かしむ、これを顯宗元文王となす。康兆、遂に前王穆宗を積城 
に弑 す、 顯宗その逆を知らず、拜して、吏部尙書參知政事となす。臣民痛怨、憤怒せ 
ざるなく、而して•王は唯だ燃燈八關の會に汲々たるのみ。 

踅汗の人寇 契丹の聖宗、之を聞き、先づ使を馳せ て、 詰つ て日く， 前王の 死、 何の故 ぞ、 «1臣賊子， 
人々得て之を誅 す、 高麗 I 人の忠臣義士なき V と。次いで•自ら步騎四十萬を率 
ゐ、義軍天兵と號 し， 鴨綠江を渡>、興化鎭(平安道義州)を圍む。顯宗、康兆、安紹光等 
をして、 之を禦がしむ。犯，兵を引いて、通州に出づ。契丹の兵、三水砦を破るに及 
び、 驚起すれば*恍惚と して、 穆宗の鬼•其後に立つ て 叱すちを見る0く •天伐詎んぞ 

契2入短 逃るベけむや、と。兆.即ち鍪を脫し•長跪して日く •死罪死罪•と。言未だ訖らざる 
に.契丹の兵•すでに兆を縛して去る。聖宗、その罪を數へて之を斬り、勝に乘じ、長 
驅して，西京を攻む。王，中郞將智蔡文をして、之を援けしむ。蔡文至り C 、 降者を 
誅し、門を閉ぢて固く守らし め、 奔り還つて、西京の敗狀を奏す。群臣多く降を議 


Digitized by Coogie 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 









Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 


Digitized by 


Google 


写 

% 

n 

關 

係 


A 


す。羑 K ^ ひとり日く，今 n の事、罪*康兆に在り，但だ當に其鋒を避くべきのみ•と0 
遂に南行を勸む。王、后妃禁軍五十餘人を率ゐて、京城を出づ〇契丹の兵、西京を 
攻めて拔く能はず、遂に圍を解き•東して京城に入^/宮廟を燒き^屋亦た皆蕩盡 
す。.王、河拱辰をして、丹營に往いて•和を請はしむ？聖宗、之を留めて還さす〇こ 
の時、王は楊州•廣州を經て、遂に羅州に入る。聖宗 >その道の遠きを聞き、兵を退く。 
巡檢使楊規、その前鋒を艾由に迎へ磐ち、斬首千餘級、俄にして、大軍至るや、龜州の 
別將金叔典とともに力戰じ、矢竭きて死す〇鍈使鄭成、亦た丹兵を鴨綠江に追ぅ 
て*これを擊ち、溺死するもの，甚 fr 衆し。聖宗•屢ば追擊に遇ひ，且つ大雨に因つて、 
駝馬疲乏せしを以て、遂に國に歸る。王、乃ち羅州を發して、開京に歸り、戰功を賞 
し、楊規に H 部尙書.金叔興に將軍を贈卜，歲に粟をそ•の母妻に餽り、幷せて其 子を 
祿す。こ、に於て、使を契丹に遣し、その師を班へしたるを謝し、且つ臣從を約す0 
契丹"王をして親ら朝せしむ〇王從は.ず。これょ b 先、河拱辰、拘へられて^チこ 
在卜、外、忠勤を示して、内•ひそかに國に還らむことを鬪る。人、その謀を知り、之を 
聖宗に告げて? IJ 問せしむ。辰、對ふるに實を以てし、且つ日く、臣、本國に於て敢て 
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二 61 )らす、故に生きて大朝にポへ、その粟を食ふを得す、と。辭氣益す厲、遂に礤 
せらる。丹人、その®を稱せざるなしといふ。 

その後、^丹使を is し、 興化、 5 S . 州、 Hti 州、鐵 州、 郛州、 ft 州の六城を，求め，且つ通州•郭州 
を攻む。王、乃ち郭元を朱に遣して援を乞ひ、その年號を行ふ。すでにして、契丹 
の適排押、衆を領し、入寇するや、妾邯賛、妾民 Ra 等、之を M ぎ、寧州に屯し、進んで典化 
に至り、大に之を肷る。排抨，兵を引ぃて，京城に趨くや、民«、趙元等、又之を敗り、そ 
の兵を回すや、邯赞之を龜州に迎へ聲ち、又大に之を敗 b . 駝馬璀仗を獲る こと， そ 
の數を知らす。はじめ、焚丹と兵を交へてょり、大捡未だ此の如きものあらす。 

然 Iru ども、遂に fa すべからざるを知\その後、使を ia し•及を舉じて藩と稱し、貫を 
納れ、その正朔を奉じ^聘常に往來せり。 

その後、上將 r 4»:: fe^ii .;,1:( ii 1^ 諸術を率ゐて a を作すや、王、西京に僞遊し、漢高雲夢 
の ^ に擬 し、 遂に之を誅す。又御史 a を罷めて金 * 3 k を S き H 司を罷めて都正 
署を -K き*武官常參以上をして、文官を兼ねしむ。これょ bKs 臺閣に布列し，朝 
綱紊紀ぼしもの少からず。然れども、姿耶©褴沆'周佇等、左右に在り、力めて、之を 
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矯正せしを以て，內外底寧、 農桑屢ば熟し*仍って中興の稱ぁ り。 王在位二十二年 
にして慰し、太子欽即位す、これを德 宗敬康 王となす。 

德宗即位の初、王可道をして、國史を監修せしめ，又 契 丹の內亂を 幸とし、平華柳 
韶に命じて，北境の關防を劍 S せし む。^ 綠 江^に入る 處 ょり起って、東は朔州 
等 十四 州に跨 b 、 靜邊、 和 州、その他三城に 抵 る、延袤千餘里。その朝、石を以て 城と 
なし、商厚谷 二十五尺。 王在位ゎづ かに 三年 i : して殂し•弟 平壤荇 立つ、これを 靖 
宗容 M 王と なす。王又長城を西北路，松嶺の東に築き，徳宗の關防と同じく、邊寇 
の衝を扼す。契丹牒して之を知ぅ^むる こと 甚 しきを以て、遂に和を 議し、 聘を 
修むること® 禮の 如くす。 萵 M の 契 丹に於ける や， 力すでに 敵せ す、 且っ宋亦た 
常に之に^しみ、相援くる能はす、その此に至る、亦た宜な b 。 

文宗仁孝王、靖宗|:嗣ぃで立ち、主として、小人を觊け、賢才を黎げ、觸茲孤獨廢疾 
の者を憫み、#子順孫義僕節婦を旌し、田制を定め、大に心を政治 (; 致し、因って、仁 
惠の稱ぁり。 

かって一刹を創 E するや、知中樞院 事崔惟善 £を 諫めて 日く、 班の太宗 、券® I を 

第二 幸 契 丹0關係 八五 
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創立す るを 許さす。我が太祖の訓要*亦た日く、嗣王及び公侯 e 僚に 至る まで、 爭 
つて 寺觀を修することなかれ、と。奈何ぞ、民の財力を竭 くして、 邦本を 危 くせむ 
や、と。王之を納れ，大に其忠を稱す。御史盧旦•かつて旨に忤ふ•王怒り、命じて® 
欄を解き、之を M せむとす。惟善諫めて日く、朝 官： ぁれば、有司 之を 行 ふべ しど。 
王怒^れ、唯だ其職を ri むるのみ。 

王人と爲 b 聰哲、學を好み射を善くし、志略宏遠，寬仁衆を容れ * M ば諸 州郡 守 令 
の勸惰淸濁を按驗し•百姓の疾苦を訪問す。この時、宋は仁宗の世に當り、英賢輩 
出、文物頗る盛にして、王頻 b に之を慕ひしが、 M 宗の時、一たび交を絕つょ b 、幾ん 
ど五十年，こ、に至りて*なほ契丹を畏れて之と通せす0後、契丹國號を改めて遼 
といふ。王、末年佛字塔廟を盛にし.や、德の累と稱せらる〇 又王子二人を 度し • 
屢ば三萬僧を供養す。後、王子釋煦、宋に遊學し、還つて釋典經書一千 卷を宣宗に 
獻じ又興王寺に致藏郡監を奏 - E - し*書を遼宋日本に購ふこと 四千 卷 ，皆世に刊 ，了 
す。商麗の佛敎、この時を最も盛な b'i す。 * 

文宗の狻 、長子 順宗宣患王、在位 僅に 四月、 次に 宣宗思 孝王，在位十一年、宣宗の元 
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$ 子獻宗泰殤王在位一年、次いで、文宗の第三子顒立つ、これを肅宗文孝王と爲す。 

はじめて、鎔錢官を© き、 錢を行 ひ、 州縣に 命じ、 味穀を出して贸易を許し，以て錢利 
を知らしめ、又 銀 瓶を用ひて貨を爲らしむ。その制、銀一斤を以て，之を爲り、本國 
の地形に像る、俗に闊口と稱す。盖し高麗の初、未だ貨幣の制ぁらず，唯だ麁布を 
用ひしが、成宗の 時、 はじめて鐵錢を行 ひ、 之を使用するを務めたれ ども、 人民なほ 
便とせす、後には、唯だ茶酒食味等の飲食店に於て、錢を使用し•その他の交易は、土 
物を用ふるに任かすの み。 こ、 に 至りて、 錢貨銀 瓶を 錆 造し、京城の左右に酒保 

を置き、又街衢の兩傍に店舖を置き、以て使錢の利を興さしむ。 

• • 

第三章女眞の役 

遼の衰 ふるや、 高麗復た宋 と 通せしが，但だ封册は舊に依 b て， 之を遼ょり受く〇 
女 R 後、 宋、女眞とともに遼を攻め滅ぼしてょ b 、 女眞益す隆興して、雄を北方に奮ひ、遂 
に高麗との關係を生するに至れ bo 

女眞 は、 元と銶鞴の遺種に して、 高麗の東北•今の咸鏡道の東北境及び滿州吉林、 
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铋 0 史 : _ _ 八八_ 

黑龍江の二省 {: 居り、 未だ統 一 すると ころ ぁらす。 その 黑水•即ち黑寵江に 居る 
ものを東女奧とい ひ， その M に 居る ものを西女眞といふ。成宗以後、或は使を遣 
して方物を獻じ、或は時に邊谠を侵せしことぁり。文宗の時、その部族內附せし 
もの、頗る多し。肅宗の世に 至 りては、朿女眞の舍、盈歌、烏雅東、相繼いで、 «: も强く、 
しかも高 IE を以て、その祖宗の出でしところとなし、臣屬甚だ謹みし が、 偶ま內亂 
に因つ て S 兵を發して 、定 州關外に來 b 屯す。邊吏誤つて我を謀るとなし、朝に 
報す。こ、に 於て、 肅每 林 幹に命じて、東女眞を伐たしむ。直史館李永、諫めて日 
く、兵は兇?5、戰は危殆、妄りに勸かすべからす，今：11無唞の時に方り、兵を用ひ毁を 
生 t るは， 不可なり*と。王 a かす。林幹•遂に女眞と定州城外に戰つて敗紐す。 

尹灌、東西行®兵^都統となり、女眞と戰ひ•二千餘級を斬りしが、麗軍死傷陷沒す 
るもの過半にして、軍勢甚だ振はす、遂に和を女眞に請ひ•盟を結んで S る。王乃 
ち發愤し一 tM を作り、再襻を謀 b しが、未だ果すして殂す。 

容宗文# 王， 嗣いで 立ち、 fi!i を_まし、治を國い、考諜を行ひ、莳宫を求め、又先王の 
志を紹述 し、 即位二年. FT : ハ十七? K を發し、尹 II を以て元帥となし、炎延寵を 副と なし* 




諸軍を 統 cf して、女眞を伐ち、その百三十五 屯 營を破5、 斬首五千 級、遂に地を和し、 一 
英福雄吉咸: a の諸州及び通泰•平戎.公嶮鎭に城き、秣彥をして、記を作らしめ、功を 
北界の九城 英州廳壁に勒し 3 ¢ 碑を公嶮鎭に立て、地界を#定し£界の九城と號し，南界の民 
1して•之に S し•悉く商 句 11す。 | 
女眞、すでに、その-1窟を失ひ、聲つて報復せむと欲し、諸部に號令して，迚年來卜| 
侵さしひ。尹 f 吳延韶等、大に&れ、®;11の兵、喪失するもの多し。九城遼遠、狄境 j 
女眞と和 T に臨み、守锶囿ょ b 易から t - 女眞亦た兵を厭 S し、裏弗を遣して、和を請はしひ 。 j 
王猶豫して决せす。凍遙金緣日く、人主の土地を取るは、もと S を育せむと欲す一 
ればなり、今城を^-つて人を殺さむ ょ b はびしろ，其地を還へして、民を息 ひるに 

. I 

如くはなし、と。王之を然 b とし，戰與資梃を內地に輸して、其城を撤し ®: •く九城 I 

I 

を以て女眞に還へす。女眞來謝して、馬及び金を 獻 す。 

後十年、女眞の主烏雅東卒し、その弟阿骨打 立ち、自ら 皇帝と稱し、國を金と號す。 
然れども-その志、常に遼を闘 るに 在る を 以て、務めて、和を高 K に求む。而して，高 
10 ^ ㈣ また遼金に對 して、 その交を修め、隙を生せす〇遼の金を H つや、 M ば兵を徴せ 
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ども、之に應せす•抱州を改めて、義州防禦使となし、鴨綠江を以て界とな し、 關防を 
置く。睿宗、はじめ、境を拓くの志あ b しが、漸く兵を用ふるの難きを知るや、武を 
偃せ、文を修め、孤を恤み、老を養ひ、學を興し、敎を立て、日に儒臣 i 六藝を講論し、頗 
る淸平の治を致す。この時、朱の徽宗、大麗樂を王に賜ふ。王、李資諒を遣して、之 
を謝せしむ。徽宗、密に資諒に論して日く、聞く、汝の國、金と壤を接す、と。之を招 
引して來らしむべし、と。資諒、女眞は夷狄中の最も貪醜强狡なるものなれば、そ 
栄の要求 の通すべからざるを述べて歸る。王、亦た深く之を憂ひ、宋醫高麗に來りしもの、 
歸國するに會 し、 之に傅語して、金に通するの不可を言はしむ。徽宗聽かす。海 
路ょり金に約して、夾んで遼を攻め、遂に之を滅ぼす。すでにして、宋金又兵を交 
へ、 徽欽二 帝、 金の爲に囚はれて、北狩するの禍を致す。朱、高麗の兵をして、金を攻 
めしめむと欲し、傳論使閤門祗候侯章、歸中孚を遣す。時に容宗すでに殂し t 宗 
恭孝王 a に在 b 、 大に其答に苦み、天炎流行、府庫焚^ M 戎の具なく、當に師徒を訓 
»し’器械を修整し、朱師彼境を歷するを待ちて、兵を發すべきを述べ、又名儒金富 
軾を逍す。富^明州に至り，金兵すでに汴京に入るに會ひ，使命を果さすして還 
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翌年、朱の高宗、刑部尙書楊應誠、齊州防锲使韓衍等をして、路を假つて、二帝を五 

國城に迎問せむことを請はしむ。王、答書して日く，金の俗、戰を好み、常に我が上 

國に樂從するを疾み、疆界に近接して、城壘を修葺し、兵士を屯集す •その 意•小國を 
姑 « ' 

栄使 e 來往 侵陵せむと欲するに在り。もし使節路を假つて境に入るを聞かば、必す猜疑し 

て、 事を生^ む、 特に此の如くなるのみなら す， 必中報聘を名 i し、道を小邦に假り、 

使を遣して、入朝せむとせば、我將れ何の辭を以て拒まむ。彼、苟くも、海道の便を 

I 知らば、小國の保全難し。而して、淮南兩浙、緣海の地，その窺窬を盧らざるを得む 

や、と。因つて又、禮部侍郞尹彥頤を宋に遺しざの意を申陳せしむ。然れ ども.そ 

の後、宋の都綱卓榮來 b 、 高宗の驊を越州に驻むるを報するや、その舊誼を思ひ、禮 

部員外郞崔惟淸、閤鬥祇候沈起を遺して、宋に往かしむ。 その 表中，上、周室を尊ん 

で、 晋伯の前功を追ふなきを媿.ぢ、內、漢庭に屬して，朝鮮の舊事を失はざるを冀ふ 

の語あ bi いふ。 

金との S 高麗、時に宋に通ずと雖も、その金に事ふるは，なほ遼に於けるが如く、その封冊 






を 受け、 方物を 進め、 使節 M ば來往 して、 吉凶和問 ふの 禮を行 ふこと、その 亡ぶ るに 
至るまで、撒はることなし。 

涊四章李資謙及び妙淸の變 


来資說の纪 


容宗在位十七年にして si する や、 太子楷、なほ幼に して， 王の詣卑颇■る -®: 観の志 
あり、 外祖李©■、太子を奉じて、位に即かしひ，これを仁^恭#王となす。資謙、中 
害令となり、宰 E の己に附かざるものを流 K し X その女を納れて蒉人となし•宫 
中の動靜を探知し•族成を以て、要職に布列し，；時の名臣、或は心を傾けて、 as 附し、 
或は事を其第に執るに至る。資,1、又箪國の取を知らむと欲し、王を要し、その笫一 
に幸して if を授けむことを JHH ふ。 王頗る之を惡む〇內侍祗候金 # M 事安術鱗 
等王の意を揣 b 知 b 、 同知樞密院^智祿延と謀 b 、 fK 謙を除かむと欲し、上將軍崔 
岛央 iii 等を召して，之を li る。時に拓俊京、資謙に黛して、門下侍郞平章事とな卜、： 
その弟俊臣と尤も^を用ふ。阜等之を惡み•軍を率ゐて，宮に入り，先づ俊臣を殺 
す。 R .1 •俊京、大に恐れ•宰樞 I 1 ] 僚を其 ^ に曾し、俊京遂に軍卒を率ゐて、宮門を®一 





り、呼噪して入り、火を縦つ て、 之を焚き、須臾にして，延いて內寢に及ぶ。王、步して 
近臣十餘人と山呼亭に至り、その害せられひことを恐れて、位を資謙に禪らむと 
す。 平章琅李毒、 II 言して、之を rr き、寧乃ち寢む。こ、に於て、資謙 、侍 衞の臣僚を 
殺し、榮等を遠地に流し、王を己の宅に遷し，左右皆その黧を用ふ。王動靜飮食、選 
も自由ならす、爾々として極めて無聊なり。資謙、かつて、圖識に、李氏國を得るの 
語あ b しを信じ、こ、に至^'て"不軌を11毒を餅中に進む。妃、密に之を王に吿 
ぐ、王餅を以て烏に投じ•烏繫る。又毒藥を贈る、妃、椀を挛じ、詐^'蹶きて、之を檀し， 
幸に其禍を免る。妃は、資謙の第四女な b 。 すでにして、俊京、資謙と隙あり、王、密 
に內醫崔思全をして、 B 4 を俊京及び尙寄金超に論す。超、泣いて日く、旨ある此の 
如し、 義當に死すべし、と。遂に俊京等と謀を合せ、將校僚吏を率ゐ宮に入^'、王を 
奉じて、出で、軍器監に御せしめ、兵衛を嚴にして、資謙を召す。資謙 ，素 服して至る。 
乃ち之を拘囚して M 光郡に流し ％ v の將康好、高珍守等を斬 k 資謙の妻子支黨を 
遠地に分流し、金粲.を召し還し，殿中內給事となし•其黨に賞を賜ふこと、差あり。 

後、 俊京又功を恃み て、 漸く■跋麗せしを以て* 王、 左右の議を容れ、その前罪を K めて、 
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之を巖墮島に流す。 こ、 に於て•李氏の SI 、 全く平らぎしふ雖 も、 幾 もなくして， 又 
妙淸西京の變ぁ b 。 

陰陽禍福圖識の說は，新羅の僧道誅、その端を開き、高麗に至りて、大に行はれ，肅 
宗南京を作り，容宗龍堰の新宮を營む。妙淸 は、 元と西京の僧なり。そ' CO 徒、 日者 
白壽翰とともに、陰陽秘術に託して、多く衆を惑はし，王の近臣鄭知常等、亦た深く 
其說を信す。妙淸、寵を王に得、因つて上言して日く•西京の林原驛は、陰陽家の謂 
ゆる大華勢な'もし都を此に建つれば，天下幷すべく、金亦た贄を執つて自ら降 
るべし，と。こ ゞ ，に於て、大華宮を抹原に營み、王屢ば西京に幸す。妙淸•白壽翰等. 
密に大餅を併卜、その中を空ぅし、一孔を穿ち、熟油を盛 b て、大同江に沈む。油漸 
妙淸の叛 C 出で/'、水面に浮び、五色の雲の如し。妙淸等、因つて神龍涎を吐くとい ひ、 百官 
の表賀を請ふ。王、人をして之を驗せしめ•其詐を知ると雖も•妙淸を信すること、 
益す袞へす。任元凱、林完等±疏して*之を誅せむことを請へども.許さす'妙淸 
又王の西幸を請 ひ、 逆謀を濟さむと欲せし ♦か、 王、大 E 諫官の言を以て•行くを果さ 
す。十三年，妙淸遂に柳¥趙匡等と西京に據つて叛し©守の员僚及び兵馬使を 
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囚らへ•兵を遣し、©嶺の道を斷ち、諸城の兵を劫發し、國を天爲と號し、元を建て、 
天開といひ、自ら天建忠義軍と.號す。 

こ、に於て、平章事金富軾等に命じて、之を征せしむ。富軾、發するに臨み，諸將 
に謂つて日く、鄭知常、金安、白壽翰等*に妙淸に通じて、內應をなさむとす。之を 
去らざれば、西都平らぐを得す、と。乃ち勇士をして、三人を宮門外に曳き出して 
斬らしめ、然る後、兵を引いて、成州ょ b 漣州に道して、安北府に至 b 、 僚屬を西京に 
遣して、曉詭せしむ。趙匡、乃ち妙淸•柳！！ B 等を斬つて降り、尹瞻等をして％ V の首を 
獻じて^を請はしむ 0 .臺諫、その首を梟し，瞻等を獄に降す。匡等、之を聞いて復 
た叛す。富軾力を盡して、之を攻むること年を彌 b 、 賊兵大に破れ、趙匡自ら焚死 
し，その黨，悉く誅せられ、西京遂に平定す。 • 

王、幼冲にし，て位に即き，權臣跋扈の害を被 b 、 又深く浮圖を信じ，害を生民に貽 
し、妙淸等の邪說に惑ひ、卒に西京の變を致せし所以ざの天性、慈愛に偏し、優柔不 
斷に由らすむばぁらすと雖も、又學を好み、師を禮し，節儉を崇び、宴遊を節し、官寺 
を省き、宋及び金に於ける頗る誠信、臣事の禮を盡くし、その好を失はす。これを 

第四窣 李資賺及ぴ妙消—の變 . 
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以て、邊境久しくポなし。王在位二十四年にして殂し、太子 M 即位す、これを毅宗 
莊孝王となす。 

第五®:娜李の逆 

仁宗の末年、任后その次子を愛して±子を易へむとす。侍®鄱襲明 •* を盡く 
して調 M し，幸に廢せられす.*遂に位に HU くを得たり、これを毅宗となす。•仁宗殂 
するに臨み、之に©して日く、®を治むるは*須らく- II 明の言を聽く •へし，と。こ、 
に於て、製明、承宣，こなりゴら先朝の顧託を受け、知クて、言はざるなく，|1救頗る力 
む。毅宗、はじめは之を憚つて，敢て肆にせ.ざりしが、金存中等、日夜之を短するに 
及び、遂に: n : (職を代ふ。. m 明、王の; S を揣 b 知卜、自ら藥を仰いで死す。金存中等、 
官土寸鄭設等と和結び、己に反するものを梢陷して、纔妬至らざるところなし。後， 
存中死するに及び、鄭誠、權知1^門祗忮に任じ、政柄を拉にして、給紳を箝制す。位 
夺の朝官に列するど、に始まる。 

毅 i.f m ? HJ! Q 死後、荒淫遊幸を縱にし、盜洛放官の言を納れず、離宵を大內の m に 




靱誠 


较宗の0;奢 





作 b 、 多く池臺亭榭を構へ、名花怪石を聚めて、侈 M を極盡し、嬖幸諸臣と詩を賦し 
て* , S 和し、酎歌流運の樂をなし、又佛道兩敎を崇奉し、齋81の費、頗る多く、侯幸、の* 
民に刹して供給すれども、なほ足らす、莶省又芻誠等の威を畏れて •• 人の之を諫 
Jt するものなく，满臣皆見るところの物を指して、瑞となし、正月には，王自ら臣僚 
の賀表を製して、百官に宣示し、林宗植•韓賴の徒、文藻詞華を以て進み、諂諛を事と 
' し，寵を怙み、物 U 傲りて、武士を蔑視し、兵勇皆俸祿を戚せられて食を得す、往々凍 
文畜〇上書死するものあるに至る。左正言文克謙、上書して日く、宦者白善湄は、威顧を專に 
し，宮人無比と醜行を爲し、術人榮儀は、左迸を執 b 、 頻を上に取^/常侍崔褒彌は、職 
權要を掌り，勢中外を傾け、貪慾厭 C なし。請ふ善淵を誅し、榮儀を黜け、褒镅を罷 
め二國に謝せ.む . i 。 婕中、言、又宮禁帷薄の事に及ぶ。毅宗大に怒その疏を焚 
き、克謙を貶して、普州制官となす。 

瞢 R 院〇 變 毅宗 •一日普賢脘に幸す。大 將軍鄭伸 夫* ょ b 不軌の志あ こ、 に至 b て、散 
員 李 II 方、 李 高等と謀りて « L を作し、 先づ 林宗植 •李復基 •舞賴等 M 從の文官宦寺を 
殺し、兵を遺して S く留都の文臣を殺さしめ、凡そ文冠を戴くものは、智害に遇は 
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ざるなく、死屍積んで山の如し。王、大に懼れ、仲夫を召して， «L を弭めむことを譫 
せども、唯々して對へす、遂に王を以て宫に遠り、逼つて、之を巨濟縣に放ち、王弟 m 
陽公皓を迎へて、位に即かしむ、これを明宗光孝王 i なす。文克謙、释るされて，承 
宣とな b 、 文臣李公升等、幸に免れて外に在りしを以て、武臣之に倚 b て，多く故事 
格例を咨訪するを得た^'。 

明宗即位 X 部庾應圭を遣し、前王毅宗の使者 I 稱して、金に如き±表して讓位 
を吿げしむ。金主詰つて日く、兄を廢し、位を篡し、虛辭を造飾して、上國を欺罔す • 
と。 應圭、辯對屈せす、中庭に立つて，食はざること 五日。 金主をの忠誠を嘉し、厚 
諭して、之を還へす。後、金主、完顏福詾を遣し、前王傳位の事故を間はしむ。明宗 
對へて日く、前王すでに位を避けて他所に遷 b 、 病篤くして、位に就き、命を奉する 
能はす，路亦た險遠、使者の宜しく往くべきところに非ず、と。遂に詐つて，之を還 
へす。幾もなくして、東北面兵馬使金甫當、兵を東界に起し、前王を復せむと欲し • 
張純錫、柳寅俊を南路兵馬使となし、巨濟に至り，前王を奉じ、出で ゞ 慶州に.居ら -L 
む。 すでにして、安北都 m 府、甫當を執らへ、李義方どれを鞫殺す。甫當，死に臨ん 
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で、 文臣皆謀に其る とい ふや、大に朝臣を殺し、前日の禍を脫せし もの、こ/.に至り 
て免る〉なし。仲夫、義方，將軍李義收に命じて、兵を頒つて慶州に赴かし むる や， 
州人內應して、前王を囚らへ、義收、之を引いて、坤元寺北淵の上に至 b 、 脊骨を拉し 
て、 之を弑し*むに褥を以てし，兩签を合して，淵中に役す。寺僧に善く洇ぐもの 
ぁ签を奪ひ、其屍を水溪に棄 つること 日 ぁり、 州戶長弼仁等^を悲 み* に棺を 
具へ て、 水濱に瘗むといふ。 

仲夫の亂を作せしは，庚寅の歲に在り，甫當の兵を起して敗れしは癸已の歲に 
在 b 、 故に之- 5 f 庚癸の亂といふ。文臣の炎厄に罹る、この時ょり甚しきはなく二 
時殺戮•幾んど遺すなく、 その後、 三京•四都護 A 牧 ょり、 郡縣館驛 の 任に至るまで，皆 
武人を用 ひ、 武人の跋扈ど、に至りて極まれり とい ふ V し。次いで，西京留守趙 
位寵、武人の跋扈を憤 b 、 仲夫•義方を討 1 C むこと を謀り、檄を東北兩界に傳へ、 S 嶺 
以北の四十餘城 、皆 之に應す。仲夫•義方等.大に驚き.平章事尹鱗瞻をして、三軍を 
率ゐ て、 住いて西京^攻めしめしが、©嶺に至りて，敗れ還り、西京の兵•京師に向 ふ 0 
#方，怒つて自ら將として之を鎩破し、勝に乘じ，北ぐるを逐うて大同江に至りし 
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V 復た西兵の爲に敗られて還る。こ、に於て、再び鱗瞻をして、西京を攻めし め， 
之を園む.こと年餘 .ft 寵食盡きて窮困し、遂に使を金に遣し、留嶺以北の四十餘城 
を以て內屬し> の師を興して救援せむことを乞ひしが，金主許さす、使を執らへ 
て來 b 送る。鱗瞻等•遂に西京を攻めて£を破 b 、位寵を擒にして、之を斬る。 

これょ b 先•義方は•鄭仲夫の子筠の 爲に斬られ*伸 夫 •門下 侍中と な^/家 僮門客. 
皆勢に依つて、恣橫至らざるなく， 菌及び宋有仁 等、 表裏 事を用 ふ。 將軍庚大升、常 
に之を 討 た む i し. 隱忍 して發 せす、 會ま筠ひそかに公主に 尙せ むこと を 圖 b 、 王 
之.を患 ふや、 大升機至れ.〇となし、夜、兵を率ゐて宮に入 s を K 廬に 斬れ、 又仲夬 . 
有 仁 等を捕へて、之を 殺し、 首を 市に梟す、 大升 は、 淸 州の人、膂力人に踰ぇ，常に武人 
の联扈を憤り、慨然として廊淸の志 ぁり、文 臣倚 重す。 こ、 に 至りて、武臣畏惲、敢 
て放肆せす。幾もなくして.大升年三十を以て卒し、その功，遂に全からす。*加ふ 
るに* 王柔 儒にして， 燕 安遊戯を事とし、政を恤へ 中* 贿胳公行、宦官 又 威顧を弄す。 
こ/' に 於て、遂に武臣の意に從ひ±將軍崔世輔を以て同修國事となし、拭逆の罪 
を掩ふ。 はじめ、 李義畋 、大 升を畏れて， その 鄕慶 州に在 b 、 屢ば召せ ども 至らす。 
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こ、に於て、中使を 遺して、 諭し來 らしめ、 委•ぬるに、重檫を以てす 0 _ 畋益す貪虐一 

辛義找の托 を肆にし，諸子亦た專橫なり。時に將軍崔忠獻、その弟忠粹等と謀り、義收を誅し 
て、 その H 族を夷げ、盡くその奴僮及び黨附せしものを誅す。これょり、崔 Kau 、 
® にして，王室益す衰ふ U 至る。 , 

第六素崔氏の專擅と蒙古の關係 

崔忠獻01 將軍崔忠 * すでに李氏を誅し、勢威甚だ强く、又多く朝臣を殺し、林鱟升等を流. 

し、明宗を昌樂宮に幽し，その弟平凉公皞を立つ、これを神宗靖孝王となす。忠粹、 
その女を以て東宮に配せむとす、忠獻之を止むれども聽.かす、遂に兵を治めて、相 
攻め、忠粹遂に 殺さる。 こ、 に 於て、忠獻、兵部尙書兼吏部事とな三重大匡守太 
尉上. tt 國に進み 3 t 武兩途を總督し，出入兵を出て自ら守 b 、 合番擁衞，戦陣に赴く 
が 如し。又變の不測に生せむ•ことを恐れ•大小文武官吏閑良の±ょり、軍卒與力 
の者に至るまで，並に皆招致し、分つて六番となし、 日を 更へて、己の家に宿直せし- 
め，號 して都房と いふ。 而して、その 政を 專に する や、 賄賂を 招納 し、官爵を 鬻寶 し、 
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一時の名流、琴儀•李奎報•李公老•崔溢等の如き、皆その門に趨く。時に前王明宗は 
遷所に殂し、その♦翌年、神宗疽を患ひて又殂し、その子熙宗成孝王、忠獻に擁立.せら 
れて位 ，に 即く。 

熙宗、忠獻を以て守太師門下侍郞同中書門下平章.事となし，その擁立の功ある 
を以て、臣禮を以て、之を待たす、呼んで"恩門相國となし、晋康侯に轉じ、府を立て、 
興箏といひ、後改めて晋康府となし、僚 M を S かしめ，自後宮禁に出入するに便脤 
盎を張るを許し、侍從門客、殆んど三千の多きに及ぶ。その婿晋材、門客亦た甚だ 
多く、兩氏をの盛を競ぅて•相下らす。晋材流言して日く、舅氏君を無みするの志 
あり、と。忠獻その己を害するを知ぅ、之を詰 b 、 脚筋^斷つて、遂に之を殺す。忠 
蒙—位 獻、册使及び諸王.を其第に宴するや、帷幕花果聲伎の盛、三韓以來、人臣の家、未だ有 
らざるところといふ〇醉餘’都房の力士をして，手搏せしめ、勝者には校尉隊正を 
授けて、之を賞す。又頫宗をその別亭に招き、終夜劇飮驩呼す。亭は男山の里內 
に在り、傍に雙松を植ゆ、崔 K 爲に®松の管報じ*李奎報、文を作つて之を稱す。 

王、忠獻に因つて立ち•之を遇す：ること厚しと雖も•己れ徒に虛位を擁し•動靜號令， 
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自由々らず、事毎に制を受くるを憤 0 、內侍王濬明及び于承廣等と謀 blf 兵を宫 
に伏せて、忠獻を除かむと謀りしが，事泄れ、王は江華に遷され、太子 M は仁川 IW 放 
たれ、忠獻新に明宗の子漢南公 A を立つ"これを康宗元孝王となす。王、在位6づ 
か二年にして殂し±子峨、亦た忠獻の擁立するところとなる，これを高宗安孝王 
となす。この時&獻國を擅にすること，すでに久しく、専ら荒淫を事とし、國政を 
恤へす。こ、に至りて、外難忽ち起：^契丹入寇するも、遂に禊ぐ能はざるに至れ 
.90 

はじめ契丹の遺種、金山.金始の二王子、舊遼を復せむと欲し、河朔の民を脅し、自 
ら大遼收國王と稱し，天成と建元し、金兵を避け、其衆九萬餘を率ゐ、席卷して東に 
向ひ、鴨綠江を渡彡、義靜朔昌の諸州を侵す。上將軍盧元純、大將軍金就 W 三軍を 
統べ、はじめ、之を朝陽驛に禦ぎしが•後 ii 州に敗れ，將軍李陽升等、千餘人、之に死す。 
京師之を聞き’哭するもの•城に滿つ。丹*勝に乗じて西京を指し、大同江を渡 
西海道ょり進みて•長溫、原州、忠州、溟州を侵し、轉じて咸州に赴き、女具の舊址に入 
b 、 その兵を得て、復れ振ひ、更に長驅して來5、高州•和州に寇し豫州を陷る。宰樞 
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j 奏して云ふ、太祖の苗奁及び文菥の出身を論するな c 、 悉く軍に從はしめむ、と。 
高宗之に從ひ、趙冲をして，兵を頭天館に點せしむ。然れども、曉勇の士、皆忠獻の 
門客たるを以て、點するところ城、唯だ老少羸弱のみ，こ ゞ に於て、賊勢益す熾な bo 
この時に方り、蒙古の太組鐵木真、すでに位に郎き Vv の元帥哈眞、蒙兵 j 萬•東* 
兵二萬を率ゐて來屯し、高鼴と約して、契丹を夾攻せむことを求む0中外震败、そ 
の*に#ざるを疑ひ、依違して决せざりしが，西北面都元帥趙冲.兵馬使全就*、切 
b に之を勸め、高宗六年，遂に兵を合せて、丹兵を伐ち、江*城に至り、之を降し rf つ 
■その俘虜を以て、谷道州縣に分送し、閑曠の地を擇び、之をして聚居し±田を給し 
w 丹* て、農作を珞めしむ、俗，之を稱して契丹塲といふ。 

a 時に崔忠 * すでに死し、その子 8 T はじめ忠獻が占奪せし公私の田民を以て各 
その主に迓へし、多く寒士を拔いて，人望を收めしが、金知政事兵吏部尙書となる 
U 及び％ v の專恣•父ょ b も甚しく、政房を己の第に置き a 柄を掌握し、百官を黜涉 
左右し、その妻鄭氏の死するや、王后の 19 を以て•之を葬，るに至る、他は 知るべきの 
み0 
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蒙古•の哙眞、兵を引いて歸るや、東眞人四千餘名を義州に留めて，高魔語を習は 
しめ、次いで，兵を鎌溟城に屯し、歲貢土物を督納せしひ。高鼴•之と•好を結ぶと雖 
もざの使者を遇する II 頗る瞹眛なり。十二年正月，«古の使者著古與の歸るゃ， 
鴨綠江を渡つて、金人の殺すところとなる。蒙古、高麗之を殺せしを疑ひ、大元帥 
嫌 ift 塔をして、大兵を率ゐて、來宼せしめ、鐵州を屠り，龜州を圍む。兵馬使朴犀•分 
道將軍金康孫等、討つ - C •之を却けし&、平州ょ b 京城に至ひ、轉じて、忠州•淸州に向 
ふや、遇ぐ S ところ、殘破せざるなし。高宗、乃ち閔曦を遣して、和親を結ばしめ、後 
更に上將軍趙叔昌を遣し、上表して、臣と稱し、方物を獻せしむ。崔瑪な U 難を恐 
れ、王を脅して；都を江華に遷す0時に昇平日久しく，人心遜都を好まざれども瑀 
を恐れて、敢て言ふものなく、ひとり、夜別抄指譫全世冲、瑀を詰る。璃、之を斬る。 
この時に方^'、瑀は晋國侯となり、勢に倚つて、威をなし，守宰を凌辱し，無賴の惡僧 
を聚め•貨殖を事とし、宗室及び佞臣を其第に聚め、唯だ宴樂を恣にし，その王を享 
し，及'び宰樞を宴するや、器皿 II 饌絲竹鼓吹'として其盛を極めざるな.、、醉歌路 
舞、至らざるなく、國家の多難、毫も顧慮す ると ころに非ず。 
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高宗、すでに蒙古に服すと雖も•麗廷の向背、未だ定らす，或は蒙古の達魯花赤を 
殺すものぁ卜、蒙古之を責む。高宗.意を決して £n 華0防禦を務め、蒙古 元帥撤禮 
塔を射殺し、又叛將畢賢甫等を誅す。高宗二十三年、蒙古の太宗、大兵を以て來 b 
攻め、全國兵禍を被 b 、 厘廷ゎづかに江華に偏安するのみ。 こ、に 於て、王，族 子 永 
寧公綽 を以て、 假 りに王子と 稱 し*蒙古に之いて質たらしむ。三十四年、蒙古の定 
宗、元帥 阿母 侃を遣し、王に訓し、江華を 離れ、 陸に出で v 之を迎へしむ。時に崔瑀 
すでに死し，その子況、之に繼ぎ，凡そ私慽ぁるものは^ゆるに叛を謀るを以てし， 
權 威を弄し、蒙古の命を聽かす。蒙古の元帥也窟.車羅大等、來 b 迫 b 、 麻にすると 
ころの 男女無®二十萬六千八百餘入、殺戮は其數を知らす〇經るところの州縣. 
皆煨燼し、哭泣の聲、山野に滿つ。崔氏久しく權を弄し、國內疲弊，民その苦に耐え 
中、 却つ て， 蒙古の來侵を喜び•趙陬等，遂に和州以北を以て、蒙古に附き、蒙古乃ち雙 
城總管府 を置く。 

崔沅の死せむとする や、 其子竝を以て，宣仁烈•柳能に屬し，輔導して•家業を受け 
しひ。 ffl •年少暗劣、 K 士を禮遇せす B 隸輕躁の徒を親信し、大司成柳®別將金仁 
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俊等と相惡し。こ ゞ に於て、 Ja •仁俊及び都領郞將林衍等相謀りて、腔を誅し、政を 
主に復す。王、久しく權臣に制せられしを以て、こ、に至つて*群臣を燕して*喜ぶ 
こ t *- しく，叉和を蒙古に議し、太子供を遣して朝見せしめ、江華城を壤っ。後、幾 
もなくして、高宗殂するや、太子捵、蒙古ょ b 歸って、位に即く、これを元宗順孝王と 
なす。1氏四世專橫の禍、わづ炉に止み、これょ6、元室專制の世となる。 

.第七章倭寇の起源と元寇の導 

倭寇は、支那•朝鮮の沿岸を侵擾せし海賊の.名にして％ V の起源、頗る古るし。我 
が.日本，王朝の政衰へ、承久の亂、藤原純友、伊豫に叛して、海島に據りし 後、 瀨戶內海 
の海上權はざの遺孽たる海賊の手に落ち^は關を設けて，通行税を課するに至 
る。次•いて、源平亂後、海上なほ穩ならす、然れとも、北條氏の威令、天下に行はる、 
や•この* 、 內に在りて志を得ざるを以て、はじめて外に出で，首として、朝鮮地方に 
向ひしが如し。倭寇の警、彼土の史に見ゆるは、高麗の髙宗王十二年、我が後堀川 
天皇嘉祿元年四月、慶尙道を侵し、尋いで、肥前の松浦黨、對馬の島民を誘ひ、戰鑑歎 
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隻を以て大に沙島に戰ひしを以て、嘻矢 となす 。その後、 邊民、 金 州こ寇し，防謎 s 
盥 i 戰ひ、轉じて、熊神縣に入 b 、 その將鄭金德 等と 戦ひしことぁり 〇高宗，沿海州 
縣の安からざるを憂ひ、行人朴寅等を我が日本に遺し M 文を送 b て、好を 修め. 且 
つ邊民の侵椋を禁せむ ことを 請ふ〇太宰少貳武 藤資賴.敢て之を咎めす、 専斷を 
y て松浦の兵九十人を斬 b , 高麗に答書す。後、朝議 資賴外國の不遜を 責めす，私 
に報書を作り、我が人民を刑し•大に國體を損せしを 以て， 相 摸守 北條泰 時に 命じ 
て•其罪を典理せしむ。尋いで•筑前鏡社の 部 民、高麗を 侵すや、泰時ざの守謹に扣 
じ、罪を論じて•誅せしむ。 

然れ ども、 倭寇なほ絕えざるを以て•元宗王即位の後、大宫 署丞洪»詹事府錄郭 
王府を遣し、日本に如き、賊を禁せむ ことを 請ひ、且つ滕して 日く、兩國交通せしょ I 
〇以东•歲常に進窣する'こと一度、船は 二 艘に遇ぎ文 もし 他船 ぁりて，托して我が 
沿海村里を擾さば磘に®禁を加ふることを定約せ be 今春 貴國船一隻、熊神* 

勿島に入り、その肓躲を掠め、又椽島に入 b 、 我が民產を奪ふ、甚だ变通の：¢1;¢け 
み、請ふ掠めし、ところのものを懋して、兩國和親の義を固めむ•と。曾ること數弓一 
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第七箄 箱寇の起薄と 7 C 寇の導 


にして、洪竚等•日本ょり還り.報じて日く、海寇を窮推せし に、 乃ち對島の倭な .'lo 
高麗之を街むこ i 、 すでに久しく、遂に元兵を引いて、我に寇するに至る。 、 
高麗の元に服するや、元宗王、倭寇の事を訴へ、且つ H 本の伐つべきを言ふ。時 
に咸安の人、趙彝といふものぁり、はじめ僧となり•善く諸國の語を解し•海外の事 
情に通じ•還俗して蒙古に X るや，まれ之を言ふ。この時に當り、蒙古すでに宋を 
減して，海內を統一し，安南.交趾.暹羅•緬甸•瓜哇•高麗•琉球、皆その命を奉せざ•るなく、 
B つて•亦た我を從へむと欲し，乃ち黑的.殷弘等を高麗に遣し、日本の嚮導たらし 
めむとす？麗主、因つて宋君斐•金賛に命じ、黑的とともに日本に往かしむ、巨濟松 
邊浦に至 b 、 風■の險を畏れて，空しく引き還る。麗主、乃 t > 宋君斐をして黑的に. 
隨つて、元に如いて奏せしめて日く、詔旨を奉じ、謹んで，陪臣宋君斐等を遺し、使臣 
を伴ぅて，巨濟縣に至^/はるかに對馬島を望めば、大洋萬 里、 風濤天を蹴るを見る， 
意謂へらく、危險此の如くむば，安んぞ，上國の使臣を奉じ、險を胃し、輕しく進む 'V 
けむや，と。世祖、その辭を飾つて徒に歸 b しを責め、後に黑的等を遣して、高鼴に 
譫し，その官人をして、我が日本に通せしむ。麗主、乃ち其臣潘阜を遣し、元主の書 
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及び國書を齋して、我 i )> 太宰府に來らしむ。少貳覺惠、之を鎌倉に報じ、鎌倉之を 
京師に奏す。朝廷、右 近衛 大將藤 原 通雅を遣し、宸筆の i 且命を伊勢 太 廟に窣らし 
め、參議藤原長成をして、答書を草せしむ。鎌倉執權北條時宗、以爲へらく、書辭無 
禮、報 t - ベからす、と◊太宰府に命じて、却還せしむ。こ、に於て、上下騒然、因つて， 
後嵯峨天皇五秩の賀宴を停め、二十二社に奉幣して、蒙古の難を吿•けしめ、幕府又 
令を下して，關西沿海の守備を警戒せしむ。時に我が文永五年な知。 

潘阜等•要領を得すして還る や、 元 主、 なほその詐辭なるを疑ぅて、之を«め、且つ 
軍須を備へしむ。麗主、その臣崔東秀を元に遣し、兵艦ともに備はるを奏す。元 
主乃ち吾都止晚朶 a 主國昌•劉傑等を遣し•戦艦軍額を閱し•日本の水道を黑山島 
に視せしむ。この間,5睃の使、申思佺、黑的.殷弘を導いて、對馬に至り、前年の復牒 
を請ふ。位^;適ま tt 人 I 」閟爭し，遂に岛人塔次郞.彌次郞を執らへて歸る。元主 
大に喜び、二人に問ふに、我が日本の國情を以てし，後、之を放ち還し、以て我に通せ 
むとす。この時，高麗の臣林衍、反をなし、麗主元宗王、爲に廢せられしが* すでにし 
て，位に復し，その餘黨，耽羅に走るや、元主將を遣して*之を平らげしめ•武臣跋扈の 
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禍 、はじめて 息み しを，以て、 愈ょ日本の事に 勉め、 以て其恩に，報せ tf とす。 

我が文永八 年、 元の世祖 、その 臣趙良弼を以 て、 秘書監とな し、 國信使に 充て、 日本 
に 使せしめ•兵を發して、之を高麗に送る。高麗、又康允紹等を して、 隨って行かし 
む。日本又報せず。良弼 、還つ て、 日本君臣の•爵號•國都の名數土宜を以て元主に 
吿ぐ 。次いで、 高麗又張鐸を遣せ しが、 報を得す〇兩國 ともに 我に絕ち、遂に意を 
决して來寇す。 

これょち 先、 高麗の世子 諶、 久しく燕京に留まる や， 從臣歸るを思 ひ， 因つて•諶 U 
勸めて•元主に謂はしめて 日く、 日本未だ聖化を被らす、戰艦兵糧，方に須ふるとこ 
ろな b •もし此を以て臣に委ねば、臣請ふ力を盡くして、之を辨せむ、と。 元， 乃ち之 
を還し、命じて、舟糧を具へ、役を助けしむ。すでにして、元宗王在位十五年にして 
殂し 、謀、 位に即く、これを忠烈王となす。 

我*>文永十一 年、 一 K 、 總管察忽を 遣して、 戰艦三百艘を造らし め、 又軍兵を發し•日 
本を伐つを助けし め、その年十月、 都元帥忽敦•左右副元帥洪茶丘•劉 復亨、 蒙漢軍二 
萬五千を率ゐ•高麗都督使金方慶の兵八千を 合せ， 戰艦 すべて 九 百艘、 合浦より發 


兩僩我と箱つ 


忠劲 王の 即位 
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し•十一月•對馬に寇す。宗助國、之に死す。辱いで.壹岐に寇し•遂に二島を取 b 、 進 
んで、筑前今津を犯す。錤西の豪族•兵を發して、博多に會して，之.を防ぐ。 一 夕俄 
に大風雨’船艦漂沒、還らざるもの、萬三千五百人、•高麗の將金洗、亦た衆死し、餘 U 皆 
引い.て逯る。我が國史、これを文永の役といふ。 

こ、に於て、諸軍膽落ち、氣挫け、加ふるに、軍務浩繁，その船•艦器械.糧食，皆高 SI の 
辨するところにして i 下その弊に班へす•翌年、金方麽を元に遣し、征東の師を罷 
めむことを請はしむ。こ ゞ に於て、我が建治元年、元主復た醴部侍郞杜世忠矣部 
侍®何文著•計議官撒都魯丁來等を遣して、修好を要し、高麗の譯語®將徐煢之を 
導いて、我が太宰府に來る。北條時宗、之を鎌倉に召し，國法を犯すを责め，世忠等 
を併せて、之を龍口に斬る。麗王、之を聞き、郞將池瑄をして，元に如いて，狀を吿げ 
しむ。元主大に怒り、大軍を發して之を征服せむと欲し、念1:船艦を詧造せしむ。 
この間、我が邊民は，固城•漆浦-合浦等の諸要律に入寇し，兵戈 *. よ迫る。 

元主、征東行中嘗を高賭に置き、麗王をして、軍務を典らしめ，我が後宇多天皇弘 
安四年•元の至元十八.年、都元帥范文虎，南軍を率ゐて江南を發し、 tff 都•洪茶丘、北軍 







を率ゐて高麗を發し，兵凡そ十萬，麗將金方慶等、兵 I 萬•艄エ I 萬五千•糧十徐萬碩 
を以て，之を助け•その先鋒となり、船艦數千艘，海を蔽ぅて來 b 、 直に壹岐に向ふ。 
船軍及び艏エ、風に遭ぅて.之く所を知らす。方慶等，力戰、斬首甚だ多しふ雖も、軍 
中大疫死するも.の三千餘人、»都等、累戰利ぁらす、且つ^文虎期を通ぎて、來らざ 
るを以て、爲に軍を ii すを議す。すでにして、文虎、戰艦三千五百艘'兵十餘萬を以 
て至り、因つて又發し、元軍先づ太宰府に至 b , 能古•志賀の二島に據る〇离麗の戰 
艇、壹岐衡；を犯すや、島人山林に.竄匿す、麗兵小兒の啼聲を聞き、搜出して之を殺 
すに至る。次いで，對馬よ b 、 轉じて宗像に至り•元軍と合す。その報、我が京師に 
至るや、龜山上皇、深く之を憂ひ、親ら石淸水に祈り，又手書の願文を伊勢大廟に捧 
げ、身を以て、國難に代らむことを請ひ、各道の神社佛刹、悉く戰提を祈る。こ、に. 
於て、關東及び九國二島の兵、悉く太宰府に會し、堤を海岸に築く、連1:數百町、その 
高さ丈餘、外面峻削、以て射に便にし、堤上には、炬を連ね、守禦甚だ嚴な bo 然れど 
も衆 S : 永の前役に撤^'、頗る難色ぁ b 、 賊亦た敢 *r 岸に近かす，尙ほ志賀島に在 
草野次郞、ひ ib 奮つて進み、輕舸に乘じて、夜、敵船一艘を 襄燒 し£ 十餘 人を® し 
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て還る。.こ、に於て、元軍乃ち巨船を速®し，寶を列ねで備を設け，我が船，進 If も I 
のぁれば，列^;! II 發，船皆摧 m せら A 死傷するもの、甚だ多し。乃ち令して日く •隊 j 
を離れて，ひと b 進むこと勿れ、と。時に河野通有、ひと b 堤を背にし T 陴し、 I - 巨 
艦の旗森苹姐なるを裂兑し、伯父通時とともに、二舟を以て進む。元兵指笑して一 
日く、日本 Is 猛、乃ち然り、と。その巨艦に近づくや、元兵弓弩を a 發して•之を饌ぐ。 
部下多-死傷し•通有亦た左; TJ を®く。然れども•與氣愈ょ發し，便ち舟檣に緣\ 
一躍して•敵艦に上を舞はして鏖擊し•元兵數十人を殺し二將を虜にして a 
る。大友贞親•秋田城二郎の諸軍、次いで進み•九國の兵士、皆死戰し、元兵氣や、 ml 
み、轉じて，概》に至る。范文虎、大に怖れ、览艇先づ逃る。七月晦夜、西北風、俄に起| 
\海水簸盪，舟船破壤、元兵皆溺死し，その屍、潮汐に隨つて、港浦，口に至り，爲に充塞：一 
し，海上步して行く*へし。敗卒數千，なほ败以に在5、« 船を修繕し、將に逃れ歸ら|一 
むとす。少貳景資等、粱つて，之を殲し、降虜千餘人を博多に断卜、その三人を释る| 
して，元に還り W の狀を元主に報せしひ。この役、元軍の返らざゐもの十萬有餘、 
頭軍の： JM らざるもの七千餘人といふ。我が後宇多天皇及び深?龜山の二上皇 
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大に喜び、使をして、伊勢太神に報赛せしむ。我が国史、これを弘安の役といふ0 
1日：元の世祖、我が日本に敗れしを以て，一時征東行 省を 罷めしが、 後 •復た怨を報ゐ 
むと欲し®ば高麗に命じて、戰艦を修め、又罪囚をして水戰を習はしめ •$ に征東 
行省を® き、麗王をして、之を 督せしむ。 麗王前役に懲り、その臣金有成を宣論使 
となし、日本に遣して、招論せしめむとして、太宰府に來り、書を奉じて、元の爲に媾 
和を說炉しめしが、北條貞時、之を鎭西に拘留して、還る能は ざら しむ。元主、當時 
•兵.を占城•安南 一 に用ひ、且つ我を侵さ‘むとするや，國內爲に騷然、群盗蜂起す。吏部 
尙書劉宣、時勢を洞察し、日本孤遠、これを伐つは大に民力を困むるのみ、却つて a 
ぁるを以て、元主を諫め，遂に之を罷めしむ。 

其後®— 元主の積威を以て敗を我が日本に取るど、に於て，^外敵愾の情、愈ょ勃發し、 
倭寇の 誉 、益す盛にして，高麗その害を被るこ i •殊に甚しく，遂に滅 C の I 因をな 
.す.に至る。 

第 AS 元室の專制 

1 第八韋 7CI 室 01 專 S 1 -- 





元の倥虑 


哈丹の來兹 


元の世 ffl 絕 R 英明の主を以て，大に其威を振ふや、高麗小國を以て、之に服嵐し， 
甘んじて，その侵虐を受く。高宗.元宗の間、元は和州.に雙城總管府を置き、次いで、 
崔坦、西京を以て、元に附き、その兵を請ぅて之を錤する^元乃ち西京を內屬せし 
め、 改めて、東寧府となし、慈悲嶺を以て，其界となす。こ、に於て、高麗の北郁は* 
く元の有となり•達得花赤、その地に镇し、國政を聽斷し®糧を徵收し.婦女を1求む 
ること止ます。殊に元の日本に入寇するに際し，高麗はざの徵發に苦しみ、國內 
疲弊*極めて甚し。而して，忠烈王、元に事ふるこ i 、 尤も謹み、屢ば往來し*又底坊を 
置き、畋獵を事とし、遊宴淫逸»て日を送る。すでにして、元の叛賊乃顔の餘黨哈 
丹、來り 侵し、 和 州 •登州を 陷れ •人を殺して糧となし，聚集して脯とな し •鐵嶺を踰ぇ • 
交州道に入り•楊根を 陷 る。麗王 ，兵を 江都に 避け、 師を元に請ふ。鄕貢進士元冲 
甲■等^5擊して之を 部け， その鋒’屢ば 挫け、 將に剿滅1:就かむとせし が、 幾 もなくし 
て、 諸將之を輕んするの心ぁるを以て、賊復た勢をなす。元主、乃ち那蠻歹大王及 
び薛閉干等をして£を按けしめ、 力を合せて、 遂に哈 丹を 敗る。時に元の世祖崩 
じ、 成宗嗣いで立つ。忠烈 王、 又元に請ひ•位を世子鼸に傅 ふ、 これを忠宣王と なす。 
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忠烈王 Q 後位 


第八草 元室0専制 


すでにして、元の成宗、忠宣王の多く舊章を更革し、輿攒にして命を用ひざるを惡 
み、未だ歲を踰ゆるに，及ばすして、之を廢し、忠 J 凡王をして、位に復せしむ。こ ゞ に 
於て、王，#康宮に駐御し、群小に狎眤し、®遊に耽み、政垠を恤へヤ。はじめ、元、王を 
冊して征東行中書省事となせしが、こ、に至 b て、王、その衆を服する能はざるを 
以て、闊里吉思を遣して、その官に代らしむ。吉思、亦た人 K を御する能はざるを I 
以て、罷めらる。これょ b 先、世子忠宣王、元に在 bT 宿®す。吳， f 石天補 5 fe 璘等 、 j 
之に乗じて，王の父子を間す。左中賛洪子藩等、王宮を®み、吳祁等を執らへて、元 j 
に送る。然れども、王なほ世子の國に還らむことを恐れて、之を m み、その妃薊國 
大長公主を瑞興侯珙に改嫁せし•めむとす。元、刑部尙番塔察兒等をして、來6渝| 
さしむ。王*感泣す。塔察兒•遂に宋璘等を囚らへて歸る。をの 後、 王の元に如く 一 
や？:維紹•宋邦英等，又しき b に世子を li す。洪子藩，中書洛に至 b 、 其 W を言ひ、維 
紹等を囚らへしむ。時に元の成宗崩じ、武宗位に即 くや、 世子、成宗の姪愛育黎拔 
力八達とともに定策の功あるを以て•瀋陽王に封せらる。こ ゞ に於て、受育黎拔 
力八達の旨を 奉じて、 忠烈王を慶壽寺に遷し、王の任するところの者は*悉く之を 
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罷め、瑞興侯及び維紹•邦英等を誅 し、 王たぃ拱手するの み、 國政盡く前王に歸す。 
すでにして、王殂し，忠宣王、元ょ b 歸つて位を復す。 

當時元と商麗とは•本®母子の關係にして•王位の繼承主妃の婚，嫁ょ b •官制敎 
令に至るまで、一として、その命を受けざるなく、且つ、忠烈王以後 K 代多くは元室一 
の女を-|:1ぅて、妃となす。而して、內に在りて、志を得ざるもの、皆元に如いて.典钉| 
を讒 LM ば本國を危ぅするに至らし む、 道義地を拂ふ こと、 甚しといふ V し'元 
の盛なるや、 jur 2麗人、燕京に留るもの、二萬餘人、多くは無賴子弟、常に兩國を離間し， 
その 弊、 言ふべからす。洪輻源 M 彝の如きは、早く元宗の世に在り、てその端を發 
す。.安平公主•かつて、萵麗の阐人數名を世 M に獻じ、その徒、制 B 1 を奉じて來使し、 
高麗その家を61し^族を官し Bm 甚だ厚かりしを以て、倦伟の徒、或は自ら宮し I 
て元に入り、宮掖に舉使し、或は官、大司徒に至るものあ h >忠宣王の燕京に在る 
や、此迤と狎れ、因つて、その最も近幸せるもの十六名を封じて鄕邑を賜ふ。王、世 
子た b しときょレ、元 1 |: 在りて、或は朝政をも與り聞きしを以て、位に即くに及び、 
還つて其國に居るを欲せ t 數歲にして、位を忠肅王に傳へ 、延 安哲 S を以て、その 
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世子となし、常.に燕京に淹留 して， 名儒學士と遊ぶ。元の 仁宗崩 じて•英宗立ち•鐵 
木迭兒 、班を 用 ふるや、王.忠肅王と好からざる を以て、 限人伯 顏禿吉思の爲に■せ 
られて、吐蕃の檄思結に流さる。崔誠.之.李齊 H 等、 百方請願し、因つて、朶思麻に S 
移せられ、吐蕃に在ること凡そ四年、泰定帝の立つ に 及び，大赦に遇ぅて歸り、遂に 
燕邸に薨す。 

忠宜王の吐*に在る時に當り、忠肅王、元に如き，赞成事權漢功等，上王の時ょり- 
再橫にして賄.を納る、を吿げ、之を杖して、遠島に m す。これに因つて、漢功等，王 
を怨み、書を元に上 b •王を廢して^王晨を立てむことを謀卜、柳淸 E 等、又征東征 
省を立て、國號を罷め、內地に比せむことを請ひしが、皆果さす。淸臣等、又王 0S 
壟暗啞にして政事を親らせざるを誣奏す。元、平章政事貝驢をして來つて之を 
察せしめ、をの詐なるを知り、事行はれす。然れども、王欝々として幾ます、位を世 
子 II に傅へむことを請ひ、元之を許す、これを忠惠王となす。王、元より還つて國 
に就くや、惟だ口に遊畋を事となすのみ。元、又忠肅王をして其位に復.せしむ。 
すでにして、王•政に 倦み、 出で、外郊に舍し 、嬖 幸朴靑等を信任，して、國事を 委し 、 a 
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も自ら之を顧みす。忠惠王，はじめ、元に在 b 、 丞相燕帖木兒と甚だ親む。時に大 • 
保伯顔、燕帖木兒の權を弄するを惡み2を®すること薄し。忠患王の殂するや 
王歸つて位を襲がむことを求む。伯顏寢めて奏せず、因つて、瀋王翯を立てひと 
1: す。5冒1 河， 之に附し•留元無賴の子弟二千餘人をして*連署して、王を訴へ 
しめ高頓等と謀り、王宮を M ひしが、軍敗れて栽さる。元、遂に王をして、位を襲が 
しむ。然れごも、譏者なほ絕えす，尋ぃで18事官頭麟等を遺して i を執らへ•歸っ 
て之を雜問し、伯顔ひそかに傾の黨を辅けしが，會ま伯顏貶甘られしに因 bp さ， 
れて位に復するを得た b 。 然れども、 王、 荒淫無道、群小志を 得、 忠良の±悉く斥け 
らる 。ここに於て、元使大卿朶 赤、 來つて王を縛して歸り、之を揭陽縣に流す。王、 
眾身孤«、一人の隨從するものなく、艱苦萬狀、途、岳陽縣に至りて殂す。しかも、國 
A 之を聞いて、悲むものなしといふ。 

忠穆•忠定、皆幼冲にして、位を铜ぎ、母后制を專にし，康允忠•辛裔由淑蒙•鄭思度等、 
资緣して•事を用ひ，殊に忠定は、狂惑無道な b しを以て，元、之を廢して、忠惠の母弟 
顓を立つ，これを恭愍王 i なす。元の順帝、第二の皇后奇氏は，高麗幸州の人、その 
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兒を迎立して宋帝となし、遂に其將毛居敬等をして、兵四萬を率ゐて、鴨綠江を渡 
らしむ。これを紅 sfl 軍、又は紅賊といふ。その移文に日く，生民久しく胡に陷る 
を槪念し、兵を舉げて中原に恢復し、東は齊昝を踰ぇ.西は凾秦を出で、南は閩廣を 
過ぎ*北は幽燕に抵るまで、すでに悉く欵附せり。民の歸化するものは、之を撫せ 
む li 迷旅拒するものは，之を罪せむ、と。その義州.麟州を陷るや、李苏精騎 I 千 
を率ゐて.遂に之を敗り，殘兵鴨綠江を渡つて走る。すでにして、賊將潘誠沙 f « J 關 
先生•朱元帥等•兵十餘萬を率ゐ、再び鳾綠江を渡り、朔州•泥城に寇し、 S 嶺の棚を破 
る。王ボの S なるを以て、太后を奉じ、南行して福州に至る。この0、賊英、京城を 
陷る。幾もなくして、鄺世雲、總兵管とな b 、 李芳實等，大に紅軍を敗 b 、 京城を復す、 
餘黛61た鴨綠江を渡つて去る。鄭世雲等•元主の玉爾二顆•金印一顆•金銀®印等 
の物を得た bo 後®?芳實等、金鍺の忌むところとな b て殺さる。 

次ぃで，納喑出、元の袞微に乘じ、叛ぃて瀋陽に據り，行«承一相と稱し'二檄等の地 
に入寇す。麗主、李成桂を以て、東北面兵馬使となし•これを■がしむ。成桂，之を 
德山洞及び韃靼洞に敗る。納哈出、その威を畏れ、馬を鼯主及び成桂に獻す。成 


弒跖取の入寇 


納哈出 

李成桂 






Digitized by 


Google 


COLUMBIA UNIVERSITY 


桂は、 朝鮮王朝の始祖，この 時、 すでに 威名あり、 後二十年•遂に王位を篡する t ': 至る。 

高麗•すでに元に服せす：元亦た高麗の異圖あるを知 b 、 當時燕京に在りし先王 
崔溪 の庶子德興君塔思帖木兒を立て/•、國王となさむとす。これょな先、崔濡といふ 
もの、罪を得て、元1:奔り、その權臣に諂事し、亦た王を讒構し•諸奇族の元 i : 在るも 
の、皆之を助く。王、之を聞き、奇后の外從兄李公誠をして、陳情表を奉じて，順帝及 
び奇后に說かしむ。元主納れす、遂に王を廢して德興君を立つ。こ/'に於て、崔 
濡、はるかに謀を王の寵臣金 II に通じて、內應を爲さしめ、遼陽の兵一萬を請ぅて、 
金煳0镘德興君を納れむとす。王、時に城南興王寺に在り•金 si 遂に反し、其黨を遣して，王 
を圍む。すでにして、密直使崔瑩.知都僉議安遇慶等、京城ょり來 b 救ひ、遂に鳙を 
捕へ て， 雞林府に轘し、首を京城に傅へ、その家を籍して、三十餘人を殺す。 王、 尙ほ 
, 其姦を牾ら す、 これが爲に 、涕を 流せしといふ。こ、に 於て、 崔瑩を以て都巡慰使 
となし，李成桂に命じ•精騎一千を率ゐて、之を助けしめ、崔濡の軍を隨州の獺川に 
迎へ 、大に 之を敗る。元の順 帝、 勢の不可なるを 知り、 翰林學士承旨奇田褪を遣し 
て、王の位を，復し、崔濡を執送せしむ。こ ゞ に於て ， K 麗復た元に服屬し、しばらく. 

笫八窣 元室の專籾 二 i 
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至正の年號を行ふ。 
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第九意恭愍王の失政 

崔金の變•平らぐや M 主又妖僧遍照を寵し、尊んで師傅 となし、 號を賜ぅて淸賜 
届士といひ、 ® 政を諮訪 し、 典平侯に封す。密直使金蘭といふもの、照に 阿り、 その 
二女を以て、之に與ふ。崔签、之を资む。照、因つて、签を_し、出して雞林尹に貶す。 
照、 愛 It を以て，¥1官を陞黜 し、 或は之を誅 流し、 威權當 るな く A 5 T-T 爭つて之に趨附 
す。任沿輔といふもの•麗主に謂つて0く，崔學李龜壽、皆王の功與何の罪ぁりて 
か贬黜 す、 且つ師傅もと僧なら*國朝人に乏しと雖も«に煅僧をして政を爲 さし 
め， 笑を天下に取るベけむ や、 と〇麗主聦かす。右輔 、退いて 人に謂つて 日く， 累葉 
衣冠を 以て、 乏きを廟廊に承くと雖 も、 無識の泔 をして， 其奸を肆にするを得せし 
むれば、後世それ我を何とか謂は^と。金 t 亦た王を諫む。遍照、普を讒■して相 
を罷 め、 幷せて^輔を斥けむと欲す。 王、 一時ともに鼬く ♦へからざるを以て、只 だ 
普を罷む fr 輔位に在 b と雖 A これょ bm た國取に與らす〇 






明 


誅 


.恭愍王、遍照を以て、領都僉儀司事 I なし、驚峰宫に封す。遍照、還俗して姓を辛 
名^肫 i 稱し，跋扈强梁^に甚しく，王を勸めて、酒色に沈 S せしめ•勤舊名臣を讒 
害誅戮して、凶橫日に甚しく、 後、 王己が奸を覺らむこ i を恐れ、ひそかに、拭逆を謀 
b しが/事露はれて•遂に誅せらる。 

時に明の太祖咮元璋、すでに蒙古を驅除し•元を建て、洪武といふや恭愍王•臣 
服せ むことを約し、洪武五年、 知密直 使事洪師範を正使とし、 中 正大夫成均司成鄭 
夢间を書狀官 とし、 南京1:赴いて，前年平蜀の功を賀し、且つ子弟の入學を請は -L 
む®麗すでに元と絕つて明に服し，歲儀甚だ謹む。 

これょ b 先、王后魯國公主、難產を以て 薨じ •恭愍王、日夜思慕して、 其 具を手にし， 
哀痛禁焓中」因つて，公主の爲に影殿を起し•壯麗を極盡し、民を勞し、財を費すを 
顧みす。王、遂に子な<，次ぃで諸妃を納れしも、意に滿たざるを以て、皆御せすし 
て別宮に置き、辛肫未だ誅せられざ b し I き、之 i 約して、その妾般若生む ところ 
の牟尼奴を以て己の子と詐稱し、之を取って、宫に入れ*李仁任に矚しじ日<*予、か 
つて肫の家に 至り、 侍婢を幸して、この子を皋ぐ， i 。 因つ て、 名を禍と改め、江寧渐 
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院君に封じ•故の宮人韓氏の祖考を追封す、盖し踽を以て韓氏の m となし、以て世 
を欺かむと欲するなむ。その後、肫の誅せらるや•王、深く踽の恃むに足らざるを 
E \且つ己れ終に子なきを知り、洪偷•韓安*斑•洪寬啟寧金典庚 等、 嬖幸の少年に 
命じ、强ゐて諸妃に通せしむ。定惠愼の三妃は死拒して從はざ b し•か、ひ i り、益 
妃は、王の脅嚇を懼れ•其命に從ひ、諸少年と往來して私す。宮廷の敗德不输，こ、 
に至りて極まれ b といふべし。すでにして、益妃遂に身むぁ卜 ' 日宦者崔萬生、 
王に從つて厕に之き*益妃の懷她、すでに五月に及ぶを吿ぐるゃ，王大に喜んで日 
く、妃すでに身むぁらば可な b •と。因つて、又日く、明 S 昌陵に謁し、將に偷等を殺 
し、以て口を滅せむとす、汝、この謀を知らば、亦た免れざるべし•と〇萬は大に懼れ， 
即夜、偷•環•寬•安•誼等と謀 b 、 王の大酔に乘じて•之を手及し、大呼して日く.賊•外ょ b 
至る、と。黎 i!)J 、 李仁 任、 內に入. c / 屛障及び萬生の衣に血痕ぁるを見、萬生を捕へ て 
獄に下し、鞠聞して、その狀を得，遂に偷等を擊ぎ、後、萬生及び偷を輕刑に處し、安.寧 
寬等を 斬り、 大に群臣を會し、先王の遺命と稱して，遂に踽を立つ〇王位すでに異 
姓に移 り， 邦 基搖動 、その對外政策、又一變せり。 
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辛耦の失政 


等•之を迎へむとし、鄭夢周•朴尙衷•金九容等，十餘人，上疏して之を爭ひ、皆贬’黜せら 
る。仁任、乃ち黃裳を舉げて、西北面都體察使となし、成石磷を®察使となし、江界 
に如いて、元使を慰 S - せしむ。これょ元は恭愍王殂して、嗣なきを聞き，潘王 
1?!の孫脫脫不花を萵魔王に封せしが、こ i に至りて，兵部做迸孛哿帖木兒を遣 L ’ 
禍の UII 位を許し•元の回復を助くべきを_し、遂に册して開府谈同三^征朿行洛 
左丞相高_3王となす。高麗•乃ち又元の宣光の年號を用ふ。 fj いで--.*兀、明の定 
.遼衞を夾攻せむことを求むるに及び、李仁任の威、漸<衰へ、_內の犄勢><1變せ 
しを以て、辛即位の四年 X 明の洪武0年號を行ふこと、し•夢周以下*皆石し還 
され•遂に元と絕つ。 

辛禍即位の初•その生母般若'夜潜に宮中に入り、呼んで日く、我實に王を生む、 
何•そ韓氏の出となさむ， i 。 仁任、直に般苦を捕へ，之を獄に下す。般若? ij に臨み， 
呼んで日く、天、もし吾が冤を知らば、この門、必す頹れむ、と。後、果して門壤れしを 
以て A 皆はじめて禍實 4 : 般若の出たるを知るといふ。* S はじめは、學に甸ひし 
が、長するに及び.游戯度なく•日に淫佚を縱にし.倡優群妓を諸道に徵し•狂惑：：一に 
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夢§に使 


甚し。當時年しきりに饑え、加ふるに、倭寇猖厥、國內困弊，倉庫空®民心附かす。 
しかも、その明に事ふるや，甚だ謹まざるを以て， その 使*ば來\擧廷震駭、辛禍之 
が爲 .に、 遂に位を失ふに至る。 

明主、常に高麗の反覆を疑ふを以て，洪武十五年、遼東都指揮使 A を遺し、俘虜及 
び逃軍を索むるに托して、高麗元と通するの虛實を察せしむ。次いで、邵畢趙振、 
萵麗の使とともに來りしが、甜水站に至 b 、 高麗元に遣すの使者に遇ひ、大に怒つ 
て還る。明主、因つて兵を加へむ1し、しかも其辭の足らざるに苦み，先づ歲貢を 
增定し、良馬五千匹4五百斤•銀五萬兩.細布匹の類は銀®の如くし、五歲の，貢、約の 
如くならすといふを以て、入朝の麗使を遠州に杖流す〇辛硝，之を聞いて、 大に懼 
れ、洪•武十七年、鄭夢周を遣し，之を辨せしむ。明主、意解け、さきの使者を附して送 
還し、且つ通聘を許し、翌年明使來り、辛祺を冊して、王となし•先王に謚を賜ぅて恭 
愍といふ。 

然れども# 踽.實は猶ほ元と通じ、又逡東都司の部兵を殺せし.ことぁり.故を以 
て、 明 •商祗の 使者を却けて入れす。洪武二十"年、明主、鐵嶺(盛京省儎嶺縣 )もと 元 





に屬せしを以て、之を遼東に歸さしむ。魇廷愕然たり。辛稱、百官を會して•その 
可否を論せしむるに、崔瑩之を不可 i し， S に勸めて、密に定遼衡を攻むるの議を 
定め、大に兵を起す*幾もなくして、逸東都司、鐵嶺に至るまでの間に、七十站を® 
き、守備頗る嚴なるを聞くや、辛耦方に東江に遊んで歸らむとし、馬上に泣いて日 
<、群臣、吾が攻逡の謀を聽&す、遂に此に至らしむ、と。因つて大に八道の.兵を徵 
し、百僚をして、元の冠服を着せしめ，西海道 U 如き、四月朔、鳳州に次し、崔瑩及び李 
成桂をして、將れらしむ。李成桂，四の不可を陳すれども、聽かれす。辛親、復た洪 
武の年號を停め•以て宣戦の令に代へ、曹敏修、左軍を統べ、成桂、右軍を統べ、衆十萬， 
平壊ょり發して，逢東に向ひ、すでに鴨綠江を渡りて，成化島に次す。然れども•軍 
士皆戰を欲せす。辛禍•崔整•しきりに之を促して止ます。李成桂•もとょ b 大志 
あり、仍って、諸將に論して日く、若し上國の境を犯さば、罪を天子に得て、宗社生民 
の禍、立どころに至らむ。予、瓶逆の理を以て，上書して師を還さむことを請へど 
も、王省みす、整亦た耋して聽かず。如かず，卿等と還つて王に見え•親しく瀑顆を 
述 V ，君側の姦を除き、以て生靈を安んせむには、と。諸將奮つて命を聽き、因つて 
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誓をなす。こ、に、於て*李成桂、軍を班へし、郭忠輔等と謀 b •崔瑩を 高峰縣に流し • 
辛 f 江 I に放ち，傳國の寶を奉じて定妃に獻じ、以て.繼嗣を定めむ ことを 請 
ふ。曹敏修、命を矯めて•遇の子昌を立つ。日日は任仁の族にして，李氏の 出な ミ 
國人服せす*獄事紛起し-敏修遂に昌寧縣に流さる。 

この時に方り•明主屢ば高麗の執政大臣を徵して入朝せ、しめ、其事を審間せむ 
とす。麗廷，皆畏懼して行かず。韓山君李穑，自ら請ぅて之き、食書 密直司摩李崇 
仁及び李成桂の第五子芳遠と偕にす。—素ょ i 播の名を聞きしを以て、禮 
待甚だ厚 i 國の交—に t 5 重ねて洪武 Q 年號 i 制を襲ひ•胡 
服を禁ず。尋いで，尹承順•權近の明に使して還るや、禮部、高麗の罪を數へ•特に異 
姓 m む。1 ft 蜜 Q — 院 S — つどれ— 
麗の末主恭獻王となす。—日，皆誅せらる。辛禍在位十一年、辛昌在位一年、 
李氏こ、に於て愈ょ大、幾もな{して、遂に國を奪ふに至る。 

第十 I 章倭寇 
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元寇以後、我が日本の對外侵略的精神は、愈ょ勃發し、加ふるに、南北分立の結果一 
として、朝分邊陬に及ばざるや、不逞の徒，蜜も忌憚するところなく^いで鎭西の一 
豪族、菊他•少贰諸氏の衰ふるや、その遺臣、皆海に入 b て•寇盜と合し，餘憤を海外に 
■らさむとし、東亞一帶の沿^その害を被らざるなく•就中半島の地、最も近避す 
るを以て、極めて甚しとなす。 

高■忠定王即位の二 年、 我が後村上天皇正平 五年、 我 i )> 邊民，高麗を犯し、千戶崔 
禪•都領梁琯等の兵と巨濟及び合浦に戰ふ。麗主，李權を以て、慶尙全羅兩道都指 
揮使となし、僉議參理柳濯を全羅楊廣兩道都巡問使となし，之に備ふ。すでにし 
て、 我が邊民 ，船 百餘艘を以て、順天府を侵し*南 M •求禮•靈光•長輿等の漕船を奪 ひ、 合 
浦に入 b て、その兵營を焚き、開城#原•諸郡を掠む。 K 主大に悮れ、親ら延庚宫に 
臨んで、倭兵祈禱の法席を設くるに至る。その翌年 八月、 倭寇船百三十隻•紫燕•二 
木の二島を侵し、火を縱つて、盡く廬舍を燒き、南陽府を掠めて歸る。.その翌、恭愍 
王即位の 年、 南海縣を陷る。麗將金陬南、戰艦二十五隻を率ゐ•出で、楓島に锻ぐ。 
我•か兵、之を谀 K 追擊して喬桐に至り、西江に次す。暉南^を都城に吿げて，援兵 
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を 請ひ， 副 將張成一の兵と合して ¥ 梁•安興•長巖等に戰ひ しが、 皆敗れ，遂に西口ょ| 
b 退く。■こ ゞ に於て，都城戒嚴、荷擔して起ち•老幼痛哭の聲•街衢に滿つ。後三年 • 
倭寇、全羅道を侵して•漕船四十隻を得，翌年又た二百餘隻を奪ふ。都城戒嚴 、上 將 
軍李玄牧等をして之を防がし めしが、 怯懦戦はすして北ぐ。後四年を 經、 恭愍王 
七 年、 角山を襲 ひ、船 三百隻を 焚き、 全羅一道の 船舶， 奪掠殆んど盡く。後 二年， 又全 
羅道を侵し、轉じて江華を襲ひ、斬首三百餘級，米四萬餘石を取り、遂に喬桐縣を燒 
C 。 十三 年、 囿城.泗川 m 州を侵し*一百餘戶を燒き•十五 年、 又大に喬桐縣を 屠り、 兵 i 
皆奄留して 去らず、 開城大に震駭す。 ' 一 
倭寇 猖獗、 漕船を 掠め、 城邑を 焚き、 京畿•楊廣•全羅.慶尙•江陵の 諸道、 その害を被ら： 
ざるなく A 民堵に安ん诂す。而して.恭愍王％ V の初年に k し、比歲民を役して、殿 一 
堂を築造し、庶政これが爲 (: 廢弛し、倉鹿空竭.軍政を修むるに由なく，兵甲 m 敗、戰 
守に備ふる能は t 、 諸軍索然觀敢て進むものなし。こ、に至りざの十三年、我 
が後村上天皇正平二十二年，前典義令金逸等を遺し、國畜信物及び元の中書省の 
牒文を持して、兵庫に來 b 、 海寇を禁せむことを請ふ。足利義訟，之を京師天 II 寺 
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に召見し、辭するに當時南北分立、紛亂止ます、故に禁令の及ぶところに非ざるを 
以てし、報書を與へす。その翌年、對馬の宗經茂、使を遣して報聘し•土物を贈る。 
時に辛^、王の販傅ふ稱し、禮を爲さす、館待甚だ薄かりしを以て，その使、8つて去 
b 、 これより，寇猄愈よ甚しく、遠く安準成州に及ぶ。 

.辛禍初年、我が後亀山天皇天授元年、判典客寺事 ji 興懦を日本に遣し、海寇を禁 
じ•且つ隣交を修めむことを求む。足利義滿、その陰謀ぁらむことを疑ひ、之を獄 
に繫ぐ。時に歸化の高麗僧良柔、京師に在 b •その牒者に非ざるを證して，之を释 
さむこ i を請ふ。義滿、乃ち之を放つて•良柔を附遣し，土物を贈り、且つ邦內搔亂 
未だ定らす，制御及ばざるを報す。これよ b 先、藤原經光，衆を率ゐて高麗に投歸 
し、順天•燕岐等に處 b 、 官より資糧を給せらる。全羅道元帥金先致，その異志ぁる 
を疑ひ、酒食を具して，之を誘殺せむとす。經光•之を偵知し、衆を率ゐて•通れ歸る 
や、 镇 西の人•大に怒り，爲に復讎の軍を發す。はじめ，倭寇の州郡に入るもの•居民 
を殺さぃ b しが、これより以後、每に城邑を屠り、婦女孩嬰に及ぶまで、殺戮遺すな 
く、 全羅•楊廣 、顔海の州郡 •薄 然一空，全國大抵抄掠を被る。こ、に於て、判典客寺事 
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安吉常を 日本に 使し、寇賊を禁せむことを請ひしも，その使命を果さすし '日本 
に客死したるを以て，更に大司成鄭夢周を遣す。夢周、太宰府に至 h / 九州探題今 
川貞世7俊)を 見、 隣交の利害を說く。了俊旨を諒 •し、 館待甚だ厚し。僧徒 X 夢周 
の博識を聞き、坌集して、其詩を求め、日に肩輿を擔ぅて，奇勝を縱觀せしむ。そ0 
歸るに及び•俘虜尹明•安遇世等數百人を刷還し a つ三鳥に令して、侵掠を禁す。 
次いで、了俊、僧信弘に命じ、軍を率ゐて*高麗に之き、我が邊人の侵寇するものを捕 
へしむ。然れともざの兵寡少1«と兆陽浦に戰つて、ゎづかに一船を捕へ，その虜 
にせし婦女二十餘人を高麗に還付したるに過ぎす。而して、 H 本海盜捕捉軍官 
朴居士は、反つ て、 大に敗られ、寇盜毫も衰へす 、麗 廷屢ば使を遣して、禁寇を請へど 
も f 俊時々高麗の俘虜を還へ し、 强ゐ て、 其責を塞ぐのみ。 

倭寇、ばじめ、內地に割據せず•後に麗軍、崔茂宣，製せしところの火«を用ひて，そ 
の五百艘を焚擊したるょり、善州#峰等の地に據守し、險を恃んで，去ちす、沿海入 
寇の軍、相呼應し、殺掠を肆にし、楊廣4羅•慶尙，沿海の地、全く人烟を絕つ。こ ゞ に 
於て•恭愍王、侍中崔璺及び李成桂をして、陸兵を率ゐ 、鄭 地をして、水兵を統べて，之 
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を夾擊せしむ。恶峰の倭兵中に一將ぁり、年わづかに十五六、骨表端麗、驍勇比な 
く、白馬に乘じ、槊を舞はして、馳突し、向ふところ皆披靡す。高麗の軍、稱して、1一口< 
拔都といひ、^つて、之を避く。李成桂、その將李豆■と力を併せて，之を射殺す。 
阿只拔都の本名，知る V から t と雖も•日本豪族の子弟たりしや、疑なし。こ、に 
於て、內地割據の賊、わ•つかに平らぎ，海寇亦た稍や弛む。 

倭寇の朝鮮•支那に寇するもの、大抵三路よりす。一は壹岐•對埸より發して、朝 
鮮に寇し、更に進んで、遼東に向ひ、 I は肥前五 a より發し、直隸山東•浙江に入り、一 
は薩縻より發して、閩廣に入る。時に風力潮勢に從つて，遷徙すれども、その侵掠 
區域、大抵一定せり。こ、に於て、鄭地、麗主に上書して日く，連歲日本の兵、邊を犯 
すは.盖し苏國の叛 E tf 岐•對馬に分據し、出で、、侵掠を恣にするに因る。今若し 
兵を遣し、その m 窟を®さば、一擧して £a を滅し•長く邊寇を除くべし•と。後に 
恭讓王即位の年、我が後龜山天皇元中五年、遂に其策を納れ、慶尙道元帥朴蒇、兵 e 
一百艘を以て、對馬阿佐尾浦に寇し、民舍を毀ち、日本兵船三百艘を燒き、さきに•獲 
られしところの民|百餘人を收めて還る。王 Vv の功を賞し、衣服鞍馬銀錠を賜 
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ふ。高麗倭寇の剿 治、 之を以て第一の大捷となす。次いで Vv の將金宗衍等、女眞 
の兵一萬八千を以て來ヴ侵す。宗貞 茂、 擊つて之を却く。すでにして、高麗 C ぶ 
や、 朝鮮の太宗、先づ宗氏に通じ•次いで、之を介して，大內義弘に通するに及び、倭寇 
はじめて緩むを得た9。 

第十二章高麗の滅亡 


恭讓王、柔儒姑 息、 一意佛を奉するを以て務となし，絕えて、國政を恤ます。 S5 夢 
用 II 文館大提學に拜 し、 門下賛成事を兼ね，.？，つて、經筵に侍し，言を進めて日く、儒 
者の 道， 皆日常有用の 事、 飲食男女 A の同ぅ すると ころ、至理存す、堯舜の道、亦た此 
に外ならす、動靜語默、その正を得れば•即ち是れ、堯舜の道、はじめょり甚だ高く行 
ひ難き に 非す。彼の佛氏の敎は然らす、親戚を 辭し 男女を絕ち、獨り巖穴に坐し* 
草衣木 食， 觀空寂滅を宗と す、 これ豈に平常の道ならひや、と。王納れす。時に 內 
外多故、機務浩繁、夢周相とな b て、 聲色を動かさす、大事を 處し、大疑を決し、左 ® tf 右 
答、 咸な當時の俗に通ず，凡そ喪祭專ら桑 円 の法を尙び，忌日には、 ft を齋し、時 祭に 


第十二隼 高 EI の减亡 
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夢周の K 抢 


李成桂の S 


は唯だ紙錢を設く、夢周請ぅて±民をして•朱子の家鱧に傚ぅて、廟を立て、主を作 
b 、 以て先) E を窣访しむ、通俗復た興る。且つ守令を選擇して、上に參せしめ、德望 
ぁるものを以て、之に任4仍つて、監司を遺し、その黜陟を嚴にし、疲瘵復れ蘇す。 
又た都評議使司.經歷都事を置いて、金穀出納を籍せしめ、內には五部學堂を建て* 
外には鄕校を置き、その他、紀耦を整へ、國趙を立て，冗散を汰し，俊良を登ぼし、胡服 
を革め•華制を襲ひ•義倉を立て•窮乏を賑はし、水站を設け’漕運に便するに至るま 
で、皆その盡するところに係る。夢周、四方に使して、君命を辱炉しめず、外交に長 
じたる I ともに、良治の才に至 b ては、更に過ぎたるものぁ b 、 後に李氏の朝鮮を 
治む るや、 皆又その遺制に沿ふといふ。 

この時に方 b ， 李成桂の威德 、日に 盛に して、 統一の 基、 殆んど成る。 その 初*女其 
を剿討して雙城等の地を收復し、紅頭軍を開城に攻めて，先登奇功を奏し，叛黨德 
典君塔思帖木兒を討つに與つて、崔瑩をして、大功を成さしめ，尋いで倭寇を雲峰 
等數處に討つ て •之を掃蕩したるは•皆李成桂に して、 中外心を歸せしもの、 固ょ b 
偶然ならす。况んや、王氏德衰へ、天、すでに輿せざるに於てをや。恭讓王*®桂定 
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策の功を以て、深 C 之に依頼し、都總制使しなし、 位、 百僚の上に在り，以て樞機を掌 
らしむ。成桂、疾を以て*之を辭せしと雖 も、 文武の大權 、皆 その手に'在り。鄭道傅. 
趙浚•南聞 等、 帷幄に參與して、謀臣とな 5、 推戴，の志を抱くこと.決して一日の故に 
非中。然れども'槪すれば、これ全く文武兩班の爭にして#周等の文臣は，程朱 
の性理を主奉し•ぁくまで’理義を重んじ、必ず王氏の後を存せむと欲し、武人輩は、 
成桂の將略を敬慕し，その下に在 b て、功業を爲さむと欲す〇こ ゞ に於て，彈劾上 
奏は，互に提出せられ，李穑以下の重臣、皆放逐せられ、ひと b 、 夢周その德器を以て* 
猶ほ朝に立ち、成桂と相並んで，隱然兩黨に魁たるの狀ぁ b 。 夢周、因つて、機に乘一 
じて、成桂を除かむを圖る〇會ま成桂の世子 ® r 朝見して、還るや，成桂之を黃州に 
迎へ、遂に海州に畋し，馬ょり墜ち、賭甚だ平かならす。夢周、之を聞いて、大に喜び 
人を遣して、臺諫等を嗾さしめて日く、成桂今馬より墜ちて病篤し，宜しく，先づ羽 
翼を翦办、然る後に、圖る v きなり，と。遂に趙浚•南蘭•鄭道傅、及び素より心を歸す 
るもの五六人を劾し、將に之を殺して、成桂に及ばむ i す。成桂還つて、碧瀾渡に 
至 b •將に宿せむとする や、 その第五子芳 遠、 馳せ至つ て、 告げて 日く、 夢 周、 必ず我が 


三九 


文武雨班の爭 







家を陷れむ、と。成桂答へす 
固く請ケて、然る後、疫を力め 
りしを憂ひ"食はざること、す 
むとす、と。成桂日く、死生命 


夢周事を 


て芳遠、成 


嫌夢周の死 


の弟和.婿李濟等と麾下の士 
ところ、今# : 周の®る ゞ とこ 

を辨せむ、と。乃ち夢周を去らむことを謀る。成桂の兄元桂の婿卞仲良、その謀 
を夢周に洩らす。夢周、成桂の邸に至り、變を ■ むとす、成桂之を待つこと初の如 
し。芳遠日く、期失ふべからす、と。夢周の還るに及び、乃ち趙英桂等四五人を遣 
し，城中の長竹橋1:要し、梁つ 
遠入つて吿ぐるや，成桂-族怒 
殺す、國人我を以て知らす-^ 

不孝をなして、乃ち爾るか厂 


Digitized by Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 














Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 


四 


の滅亡 


菜周の人物 


高麗の滅亡 


虞に備ふべ し* と。成桂已むを# ず、 黃希碩 をして、 王に白さしめ て日く， 夢周等、罪 
人を 黨 庇し•陰に臺諫を誘 ひ、 忠良を M 陷す，今すでに誅に伏す、請ふ俊*閬等を 召し、 
臺諫と辨明せしめむ、 と。こ、 に於て、臺諫を S して、 之を流し、幷せて 、其黨 を斥け 
夢周の首を市に梟し、上疏 して、 其家を籍す。夢周、字は達可、初名は夢 蘭、 圃隱と號 
す、 襲明の 後、 迎日縣の 人、 豪邁絕倫、學術精深、忠孝の大節ぁ當時經書の東方に 
至るもの、唯だ朱子集註のみ、而して、夢周の學官 tc る や、 講說發越、人意に超出し、聞 
くもの、頗る疑ふ。 後、 雲峰胡氏の四書通を得るに及び、夢周論ずる ところと 吻合 
せざる なく、 諸 儒最も嘆服を 加へ、 李穡 推し， て 東方理學の祖となす。李成桂、亦た 
之を 器 重し 、 M を分つ 每に、 必す引いて 之と 偕に し、 屢ば薦達を 加へ、 同じく升つて 
相と なる。著は すと ころの 詩文、豪放峻潔 、その 人と爲 b に類し.今なほ世に傅 ふ。 

夢周の黨、すでに斬滅せられ’恭讓 王， 亦た原州に放たれ、後三年にして薨じ、高麗 
遂に C び、 李成桂、衆に推されて、其統を承くどれを現今大韓帝國の始祖、太祖高皇 

ぐ 

帝(康獻王 T なす。高麗は、太祖の統一ょり、こ i に至るまで、王氏三十二王，四百四 
十二 年、 辛氏の世を合せて•凡そ四百五十六 年、 時に我が南北講和の前！歲，後小松 
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第四篇近古期朝鮮時代 
第_章太祖大宗0基業 


朝鮮の太祖、姓は 李、 名は成桂、後に旦と改 む、 咸鏡道永興の人、李子春の第二子な II CO 
り。子春、高麗に仕へて、榮祿大夫判將作監事朔方道萬戶兼兵馬使に至る。成桂 、I 
高麗忠肅王後元四年に生る。天姿奇 偉、 神采英發•最も射術に長じ、數ば大功を立 
て、 聲盟次第に著 はれ、 世の衰亂に乘 じて、 遂に王位に即く 、實に 高麗恭讓王四年な 

bo - e 

太祖、 王氏の後患をなさむことを恐^鄭道傳の策に ょり、 王氏の宗族を除かむ| k 
とし、 王率王承*王承貴主鬲を海島に徙す とい ひ'大舶に栽せ て、 海に浮ばし め、 一 GC 
密に船を鑿つて沈まし む。 唯だ王瑀 は、 其女を太祖の第七子芳蕃 K 嫁せしに因 御 
つて、 纔に免る、を得たり。 後人、 之を痛恨せざるな し。 こ、に 於て、 吉再•元文錫._ 
禹玄寶•曹信忠•朴愈•尹忠輔の 徒は、 二君に事ふるを愧ぢ 、隱 居して 出です、 I 時の名 

第一草 太租太宗の基業 一四 三 I 




明の M 聘 


日本の通交 


臣、朝を拂つて去 b 、 舊人復た存するものなし。 

太祖旣に、高翳に代 b 、 國中を統一する や、 始めに、藝文學士韓尙質を遺し、又知樞 
密院事趙胂 、中 土に生長して、漢語に熟し、明主の人と爲りを知れるを以て、皋げて 
奏聞使となし、明に使す。明主、之を引見して、篡奪の罪を詰る，や、趙胖、漢語を用ひ 
て、辭辨理 ぁ b 、 明主復た之を咎めす、古號に從 つて、 朝鮮と稱さしめ、又印信を改め 
しむ。太祖、仍つて、國號を改め、都を漢陽に遷し、都城を築き、禮儀法度を新にし、前 
代の弊制を革め二に民心を得むことを力む。すでにして、明主、朝鮮さきに金帛 
を以て遼東の邊將を誘 ひ、 且つ女眞に說いて鴨綠江を渡らしめしことぁるを聞 
き、 詔を下して、之を责む、朝鮮、使を遣して、之を辨せしも、意を達せすして空しく歸 
ること五回。こ、に於て、靖安君芳遠に趙胛•南在を附し，表を^じて、南京に至ら 
しめ、 親しく、明主に謁して陳情し®國の交際、復た舊の如し。 

これより先、我•か日本の邊民、朝鮮の沿焊を製ふもの、なほ絕えす。太祖、乃ち都 
铳 ffi 金士衡等に命じ、壹岐對島を攻むと稱し、親ら南大門外に餞して、その儀容を 


盛にす。然れとも±衡、舟師を帥ゐて出で、未だ一月ならすして歸る- 


に 於 
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球球退羅 


太姐の文治 


て， 太祖 ft 覺鎚を日本に遺し，國書を齎し、海寇を禁じ、隣交を修めむ ことを 請ふ。 

足利義滿，答書して日く、海隅の小民、化を戰り、制に遵はざるは、我が君臣の愧づる 
ところ、當に錤西の守臣に命じて，之を禁止せしむ V し，但だ通信結交の瓚に至り 
ては，我が國、古來その例なきを以て a に來意に應ヤる能はすと。太祖、又秘書監 
朴敦之を遣し、前請を申ねしむ。鎭西探題大內義弘、之を義滿に報. t 義滿、をの禮 
を厚ぅして來聘したるを悦び、請ふところを聽るし，使灌を饞遇して，遣歸せしむ 0 
これょ b 、 彼此通間、絕ゅるこ i なし。但し海寇の警，なほ，依然たり〇琉球暹羅 X 
同じく明に事ふるを以て、朝鮮と約して兄弟の國とな殊に琉球の如きは、©を 
卑くして、臣と稱したり.-〇いふ。 

太祖■位の 初、 賢良遺逸を舉げしめ、直言を求め，科舉考課の•法を定め、都を漢嗶 
に移し、成均館•文廟を建て、又鄭道傅及び河崙に命じて，經國元典 S 典を撰せしひ。 
然れぞも^皆草創に屬し、百度の整頓せしは、實に數世の後に在 bo 

太祖明决寬厚、善く衆議を容れ、因つて®^を得て•國を創む。八子ぁり、芳雨# 
果.芳毅•芳幹•芳遠•芳衍•芳 * 芳碩といふ。芳雨ょり芳衍までは、神懿王后韓氏の|« 
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にして、芳蕃 •芳碩 は神德王后康氏の出な bo 太祖•かつて、世子を立てむことを議 
•す。時に韓氏すでに募じ、康氏坤位に在 b & 克廉等•康氏の意を迎へ、遂に請ぅて、 
第八子芳碩を封じて世子となす。こ、に於て•鄭道傅•南 ffl 等、芳碩に附し、諸王子 I 
を忌みて、之を去らむとす。諸王子中，芳逮，最も威名|>り、豪邁果敢、太祖の業を輔一 
けて、最も功ぁ^'、又ひそかに繼儲たらむことを期す〇道傳等，太祖の疾に乘じ，移 
御に托して、諸王子を召し、之を殺さむとするや、芳遠£を知^'、安山郡事李叔蕃の 
•兵を藉りて、宮に入5、道傅•間等を殺し、芳蕃•芳碩、亦た皆害に遇ふ。群臣乃ち芳逮 
を立て ゞ 、世子となさむこと を請ひしが，芳遠固く讓 b て、芳杲を立て•太祖遂に位 
を傅ふン>れを定宗泰靖王となす。太祖在位七年、禪位の後、上王と稱す。知中樞 
朴茲 ，鄭道傅の a に大功 ぁりし が、賞及ばざるを怒 b 、 芳幹に勸めて、兵を擧げ•芳遠 
を殺さむと4。こ>に於て，芳遠亦た兵を率ゐて、之と戰ひ.遂に芳幹を擒にして、 
兎山に 流し、 朴包を淸海に竄し、尋いで•之を殺す。定宗•人と爲り、謹直仁險、すでに 
芳遠の 威 9 i を知5、久しく、位に居る を 欲せす。その妃金 氏、 芳遠の入朝する每 に、 
定宗を諫めて日く、殿下何ぞ其0を視ざる、速に位を傅へ、以て其心を安ん t - べし、 












と。定宗之を諾 し、 在位二年に して、 位を芳遠 ;:• 傅 ふ、 これを太宗泰定王となす。 

上王 諸王相爭 ふこと， 前後 二回、 上王心平か .^らす、 職位の 後， 咸興1:奔つて還らす。 

太宗即位、屢ば位•を遣して•安否を存問せしも•皆殺され、 次いで、 成石嫌•朴淳、反覆開 
陳せしに 因り、 漸く都に還る。然れ ども， その太宗と相見る や、 怒未だ釋 けす， 弓を 
挽いて之を射む とする に至る。上王禪位の 後、 八年にして殂し、明ょり謚號を賜 
ぅて、 康獻 とい ひどれ ょり 常例となる。 

太宗〇施政 李氏、國を創むるの前、すでに田制を革め、定宗の世，私兵を解除し，次いで、官制を 
革め®國元典を改めて經國六典となす。太宗の世、はじめて活版を傅へ、大 {: 印 
書の業を獎勵し- X 讖緯の書を 焚き、 奴婢開放の令を下<<外戚の封君を罷め、敦事 
府を骹 き、 女服を 革め、 佛敎の禁を布く。 明主、 かつて太監黃儼を 遺して， 濟州島の 
錮佛を迎へしめ、、その至るゃ，修、太宗をして、先づ拜せしめむとす0太宗日く、藩國 
の禍福*天子に在 b , 佛に在らす、宜しく、先づ天子の使臣を見るべし、豈に吾土の銅 
佛を拜せむや，と。遂に拜せす？こ、に於て、わづかに禪敎'の二宗を許し、他の五 
敎を嚴禁し、悉く都鄙の寺社を廢し、その奴婢土田を官沒し、後、之を三十八寺に限 
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るし 

太宗在位十八 年、 位を第三子世宗莊獻 王に 禪卜、しかも、なほ上 王と して& に 預 

兵馬の權を提り、姜尙任•沈* M 笠の服せざるを疑ひ、妄 b に寃獄を 起し、 失政少し 
となさず。すでにして，殂するや、世宗は-1:めて政を親らす。 . 

第二 fi 世宗 lii: 腿の至治 • 

世宗、寬裕溫柔、勤勉にして荔言、每 m 四夜衣を 命じ、 平明朝を 受け， 次に事を視 、次 
に諸臣と輪對し、次に經筵に御して經史を講究し、盛夏極寒、未だ#*て懈らす。三 
十年'日の如し。又九族に親しみ *一 兄に友な b 、 最も讀書を好み、手に卷を释て 
中、 通鑑綱自の如き'たび眼を過ぐれば忘れす、該博にして密察、精義神に入る。 
この時に方人材輩出•内外ともに治ま5、國祚その盛を極む。 

凡そ武を偃せ文を修め、以て亂離の弊を防がむとするは±祖治國の訣にして、 
國初以來、文學の獎_、固ょり絕えす。太祖，はじめて、成均館を建て、貴戚の子弟を 
して、學に就かしめ，寶文閣を興し、趙浚、權仲和•趙璞•權近を舉げて、提調官となし、文 
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臣五品以上を校理に， 七 品以下を說書正字に充て、 更日に 經義を講論せ しむ、 こ、 
に 至りて、 集賢館を m し、 賢士を聚 め、 經筵を. 開き， 又編纂の業に從は しめ， 改修高麗 
史•農事直話•三綱行實.葬日通要•治平栗覽.龍飛御天歌.新製陣法等を刊行頒布す。. 
次いで、鄭蟒趾_叔舟•成三 問， 崔恒をして•新字を創成せし む、 諺文，::2吏道又吏套 
といふもの、 即ち是れなり。 その他、 •昔律を改定し、金举金姚•蔣英棠に 命じて、 星象 
を觀測せしむ。當 時の 名臣，許稠貪喜•金宗瑞.朴彭年.成三問，鄭鱗趾•申叔舟の如き、 
學栴 詞章、 ともに秀越 、文 彩 I 時に 朗映す。 

對馬の役 世宗 、又 我が邊民の侵掠絕ぇざるを怒 k 領議玫柳延顯の策を用ひ、援を犍靼に 
借 b •李從茂をして*艦五百隻を率ゐて、對馬を襲ふ。事、不意に出で•島兵利ぁら 
す、 退いて嶮峻に據る。宗貞茂•滥川滿賴 等、 故らに弱を 示し， 其懈 る. に乘じて左 軍 
を擊ち、大に之を敗り其船を焚き二千百人を殺す。乃ち囊に虜にせられし明の 
男女百四十六人を獲で還0/\月復た大舉して之に逼る。我が兵、善く防ぎ.每戰 
皆克 つ、 すでにして大風 雷、 S を飛ばすに會し、戦艦禝沒、死者數を知らす。從茂等， 
纔に免れて歸る。世宗深く敗に懲り，以爲へらく、對馬 は、 兩國の間に介立，‘ し、 彼此 
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使船及び商船の朝鮮 c 至るもの，皆宗氏の紹介文引を携べざれば、航すベかざる 
を約し、签山•薺浦•鹽浦を以て、船舶碇泊の處となし、稱して•三浦といふ。爾後兩國 
の舟楫、互に往來し，帆影海上に相望み、從來侵寇の關係、略ぼ變じて，こ、に貿易通 
交となる。 

朝鮮の明に服 B するや， その®甚だ謹む。 明初、 太祖李成桂を高麗の臣李仁任 

の後な b と誣ゐしものあリ、大明會 典、 之を 記し、 併..せて®滅の事を書す。定宗以 

- . 

後、專使を發し•其誤を辨し II 正を請ひしこと、幾回なるを知らす。世宗、明に事へ 
て、尤も謹み，明の仁宗の崩するや、群臣をして、三日の喪に服せしめ、自ら素服を着 
くこと二十七口、以て誠意を表す。明廷之を喜び、他日必中訂正せむことを諭せ 
しも、未だ行はす。時に蒙古再び盛にして•宣宗親 ff 虜廷に陷り，北京亦た圍を受 
け、 明の建州衞、屢ば女眞の爲に陷れられ、朝鮮の北^亦た侵寇を被る。：この頃朝 
鮮题內しばらく兵革な く、 宿將 輩、 功を殊域に建てむことを欲するを以て，兵を發 
して之を防ぎ'一は國威を耀かし•一は明の爲にし，以て其誠を表し、服遒決して虛 
禮に非ざるを明かにし•その後數世•また屢ば明の.爲に兵を出し，その功、頗る多き 
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を以て•後に宣祖の時に至 k 明， 遂に朝鮮の請を納れ、會典中、朝鮮の記事を重修し • 
て、 宗系募滅の誤謬を 正し、 謝恩使の歸国に 托して、 會典の成書を賜ぶ。 ‘ 

世宗在位三十二 年， 日本對馬の 役、 終 b て後•國中靜謐 、因つて、 祿法を頒ち，箕子の 
廟を建て、 都 城を改築す。治世の良主、朝鮮 稀に觀るところ. といふべ し。 . 

世宗薨じて，文宗恭順王嗣ぐ。在位ゎづかに二年にして殂し、世子弘嶂、位を 繼 
端宗 ぐ、これを 端宗 となす， 年ゎづかに十二。文宗遺 @ して、特に領議政皇甫仁に命じ、 
且つ金宗瑞を右議 政となし， ともに幼 主を 輔 け 'L む。成三問•朴彭年 « 綽地.申叔 
舟.李埠柳誠源等、皆世宗の附託を 受けて、 左右協 ® た 時に宗室首陽大君球、王 
の叔父を以て、勢に倚り、 S 客を迎致し，權学韓明增を 信任し、ひそ ■かに、異圖を 菩へ- 
a 自ら金宗瑞の家に至りて，之を椎殺し、又皇甫仁 M 克寬等數人を殺し*安平大君瑢 
を誣ゐて0:華に 竄 し， S いで*死を賜ひ、 自ら 領議 政とな b •內外兵馬都統使軍國重 
寧を兼ね•その功を 周公に 比し，鄭麟趾 .韓明 it 等 •三十 六 人，皆靖難の 功を 錄 せらる 0 
すでにして、遂に端宗に逼 b 、 其禪を受く、 これを 世祖惠 莊 王，こなす0 
1 世祖 S 位の辞端宗 _ b 王と稱して•壽康営に在 b •成三問及び其父勝•朴彭年•李寧 





脊山艿の死 


李施愛の叛 


河緯地•柳誠源•金®螽應孚等、密に上王を復せむことを謀り、世祖元年六月•明の使 
節來るや•日を期して.昌德宫に宴し、三問.彭年等、成勝. ir 應孚を雲劍として、事を擧 
げむとす。すでにして、計雠齬して發せす。金頭•尹鈴孫•ひそかに、之を悔ゐ，馳'せ 
て闕下に至 b て變を上る。こ、に於て、三問•應孚等は、灼刑を加へて?&問せちれ、 
後、彭年.遺•緯地と、もに、皆誅に伏し、柳誠源、外に在 b ® を聞いて、自殺す。世人之 
を六臣といふ。その他.坐して、罪を被るもの、數十人。上王、降封して魯山君と稱 
し、寧越に放たる。錦城大君瑜、麵せられて順興に在り，府使李甫欽と相謀 b 、 魯山 
を迎へて回復を爲さむとし、事露はれて殺され、魯山又廢せられて，庶人となり，後 
藥を賜ぅて死す。 

世祖 、篡 逆を 以て， 國を得、その德 M る缺くと雖も，天性豪邁®も射御に長じ，又韜 
鈐に 深く、 親ら兵書を撰し、五衞都總府を立て、専ら軍務を委ねて、兵曹に隸せす，精 
を働まし、治を圖 b , 文武俊異の材を擧げ 、申叔 舟を以て、江原咸吉都體察 使と なし、 
婆豬江の野人を 服し、 吉州の人前會箏府使李施 愛、 叛をなし、咸輿以北の州郡、守 令 
を殺し、爭つて之に應する や、 龜城君浚を四道都總使と なし、 許琮を節度使 I な L 、 
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康純•魚有沼•南怡等を大將となし、數萬の兵を發して、之を討せ しめ、 洪原•北青等に 
戰つて、大に之を破 b 、 施愛の野人に奔らむとするを捕らへ.て、之を軍前に斬5、賊 
黨全く 平らぐ。 次いで、建州衞、李滿住の明に叛くや、魚有沼•南怡等に命じて、咸吉 
道ょ直に軍を移して、鴨綠江を渡^ S 、 九獮府の諸塞を敗 b 、 李滿住及びその子古 
納哈打肥刺等を斬る。 明、 因つて物を賜ぅて之を賞す。 

世祖•又文治に志あり•親ら民政を察し•刑獄を愼み、優用をなし、官制を改め、暇あ 
れば、學を 講じ、 道を論-じ、最も易理に通じ、親ら周易口訣を 作り、 諸臣をして•論難せ 
しめ， 11 書を刊行し、學問を獎勵す。故を 以て、 この後數 世、 有用の撰 著、 頻 々として' 
出づ。その主要なる もの、 國朝钗鑑•易學啓蒙補解•東國通鑑•改正五礴儀.經國大典 .I 
世祖實錄•大學衍義輯略•輿地勝覽•三國節要•大典續錄 M 代年表•筆苑雜記•東文费太一 
平閑話 K 人詩話.四佳集•儒先錄•東湖問答.聖學輯要等あり。太祖世宗以來 、經國 六 I 
典.賴典の編輯ありし が、 未だ完からざるを 以て、 詳定： ® を 開き、 崔恒•金國光.韓繼賴 
等に 命じて、 斟酌$::通 して、 萬世の成法と なさむ と欲し®に經國大典を纂修 せし 
む。世祖在位十三 年、 その完成を見るに及ばずして殂す。. 
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世宗世 


世祖の後、睿宗襄悼王，位に即く。そめ元年、經國大典六卷成る。王在位.一年に 
して殂す、故を以て’未 rr 之を發布するに及ばす。王の嗣子、幼騃な b しを以て、貞 
蒸王后尹氏、世祖の長子•障の第二子埂を立つ，これを成宗恭孝王となす。時に年 
十三、尹氏簾を垂れて政を聽きしが、七年にして之を還へす。王、: m ねて、崔恒等に 
命じて、大典を修正せしめ、二年之を中外に頒つ。次いで李克增.魚世謙等に命じ 
て、 再び大典續錄を撰せしめ * 1十四年£を頒ち、又申叔舟#希孟に命じて，五禮儀 
を完成せしむ。盖し大典は吏戶禮兵刑エの六典にし'大抵唐六典明脅典等こ 
傚ぅて斟酌損益せしものに係太祖以來の政法を銀めて大成し•後世奉じて圭 
泉となすところ、その-內容の紀述は、餘白なきを以て•こ、に略す。 

■成宗、天性聰明、學を好み、經史百家ょ b 星歷鐘律に至るまで•一として a 曉せざ 
るなく、射御書■、亦た其妙に瓌る。王、尤も心を風化に用ひて褡民の官を重んじ、 
臺諫を崇び、親ら藉田を耕し、王妃親ら蠶し、屢ば大學に幸し、養老の宴を宮中に開 
き、 外邑の諸臣をして、群老を宴せしめ，尊經関を作. b 、 養賢庫を設く 。これよ b 先、 
集賢殿、一時廢されしが、即位の年ざの規槙に倣うて弘文館を開ぎ且つ II 山の佛 


プ典の完成 


成宗の文治 
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薇山釕の淫虐 前後二回の士禍を經 て、 賢 III 悉く斤逐 せられ、 燕山 君、 漸く驕恣の念を 生じ、 內豎 
金子猿 等、 專ら機密に參し 、之に 勸め て， 惡を爲さしめ、諸道に妓樂を設けて運平と 
號し、三百人を擇んで、內に入れ、地科興淸夫科興淸等の目ぁ b 。 又採紅駿使•採靑 
使を.遣して、美女良馬を徵求 せしめ、 成均館を廢し、祖廟を撤移して、遊嬉の所と な 
し、弘文館を罷め 、司 諫院を 革め、 經筵を廢 し、 司僕寺•掌樂院の官を增 し、 淫虐 日， に甚 
しく^社將に危からむとす。十二 年、 前吏曹參判成希顏•知中樞朴元宗•吏判柳順 
汀 等、 相謀 b 、 慈順大妃尹氏.の数を 奉じ、 王を廢 して、 燕 山 君と なし、 喬榈島に 移し、 成 
宗の次子#城大君懌を 奉じて、 位に即か しむ， これを中宗恭僖 王と なす。朴元宗. 
柳順汀•成希顔•柳子光 等、 百 餘人、 定策の功を 以て、 皆靖國 功臣と なる。 

中宗の3位 中宗即位、大に前代の弊政を革め、賢良の科を設け、人.材を登庸し、學田を賜 ひ， 文 
學を振興し、王親ら田を耕し、妃親ら S 桑し、儉を主として、祭祀を謹み•上下の禮、衣 
服の制を改め、仍つて中興の良主と稱せらる。然れども，この間、亦た時に艄 « L な 
き能はす。即位の初、夫人愼氏を_立て ゞ 、王妃となせしが、その父守勤、驕縱なるを 
以て，領相柳询.右相金童等、王に白し、八01にして之を廢し、章敬王妃尹氏を立つ。 
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十年尹氏薨するや，金淨•朴祥等上疏して，廢妃愼氏を復せむとす。大司諫李存•大 
司憲權敏手等、之を斥けて邪論となし、柳询•郯光弼等救解すれども及ば t 金淨等， 
遂に貶謫せらる。次いで、王、趙光祖を登庸し、副提學ょり大司憲に進め、諸賢亦た 
多く薦引せらる。會ま.前牧使金友曾±林を誣毀して•延訊せらる、 や、 光祖之を 
窮治するに意なかれしを以て、矯激銳進の徒、却つて、之を彈劾せむ t し、禮判南孝 
都總管沈貞等、平生不平を懐き、遂に光祖等を讒す。領相鄭光弼•左相安瑭等、極諫 
せしも、王聽かす。光祖及び金堤 4 銶等數十人、皆竄黜せらる。こ、に於て 1 ® 學 
諸生、李若水•申命仁等、一千餘人、上疏して寃を訴ふるや’愈ょ其勢を激成し、光弼•璀 
晳罷められ 、南 寒李惟清，左右の相とな b 、 金銓は領相となり、賢良科を罷め、光祖に 
死を賜 ひ、 その餘を竄黜す、これを已卯の禍といふ。 

南袞•沈貞の政を專にする や、 金安老、吏曹判書と な 卜しが P を以て、豐德に流さ 
る。すで t : して、 南袞 死し， 鄭光弼 、相となるや、 沈貞.李沆•金克愒 等、 謂ゆる三奸の 徒、 
事を用ふ。安老、再び用ひられむ二とを冀ひ、東宮を保邋するを名とし•陰に之が 
計を なし， 遂に召し還され•復た入つて政に與り\遂に沈 it •李沆を殺す。三奸すで 


金淨の貶 lisi 、 


m の賴 


辛卯の三奸 











丁西 QH 凶 


尹元衡〇專槿 


大尹小， 


r 除*ると雖も安老亦た姦邪狡猾にして，李彥迪.朴貂等■を逐ひ瓠光弼を竄し tf 
況•蔡無擇等、その爪牙とな b 、 屢ば大獄を輿す，時人これを丁酉の三凶といふ •，こ 
こに於て，參判尹安仁、文定王后に吿げて王に請ひ’大司憲梁濁を誅し、三 g を播ら 
へて、之を竄し、遂に死を賜ふ。，ミに至りて、中宗大に悔悟し、 流配の人を召還し 
遺逸の士を？し sbfsml 十九年にして®し•長子仁 
宗恭靖王、嗣いで立ちしが、ゎづか (: 八月にして殂し、弟 lili 嗣いで立つ，これを明宗 
恭憲王となす。 

明宗，年はじめて十二、その母文定王后 尹 氏、 簾を垂れて、政を ig き、 


蟒壽の爲に、彈劾さ爪しものなな。 こ、 に於て、外戚專權の嫌、 はじめて 發 す， 
宗の母章敬王后の弟尹任、元衡と相善からず，中宗の 末年より、黨を分つ て电 
大尹小尹の目ぁり、こ、に至り、元衡、その黨鄭順朋.李 S . 林 百 齢. 許磁等ととも 
任及び柳灌•柳仁淑を除かむを謀り、 その 異志 ぁるを讒し、因つ て、之を竄逐し、 
で死を賜ふ。これより M 織構陷•愈よ茈しく、諸王名士の竄配せられ しもの， 
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ょり 丁未に 至るまで •數年の間*百人に 上る。 而して、元衡の黨、皆動を錄 せられ A 
心之を愤れども，王后を畏れて，敢て言ふものなく、 王、 亦た李探を擢んで\之に當 
らしめ しが、勢煺兇盛なるを 以て、 副提學奇大恒の言に ょりて、 之を 斥け， 元衡依然 
として•政を擅にし，進んで相位に 登ぅ， 生殺與奪の大權を弄する こと -1十餘 年、 文 
定王后の薨するに 及び、はじめ.て， 爵を削つ て， 田里に放還せらる。明宗 、乙 已諸臣 
の寃を悟り、盧守愼.柳希春等を.量移せしが、幾 もな くして•在位二十二年にして殂| 
す，その病篤きや、後嗣未だ定まらず、領相李浚慶ズつて候せしが、王すでに語る能 
はす、 仁順王妃沈氏•王の意を傅 ， r 泼慶命を奉じて、中宗の第七子徳興君昭の第三 
赏祖の即位 子盼を迎へて•位に即かしむ*これを宣祖昭敏 王と なす。沈氏簾を垂れて同じく 
政を 聽 きしが、幾 もな くして、之を還へす。その後、俊慶の將に卒せむとする や， 還 
莰鰌の漸 疏を上 り、朝臣朋黧の漸あるをいふ。王、， V の疏を朝臣に示す。議論洶々、淡慶士 
林に禍せむと欲する■の意あるを 以て、 官爵を追奪すべきを論じ$餌の如き Hi 斥 
最も 甚し 。しかも •數 年にして m 西の黨論 、はじめて 起り，その B : 遂に 驗あり、識者 
今に 至 5 て •その志を悲む といふ。 


印三幸 士林01祿 





第四章南北の寇警 


宣祖即位の後、李混•.李弭等を登庸し、學を講じ、治を論じ•南袞の官爵を追奪し•尹 
元衡，李芑•鄭順朋•林百齡等の動籍を削り、乙巳以來の寃枉を伸ぶ。然れども、網紀 
半島.?- — の 頹廢 は、未だ容易に更革すべからす〇况んや、當時外警日に臻り、半島危 t の秋 
に近づきしに於てをや。顧れば、世宗以後、文學を奬勵し、武伎を廢絕せし結果± 
林の禍とな h .、 國力 愈ょ 疲弊し，遂に此に及ぶ。當時外寇の t 北には野人ぁり、南 
には倭寇1) bvv の由つて來るところ、亦たともに久しと爲す。 

野人 はじめ成宗十年，明の命にょ b て、建州衞•野人を夾攻するや、魚有沼、滿浦镇に至 
り、冰解けて渡 b 難く，空しく還 b しを以て、その罪を治め，更に左議政尹弼商に命 
じて、之を伐たしめ、俘獲を明に獻じ、一一十二年，野人、永安道に寇して錤將を殺すや、 
觐察使許琮をして、之を伐たしむ。中宗•明宗の間、野人の瞥、常に絕えず、兵を發し 
て、之を驅除せしと雖も、滿浦の僉使沈思遜の殺されし時は、師を發する能はす。 
宣祖の初、野人の會長尼陽介•六鎭に出沒するや、王、之に假すに官祿を以てし、接待 
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0 る厚し。十六年、尼陽介•邊將の禮薄きを怒〜隣部の衆を併せて入寇し^源府 
を陷る。こ ゞ に於て•吳沄•朴宣を助防將とし、勇士八千を率ゐて、先づ赴援せしめ、 
鄭彥信を都巡察使となし、李僦を南兵使となし、京畿以下五道の兵を犛す。時に 
昇平日久しく±民刀槍に習はす、その徵さ る、 や、巷哭の聲、相聞 こゆといふ。 す 
でにして、穩城府使申狡、兵を率ゐて赴援し、大に之を破 b 、 遂に金義賢.申尙節等と， 
豆滿江を渡 b •その部落を掩聲して還 b 、 |時の急を濟ふを得た b しが、その後 1 F 
人猶ほ時に出沒し•その患、長しへに絕えず。 

倭寇の警、さきに暫らく息みしが、半島の衰運に際し A 十年來、貿易の關係、忽ち 
變じて、侵掠入寇、又甚し。はじめ，申叔舟疾篤く •成宗その言は むと 欲するところ 
を問ふや*叔舟對へて日く、願はくは、國家和を日本に失する勿れ、と〇成宗その言 
に感、李亨元等に命じて、書幣を對馬に致さしむ。然れども、その後，復た使を遣 
さ. す a 本の使至れば、例に因つ て 接待す るの み0こ、に於て、燕山荇の末年•日本 
の兵船、全羅道に寇し、守令柳軒•金良輔等を殺し、又加德島を奪ひ、濟州の貢船を奪 
ひしにょ. c / 王，禮賓寺正尹段輔を對馬に遣し，島民の暴行を禁せむことを請ひし 

第四韋 南！ 北0寇發 I 『 
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が: K 氏、 制する能はす。この時に方り^氏の支族•皆朝鮮に通交し、邦人亦た宗氏 
に依らすして往來し、 JL 市問なく、住家を签山近傍に構へ、婚姻を通す る もの多し0 
これを■倭といひ、一に倭戶といふ。にの輩、漸次增加して、戶數四五 WA ロニ千 
餘の多きに上り®もすれば、韓民と剌を爭ひ、又海寇を引いて拐と なす。 中宗五 
年、 签山僉使李友曾，かつて居留の對馬人を鞭つや、倭戶大に怒り、 對埸國 主宗義盛 • 
その族盛弘を遣し、兵三 rl. を率ゐて至らし め、 蒋浦の移 15; と謀り，夜、備な きに 乘じ 
て、签山城を陷れ ，李 友曾等を殺し、薺浦僉使令•世鈞を執らへ、遂に進みて、熊川•東萊 
等を陷 る。 韓廷#を聞いて，大に 'SS き、安德潤を都 K 格使となし K 衡.柳聃年を防 
■使となし•兵を率ゐて、之を討つや、倭戶和率ゐて對：忠に M る、 これを庚午三浦の 
a といふ。時に我が後柏 M 天皇.永正六年、朝鮮中宗即位の四年、庚午の歲に當る 
を以て-:に庚午の■といふ。こ、に於て•朝鮮對馬の通交、I時杜絕せしが、宗義 
盛、その不利を威じ、之を足利義植に訴ふ。義植•僧卿中を遺し、谨を贈つて、鄰交を 
修し、中宗之を諾す。然れども前年の故を以て tf 約を革め、三浦の居留戶を撤し， 
ひとり、倭綰を薺浦に置き、宗氏の帆船五十隻を半減し、質易米豆、亦た二百石を® 
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す。 對馬島民之を怨み，常に邊を掠め、庚午變後三十年、薺浦居留の邦人三百、韓人 
と藺ふ。中宗大に怒り，全く邦人を逐はむとせしが、勢已むを得すして、倭館を签 
山に移す。盖し、薺浦は、洛東江 n に位し•內地交通の衝に當 b 、 一朝警ぁらば，全國 
を震 II せしひるに反して、签山は、海隅の僻地、甚だ防ぎ易きを以てな卜。又熊川 
海中に、加德.天城等の諸鎭を設けて之に備ふ。すでにして、對馬の民、復た蛇梁に 
寇せしょり、交通を絕ちしが、明宗二年、又約條を定む。後八年を經、倭船七十餘隻、 
全羅に寇し 、達 梁を 陷れ、 兵使元績 4 興府使韓蘊を殺し、靈巖郡守李德堅を虜にし 
殺 掠甚だ衆し。こ、に於て、李浚慶を都巡察使となし、金景錫•南致動を防饌使と 
なし、之を討たしめ、金州府尹李潤慶等力戰して、ゎづかに勝を制す。この年、はじ 
めて 備邊司の制を 定め、 中外 軍國の機務を總領せしむ。後に、 足 利義昭、使を遣し、 
再び薺浦を開き JL つ*數を舊に復せむことを請 ひし i •韓主聽かす。この時に 
供1 方り、 倭寇殊に甚しく、四國鎭西の諸® 族、 陰に踺拨を與 へ、 東亞 沿岸 一帶 •をの害を 
被らざるなく •朝鮮尤も甚し。韓主、之を怒5 て、 漸く 日本と 絕つの意ぁ b 。 すで. 
にして、國中弊政日に甚しく、民、命を堪へざ る や、或は我に投化して、その嚮導をな 
I 第四箄 南北の寇_ . !^ 一六玉 
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す ものあ bit に日韓 間の大交涉 を 起す に至る。 

宣祖即位の前後、我が足利氏、すでに衮へ、兩國の使聘全く絕ぇ、次いで壬辰の)|1、 
即ち S 公征韓の役に及ぶ。東亞の形勢•こ、に fetci 變し，爾後朝鮮は、長しへに 
其國を® し、 八道の山川、舊時の容を改めすと雖 も、 元氣中に餒えて、遂に救濟する 
に由な く* 國運陵遲•その極まるところを知らざるに至る。 

第五章豐臣秀吉の钲韓 

宣祖昭敬王•自ら太平の君主を以て居 b 酒色に沈湎し.權臣玫を擅にして X 道 
の人心，漸く解體し、或は遼東に走るあり、或は日本に投化する あ b 、 加ふるに•黨論 
はじめて 起り、 國運日に袞ふ。 こ S に至りて、經筵 官李瑪 亦た諫めて日く、國政振 
はざること久し、禍測るべからす，願はくは，兵備を嚴にして，以て緩急に應$1む、と。 
柳成 龍、 可かすして 日く、 太平無事の時は、經筵を動勉し 、聖經 を蹲するを先務とす 
べし。軍旅は•急とするところに非す•と。李餌歿後.當路 者， 唯だ逢迎を事とし、政 


彌よ衰ふ。 


王， 之を顧みす•仁 M 金氏、蒲、後宮を傾け、 言として聽 かれざる2く、領相 






臣秀吉 


壬申の SL 


秀吉の夙志 


笫玉军 


李 山海、 金氏の兄公？ I と結び表裏事を用ひ A 心解體 、或は 亂を思ふものぁ.るに至 
る0 

この 時に方 b •我が日本は •戰國 の末運に際し、織豊二氏•相 踵いで 蠣起し •秀 吉遂 
に 群雄を統率し、自ら關白太政大臣 i なり、 天下兵馬の權を掌提し，遂に征.棟の役 
を興すに至る。半島史に謂ゆる壬辰の亂•即ち是れなり 

秀吉の意，固より、ひとり朝鮮に在らす、實は之を經由して明に入 b - Js 庇に燕 
京を ^ かむとする に 在 而し て、 その夙志、 固より久し。はじめ*秀吉•毛利氏を 一 
討たむ として、信 長に辭する や、 乃ち日く ^ •臣の鄙陋を以てせす，勤舊諸將を舍、 
て、 大任を 臣に 命す* 臣、敢て 力を竭さぃらむや。叛を 討ち， 服を撫し、機に臨み•變に I 
應じ、 以て 中 國を定むる は、 臣の度內に在るのみ。君の近臣、功を 積み、 勞を累 ね， 而一 
かも 未： U 報すると ころぁらす， 中國 すでに 定まれば、 願は くは、 以て此輩を封せ よ。 
臣は直に進んで、勢に乘じて、遂に九州を 下さむ。 九州下ら.ば、願は{は、その一歲 
の入を賜はり、糧仗を蓄 へ， 舟艦を作り、海を濟つて朝鮮に入らむ。^臣の功を赏 
せむと欲せば、 願はくは、朝鮮を以て 請となさむ。臣、乃ち 朝鮮の 兵を用 ひ、 以て明 
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に入らむ。庶幾はくは^の威靈に倚ぅ、明國を席卷し H 國を合して，一となさむ。 
これ臣0夙志な b 、 と。或は之を以て、秀吉の明智、早く信長の猜忌を知^/豫め'他 
日の！ I を避けむと欲するの意に出で、後年猶ほ必中志を遂げむとせしものとな 
す。然れどもざの事、固ょり確證なく、予輩は唯 W 秀吉が天成の大征服者にして、 
しかも、元寇以來、漸を以て發達したる對外侵略的精神を鼓煽して、最後の一棹を11 
なせしを知るのみ。而して、秀吉の壯志、暮年に至 b て猶ほ止ます。その北條氏11 
を平らげ、旌を關東に前むるや•かつて、鎌倉に遊び、源賴朝の塑像を觀.進んで其背11 

を撫して日く.若は我が友な b •徒手天下を有つは•惟： U 五 1-1 と芯とあるのみ•然れど11 

一 

も，若は籍を名族に承く、吾が人奴ょ b 起りしに若かざるなり。弩遂に地を略し！ 
て明に至らむと欲す*若以て何如となすか、と。之を要するに、西征の舉は、秀吉の| 
壯年以後•夢寐なほ且つ其懐に忘れざ5し一大企0に外ならす。 I 一 
はじめ、秀吉の畿內を定め、次いで，西海に向ふや、對馬の宗義智に謂つて日•、汝_ 
朝鮮をして來聘せしめよ，然らざれば、兵を擧げて£を征せむ、と。義智、命を奉じ、| 
その臣柚谷康廣、韓事に諸熟するを以て、秀吉の書を Ef らして往かしむ。康廣、年| 


柚谷麋庚 
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老ひたれども、氣なほ壯 B 止倨傲•平時の使者と異な b 。 朝鮮、大に之を怪しむ。 
尙州牧司宋應洞、之を饗し•盛に妓樂を張る。康廣、之に謂つて日く、老夫久しく干 
戈の間に馳驅す、故を以て、鬚髪盡く白し。君、常に聲妓管絃の間に居5_も憂ふ 
るところなく，しかも皓白なるは、何ぞや、と。すでにして、座上の妓エ，禮を失ふ，康 
廣喝して日く、汝 Q 國、必ず t びむ、紀綱廢壤せり、と。然れども、宣祖、豐臣氏の書辭 
甚だ倨れるを惡み、畏しへに•その il 係を絕たむと欲し、辭を水路險遠、航し易から 
ざるに託して應せす。康廣，遂に要領を得'すして還る。秀吉大に怒 ba つ康廣 
朝鮮と私ぁるを疑ひ•之を族誅す。 • 

秀吉、朝鮮の應せざるを憤り，先づ之を滅して、明に入らむと欲し r 投化の民沙乙. 
背同を以て嚮導となし、兵船十六艘を S し、嶺南外洋ょり直に興陽に至り、竹 a を 
剿し、以て朝鮮の兵力を試む。朝鮮，之を竹島の倭寇と稱し、谷鎭の舟師、震惜せざ 
るなし。ひと b ， 鹿島の李大源、進み戰ひしが、我が兵、擊つて之を殺し、即夜兵を引 
いて去る。朝鮮、大に之を街むといふ。 

その翌年、秀吉の關東を伐たむとするや、宗義智、自ら請ぅて、朝鮮に使し、僧玄琴 

第五章豐臣 秀吉の征韓 九 






秀 


柳川調信、之1:隨ふ。宣祖、答ふるに、竹島の事を以てし、且っ投化の叛民を還さば， 
通信を議すべしといふ。義智乃ち沙乙•背同等、全羅道の逋民、我が五島に在るも 
の、凡そ十餘人を捕へて之を還へす。朝鮮、大に震醫し、しかも聘使を拒む 0' 口實 
なきに苦み、宣祖自ら仁政殿に御し、義智等を請ぅて臨まし め、 先づ逋民を斬 k 紛 
議の後、李德寧柳成龍の奏言に因と遂に信を通するに決し、命知黃允吉•司成金誠 
一を以て通信使となし*典籍許箴を書狀宫となし、國書方物を齎らし、#智等に從 
つて•日本に來聘せしむ。時に秀吉關東を伐.〇•ょ b 歸 b •仍って、之を聚樂の邸に 
延き•使者に白銀若干を給す。但だ允吉等の言辭瞹昧、且っ明使未だ來らざるを 
以て、心平ならす、直に使者を放還せしむ。允吉等、堺浦に止まり、答書を請ふこと 
再三，秀吉乃ち史に命じ、書を作っ て、 之に與ふ。其略に日く、日本國關白秀吉、朝鮮 
國王閣下」奉復す。吾*> 邦、 諸道久しく分離に屬し、綱紀を廢飢し、帝命を阻格す。 
秀吉之が爲に憤激し，堅を被 b 、 銳を執 b 、 西討東伐、数年間を以て、六十餘國を定む。 
秀吉は鄙人な b 、 然れども、その胎に在るに當ってや、母、日輪の懐中に入るを夢む。 
占者日く、日光の臨むところ、透徹せざるなく、壯歲必す武を八表に嬲かさむ，と0 
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これが故に、戦へば必す勝ち、攻むれば必ず取る。今や海內すでに治 ib 、 民富ん 
で財足り、帝京の盛、前古比なし。夫れ人の世に在るや、古しへょ^'、百歲に滿たす、 
安んぞ能く欝々として、久しく、此に在らむや。吾•道を貴國に假り、山海を超越し、 
直に明に入り、その四百州をして、盡く我が俗に化せしめ、以て王政を億萬斯年に 
施さむとすどれ秀吉の宿志なり。凡そ海外諸藩、後れて至るものは、皆釋さ > る， 
ところに在 ' 貴國先づ使帑を修む、帝，甚 fr 之を嘉す、秀吉明に入るの日、其れ士卒 
を率ゐ、軍營に會し、以て我が爲に前導せょ、と。因つて、復た柳川調信及び僧 i 蘇 
を遣して、與に偕にし、その虛實を探らしむ。允吉等、明の萬曆十九年(天正十九年) 
三月を以て還る。宣祖、秀吉の書を得て疑惧し、狀を允吉に問 ふ。 允吉は答ふる 
に秀吉逮征の窓ぁるを以てし、誠一は以て虛喝となし、左相柳成龍、亦た之を賛す。 
宣慰使吳億齡，玄蘇の言を開いて上疏し、時議に忤ふを以て贬黜せらる。兩黨相 
鬩いで、遂に決するところなし。こ5に於て、宣•祖、誠一を擧げて善使となし、堂上 
に陞し、私. i : 玄蘇•調信を饗し、以て情實を探らしむ。調信日く、我が主、明に通せむ 
と欲し、明、答禮せ t 故に伐れむと欲するのみ。貴國盍んぞ問に居て、之を和解せ 

笫玉韋 整臣秀吉0征韓 一七 一 
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ざる、 と。 誠 I 依 違す。 * 蘇^を蚴まし、言つて日く、今日の議首鼠、和を講个るを 
欲せざれば、乃ち戰はむのみ、と。因つて、辭訣して去る。宣祖、はじめて恐れ、因つ 
て、之を明に訴へむとす。大司憲尹斗壽•黃廷或»极•朴東賢等は、之を可とし，領相 
李山海•柳成 f 金晬は、之を不可とす。宣祖、斷じて，通®. U 決し、®節使金應南に附 
して，之を明主に奏せしむ。これょ b 先、琉球王尙寧、日本に貢するや、秀吉乃ち之 
に屬して、明に通ずるを求めしむ〇明、報せず。すでにして、朝鮮の報を得るや、復 
た宗義智を遣して tr 一 祖を is めしむ。签山に在ること旬餘、報を得す。怒つて對 
島に還 b •悉く签山の居留民を撤回す。朝鮮ぽじめて m 驚し•軍官黃進は、誠一の 
欺罔を論じて、之を斬らむを乞ふに至る。こ、に於て、日に戰守の策を講じ，金昨- 
李 s •尹先凴を以て慶尙•全羅•忠淸の監司となし•柳成«井邑縣 S 李舜臣を薦めて 
全羅左水使となし、器械を備へ、城池を修めしむ。この時に方り、中外久しく無事 
に狃れ•民，勞役を憚 b て、怨聲路に滿ち、郡邑皆文具を以て法を避くるのみ。 

この 時、秀吉、小子鶴松を喪ひ•悲哀 累月’©々として 樂ます。二日，淸水間の寺に I 
登り、 西 S して從者に謂つ て日く、大丈夫、 當に武 を 萬 m の外に用ふべ し、 何ぞ自ら 
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悒欝するを爲さ If 、 と。乃ち還つて、大に諸將を會し，之に謂つて日く•吾、諸臣の力 
を藉 b て、海內を平定す•亦た以て休むべし、特に諸醜夷，王化^ alr ものあ^'•吾深 
C 之を羞づ。且つ漢土の我を侵すは•屢ば之あるも，我よりせしものは*往古神功‘ 
征韓の一皋あるのみ。吾、側陋より起^'、位、人臣を極む、何の不足か之あらむ、而し 
て、 今齡六十、掌中の珠 ，偶 ま碎 け、 憂慼の深き、殘年殆んど蹙まらむとす。大丈夫，豈 
に偏土に終るベけむや。すでに*秀次をして、邦治を掌らしめ、京師を警衞す，國事 
憂ふるところなし、因つて、 S ら將として、朝鮮に入 b 、 其兵を以て先鋒となし•以て 
明に入らむとす。彼、我 V . •命を拒まば、擊つて之を滅ぼさむ、而して、遼東よ b •直に 
北京を襲 ひ ％V の土 C 奄 有し、多く 土壤を •割いて、 諸君に予へ、諸功臣をして、皆その 
望を 厭かし lr る、亦れ快ならすや。 我、 之を策して、すでに熟す、諸君其れ能く我が 
爲に力を出さむ か、と。 浮田秀 家、 首としで之を賛し^亦た異議な し。 秀吉大に 
喜び、 行營を肥前の那古耶に 設け、 朝鮮の地圖を諸將に頒ち，西南四國の兵を分つ 
て A 軍と なし、以て朝鮮の八道に分當し、別に水軍を置き.水陸九 軍、 合せて十五萬 
人，又 遊軍六萬人を團集す。部署すでに定まる や、明年 師を出すを約し、關白職を 
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明の神宗 


申？ ii ■李錠 


秀次に讓 b 、 自ら太閤と稱し、軍國の事、一に自ら處決 す、 時に我が天正，十九年九月 
二十四 日な bo 

すでにして、秀吉 、琉 球の機密を洩さむを恐れ、使を遺し，明に貢す^を止めしむ0 
時に明の贾舶陳 申 等、琉球に在 b 、 琉球の長史鄭逾と謀り，之を明に吿ぐ。明の江 
右の人許儀俊、薩摩に在りて、醫を業とし、又之を福建の軍門に吿ぐ。明の神宗、朝 
鮮の使、未だ至らす、その日本に通するを疑ひしが、貧節使金應南至るに及び、はじ 
めて釋然た b 。 因つて、應南の歸るや、朝鮮に令して、暹羅•琉球と連和して，日本に 
當らしむ。然れども、宣祖自ら這般の任務を擔當する能はす，冬至使李祐仁の入 
朝に附して VV の途なきを奏せしむ。 

宣祖 X 申砬 •李鎰 等に 命じ， 沿海の守備を巡視せ しむ。 鎰は忠淸•全羅の二道に 
往き、 粒は京畿貪海の二道に向ふ。 二人、 素ょり名將を以て聞こゆ。柳成 龍、 砬に 
問 ふに、 敵勢の難易を以てす。對へて日く、憂ふるに足ら ti 。 成龍日 {，さ-きに 
日本は唯だ短兵の み、 今鳥銃を 兼ね、 輕視すべからす。且つ國家昌卒日久しく± 
卒怯弱•省せざるべ からす、 と。砬 、勇を 恃み、懼る、 ところを 知らす。識者豫め其 
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敗を知るといふ0 

Is 文祿元年(萬曆二十年)三月、四日、諸將皆發す。小西行長柰義智、海路を諸んする 
を以て，衆に告げす、先づ其軍を拔いて潜行し，倭戶麗倭の徒を以て嚮導となす.。 
十三日、签山に着し、直に其城を銜く。城は背に高山を負ひ•要蜜に搛 >、守兵凡を 
二萬。時に僉使鄭撥，偶ま出で、絕影島に m し#を聞いて、馳せ歸る。我が兵四 
-面雲集、且つ後山の頂に踞して*銃を放ち•遂に之を陷る。鄭撥，艘へられて死す。 
行長進んで、 S 尙道を ffo へ、東萊に向ふ。時に釜山近海，朝鮮の戦艦、多く聚る。我 
*> 水軍の將藤堂高 虎， II 濟島を奪 ひ， 進んで，多本西生の兩浦を陷る。行長、東萊を 
囡み•半日にして之を拔 き， 守將宋象賢を殺し •次いで、 梁山®院を语\兵を分つて 
長驅し ，向 ふところ前なく、慶尙右道*忽ち空虛となる。. 

■望 はじめ•加藤淸正•行長ふともに先鋒の命を受けし が， その朝鮮に至る や、 後るこ 
i 三日， 因つて憤慨して措かす、乃ち別路を 取り、 慶州を陷れ 、進んで、 京城1:向ふ。 

京签間 Q — 签山ょり京城に至る•凡そ三路ぁり。中路は•梁山•淸道夫丘及び尙州•聞慶を經 
て*鳥嶺を踰 え、 忠州を過ぐ る ものにして，これを普通の行路となす〇而 して、 東路 

一 __I_,_ 

第五草 S 3 臣秀吉 OI 征槔 一七五 . 
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日本軍の進路 


忠州陷る 


宣鼴の出奔 


は、機張•蔚山より、慶州•永川を經て、安東金基よ b 竹嶺を踰え，亦た忠州に至れて中 
路に合し W 路は、金海よ b 星州•金山を經て、秋風嶺を踰え、忠淸道に出で SI 州.竹山 
よ b 京城に達するものなり。行長先づ至りしが故に中路を取り、淸正はその捷 
徑を擇んで東路よむし、黑田長政は、西路よりす。三路の兵、齊しく進み、警報日に 
至るや、宣祖大 に 驚き、急に李溢を巡邊使として中路に下し •成 應吉を左防锲使と 
して東路に下し、趙儆を 右 防 禊 使として 西路 .に下し、劉克良 •邊 機を助防使として 
竹嶺.鳥嶺を守らしめ.柳 成 ffi を體察使として諸將を檢督せしめ、次いで、申砬を都 
巡邊使〜して、兵を引いて鎰の後に隨はしむ。行長、溢を尙州に敗るや、申砬進ん 
で、鳥嶺を守らむとせしが急に其、軍を歸して，ともに忠州に 退く 〇淸正の軍 fi 宮 
河を 渡り、 行長の軍と聞慶に合す。鳥嶺•すでに守兵なし、我が軍、直に之を踰え • 笼 
に忠州を H れ、丹月驛に至 b ?i を彈琴臺に討つて之を殺し、溢を走らし.路を 分つ 
て京城に向ふ。宣祖諸道の兵を徵して、京師を援けしめしが、應するものなし0 
こ ゞ に於て•遂に平壊に走るに決し，急使を明に馳せ、因つて王子を諸道に 分遣し 
て勤王の兵を召さしめ、長子臨海君璋を咸鏡道に•第六子順和君玨を江原道に 51 
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し， 右相李陽元•都元帥金命元•申恪等を留めて，漢江を扼して、京城を--' - I らしめ、王自 
&世子光海君琿等と I もに，宮門を出づ。時に扈從するもの、領相李山海•左相柳 
成11以下、凡そ百餘人，夜雨陰黑•天，墨の如く、途に上れば、雨益す甚しく，その困苦、殆 
んど名狀すべからす。すでにして、我が軍、漸く近づくや、李陽元等，城の守るベか 
らざるを知つて M れ去り、五月二日、行長先づ京城に入^、淸正は、其翌日を以て至 
り、我が諸將、咸な此に會す。我*>軍 L じめて签山に上陸してょ6、こ ゞ に至るま 
で、二十 m に滿亿すその迅速、想ふべきなり。 

京城の陷落は 、朝鮮 開國以來 の 大事變にして•劫後の荒廢、亦た甚しきものぁと 
我 * > 兵の入る に 先ち、掌 隸院刑曹の奴婢文書は、亂民の爲に焚かれ、內帘の金帛は 
措京して殘す なく、 景福•昌德•昌慶の諸宮は 、 一 炬に付し、文武樓.弘文館の圖 ^承文 
院の日記及び歷代の 寶玩珍 器は、 悉く灰燼に歸し 、諸道 勤王の 兵、 一齊に潰 叛寇 
隨處に蜂起す。 韓史、 當時の慘狀を詳記して 日く、 京城の 民、 皆奔避せ しも、 未だ 久 
しからすして、稍々 坊里に還入し、 市肆 舊に依 b 、 賊と相雜つて販賣 す。賊、 城門を 
守卜、人の賊帖を帶ぶるものは、出入を禁せざらしむ。こ、に於て、民盡く賊帖を 
ml 五草 d 臣蹵吉の征稗 i 七 
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すでにして京城陷るの報至る や，王、 急に開城を發し一て•牛壤に至る。王坡州.に至 
办、行在に®する や， 鞭を以て地を叩き、諸臣を呼び，號泣 L て 日く、事急な b 、 策 何に 
か出でむとす、と。左相尹斗壽日く•今方に臨津を•守れば、防钡するに足らむ1二南 
北道の兵、亦 tc 將に來 b 援けむとす、以て國家を恢復すべし。若し誤つて援を明 
に乞は >、後必す威に憑5、橫暴して公私を侵擾し、明兵の爲に蹂躪せられむ、と。 
李恒福、頓首して日く、我が^固よ b 碉以て賊に當るべき なし， 今の計を爲すもの 
唯 fr 西、 天朝に賴るべき 0 み•と。王 日く、 予の 意， 本と此の 如し， と。乃ち使を明に 
遣す。すでにして、行長の兵、臨津を渡 b 、 進んで大同江岸に至るや、王大に恐れ、尹 
斗壽•李元漯を 留めて、 平壤を守らし め、 城を出で'肅川•安州より箏邊に至\北道 
に入らむとす。すでにして淸正の 軍、 すでに咸鏡道に向ふを 聞くや、 路を轉 じて、 
博川よ b 義州に至る。行長.平壤を攻めむとし、王城灘の淺處より大同江を渡る。 
尹斗# 等、 事の爲すベからざるを知 b •軍器を池中に沈めて逃れ、平壤遂に守を失 
ふ。當時、漢城•開城•平壤は三都と稱して，人民殷盛な りしが、 皆我が軍に歸し、八道 
の要樞 ，復た 韓兵なし。 

— 第五幸 ^ Hsl^r ol 征韓 一- bl 九 
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行長の軍，遂に平壌を陷れ，積粟十餘萬を得た 0 。乃ち使をして _ 都駐在の諸一 
將を趣し，ともに西せむと欲し，謂はしめて日く、太閤の志は、明を伐つに在 b 。 今一 
すでに平壤を取る、平壤以西は復た支ふるものなし。鴨綠江ょり明の北京に至 
るまで百餘里に過ぎす、我が全軍、甲を卷いて之に趨き、彼をして備ふるに及ばざ 
らしむれば•以て志を得べし•と。浮田秀家*二奉行等と謀 b 、 答へて B く、全羅-江原 
の二道、未だ定まらす我未だ深く入るべからす，我が水軍*將に全羅を徇へ、而して， 
北、黄海に會せむとす。然る•後•水睦並び進まば•是れ萬全の策な b •と。乃ち諸將 
をして、國郡平壊間の諸城を守らしむ。 

これょり 先， 我が水軍の 將、 九鬼嘉隆等、全羅道に出づ。全羅左水軍節度使李舜 i 
臣，勇奮にして智略ぁり、朦艟鬪艦數千艘を以て，巨濟洋に舶し»ば我が軍を敗り'一 

後大に乃梁に戰ひ、巨煩を以て我が船を擊碎し，來岛康親、之に死し、脇阪安治、苦戰一一 

. H 

せしが、その衆を C ぅて退く。舜臣、因つ て、 閑山 S に屯し、以て我*>水軍を拒ぐ。 

* 

我が水軍、これを以て陸軍と合する能はす、糧を運ぶ、一々陸路に依 b 、 聲息通せ t '° 
陸軍亦た繼ぐものなきを以て、後難を懼れて進 If 能はす。舜臣の朝鮮に鉍げる 、I 
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その功非常 •まことに 半島古今稀に 見る の好將 帥と いふべきなり。 

李舜臣 Q 戦功 舜臣、字は汝階，父名は貞，忠淸道徳山の人。性豪俠•幼時木を削つて弓となし•里 
間を横行し、長老なほ之を憚るに至る。李氏、世、儒を以て身を起せし•か、舜臣に至 
武舉に及第し•宣祖の初、權知訓練院舉行となる。兵曹判書金*榮、庶出の女を 
與へて妾とな5しめむとせしが，權貴に託して榮達を求るを嫌ひ、之を辭す。後、 
咸鏡道庚典府管造山の萬戶とな\次いで、全羅道井邑縣監に進ひ。日本出師の 
警めるや、柳成龍の爲に擢んでられて、全羅左水軍節度使 i なり、慶尙右水軍節度 
使%均とともに海上に戍す。はじめ、元均、九鬼嘉隆に敗られ、急使を馳せて援を 
一請ふや，舜臣應せす。すでにして、戦艦八十艘を以て至り、元均と力を合せて、大に 
玉浦に捷ち、我が船二十六隻を焚く◊後、南海島邊に戰ひ•飛九左肩に中りしも屈 
せす X 大に捷ち，功を以て嘉善大夫とな b 、 次いで、唐頊浦に戰ふや、我が船百餘隻 
を焚き，質憲大夫を加へらる。而して、乃梁の役、我が船を擊碎すること、七十餘隻。 
これょ〇、我•か水軍、全く功なし。明年'二道水師統制使を殺くに及び、其職を兼ね、 
海上に‘駐まること数年、威名大に中外に震ふ。 

i 第五韋 懑臣 秀士131の征韓 - 一八.一 
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征韓の諸將、大抵連戰連勝•向ふところ、破竹の如しと雖も•その間、時に挫折なき 
能はず•李廷馥の延安に於ける•權慄の梨峙及び幸州に於ける、韓兵の勝を制せし 
ものにして、殊に金時敏の晋州城を固守するや、細 ill 忠興•毛利香元等*苦戦十畫夜 
に及びしも、遂に拔く能はす。その他、各地に義兵を起せしものは、郭再佑.趙憲，鄭 
仁弘.金千溢.高敬命•鄭文孚等に して、® 生韜略に通せす、屢ば敗軸せしも•さすがに 
敵愾の心は，容易に減せす、隨つて散せば又隨つて集り、屢ば我が軍を苦む。朝鮮 
の滅びざる、ひとり明の援兵を待つのみに非ざるなり。 . 

宣祖の博川に在るや、深 C 己を责め、世子光海君に委ぬるに軍國の事を以てし、 
權宜處理せしむ。すでにして、平壊の敗報至るや、光海君は寧邊に向ひ，王は寵，川 
を過ぎて義州11興館に至 b 、 しき b に使を明に遣し，將に遼東に入つて內附せ，む 
とす.然れども、異議百出せし所以、 I たび國埴を出づる後、その族*亂 S の爲に殺さ 
るを憂慮すればなり。こ > に於て、從ふ者を募るに，廷臣.中、李恒福•李碉_洪準李山 
甫を除くの外、之を願ふものなく、皆年老疾病を以て、甚しきは、妻子の安危を訴ふ 
に至る。この間、使者明に之くもの、冠蓋途に栢蓮む。明廷之を議して決せす、兵. 


各地の義兵 


i 明廷救探の饈 
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部侍郎石星、ひと b 救援を可 t し、且つ朝鮮主、從者百名•婦人二十名を限りて、容納 
すべきに決す。然れ ども， その日本に對するや、亦た頗る異議ぁり。或は日く，浙 
江•福粵の水軍を募 bK に日本を f * くべしど。或は日く、堅く遼東の境土を守 k 
隣邦の爭圓に與るべからす*と。或は日く*日本と和を嫌じて兩國の兵戈を歇む 
べし、と。布衣稈鹏起、暹羅の兵を借 b て、日本の虛を撬くの策を ffi じ、爲に貨賂拾 
萬を費す。石歷又建議し、遂に命を巡按都史郝杰に傳へ、遼東副總兵祖承訓.遊 擊 
史儒算等をして•兵七千を以て、援けしめ、且つ行人を遣し、宣祖に論すに、興復の大 
義を以てす。すでにして、明軍義州を經て來 b 、 平壌城外安定館に軍す。、行長、そ 
0我を輕んするを 見、 銃手をして之を攻めし む、 明軍大に敗れ、儒算は死し，承訓は 
僅に身を以て免る。宣祖 、又 鄭 m 壽•沈友勝を以て求援使となし、星夜 馳 行せ* L む ( 
崑壽、明廷に至石星を見て、痛哭懇請、悲哀自ら勝へざるもの、如し。石 星、 大に 
或動し、しかも尙ほ指揮黃應暘を義州に簡 派し、 以て形勢を察せしめ、又出師の禳 
を決し、兵部侍郞宋應昌を經略都督となし、 李 如松を提督軍務となし，南北の兵四 
萬三千人を率ゐ’進んで朝鮮に入らしむ。 


1第玉箄 餿臣秀吉 0征 
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朝 鮮 史 . _ 一 IA 四——， 

これょり先、淸正の咸鏡道に向ふや、韓克誠を擒にして•會寧府に迫る〇この時* 
王子臨海君»其弟順和苕1±主妃從臣等と、城に在&。順和君、さきに江原道に在 
b しが、兵を避けて、亦た此に來りしなり〇府使鞠最仁'一王子を拘らへ A をして 
來 つて降を請はしむ。淸正、之を許し、宣祖の在るところを 驗 問し、王子等を鏡城 
に置き、厚く之に供給せしむ。時に王妃宮女、帛を以て面を S ひ'ひそかに城を出 
づ。我が兵，之を捕へむとす。淸正.戒めて日く、面を視る勿れ»犯する勿れ、と0 
因つて*知らざる爲し、飲食を與へ、麾いて去らしむ。韓人、淸正の驍勇にして、且つ 
仁慈なるを仰ぐといふ。すでにして、淸正•兵八千を率ゐ，鞠景仁を嚮導とし，女眞 
遺孽の居るところ、兀良哈の地に臨み二城を拔き、武を燿かして歸る。 

明師すでに發せし後、嘉興の人沈惟敬、日本の事情に通曉すといふを以て、舉げ 
られて，遊擊官に拜し.嫌和を主とし.ひと b 、 先づ平墟に至^/小西行長を見、宗義智. 
柳川調信 {f 支 蘇 等と議し、倭辯委曲、遂に七條を約し、 g 兵を以て己の 功となさむ 
I とす。行長日く、天朝、幸に兵を按じて動かざれ、我亦た久しからずして 還る ベ、、 
大同江を以て界となし、平壤以西は、盡く朝鮮に歸さむのみ、 と〇因つ て、之を遣歸 
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せしめ，期を定めて五十：！一となす。 

この時に方り、韓將沈帒元豪等、兵を江原道に徵し、京城を復さむことを謀卜し 
が克たす。江原すでに定まり、福島正則の將某、慶州城を守る。時に朝鮮はじめ 
て， II 礮を錡り®天雷と名づく。夜に乘じて、城に放つや、忽にして、鐵彈四に迸 b 、 
響、雷 a の如く、死傷數百•某遂に城を棄て5走る。沈惟敬、さきに明に歸 b 、 和の成 
るを奏せしが•廷議之を信せす。宋應昌を趣して、兵を進めしむ。時に李如松，久 
しく西邊に在'寧夏の賊を平らげて還防海®倭總官に任じ、弟如栢•如梅等-/ 
並に師を率ゐ、この年十月二十七日、山海關を發し、十二月を以て軍に至る。明の 
神宗、亦た惟敬をして，我が軍の動靜を伺はしむ。行長なほ平壤に在 b 、 惟敬の期 
を遇ぎて來らざ るを 怒り、將に軍を進めて遼東に入らむとす。偶ま惟敬至5,兩 
國和成るをいふ。すでにして歸るや、如松の軍に遼東に遇ふ、惟敬日く、和議すで 
に成办、日本の兵、將に平壊を撤去し、大同江を以て界とな さむ ことを約す。將軍 
軍を行るなきに若かす、と。如松'惟敬の檢邪を叱して，之を斬らむ.1欲す。參謀 
李應試日 C 、 惟敬を藉り、倭を欺き、封じて陰に之を襲 ふ、 奇計な々、と。如松以て然 

第玉萆 5 S 臣秀吉の征韓 一八 五 
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b とな♦し、 乃ち惟敬を營に置き、師に誓つて II を 渡ぅ明年支祿こ j 正月 ¥ 壤西北の 
粛舉館に泊す。行長以て封使至れ b となし、牙將を遣し、之を迎へレむ。明 軍、進 
んで卒壤に次す、行長猶ほ未だ覺ら す、 風月樓に佇んで、之を待つ。如松の衆、五 萬 
餘•その將士 、遂 巡して未だ入らず、形大に露はる。行長、はじめて惟敬に欺かれし 
を悔ゐ»に登つて拒守す。如松、諸軍をして之を II i しむ。 a 山の守將、大友義‘ 
統 、先 づ遁る。はじめ、我が兵^ょ b 朝鮮の軍を輕んす。如 松、 乃ち組承訓をして、 
詭つて 、其 裝を なして、 西南を攻めしめ、遊擊吳惟忠を して、 攻めて tt 丹臺を迤らし 
め、而して、如松親ら大軍を提げて、その東南を攻む。軍少しく節くや、如松先づ退 
きしものを斬つて徇へ、死士を募 b 、 约檢を援けて直に上る。我が兵、南®の軍を 
輕んす〇承訓等、忽ち装を卸して甲を露はす。我が軍、大に驚き、急に兵を分つて 
捍拒す。如松•如柏等、すでに遒を分つて、並び入る。如松の馬•硪に斃れ、因つて馬 
を易へ、塹に躍つて上 b 、 兵を麾いて益す進む。行 長、 殊死して戰ひ 、千六 百 A を C 
ひ、孤軍深く入り，大敵に抗し難きを料り A 日の夜#を燒き*兵を收めて退 IT '、 大同 
江を渡つて、 II 山寨に赴く。黑田長政等、敗を聞いて憤 b 、 行長を迎へ•殿して、京成 











に赴く。朝鮮の兵、之を聞.いて、所在蜂起、明軍に應す。すでにして、如柏開城を復 
し•失ふところの四道、尋いで復す。こ、に於て，京城留守の三奉行、增田長盛•石田一 
三成•大谷吉隆等、相■して、諸將の兵を京城に集む。明罩、すでに連勝、因つて，我を 
輕んするの心ぁ b 。 會ま韓人、我が兵、さきに京城を棄て、通れしを吿ぐるもの： 
ぁみ。如松之を佶じ、輕騎を以て、馳せて赴く。 一 
時に小争川隆最•開城よ b 還つて京城に赴かむとし、この月二十七日、明軍の先 I 
鋒査大受に礪石嶺に遇ひ、立花宗茂とともに擊つて之を潰走せしむ。すでにし I 
a 蹄 s の戦 て、如松、兵十萬餘を以て至る。隆景、衆を勵まして、之を碧蹄館に要擊し'以て百 
に當らざるなし。明將楊元、來 b 援く。如松、力を得て復た進む。墜景奮進、遂に 
大に之‘を破る。如松、馬より墜つ、井上某、幾んど之を刺さむとす•如梅來り救け•井 
上を 射、 如 松を 扶けて 逃る。隆最、北ぐるを逐ぅて、臨津に至り、明兵を江に擠し、江 
水之が爲に流れす。如松痛吳•夜に徹し、退いて、開城に駐まり、人を遣して、朋に還 
らしめ、病を以て代を請ふ。隆最、京城(:凱旋す。如松な li 北に退かむとして、そ 

の機を得す。時に淸正、咸鏡道よ b 陽德•孟 山，. を踰えて、平壤を襲はむとするを傳 
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ふるものあ.り。如松大に驚き、王必迪を留めて開城を守らしめ•自ら軍を平壤に 
回す。すでにして權慄幸州の捷を聞くに及^て，その軍を回すの早きを悔ゐた 
b といふ0 

明軍さきに平壌の e あ卜、我が軍新に碧蹄館の捷あり、その勢，略ぼ相敵し、明軍 
は京城^北に駐ま^'、我が軍は全羅一帶に戌す.〇然れども、明軍は*1食給せす、我 
が軍は•全く海上の利を失ひ、兩國の將士、或は戰に倦むものあ bo こ、に於て、李 
如松•沈惟敬を宥し、行•長に遣して，前議.を重ねしむ。行長疑惧して決せす〇淸疋 
その議女排して可かす。すでにして*行長遂にその辯論を信じ、龍山に會して、和 
を定め•遂1:自ら那古耶に來り、之を秀吉に勸む。秀吉之を許し、次いで、淸正.に命 
じて、捕虜の二王子を還さしめ、諸道の兵を撤す〇四月.諸將京城ょ b 退いて釜山 
に至る。李如松，先づ京城に入り、柳成铺、之に勸めて我が軍を追擊せしめむとせ 
しが、如松之に應せす，その遠く去るに及びて、はじめて起行し、聞慶に至つて還る。 
こ、に於て，我が軍、蔚山®生浦ょり、東萊 i 川•巨濟に至るの間，凡そ十八屯を設け 
城を築き©を堀卜、朝鮮の降民をして耕種せしめ，久留の計をなして海を渡ら弋 
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豫め他 u の li を爲 す。 五月.宣祖義州ょり歸 つて 京城に入る。明、又薊遼總督顧 
養謙をして、兼ねて朝鮮の事を理めしめ、宋應昌•李如松を召還し、唯だ劉^をして 
兵萬人を率ゐて駐屯せしむ。 

五月， 明使謝用梓•徐 一貫、 那古耶の行營に至る。秀吉、乃ち之を引見し，その還る 
に及び，和平條件七條を定む。(一)明帝の女を日本朝廷の後宮に充つべし、(二 M 合 
船を舊に復すべしパ三)兩國大臣，誓書を交換すべし、(四)朝鮮八道を兩分し， その 一半、 
即ち四道を朝鮮國王に還付すべし、(五)朝鮮は，王子及び大臣 M 一を質すべし， H ハ)去 
年生擒の二王子を還す•へし、{七)朝鮮樞要の大臣、永世： n 本に叛かざる誓耆を呈す 
ベ.し•と。因つ て， 行長を して、 之を處理 せしめ、 明使の還るや、行長、， * c の臣內藤如.安. 
小西如淸をして同行せしむ。 

我が將士の京城ょり去る や、 八道の 兵、 大に奮 ひ、 前日の耻を雪がむとし，李 如 松 
の大兵を按じて驻 まるを 見、 しき b に追擊を迫 b 、 韓將權傈、我が兵の幸 州に.在る 
ものを破^/次いで我が七將、大に晋州に 敗る。こ、 に 於て、 加藤淸正•黑田長政等、 
兵を合して、往 いて 攻め，城將府使徐禮元4千鎰等を斬り、六萬餘人を 鏖 にす。秀 

第玉韋曹 臣秀吉 0征幃 」 八九 








寅® i 遜位〇謅 


1の使 


吉乃ち和議を危 ，み、 書を淸正に贈つて備を怠らざらしむ。次いで、淸正、安骨城を 
攻めて、明の援將剑挺を 庚 州に走らし、福島正則、明の啃船を唐島に敗る。 

この 時、朝鮮の將士、柳永慶•李爾瞻.鄭仁弘等、和議を妨害す るの 意ぁ b 、 故を以て， 
戰爭なほ絕えず。而して 、明主は、 朝鮮が民命を恤ます、守備を修めす、遂に此に至 
b しを怨み、宣祖をして、位を遜らしめむと欲す。宣祖•亦た其意を察し、 之， に從は 
むとす。柳成 fl 明使に抗 辯し、 又百官を率ゐ、極諫して之を止む。 

沈惟敬の明に歸るや，秀吉の辭命を改め、唯だ明の封册を請ふものとなす◊然 
れども•明廷異議多し。すでにして lii 遼總督顧養謙、亦れ封貢を決行せむことを 
請ひ、且つ宣祖をして太閤に代つて之を請はしむる1:及び、神宗はじめて之を許 
し、入貢は侵軼を馴致する M 階なるを以て、之を!11み、ひと b 、 封王の|事を議 
本國王の印を鋳\李定誠.楊方亨を册封使となし、沈惟敬を嚮導として、 n 本に派 
遣するに決す。定誠，签山に 至^'、 我が軍容の盛なるを視て 、大 に懼れ、遂に逃れ歸 
る。こ、に於て、石星奏請し 1 H 亨を陞して正使となし、惟敬を副使となし、宣祖亦 
た修信正使黃愼，副使朴弘長を遺す。在韓の諸將•和の成るを 聞き、 皆戍を置いて 









釜山に歸る。 • 

慶長元年八月十六日、明韓兩國の使船.泉州堺浦に着し、九月二日、明使、秀吉に伏 
見城に謁し•金印冕服を呈す。秀吉、朝鮮の王子、至らざるを以て、約に背くとなし， 
其使を責めて、見るを許さす。三日、大に諸將を會し、明の Z 1 使を饗し、すでに罷み 
し 後、 僧承兌をして、明の册書を讀ましめ，爾を封じて日本國王となすといふに至 
\大に怒\封 册を取 つて之を扯裂し、罵つて日く、吾， a 本を掌握す、王たらむと欲 
せば自ら王たらむ、何ぞ髯虜の封を待た If ， 且つ吾にして王たらば、天朝を如何、と。 
乃ち行長を召して誚讓し、淸正及び三奉行をして，即夜 明 使を逐はしめ、且つ謂は 
しめて日く、汝、亟に去つて汝の若に吿げょ、吾»び兵を出して汝の國を屠らむ、と。 
翌日 {: 至 り、怒なほ釋 けず、 韓使を斬らひとす。 承兌等. 諫めて 止む。 盖 し、 秀吉 、ひ 
とり明の封册の無禮を怒りし に 非すして、實は兩國前約に違 ひ、 且つ韓廷の處置、 
我を重んせざるに憤激せしな卜。こ、に於て*び征討の師を起し、明年二月を 
以て期となす。 柳川 調信、私に韓 使に 矚して日く，太閤の 意、 すでに決す、速に三道 
を 獻じ 、王子をして 來謝せし めよ、 然ら ざれば、 貴國復た 禍を被らむ，と。 惟敬 等、 な 
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ほその虛喝を疑ふ。すでにして，沿道兵を治むるの狀を見，大に驚いて奔 b 去る。 
■韓使黃愼の還るや、秀吉の問罪書を宣祖に呈す。舉朝震駭ガち李元翼 If を淸 
むるの策を納れ、又鄭期遠•柳思援を遣して、之を明に馳奏せしむ。楊方享の明に 
歸るや、僞造の表文•私購の貨物を獻じ、詐つて•太閤封を受けたりと奏す〇す でに 
して、日本出師の警、吳越ょり北京に達するや•方亨、はじめて實を首白す〇神宗大 
に 怒 b 、 方亨を捕へ、石星の職を褫ぎ，復た援軍を發するに決し、尙書邪玢を以て® 
遼に總督たらしめ、麻貴を改めて備倭大將軍.となし、楊鎬を以 T - 僉都御史となし* 
ユもに朝鮮の軍務を經略せしむ。宣祖、又復讎軍を創置し、兵を八道に募 b 、 成6 
門•權應妹は慶州に在り金應瑞は宜寧に在り、元均舟師を以 て 閑山島を守る。沈 
惟敬、詔を假稱し、營兵三百を率ゐて彼此東西に奔走し ffi 國の間を調停して罪を 
逃れむとせし が， 後に淸正の 兵、 兩湖に向ふに及び、困窮して、日本に 投せ むとし、明 
將楊元の爲に捕へられ、遂に棄市せらる。 

慶長二年正月、秀吉復た那古耶に至る。小早川秀秋，元帥 i なん淸正，行長、復た 
先鋒とな b 、 その軍、凡そ十三萬人、签山を以て根據地となし、令を傳へて、先づ士卒 








.の暴掠を禁す。諸道風を望んで潰え去る。宣祖前役に懋 b .、 遽に海州に走 b •急 
を明に吿ぐ〇 

は•じめ、我が再び師を出すや、大に前役に鑑み、海陸通用の便を取 b 、 藤堂高虎•加 
日本萆の«略藤嘉明 B 坂安治を以て、水軍を專督せしむる外，小西行長•島津_弘崇義智•鍋島直 
茂•同勝茂等をして•各舟師を備へしむ。すでにして、行長等諸將、加德.絕影、諸島の 
敵を破 b 、 淸正#家の箄、南原•金州の兵を逐ひ、全羅.慶尙を犯し.將に京城に入らむ 
とす。これょ b 先、李舜臣、漸く元均と善からす、均、專ら舜臣を排せむとす。小西 
行長、又反間を放つて、之を宣祖に li す。こ、に於て、舜臣、我が軍を海上に防ぐ能 
'はざりし罪を以て、京城に錮せられ、元均、三道水軍統制使 i なる。我が軍、大に之 
を閑山島に破卜、盡く全羅の海岸を占領し，鍋島直茂等は、忠淸道唐津に至、9、藤堂 
高虎は稷山の攻城を助く。宣祖、大に驚き、復た舜臣を起して、之 r 代つて*全羅道 
に入らしむ。舜臣，乃ち戰艦を收拾し、器械を修備し•海道の民、先を 爭つ て迎投 し、 
犀氣大に振ふ。舜臣、順天•會箏に至 b 、 次いで、錦島に軍す。我が水軍の別 將营正 
1波亭下〇海蔭、戰艦二百隻を以て進み，之に碧波亭 T に遇ふ。舜臣、船十二隻に大砲を栽せ潮 
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に乘 じて 來 b 攻む。正蔭の 軍、 利ぁらすして死す。翌年、舜臣進んで、全雍康津^! 
の南、古今島に軍す。明の舟師都督陳？ T 兵船五百隻を以て至り、力を合せて、我•か 
, 水軍を制す。こ、に 於て， 我が海陸兩箪、復た相通するを得す，因つて功なし。 

我が陸軍 我が陸軍は、行長•淸正を先錄とし、路を分つて，庚尙道の南邊を略し^んで全羅 
1:向 ひ、 南原を圍み、水軍の一部と合す。南原は、明の副德兵楊元及び韓將李顧男. 
任敍•金敬志•申浩等、之を守ぅしが、我が 軍、 攻めて之を陷れ 、楊 元ゎづか に 身を以て 
免れ、福男等•之に死す。陳愚衷，兵を擁して•金州に在拨兵を癸せす，南原の敗を 
聞くに及び、戰は中して遁走し、金州亦れ陷る。こ、に於て、京*大に震 ひ、 都民負 
擔して起ち、明軍退いて、京城を守れ、漢江の險を扼す。楊^久しく平壤に留まり 
て進まざりしが、こ ゞ に至りて、はじめて京城に入り，副總兵解生•牛伯英•楊登山等 
をして稷山を守らしむ。黑田長政 等、 之を攻め，素沙坪に戦つて敗績す。これょ 
b 先•秀吿すでに退軍の令を發し，明兵侮る V からす、天候將に寒からむとするを 
以て、我が軍還つて、慶尙道の南邊に駐 K 攻守忽ち其地を易へ、こ、に於て、蔚山の 
.役ぁり。 
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毛利秀元等、進んで京城に逼らむとして、全義館に降し、淸正蔚山を守ぅ•行長順 
天に駐まり，島津義弘、制川に軍し、首尾凡そ十七十里、海岸に沿ラて營をなす。明 
將邢蚧•楊鶴.麻貴等、進取を議し.都元帥權慄等，之に從ひ、分れて三となり、協合して、 
蔚山を攻む。淸正、その臣加藤淸兵衞を留めて.，蔚山を守らしめ*0ら西生浦に赴 
き•水城を築く。楊鎬等、をの虛に乘じて、蔚山を圍む。淸正，之を聞き、急に見兵五 
百を以て、蔚山に入る。楊®等•兵を合して四面仰ぎ攻め、遊擊陳寅，連りに岛山の 
二棚を破り、第三柵、拔くに垂んとす。而して、鎬等•固ょり李如梅と善く、時に如梅 
未だ至らざるを以て，寅の戰功，如梅の上に出づるを欲せす、遽に金を嗚らして、軍 
を收め，長圍を築く。淸正、淺野幸長等 i 巨石大木を投じ、明兵を斃し、之を守るこ 
と自若た卜。明軍、我が汲糧の道を絕ち、城中飢餳、愈ょ甚しく，皆紙を嚙み、壁土を 
煮、馬血を飮み，馬盡くるや、溺を飮み、夜，城外に出で，明兵の屍を搜ね，その佩ぶると 
ころの糗糧牛炙を取つて之を食ふ。天、大に雪ふり±卒痺塚，指を墜すものあり〇 
淸正•毫も屈せ t 意氣益す壯なレ。黑田孝高•梁山に在り、蔚山の急を聞き A を釜 
山に馳せて援軍を出さしむ。諸將電馳して至り、楊縞等，敗走す〇城兵出で、、諸 
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取とともに追擊し、大に明兵を殺し、糧仗を委棄するもの、野に盈つ。すでにして、 
秀吉諸將に論し、签山•蔚山•油川 .M 天の四屯兵，凡そ十萬を留め、餘は悉く罷めて歸 
b 、 重ねて指揮を待つて發せしめむとす。諸將乃ち斬獲するところの«を®す。 
秀吉命じて、之を京都に埋めしめ、稱して耳塚といふ。 

蔚山の役、明は海內の全力を傾けて、朝鮮通國の衆と合し、而かも二旦に委棄し 
擧朝嘆恨す。楊鎮、すでに奔つて京城に還るや、邢玢とともに SI つて捷を以て奏 
す。賛書主事丁應泰、敗を聞いて®に詣り、後計を咨ふ。鶴、揚々として、自ら功に 
伐る。應泰憤り、抗疏して、盡く敗狀を列す。明主乃ち鎬を罷めて、聽勘せしめ、萬 
世德を以て之に代らしむ。邢阶、前役水兵なきが故[:敗れしを以て、乃ち益す江 
南の水兵を募海運を謀 b 、 持久の計をなし、四路に分つて軍を進む、その兵凡そ 
十萬ノ麻貴は東路を主>て淸正に當 b 、 董元は中路を主りて義弘に當\劉涟は 
西路を主りて行長に當り、陳璘は水路を主 b て應援に備へ、朝鮮諸道の防戴使、皆 
明軍に屬す。然れども.麻貴は淸正を攻めて克つこと能はず，劉梃は僞つて和を 
約し、行長を擒にせむとして亦た成らす、董元汹川の新寨を攻めて大に義弘に敗 
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秀吉の^ 


11南— 


られて晋州に還 b 、 明韓二國の人、尤も島津氏の兵威を畏れ.使を遣して和を議し， 
質を送るに至る 0 .而して、陳璘海に在り、未 rr 戰を始むるに及ば t 四路の兵、皆成 
功なく、兩軍しばらく相持す。 

慶長三年八月十八 H 、 秀吉病篤く、將に瞑せむとするや，目を張つて日く，我が十 
萬の兵をして•海外の鬼とならしむる勿れ、と 0 .言畢つて薨す、年六十三。徳川家 
康，遺命を奉じ、前田利家等と議し、德永尊昌•宮木豐盛を朝鮮に遣し、諸將に令し、和 
を講じて振旅せしめ、次いで、淺野長政•石田三成.毛利秀元等、博多に至り，諸軍を，收 
む。時に明兵來つて、新寨汹川を襲ふ。島津義弘、その子忠恒とともに、聲つて、之 
を敗り#首三萬餘級、伏尸二百餘里、我が軍，糧乏しきを以て窮追せす、望津に至 b 、 
秀吉の訃を聞き、潜に諸將に吿げ、歸裝を治めしむ。 

釜山の軍、秀秋に從つて、先づ對馬に還る。淸正.義弘、亦た兵を收めて還行長 . 
次いで還らむとす。明兵來つて之を園む〇淸，正、義弘とともに返 b 擊ち、行長を 
拔ぃて，皆舟に上らしむ。明の西浦都督陳憐、副將鄧子寵を遣しボ軍千人を督七、 
三巨艦に駕し、朝鮮の水軍と併せて、我が舟を釜山の南海中に要す。淸正、すで.に 


第五单 聳臣秀士 U 
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李舜臣の戦死 


去 b 、 義弘鬪つて且つ郤き、加德島に至る。明兵、行長に四集し，行長士卒を厲まし 
て止 b 戰ふ。鄧子寵、素ょり慷慨、所在戰功を樹つ、時に年七十を踰ぇ•意氣彌 ょ厲 
必ず首功を得むと欲し、急に壯士三百人を携へ、躍つて朝鮮の舟に上り、直に前ん 
で奩戰す。會ま.他舟誤つて火器を擲ち、子龍の舟に入0、舟中火起るや、我が軍、之 
に乘じ、其兵を鏖にして•子龍を斬る。朝鮮の水將李舜臣、來り救 ひ、 大に觀音浦に 
戰ひ、遂に亦た射殺せらる。舜臣、忠勇絕偸、兵を用ふること神の如し A 道の民、そ 
の死を聞いて、痛哭せざるなく、今に沿海多く之を祠り、蘋藻を薦むるもの絕えす。 
宣祖哀悼、右議政を贈5、又謚して忠武といふ、その文集、今存.す。我が軍、念ょ眘戰 
し•明將陳璘を11み、幾んど、之を獲た b 。 而して、陳蠢.季伞馬文煥等，繼いで至り、銃 
砲交も發し、盡く我が船を焚く。行長、 I 島に上り、敵寨一曳橋砦？)を奪つて之に據 
る。明の兵艦、環守す。行長、夜に乘じて、 ひと b 遁れて義弘に歸す〇義弘、菠つて 
その餘衆を載せ、陳 M 等と戰ひ、明將陶明宰を擒にして還 b •皆加德に至る。劉梃 
生兵を以て、來 b 攻む。我が軍、擊つて、之を郤け、因つて帆を揚げて盡く去る。明 
軍®た追躡せす、遂に對馬に達し、尋いで、元帥小早川秀秋、諸將とともに伏見に至- 










謹— 


り、秀賴に謁し、諸老之を勞し•各.國に就かしむ。時に我が後陽成天皇麋長四 年， 明 
の神宗萬曆二十七年，朝鮮に在りては宣祖即位の三十 二 年な b 。 はじめ、秀， iia , 文 
祿元年、壬辰の歲を以て兵を出し'年を隔て、甲午の歲、再び師を出せしを以て、朝 
鮮の史、之を呼んで，壬辰の做といひ•一に甲午 P 變といふ。壬辰ょ b 巳亥七至る 
まで、凡そ七年、我*>戰兵三十萬，軍械糧食の費、固ょ b 算なく、而4も，太閤の宿志遂 
に成らざ b しと雖も，我が邦の威武を海外に耀かせし功、亦た沒すべからす，加ふ 
る.に興國の風氣は、この大事の後を承け、能く平和と繁榮とを得せしめしに反し、 
明韓二國は.袞亡の末運に際し，前者に於ては顚稷となり、後者に於ては疲霁とな 
る•亦仡勢の免れざるところな办〇 

第六章日本との和好 

壬辰の亂 ，朝鮮は， 我が軍の抄掠殺戮に惱まされしと同時に、明軍の掠奪汚潰：4 
苦み、之を狼虎に 比し、 山中に逃匿するものあるに至る。明 軍、 所在婦女を 姦し， そ 
の還るや，兵丁皆朝鮮の婦女を隨へて去 b •山海関に至ん守將の爲に拒まれ•婦人 
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入るを得すして留るもの五萬人といふ。この役、男丁死 t 殆ん.ど盡き、男子長じ 
亂後の光«て父の面を知らざるものあ b ’ 或は明兵の爲に污され、子生る/一も、その姓を知ら 
ざるものあり、而して、縉紳の婦女、亦た免れず，乾淨の家、戰後之と婚を通するを忌 
み A 口益す凋殘せしを以て.宣祖特に戚臣に命じて、婚嫁以て其弊を防*>しむ。 
この時に當り，國內疲弊甚しく、餓莩道路に滿ち•盜賊四方に橫行す。宣祖、さきに 
給事中魏孝學•兵部王軍丁應泰等の劾奏趣疏に遇ぅて、將に位を遜らむとせしが、 
明 II の H 係 我が兵却くや、深く明主を德とし、兩國の關係、愈ょ親密となり、その後，愛親覺羅氏 
の1«州に起るや、朝鮮は、その初、數ば援兵を派し、以て前日の恩に報ゐむことを期 
せ-^。 

丙午り通信 七年の攻戰、漸く終を告げ、我が諸將•凱旋するや、德川家康，朝鮮の舊交を思ひ宗 
義智を召し、謂つて日く、朝鮮は我が隣壤た b 、 相善からざるは，兩國の利に非ナ‘孤 
固ょり彼に慽ひところなく，彼誠に仇視すべ.から令、彼若し和を欲せば，孤且つ之 
を許さ ひ， 然れど も， 强ゐて求むべきに非す、汝の家、彼と舊交 あり、 宜しく、孤の意を 
領し、彼に至り、善く之を謀れ、と。宗氏因つて使を遣し，朝鮮に吿ぐるに、修交の事 







を以てす。宣耝•我が將士の侵掠を恣にしたるを憤 b ， 復た通信和睦を欲せす。 
然れども、宗氏之を求むること、愈ょ切にして•和を許さ V れば，兵禍圖 b 難^をい 
ふや、宣祖大に傕れ，僧惟政を日本に遣し*情狀を探らしめ、且つ曩に擄へられし男 
女三千人を還さむことを諝ふ。然れども，和議未だ調はす。次いで柳永庚、領相 
となるに及び、壬辰の時、宣陵靖陵を發掘せし賊を送らば，和を爲さむといふ。義 
智乃ち二人を縛送す、皆二十餘歲の男子、李德寧李恒福•尹承勸等、その人に非ざる 
を論じ，且つ兵を發して，對馬を擊ち、仇を報せむこ I を建議せし•か、宣祖可か t 遂 
に柳永慶の言を容れて和を許し，命知金繼信•錄事孫文域等を對馬に遺し，次いで 
我が慶長十三年、遂に正使呂祐吉•副佐慶暹•從事官了好寬筝を遣し tf 戶及び駿府 
に來りて、國書方物を獻じ、隣交の禮を修めしむ。これを德州時代朝鮮來聘の始 
となす。その國書の略に日く、弊邦何ぞ貴國に負かむ。壬辰の® r 故な{して，，兵 
を動かし、躺を構へ，慘を極め，先生の丘墓を發くに至る。弊邦の君臣，皆痛心切骨、 
義として貴國と俱に天を戴かす。數年來、對馬0主、和事を以て請と爲すと雖も、 
實に是れ弊邦の耻づるところ、今負國前代の非を改め S 交の道を行はむとす。 
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巳酉の！^ 
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一まことに斯の如くなれば、豈に兩國の驩といはざらむや。故に使价を馳せて，和 
好の驗とな す、 と。こ/'に於て、兩國復允信を通す。時に宣祖即位の四十|年•丙 
午の歲に當るを以て、これを丙午の通信といふ。 

後一年、宣祖昭敬王薨じ、その子琿繼いで立つ、これを光海君となす。德川氏、亦 
た宗義智に命じ、僧空蘇•柳川景直をして、國書を齎らし，去年の來聘に報せしめ、後 
復た使を遣し、館を釜山に設け，歲船貿易條例を約す。こ、に於て、通商貿易、すで 
に舊に復し、使聘往來，絕えざるこ足利氏の時の如し。時に光海君即位の二年， 
巳酉に當るを以て、これを巳酉の條約といふ。元和三年に至 〇、 吳元謙 •朴稗•李 最 
稷等、|行凡そ四百餘人、我に來聘し、大阪の戡定を賀 す。 其耆に日く、日本の 大阪 
を減勦するは、固ょ b 爭戰に出で*に我が國の爲に怨を報す るに 葬ざれども、或 
は天、 をの 意を誘ひ，手を假 b て 之を致すか、我が國、甚だその蕩掃の績を嘉し、使を 
遣し、喜を報す、と。韓人の怨を豐臣氏に銜むの深き•知るべきな bo 德川氏、報じ 
.て日く、大阪の孤主、逆謀を以て、太平の姦賊た り、 速に之を誅戮して、孽遺 ぁるな し0 
事、貴國に聞え’弊邦の無爲を賀せらる、實に宿契堅ければなり〇願はくは舊盟を 
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滿州の興起 


涂えす•永く-鄰交を修めむ•と。德川氏平生、辭を卑くして、朝鮮と通せしこと，この 
I 書にょ b 、 その一斑を窺ふべし。宗義成、導いて京都に入 b 、 大德寺に馆し，秀忠 
に伏見城に謁す。はじめ德川氏の書、前例に從ひ、日本國源某と署す。後に對馬 
の老臣柳川調興、議して日く、朝鮮、我が國書の日本國王と云はざるを見ば、天下未 
だ統一せざるを疑はむ、宜しく、改めて日•本國王と書すべし、と。德川氏、從はず。 

調興、私に僧玄萬と謀り、書式を改めて日本國王と書し、使者に授く。すでにして、 
事露はれ、寬永十二年、調興を津輕に流し、玄萬を南部に幽す。これょり先、幕府の 
書は、大抵緇從の手に成 b ， 書中唯だ干支を錄して、我が年號を用ひざ bL *>、 この 
頃，林信勝の！ S を納れて、年號を用ふること、なせ b 。 

第七素滿州の入寇及び講和 

光海君•在位十四年、國運仍ほ振は t しかも、政を爲すこと不德、しきりに賦歛を 
重く し、 屢ば大獄を起し、苛法峻刑を以て，民を苦しめ，又賣官贖刑の科を錠け、 iL を 
粲 て、 枉を擧げ 、嬖 姬佞豎、朝に 在ら、 綱紀全く地に墜つ。時に淸の太祖、新に滿州に 


猫州〇入寇及 
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起 b 、 遂に明の開原•鐵嶺を陷れ、蒙古を破 b *# を滅す。これよ b 先•壬辰の飢の 
初、使を朝鮮に遣して、救援せむとするの意を吿げしが、その後害を貽さむことを 
恐れ、宣祖、柳成龍の議を用ひ、邊將をして、婉辭之を謝せしむ。太祖天命四年、明兵 

姜资の降 四路より滿州を討つや，光海君，その將、都元帥姜功烈を遣し，明を援けて、建州衞を 
協攻せしめしが、密に敎を下して•形勢を觀望せしむ。その富蔡の野に營するや， 
天、風を反して疾雨、火器却焚し、姜功烈、遂に兵五千を以て降る。太祖、その部將十 
餘を歸し、書を以て•光海君に論して日く•むかし*明•兵を以て爾の大難を救 A 故に 
爾の國、亦た兵を以て、明に勤む、勢巳むを得す、我に於て、怨あるに非ざるな b 。 今 
擒にするところの將吏、王の故を以て、釋るして國に還らしむ、王其れ自ら去就を 
審にせよ、と。然れども、韓民なほ明0德を忘れ中、光海君，衆議に從ひ，遂に報謝せ 
す。すでにして、明將毛文龍、皮島に據る。朝鮮、之に賴卜、明と連和して、專ら滿州 
を禊ぐ。 

光海射の失德 光海君，はじめ其兄臨津君璋を超えて、位を繼ぎしを以て，明は册封を許さ 

しが*李德 * 明に赴き、陳辨して之を得たり。即位の初*律不軌を II るを吿ぐるも 








のぁ h / 之を喬桐島に遷し、後，遂に之を殺す。李爾瞻、亦た前王の愛子永吕大君綫 • 
仁穆大妃金氏の側に在るを忌み、之を讒す、光海君、 Is を江華■に放ち、尋いで又之を 
殺し、次いで大妃の尊號を廢削して西宮に幽す。光海君、屢ば大獄を起し、檀に誅 
竄を行ひ，且つ風水の說を信じて妄りに土木を典し*官職を除拜するに銀の多少 
を以てし、賄賂公行，尙宫金介尿、寵を擅にして事を用ひ、宫禁嚴ならす’僥倖の路、大 
に開く。こ\に於て、李章申景愼.沈器遠•金自點等、相謀 b •金堕を推して大將とな 
七祉〇抑位 し II 兵を舉げ、光海君の弟定遠君掙の子係を立て、王となさむとす。その兵、宮 
U 入るや，光海君、驚き走り、朝官衞士、皆逃散す。すでにして、李貴等、光海君を擁し， 
寶璽を大妃佥氏に納れしめ、大妃その三十六罪を數へて之を殺さむとせしが果 
S す、幾 もな くして，之を江華 に 放ち.李爾瞻•鄭仁弘等數十人を誅 し、 坐して竄逐削 
馳せられしもの數百 人、 保遂に位に即く•これを仁祖慰文王となす。 

李送〇 叛 仁祖即位、靖 社の功を錄 するや，李造 第二等に 列し、 平安兵使兼副元帥となりて 
搴邊に屯す 〇适、任に趣き、怏々 として 樂ます、陰に異謀を蓄へ ，仁 祖二 年、 遂に部兵 
一 萬 二千餘 人、 降 倭 百三十人を率ゐて南 向し、 龜城府使韓明璉 等、 之に從ふ。都元 

^七窣 の入寇及び講和 二〇五 
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帥張晚 ，平 壤に鎭 し、 之を止むる能は ず、 賊進んで 碧 蹄に至る。仁祖公州に 走 b . 活 
等遂に京城に入る。すでにして、晚•鄭忠信•李曙等と力を協せ，犬に适の兵を鞍嶺 
に破 b 、 造•明璉等、逃れて利 川に 至る。部將奇益獻等、之を殺して 降り， 仁祖因つ て 
京城に還るを得たり。明璉の子潤等、逃れて滿 州に 入る。 

時に朝鮮、なほ明を懐ぅて、滿州に通せす。太祖の軍%爾吩を攻むるや、仁祖兵 
を出して之を拒ぎ、屢ば烏拉部の貝勒布泉泰と兵を構へ、次いで、太祖の殂落する 
や、使を遣して弔問せす。明將毛文龍、遼の遺民數萬を招いて、皮島を守る。.この 
地、亦た東江と名づけ、鴨綠江口'に在り、朝鮮の西境及び滿州の東境を去ること， fr 
八十里、屢ば師を出して、沿海の城塞を襲ひ、滿州を牽制して•朝鮮と掎角す〇會ま . 
韓潤•鄭梅、亡びて滿州に入卜、嚮導となりて、兵を構へむことを請ふ。時に淸の太 
祖の天聰元年にして、明の天啓七年、朝鮮仁祖の五年なり〇淸將貝勒阿敏等，兵三 
萬を率ゐ、降將姜功烈を嚮導となし、鴨綠江を渡^/先づ毛文龍を鐵山に破^〇、遁れ 
て皮島に還らしめ、郭山.定州を攻め、朴有健4-搢を擒にし、奇協を斬り、又南漢山城 
に克ち 、その軍民數莴を屠 b 、 糧百餘萬を燒き、長驅して進み、淸川江を渡5、安 A に. 
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入寇及 


克ち、師を平壤に進む。仁祖、張晚を以て、都元帥となし•西に出で'之を薄がしむ 
晚.平山に至る。而して，平安監 W 尹暄、安州の m るを聞き、平壤を棄て、走る。こ 
こに於て、滿州の兵、大同江を渡 b 、 中和に次し-:月黃州1:抵る。國中震恐し、援を 
明に求め*又成を淸に求むるの使、絡釋たり。而して、淸の太宗，明が國內の虛實を 
窺はむことを恐れ、親ら出で\邊を巡り、兵を遼河の岸に列して，備をなす。こ ゞ 
に於て，滿朝震駭、金尙容を留都大將となし、李元翼.申欽 II 俊謙に命じ、世子を奉じ 
て南走せしめ、二月，仁祖親ら廟社主を奉じて妃嬪王子を携へ.領議玖尹防•右議政 
吳允謙等とともに江華に逃る。阿敏の中和に次するや、書を送 b 、 七條の罪案を 
述べて、朝鮮の滿州に敵せしを责む。時に京城は人民悉く潰散し、金尙容、火を御 
庫諸倉に放つて，江華に遁れしを以て、阿敏直に京城に入らむとせしが、諸貝勒、從 
はす、遂に軍を平山に駐め、副將劉興祚を江華に遣して、和を議せし If 。 淸廷三事 
を#.要す、一に日く地を荆く、二に日く毛文寵を捉送すべし、三に日く兵一萬を借 
して明を助攻すべし、と。淸使劉典祐、又科害を陳し、天啓の年號を去卜、且つ王子 
を以て質となさしむ。仁祖已むを得す、宗室原昌令義信を王弟封君となし、興祚 


清と和す 









に從つて平山に至り、方物を進めて和を乞はしむ。貝勒岳託、阿敏に謂つて日ぐ、 
宜しく朝鮮をして盟誓せしめて、師を班すべし、と〇乃ち原昌令を留め、劉興施を 
して、再び江華に抵らしめ、三月三日，壇を築き，白馬黑牛を刑し、天を祭り，滿州と 約 
して兄弟の國 i なる。然れども、明朝背絕の I 事に至 b ては、連 H 力爭して決せ 
す、興祐乃ち貝勒阿敏の訓令を待つこととして歸る。阿敏は、己れ盟に預らざる 
を怒 b て縱掠せしが，還つて平壤に至， CN 、 又原昌令と盟をなし、遂に兵を _刊及び 
錤江に留めて師を班し、朝鮮は原昌令をして、阿敏に從つて滿 3 P に生かしめ、 四月 
淸兵、平山の營を撤し、世子金州ょり江華に入 CV 、 仁祖ともに其地を發して京城こ 
還御す。その後、仁祖、副將沈正笏朴蘭英を遣して.義州の錤兵を撤せむ ことを 請 
ひ、清、之に從ふ。この役、使臣金尙憲は北京に在り、本國の難を聞いて救愛を請ひ、 
明の遼東巡撫袁崇煥、舟師を發して皮島を援け、又精兵九千を遣し*一 |岔河に遑 
て牽锏を圔りしも及ばす。尋いで、日本の將軍德川家光、亦た使を遣して、茇兵を 
出さむことを通吿せしめしが、擀して受けすして止む。 

然れども、朝鮮な II 明と通交して•貪は清に服屬せす。太宗諸島を攻め ひとし 
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元年三月，淸使龍骨大•馬夫大、仁租の妃仁烈王后韓氏の吊祭を.名とし、兵を率ゐ T 
來り、十王子の書を仁祖に致す。この行 II 骨大、西江の他遊峰•金荷潭を見るに因 
つて、南漢山城の形勢を探らむとす。戶曹判書，之を察知し、計を以て之を阻む。 
|1骨大、强ゐて笑ひ、馬首を回して去る。時に臺諫皆新進の少年、事-を解せす、或は 
淸使を斬らひを請ふに至る。寵骨大、|靑字を館壁に題し、兵を率ゐて去る。靑 
.字は，即ち十二月、淸使の心中、すでに決す。こ ゞ に 於て、 韓廷•大に懼れ、之を苦留す 
れども聽かす。廷議鼎沸，決するところなし。崔鳴吉、ひと b 通好を以て是とな 
し，上疏して日く，す T - に戰守の計を決せず、又緩禍の謀を爲さず、|朝胡騎長驅せ 
ば、體臣江都に人り、帥臣退處するに.過ぎす、正に是れ生靈魚肉、宗社播越、この地頭 
に至れば•咎將に! t にか歸せむとする、これ謂ゆる議論定.まるとき、虜、江を渡るも 
の、不幸之に近&らむ、と。十一月、小譯朴仁範を瀋陽に陡す。淸主日く+|月二 
十五日を以て期 i なし、王子大臣及び和を斥けし者を送遣せざれば-大擧して東 
征すべ し、 と。然れども、韓廷戰を主とするもの多く、乐和の疏、日に至り、 しかも、 未 
だ戰備を修せす，その期、すでに過ぐ0 
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崇德元年十一月，太宗親征、檄を朝鮮に馳せ、その敗盟の罪を'詰り，鄭親王濟爾哈 
に命じて居守せしめ•武英郡王河濟格等に命じて、分つて遼河の海 口に 屯し、以て 
明に備へ.しめ«親王多爾孝肅親王豪格に命じて長 山口に 入 b ， 豫親王多鐸等に 
命じて、先鋒千五百を統べて、直に國都を撬き©託等をして、兵三千を以て、之に繼 
がしめ，而して、親ら代善等諸軍を¥ゐて進發し•その衆 JL そ十^十二月九日を以 
^鴨綠江を渡り、十三日，平墦に至 b 、 遂に進んで、京城の北、臨津江に次す。^に江， 
永未だ合せす。車想將に至らむとするに及び•氷驟かに堅{，六師畢く渡^/遂に 
京城に逼る。 

これょみ先、豫親王の先鋒•すでに早く京城を襲ふや、仁祖大に驚き、先づ元孫兩 
大君をして，廟祀.社丰妃嬪を奉じて、江華島に逃れしめ、十四日®子と ともに 崇醴 
門を出で、之に從はむとす。淸將龍骨大、数百騎を以て、弘濟院に抵り、兵を分つて 
陽川江を遮卜、江華の路を絕つ。仁祖、大に驚き、門樓に駐ま-ベ泣いて日く、事急な 
A 將に奈何せむとす、と。兵曹，判書崔鳴吉、间中樞李景稷等、自ら請うて，牛酒を持 
し、 出で、淸軍を犒ひ 、故ら に拖引して H 昃に至る。 仁祖 、間を得て•水溝 門より 出 
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南漢山城 


，り 


で、 江を踰えて•南漢 山城に入る。 . 

淸 5 H : M 城に入り’豫親王岳^亦た平壤を定めて來』符し、渾を公して.江を渉 
南漢山城を KM む。仁祖、使を逍して、急を明に齿げ 、幷 せて，國中の諸道に檄して 、勤！ 
王せしめ、 pil 守して、 外援を待たむとす。時に明阈方に流寇に^;にして、鄰を恤む 
に暇ぁら t 登莱總兵陳洪範 、舟 師海に出でしが、風を守つて敢て渡ら - t ; 國中東南 
諸道®.•兵は、相2いで奔潰し、西北の兵は、峽內に逗撓して進.まず。城中食盡きむ 
とす。こ、に於て、統體使金鹽以下、降を HI し，武臣申最&具宏.元斗杓•水原府使具 
仁蓮•竹山府使具仁®等、斥和の臣を送給して、和を媾せむこと.を«ふ。この間、卷 
親王の軍•小船 八十 隻を以て Ir 華島城に入り， 守 將金慶徵の備を怠るに乘じて、之 
を 破 b , 妃嬪兩大哲を執らへ て、 別.室に客 i し、 士大夫の家瑪亦た讶拘へらる。城 
中之を聞いて -0 哭せざるな•し。仁祖日く，宗社すでに C ぶ、復た爲すべきなし、と 
遂に下城に決し、偶議盟を破りし諸臣、宏文館校理尹集•修撰與達濟及び臺諫洪翼 
漢等を獻出す。太宗.刺して明の給せしところの誥命册印を納れしめ、二王子を 
質 i し IE 朔を奉じ，歲時に貢獻表賀すること、一,に明室の舊制办如くし、征伐調兵 
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あれば扈從し•檀に城垣を築くことなからしめ、又逃 C を收むるなからしむ。仁 
祖，頓首して、命々受け£月の末、世子とともに藍戎衣を服し，兵仗を撤し、唯だ從宫 
輿丁を率ゐ.西門より出で/'、淸眾に降 b 、 地に伏して，罪を請ふ。太宗、詔して、之を 
赦し、こ®月、振旅して西す。仁祖及び諸子群 e 、跪いて+里の外に送る。-世子•辕 
宫 a 林大右及び夫人，淸軍に從つて 1T く、滿城の哭聲，天地を m かす。これより、朝 
鮮全く淸に服し、三田渡 m 下、太宗駐 II の處に碑を建て、其德を頌するに至る。 

この 役、 S 取 凡そ 十二海、衆多く して '路を'行く能は す。 ±宗は箭串よ b 撗に 
极州に向 ひ、 益滞«を踰えて西路に 出で、 其餘の淸 兵は、 通路鴨綠江を渡 り、 蒙古の 
兵三®は、鐵徹を踰えて SL 滿江を 渡 b 、 孔耿锋明の降將の兵は、水路より根 E に 向 
ひ.その^ 较の壯、韓人の K を^ふ。 太宗兵を朝鮮に用 ふること、 前後 二回，ともに 
僅に三 IJ を K すのみ、 常時 ^ 鮮壬 M 騒 a の 後を承け*明亦れ之を救ふの餘力な く、 
IL つ 地理上の®自ら 異な b と雖 も、 これを 我が slii 氏の征韓に比すれば、をの： 5§ 
速—篇2なら— s 、 s 、 知るべきのみ。：.. ：： ：'.. 

I 服¥の^こ仁矶、すでに^に服威す、仍つ て、 その牢號を fr ひ.朝鮮！：.王の封册を受 け、 年ごと 
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に使を遣すこ l 四 回、 冬/至•正朝•聖節及び歲幣 使、 是れな b 。 冬至以下、各表箋方物 
を上 b •殊に歲幣を重しとす。後、三節及び歲幣を幷せて一行となし’之を冬至使 
といひ•歲に一れ/ •!: •之を遣すこと ゞ し、歲幣の數、亦た大に殡す。大抵淸帝の書^ 
勅書と稱し，その使を勅使といひ、朝鮮の書には、自ら臣と稱し ff 王即位の時、必す 
封册を受け、その他、謝恩•奏請•進贺•陳慰•進香•吿訃.問安等、臨時に之を發するこ i あ 




その 鱧、 近世に至るまで變することなし。 


朝鮮の淸に於けるや、力、敵する能はすして、陽に之に脤すと雖も、實は夷狄を以 
て之を視、且つ明の舊恩を忘れす、ひそかに之が爲に盡すところあらむとす。太 
宗、皮島を征せむとして*兵を徵すや fc - 祖已むを得ず、平安兵使柳琳を首將とし、義 
州府尹称慶業を副とし、戰鑑を率ゐて之を助けしむ。慶業 、密 ，に皮島都督沈世概 
に報せしを以て、城陷るの日、島中害を免るもの多し。その後、又淸の錨州衞を攻 
む1や、仁祖は林慶業を舟師上將とし、黃海兵使李浣を副將とし、戰艦百二十隻、兵 
六千.を以て、貫米一萬包を運し、且つ戦を助けしむ。而して，慶業の船、石城島に至 
るや、 K 風に託し，密に三船を登州に送 b て•明に聲息を通じ，遼東灣に、明船に遇.ぅ 
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て，戦を爲すや、矢は鏃を去 b 、 砲は丸を去り、兩軍死傷、甚だ少し。明の毅宗，朝鮮の 
志を知り，密詔を贈 b て，之を勉めしむ。領相崔鳴吉，又林慶業と謀彡、密に奏文を 
具し、僧獨步を明に使す。淸、之を覺りて大に朝鮮を責むるや、鳴吉瀋陽に送られ 
て幽せられ，し•か、慶業途ょり逃れて明に入れ bd その他，朝鮮の志士、黃|难崔孝 
一の如き m に盡さむとせし もの、 亦た鮮からず。 ， 

太宗親征の 後、 七年を經 ifr 祖の順治元年ポ原を平定 - L て都を北京に遷すや、仁 
砠使を造して之を賀し 、淸は 世子® i . a 林大君孭及び拘留の大臣金尙寧李敬輿•李 
明漢•崔鳴吉等を還へす。世子還つて•幾もなくして卒し、次子 K 、 世子とな b 、 仁祖 
殂するや、位に即{、これを孝宗宣文王となす。 

孝宗かつて淸に質として瀋陽に在ること八年ざの屈辱を憤即位の後•必ず. 
其耻を雪が むとし、 言を日本の紫あるに託して、城池を 修め、 器械を整へ、大に爲す 
ところ あらむとす。 金自點 、之を淸に吿げ、淸•使を遣して之を责むるや、領相李景 
奭を義州に竄し m て謝を致す〇然れども#宗の夙志、なほ止ます、謀を賛するの 
臣， 宋時烈 に 貂裘を賜 ひ、 李浣に甲®を賜 ひ、 以て他日北伐.の用1:供せしめ、洸を訓 
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練大將 •■£ なし、屢ば大閱を行-フて、兵を練り、戎服衣釉の太だ昆濶なるを以て、これ 
を狹小にし、僧には米三石、公卿以下、庶孽役なきものには布 I 匠を課し B て養兵 
の資となし-內廐に良馬を莪ひ、名づけて伐大驄4いひ•革射を革めて騎射となし、 
大に禁軍を增す。こ、に於て±氣大に振ひ、或は庄土を資つて戰馬を滕ひ、戎服 
を備へ、從軍を願ふもの、鮮からす。然れども、孝宗在位十年、空し/へ志を® f らして 
殂し、遂4，果さす。當時淸は康槪の®世に際し、朝鮮の力、果して之に敵するや否 
や、固ょり疑はしと雖も、孝宗は稀代の英主、その志、頗る嘉すべき仏 bo 但だ主在 
位の間、淸の命にょ b 、 兵を出し、黑11江上•の露人と戰 . i , こと 前後二回、服屬の關係 
上、盖し己むを得ざるに出でしな^む。 

顯宗彰孝王、嗣いで立つ。この時、明すでに全く減ぶと雖も、朝鮮の君臣、なほ之 
を忘る、に、忍びす。王，亦た心を兵備に留め、前王の遺緒を繼ぐの志なきに非ざ 
b しが、仁恕の性、遂に大に爲すある能はず。吳三桂の亂、羅碩佐、上疏して II 旅を- 
驅り、三桂に合して、明の爲に耻を雪がむことを請ひしが果さす。肅宗元孝王、即 
位の初、尹鐫亦た北伐の議を倡へしこ，とあり、その.三十年、明の毅宗崩御の周年に 
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® 院の ii 設 


當るや.禁苑に之を祭 b 、 又大報壇を造り、神宗を祀つて壬辰再造の恩に報じ，ぶ明 
の成化中，服はりし印跡を模刻して傳國の寶となし、淸 -0 寶令用ひす。その後、朝 
鮮歲饑ゆるや、淸の世11*ば米を贈りて之を振濟し，頗る撫恤に務めしも，英祖•正 
宗に至りて、なほ心服せす、正宗の尊周藭編を纂輯したる如き•亦た慕明®志を託 
せしものに外なら t といふ。加之、表面上、淸の正朔を奉すと雖も，國內 t ほ#禎 
の年號を用ひ、或は上之幾年千支と書すること、近世に至るまで毫も變すること 
なし0 

肅宗以 後、 國中黨禍の盛なる、外征の議、遂に息むと同時に、全く鎖國とな b 、 外國 
窺窬の念を絕たしめむが爲に、金銀坑の採掘を禁じ淸國との關係も、重大の變更 
を生す る ことなく、以て最近我が明治 十五六 年の 頃(:及べ り。 

第八章 黨禍及び英祖正宗の治 

黨禍の朝鮮に於ける•その起原，頗る古く，その弊の甚しき，他國に其例を見す。 
而して 、黨禍 は、 書院に 濫觴す。 朝鮮の 俗、 古しへよ b ， 儒を尙び、殊に高麗の末葉以 


第八草 寐鍋及び英祖正宗0箝 


ニー七 









Digitized by 


Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 



朝 

鮮 

史 


八 


後は、宋代性理の學を傳へ、名儒の死後は、弟子輩栩謀その遺跡に就いて、之を祀 
办、その徒中、名 a ; あるものを擇びて、其事を主らしめ、暇 日こ ゞ に會して，經典を講 
習すること、校舍に均し〇はじめ、中宗の時、豐基郡守周世鹏、先儒安裕の故居に就 
いて、白雲洞書院を建てしが、その漸く衰替するや、明宗五年、李泥、監司沈通源に言 
ひ、朝廷より，扁額を賜はり、書籍を領降せむことを «• ひ、通源これを朝に聞し、號を 
賜ぅて、紹修書院といひ，且つ三大全等を領降す、これを書院の權輿となす 。これ 
よ b 後、書院漸く多く、肅宗在位四十六年の間に創立せしもの，百五十餘、慶尙の| 
道、七十餘ありといふ。こ ゞ に於て、歷世屢ばその疊設を禁じ、英祖十七年には、祠 
院三百所を毀撤せしも、一代の風潮は、人力を以て抑遏すべ炉らす，年を逐ぅて、愈 
よ隆盛に赴け b 。 

近世に至 b ては.、華陽洞書院•眉叟書院の如き、最も名あるものにして、每歲春秋， 
朝廷よ b 祭粢を賜ふ。その猶ほ未だ賜額に及ばざるものは•之を私立書院とい 
ふ。八道の州縣、大抵一書院あり、而して、院中の書生、朝政を議し、時務を論ずるの 
風、いつしか起り、名士の言，|たび唱ふれば、勿5ち各州縣に播布し、往々にして、朝^ 
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を動かすことあり，當時稱して淸議 i いひ、在朝の宗室、外戚宰辅と雖も，亦た之を 
憚らざるを得す、在野人士の風'時頗る觀るべきものあ bo 然れども*淸議變じ 
て朋黨となるや，外戚門閥各族の軋櫟と因果互に連絡錯綜し、遂に不治の疾，とな 
るに至る0 

宣祖の時、李浚慶•死に臨んで、朋黨の漸を痛言せしこと6 その後、未だ幾なら 
すして，東人西人の論あり。はじめ.舍人沈義謙といふ.もの•首相尹元衡の家に至 
る-- ,, 兀衡の婿李肇敏•素と義謙と相知るを以て、引いて*齋に入る。室中寢具二あ 
b •義謙何人の具なるかを問ふや、肇.敏その|を指して金孝元の物ないふ。 

孝^文名ある も•未だ 及第せ 中。 赛謙■之を卑み、輩敏に謂つて日く、文學の士、豈に 
無識の輩と同棱するものならむ や，、 孝元は決して人士と稱すべからす，と。その 
後、孝元及第して，才名日に盛に•遂に詮郞と％り、淸流を薦進し、事に臨んで直行® 
避するところなく、後進の土、之を推重す。義謙亦た士類を扶锒せしを以て、之に 
附くもの少からす、東西兩黨、すでに分る。孝元，心に義謙を短とし，かつて、人に語 
つて日<，義謙心'愚にして氣粗なう、重用すべき器に非す，と。義謙の黨，之を街み、 
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報復の念ぁり、遂に互に相排擠す。義謙は、西、 ii 陵洞に在るを以て％ v の黨を西人 
といひ、#元は、東、乾川洞に在るを以て、その黨を東人といふ。右議政廒守«朋黨 
分爭、朝廷を素さむことを恐れ£人を外に出さむことを S ひ、知中樞院事白仁傑. 
大司諫李珥等、又上疏して•調濟の策を獻じ、就中、 W は用心公明、學識才能ぁ b 、 黨爭 
を以て兒戯となし、兩黨の間に立つて、周旋甚だ力む。然れども•時論愈ょ艱にし 
て珥も亦れ鄕に歸り、士類中分、兩黨指目の中に入らざるなし。西人、はじめ勢力 
を得、朴淳領相とな b 、 珥亦た進みて兵制吏判に歴任し•陰に之を助けし•か、その卒 
するや、東人最も盛な b 。 鄭汝立、はじめ西人に屬し、後、東人に入り、叛を謀卜て誅 
せらる ゞ や、東人や、衰へしも*勢なほ其手に在 b .° 

南人北人 その後*東人分れて、南人•北人とな b 、 壬辰亂後•柳成寵の罷むや、北人愈ょ盛に、又 
大北小北 分れて大北•小北となり、鄭仁弘•柳永慶等、互に權を爭ふ。光海君の時，李爾瞻、大北 
の巨魁を以て、國柄を執り/ h 北の朴承宗.柳希#等と相爭ひ、大北は又分れて中北. 
肉北•骨北とな小北は分れて、淸小北•濁小北となる。東人、すでに漸次に分れて、 
西人勢^復マ其勢漸く衰ふるや、西人、仁祖を助けて、反正の功をなし、はじめて其志を得、分れて • 
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fs ， これ事とするに至る。 

すでにして，少論 は、 肅宗が昭儀張氏を寵し、東平君杭を愛する こと 太だ過ぎ 7.: 
るを諫めて斥けられ、老論 は， 王が張氏の出たる王子昀を元子とし•張氏を髂嬪と 
なせしを疏して逐はれ、西人全く勢方を失ひ， Bi 來爭金德遠、左右の栩 i なり，南人 
復た大に用ひらる。すでにして、王、妃閔氏を廢するや、南人•西人， i もに之を極論 
し、殊に西人の朴泰輔、之を痛諫せしを以て、盡く斥けられ、宋時烈，亦た死を賜は卜、 
南人も多少罪を被りたれどもど i に西人の領袖を斃すを得て、大に其勢を伸ぶ 
るに至れり。 

この後、五六年間、南 A 専ら國政を執彡しが、王漸く廢妃の事を悔ゐ、南人を喜ば 
す。偶ま西人廢妃を復せむとし•南人大獄を典すや、王、意を決して，南人の黨を斥 
け®人少論南九萬を領袖と し、 廢妃閔氏の位を復し、宋時烈等の官爵を復し、悉く 
南人の政を改む。膳嬪張氏、後に巫 Am の事露は れて谦 せられ. その 族•皆遠竄 せら 
る。こ、に 於て、 少論の徒は、張氏を寬容せしを以て彈劾せられ•その黨•多く死し • 
肅宗 ，の 末年、世子昀をして政事を代理せしむるや、李頋命•趙泰采等•信任せられ，老 







. 論盛にして、‘少論衰ふ。 , , 

SS * 肅宗在位四十六年、その初、精を勵まし，治を圖り、砠靈を祀 bfi じめて S 年通寶 
錢を鋳り、禁營の守を置き、宣廟寶藍を纂し•白頭山の經界を定め、君臣の服制を革 
め，宋賢六人を大聖殿に配し、大に規模を革む。我が天和三年、日本と約して、その 
A 民居留地館を釜山ょ\草梁館に移すに定め、館を造り、禁榜數條を立つ。その 
草设館 〇禁授 一に 日く， 林 SW 界の外 •大小事を論するな く、 濫出犯越するものは、論するに一罪 
を以てす。二に日く、路浮税規定の後、與ふるものと受くるものと、同じく二罪を 
.施す。三に日く•開市の時、各房に於て密に相買賣するものは、彼此各|罪を施す。 
四に 日く、 雜物入給の時，邑吏庫子小通の事等、切に倭人を挾曳毆打することなか 
らむ。五に日く，彼此犯罪人、館の內外に於て刑を施すべむ。在館諸人、もし諸用 
を辨じ、事を館司に告げむとせば、直に通札を持し、訓導別差の處に於て往来を爲 
すべし、各條の制礼書，館中に立て、これを以て明鑑となすものなり、と。後、我が居 
留民、婦人を姦することありしを以て讀に|條約を締結す。 

時に將軍德川家宣、朝鮮聘問の禮を革めむ i 欲し、新井君美を召して、意見を問 
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ふ。•君美日く、鎌倉建.府以來、外國の書を我，が國に舉 t るや、天子を稱しで日本天 
皇といひ•幕府を稱して、日本國王といふ。寬永以來，彼、我が報書(:異論を唱へ、遂 
に我が將軍を奉じて、日本國大君を以てす。おもふに，大君の宇義は、これを說文 
等に徵し X 古來の書に參驗するに、天子といふと大差なし。然れぱ，是れ上偺の 
嫌あり、且つ彼，その國の庶孫を稱1て大君といふこと、その舊來の習な卜。この 
號を以てするは，彼が潜に得た b とするところなるべし。改めて•日本國王と啐 
ぶの勝れるに如炉す，と。その他、朝鮮使聘待遇の厚きに過ぐるを論じて、皆之を 
改む。當時、君美の意見中、日本國王と稱することに就いて、諸儒異論ありし*>、幕 
府遂に君美の議を容れ、朝鮮に命じ、幕府を稱して日本國王といはしむ。正德元 
年、朝鮮正使趙泰德•副使任守幹•從事李.邦彥の聘問するや，君美答書を草す、書中，韓 
主の諱字を犯すに因办，使者肯て受けす、切に改作を請ふ。君英、反って之を詰責 
して日く、來書すでに我が諱宇を犯す、足下先づ之を改めて後、請ふことを爲せ、と0 
使者答ふる能はすして去る。 

肅宗， * を攻治に用ひざるに非ざるも、朋黨の事、愈よ盛にして、議論紛然、禮儀の 
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壬寅の獄 


少讁の餘黨 


末節に拘泥し、はじめ、西人南人，相爭ひ、後には、西人要地に在ること二十除年、老少 
二%の爭に歲月を送 b 、 その施設す るところ、 奄 i « F 務に闞 せす、半島の衰 a すで 
に此間に胚胎す。 

王、殂して、世子均立つ、これを景宗 a 孝王ふなす C 王、病ぁるを以て、王弟延奶君 
昤を立て、世弟となし、代つて政を聽かしむ。少論の徒、之を論じて、不可となし、 
因つて*老論の徒を誣陷し•李顆命金昌集•李健命•趙泰采は、謀逆の罪を以て殺され、 
その他、誅竄されしもの，數十人。睦虎«扶社の動を錄せられ、少論の徒*要路に上 
り、會盟の祭を行ひ、討逆の試を設け，益す老論を斥く、これを壬寅の獄といふ0 

景宗在位四年にして殂し、世弟吟，位に即く•これを英祖顯孝王となす。即位の 
初、 少論斥けられ、老論復た用ひらる。その四年，少論金一鎸の餘 黨李螃 佐•兵を忠 
淸道に皋げ、宗室密豊君坦を推戴せむとし，鄭希亮は兵を慶尙道に皋げて*之を援 
け¥安兵使李思歲•禁軍別將南泰徵と內外相應じ，麟佐兵を進め、忠淸兵使李鳳寧 
營將南延年を襲ぅて、之を殺し*上して、安城に至 b しが、兵判吳命恒、皋げられて 
都巡撫使となり、討つて、之を平らぐ。その後•東宮巫蠱の事に因つて、瞵佐の餘黨 









鄭思孝等を誅し、又李光佐を罷め、趙泰肴•柳鳳輝等の官を追蓉し、尹就商の子尹志 
及び〖李夏徵等、逆を以て誅せられ，少論不平の徒、こ ゞ に至 b て，全く除かる。 

英祖の治 英祖、心を政治に用ひ，老少兩論の徒を並角して、黨爭を調停せむとし、又節儉を . 

尙び、奢侈を禁じ、農桑を勸め、田租を戚じ、松林の濫伐を禁じ、均役の法を行ひ、婢の 
• 貢を罷め、巫觋淫祠を禁じ、學間を勸め、節義を勵まし、忠良科を設け、尤も意を刑獄 
に留めて K 瞭.剪刀•周牢•赂•刺宇.亂杖•亂問等の酷法を除き^家邊に徙すを改めて 
杖徒となし、申聞鼓を設くるの制を復し、民をして、寃枉なからしめむことを務む0 
•1 英祖の殂するや、莊獻世子の第二子*嗣いで立つ、これを正宗莊孝王となす。 

王、亦た農桑を勸め、飢荒を賑し•多く忠臣の子孫を錄用し、僧侶巫女の城に入るを 
禁じ、又欽恤典則を作 b 、 刑具の制に於て、尤も意を用ひ、經國大典以下を合纂輯補 
して、大典通編を撰す。王、又諸儒に命じて、國史を編纂せしめ、國朝寶鑑•大圭章全 
韵•五倫行實等の諸書、皆この時に成る。英祖ょり三世、皆學を好み、編纂の*頗る 
、 盛な b 。 蓋し清の乾嘉の盛時に傚ひしものか。文治すでに一代の美を極め、半 
島の衰運、や、挽回されし觀ぁり、宣祖以後、®勢の振興、この時を第一となす。 
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正宗 tt r 聰明、英祖甚だ之を愛撫し，かつて謂つて 日く、 今日 0 時勢、北宋の世の如 
く、當に熙豊の黨の隙を羝ふものあるべし、汝之を警めよ、と。その世孫た るや，左 
相洪麟漢、之を m 码す。王即位の後、麟漢•鄭厚謙及び其黨を誅し、宮僚洪國榮 IIH 
保 m の功あるを以て•舉げて大將となし、宿衞所を設け、禁旅を率ゐて、直宿せし め、 
遂に政權を舉げて•之に附すどれを世道の始となす。世道、一に勢道と•いふ、朝鮮 
の俗語’政權を掌るもの、稱なぅ。蓋し人主•臣僚及び民間の情狀を聽かむが爲 
(: •自ら直に庶司に接せば、威信を潛 B するの虞あり、世道を置きて，その申達を掌 
らしむ、故に其人卑職に在りと雖も、頗る實權あ k 領相以下，その命を聽き*王亦た 
之に詾ぅて事を決す。國榮の世道たるや•その權威、前相鄭厚謙よ b 盛な b しを 
以て時人之を大厚謙といふ。すでにして、國榮逆を以て廢黜せらる/'や*徨，遂に 
外戚を以て世道となすに至る。 / 

正宗，亦た其祖に傚ひ、務めて黨爭を調停す るを 務めしも、遂に其効なし。宣祖 
以來 ，黨人 政を爭ひ、政治の實權は、吏胥に在 b •こ、に於て，賄賂公行，弊害 頗る 多 C . 
國勢 愈よ 衰ふ、蓋し 勢自ら然るな bo 
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第.、 九章 半島の衰運 

/ 

英祖•正宗の至治、すでに去り、黨禍一時鎭靜に歸せし觀あれども、外戚專橫の禍、 
繼いで起るに及び、半島の衰運、忽ち眼前に逼 b 來れり。はじめ•明宗即位の初、尹 
元衡、政を弄せしことありしが、その後，外戚特に鉅害を爲せしことあらす。然れ 
ども、英祖の晚年、戚臣の權を執るを戒めしことあるを見れば、ひと b 正宗の年な 
ほ壯なるを憂ひしのみなら t 當時すでに其漸あ > しや、必せり。正宗在位、二十 
四年にして殂し，第二子讼立つ、これを純祖成孝王となす、年はじめて十一、知事金 
祖淳、遺託を受けて，輔弼の任に當り、英祖の^貞純王后金氏、簾を垂れて政を聽く。 
すでにして、祖淳の女を立て\王妃となすや、外戚漸く專橫-^^'。 

こ、に於て、王の权父、莊獻世子の子恩彥君 M は、佥龜柱の爲に誣陷されて死し、 
その後、龜柱、逆律を追施され、疑獄時に興り，內廷弊事多し。この時に方り、關西の 
賊洪最來、黨を聚めて、定州城に據り、兵を分つて ra 方 (:.» 掠す。王，李堯憲を巡撫 
使として、之を討れしめし•か、賊勢猖獗.歲を踰えて， b づ炉に平らぐ。 
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純祖二十七年■世子 昊 をして政事を代理せしむ。旲、仁明、學を好み、時に賢君と 
1 T 示 稱せられし が、 惜いか な、 四年にして 殂じ、王已 むを得すして復た政を聽き•その殂 
する や、 旲の子奐をして，位を嗣がしむ、これを憲宗哲孝王となす•乃ち父昊を追尊 
して， m 宗とな し、 母趙氏を王大妃となす。 

憲宗即位•年はじめ八歲、純祖の妃純元皇后金氏、簾を垂れて、政を聽き、六年にし 
王室〇— て之ヶ S せしが，政權なほ母后外戚の手に在り。この.時に方半島の形勢，*;ょ 
陵夷して振は t 王室愈ょ微弱、諸王の•子孫，或は民家に貨居し、機織を以て衣食を 
支へ^は邊邑に耕作し，以て其族を養ふものぁるに至り，國用常に給.せす，景福.景 
祐の兩宫•久しく修理するに由なく、王氣全く衰ふ。 

憲宗固より 庸愚、 加 ふるに、 蒲柳の質を以て ¥ 届常 1: 深宮に在 り， 宴安に耽〜婦 
人を 近づけ， 長夜の 飲を なし *身衰« その殂する や、 歲わづかに 二十 三。王后洪 
氏、先つて逝き、後妃金氏、子なきを以て、族閥の顯要に居るもの、之を機として、新主 
を擁立し、以て政を專にせむ こ i を 謀る。 


當時の 權臣、 鄭元容.權敦仁の二人に.及ぶものぁらす。元容は^宗の 世、 王室に 
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哲宗の即位 


金氏03 


信任せられ K 內外の政を執 b 、 敦仁は外戚の疏屬を以て、聲威名^、兩つながら，之 
ぁ^'、而して、宮中に在 b て•後嗣を决すべきものを純祖の后®宗の祖母、純元王后 
金氏となす。元容、先づ金氏に謁して、全溪君の第三子李昇を立てむことを謀る0 
すでにして、權敦仁、亦た上書して、都正君李夏全を立てむと欲す。純元王后、遂に 
元容の議を納れて、李昇を江華府に迎ふ。元容自ら使者となり、その居に至 b 見 
れば、門扉毀破、®萊別らず、昇、偶ま戶外に在り，娜犁を執つて田を耕し•敗衣跣.®、そ 
の落魄の 狀、 言ふ V から中。元容拜をなして、王位繼緒の旨を傳ふ や， 全家大に驚 
き、 その變を惧れ て、 走 b 去らむとし、すでにして，驚喜淚下る。 こ、 に於て、權氏の 
徒兵を起して、相举はむとせし^:元容悠然として王宮に入り、 毫も 意に介せざる 
が 如く， 京城の 民、 歡呼して新王を迎ふ、これを哲宗英孝王となす。純元王后金氏 
の族金泫 根， その女を納れて、王妃となす。 

哲宗、人と爲り、仁慈な b と雖も、 剛 決の斷に乏しく，鄭元容，三世の元老を以て，威 
望なほ存すと雖も、金氏の黨、朝に盈ち、汶根封せられて、永恩府院君とな b 、 純元王 
后、 簾を垂れて、政を聽き，萬機皆泫根に決す。汶根、力めて誠實忠直を裝ひ、恭謙己 
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を虛ぅして人に下り、時人その奸を知るなし。すでにして、哲宗に* • むる に、美姬 
を以てし，宴遊を勸ひ。王、政を恤ます、純元王后、亦た禍福の說を喜び、王宮 愈ょ弊 
亊多く"金氏の勢威、觫灼として"之に當るものなし。こ ゞ に於て没 M は娃 ® 國を • 
訓練大將となし、炳學を大提學となし、炳基を左賛成となし、外姪南秉哲を承旨と 
なす。すでにして、炳基、•南秉哲を悪み、出して、全羅監司となす。幾もなくして、秉 
哲復た入つて直提學となり、諸金、南氏と相讎とし、しかも、雨つながら榮位を失は 
ず。 

哲宗在位十四年、殂 するとき、 年三十三。こ、 に 於て、復 た 繼嗣の 議あ b 、 然る後、 
今帝即位、大院君政を攝し、西力東漸の結果、東洋形勢の變革は、延いて、朝鮮に 及び、 
遂に之をして、從來の鎖國を打破し、列強勢力の交會點たるに至らしめ、 これよ b 、 
宇島意よ、多事、以て今日に至る。以下篇を改めて、詳說 するところあるべし。 


弟九羊 半島〇衰運 
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第五篇現代期今帝時代 
第 I 章大院君の攝•政 

はじめ、哲宗五男六女を擧げしも、皆夭し、一女ひと卜存するのみ、故を以て，その 
在世の日ょ〜繼嗣の議、しき b に起る。而して、金氏の族、王族中の賢者を排し、以 
て他日の患を斷ち•長く大權を掌握せむと.す。興宣君李罡應は、英宗莊飆王の曾 
孫にして*頗る權略ぁその少時、箱晦して市井の無賴と遊び、世間の事、通曉せざ 
るな し。家 固ょり 貧にして給せず、蘭書を賣つて纔に口を糊す。 こ、 に.至 b て* 
ひそかに謀を爲し、、一日徒跣して、金炳基を訪ひ、その長子李載冕の登科を講ふや、 
炳基默して答へす、心にその賤劣を笑ふのみ。乃ち去つて、南秉哲に至る。秉哲， 
は、永恩府院君金汶根の表姪にして、又金氏の黨な秉哲泣然として日く、公は， 
王家の人、零落かくの如きに至りて、我に請ふの愚をなすかと。亦た、之を容れず。 
然れども、是れ實に、李 M 應が故らに金族を誑詐せし一種の奇策にして、金族は、是 
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應 父子を 以て、 能く爲すに 足らざる ものとし、乃ち私にその 第二子を以て、哲宗の 
後嗣に擬するに至れり。都正君李夏全、 さきに 權敦仁に推されて、位を嗣がむと 
せし こと ぁりし *>故に ど、に 至 b て、哲 宗の狻を承け むと欲す C •金氏の跋扈を 
惡む もの、 亦た皆 その 門に集^' て、 切れに之を慫慂す。幾もな {して、 李夏 全， 諸金.- 
の子弟と、 試塲の席次を^ ひ、 愤慨の餘 、事を 擧げ むとし. - C 敗れ、 その首謀者を 車 裂 
し、 夏全に死を賜 ふ、 時人之を 寃と せざるなし。景平君李 昇應、 亦た貪橫の名を以 
て濟州に 竄 せられ、 而して王族中の長者及び功臣の裔•掃盡して 剩す ところなし。 

興—の即位 すでにして、哲宗 1.1*朋するや、 領議政趙斗淳 、議 して日く •先王 子な く， 後嗣誰に か定 
めむ m 宗の娃 、趙成 H ‘趙寧夏は幼な りと 雖も、尤も近し、之を立て ゞ 新王となさむ。 
と。 而 、して、 判 書洪淳穆は、憲宗の妃洪氏の弟にして、益墨府院君洪在11の子なる 
淳馨を立てむと欲す。諸 金、 ともに之を 斥け、 李 罡 應の第二子 興 福君を立•つるに 
決す。或は 日く， 我が國 、古东 生存の大院君ぁるを聞& す。，今， 興福君を立つれば、 
その 生父興宣君に與ふ るに， 何の位地を以てす 各 か。且つ興宣君.の A と爲 b 、 極 
めて不良、 苦し王父の親に 據 り、 太上の 尊を恃み、朝^を 攬> r 、 威權を逞 ぅせば、そ 











大院君 i 趙氏 


の禍、蓋し料るべからざるものあらむ、と〇金炳基•金炳國等•この言に感じて •煩る 
躉慮するところなり。然れども、諸金の族、他に其人な きを 以て、遂に哲宗の E 金 
氏に勸め、金氏亦た宗族の强を恃み、敎を下して日'く、興宣君の第二子興福君、天姿 
夙成， 人主の量あり、其人大統を承くべし、と。 こ/^ に於て、鄭元容、又任也られて使 
者となり、その邱に之いて、興福君を迎ふ〇 邸は 久しく 荒廢し •草^'滿地。興福^ 
偶ま庭上に嬉戯せしが、元容の趨り進む を 見て•茫然 爲すところを 知らす、 母子相 
抱いて泣く。元容、亦た跪いて淚を垂れて日く、老臣不幸にして六朝に歷事し，今 
幸に新王を迎ふ るを 得た b 、 と。すでにして擁せられて*宮 門に人ら むと するや、 
興福君、顧みて、元容に謂つて日く、何故に此宮に入るか〇元容 謹んで 對 へて日く、 
殿下今ょり天下の元首た卜、と。 輿 福君、震悚し、元容の衣を 執らへ て 泣く。 群民 
之を 觀る もの、感極まつて歡呼す。新王、幼名は载晃 、字は明夫、 後改めて •名を槪、字 
を臨聖といふ。これを今の大韓皇帝と爲す。 .. 

李 m 應の巧慧な る や、さきには、專ら金族に.面諛して，その歎心を失は ざるを 力 
めしが、こ、に其子の位に即かむと する や，金族を除くに非ざれば、己れ政權を握 
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大烷君の攝政 


る能はざるを知り，先づ好を趙斗淳に結び，又宮中に出入して、趙大妃と相驩び•情 
好頗る厚しと稱す。新王の迎へられて宫に入るや，趙大妃、直に先づ外殿に出御 
し、その手を執つ て、 吾が愛兒と呼び、之を携へ て、 玉座に內殿に即かしめ、自ら簾を 
其後に垂れ、群臣を召し、敎を下して0く、新王は翼宗の後を承、宜しく速に.之を 
內外に布告すべし。我亦た簾を垂れて政を攝す、宜しく之が儀注を弁;1:し、以て 
上奏すべし•と。こ、に於て ff 王は前代哲宗を以て兄となし m 宗を以て父とな 
し、仍つ て、 趙妃を尊び、冊して大王大妃となし、憲宗の妃洪氏を王大妃となし、哲宗 
の妃金氏を大妃となし、生父興宣君李罡應を封じて大院君となし、生母閔氏を封 j 
じて府大夫人となし、興宣邸を號して雲峴宫といふ。時に朝鮮開國四百七十三一 
年、支那の同治三年、日本の元治元年な b 。 

新王すでに立ち•群臣相會して大院君の處置如何を議す。諸 金、 すでに大院君| 
の己に叛くを 知 \固ょり之に快からす。金左 根、 議を立て ゞ 日{、王 上、 月初を以 
て必す雲峴宫に觐し、一切勞するに政事を以てするなく、安養の節を遂げしむる一 

I 

當となすに似た b 、 と。蓋し敬して之を遠ざけ，萬機に預るな からしめ むと欲す 


第一章 大烷君 Q 攝玫 
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るなり。金興根、傍ょり之を賛し、衆、幾んど違言なし。趙斗淳、すでに大院君に結 
ぶ、故に獨 b 之を可とせ t 日く、大院君は王上の私親と雖も、王上すでに m 宗を以 
て父となせば、亦た人臣なり。金左根の說*國に二君ぁらしむベからずといふは， 
是な b 。 但たその定むるところの儀注、而かも說くところと相矛盾すること、此 
の如くなれば•恐らくは-1尊を免れす。思以爲へらく、諸繁1を省いて•一に王子 
大君の例の如くし•趨拜せす、名を稱せす、以て大君を尊ぶ，當となすに似た b •と。 
こ ゞ に於て大王大妃趙氏日く、未亡人、事體を知らざるに非ざるも、但だ嗣王は幼， 
未 C . A 老婦を以て未だ見識ぁら t 顧るに國事多難•萬歲叢腦，大院君•宜しく大政 
を協賛すべし、と。議、終に決し、乃ち敎を下して，大院君を攝政となし、諸大臣の上 
に坐せ しめ、 萬機の政、一に關白して執行し、又三軍營の兵勇を選んで、その護衡に 
充てしめ、輿に乗じて宮に入るを許し、雙魚扇を用ひしむ。この年正月十一日、新 
王、 宮を出で ゞ 大院君に雲峴宮に IE 謁し、仍って、最祐宮歷朝先代の王祠.に參謁し 
て、 宮に還^ S 、 明日大院君はじめて政を なし、 趙斗淳を以て領議政と なし， 金氏の黨、 
幾んど除かれ、その聲威二朝にして地を拂ふ。軿鮮の 俗， 從來王、族の科舉に赴く 





大院界の志望 


景福•宮の it 營 


を禁じ、又朝政に干涉するを許さす、以て宗室の年長，弱主を抑壓するの弊を避け 
むと欲す。世祖未だ位を篡せざ b しとき•一れび領議政となり，その後、世宗の孫， 
龜城君俊、將相を統べしことあれども、淡の誅せられし後は、防禁益す厳。大院君 
の此に至るは、實に異數にして，その陰謀の巧、亦た想見すべきのみ。 

大院君，すでに政を攝す，絞 18 雲雨を得れば，復た池中の物に非す。その期圖す 
るところは，一に王室の勢威を回復し，貴族の專橫を制し，外戚の强大を殺がむと 
するに在り。こ、に於て，大に黜陟を行ひ、趙斗淳を領議政となせし外、金炳學を 
右議政となし、李宣翼•鄭基 f 金世均を吏兵戶の判書となし、李升輔を宣惠堂上と 
なし、李景夏を訓練大將兼左捕盜大將となし，李漳濂を禁衞大將となし，李景宇を 
御營大將となし，李邦玄を總戎使となし、申命純を右.捕盜大將となし、先づ黎民の 
膽を破り、天下の耳目を聳動し、以て人心を收攬せひ. V 」欲し、着々として施行經營 
を怠らず、而して、その首に居るものを景福宮造營の大工役となす。 

最福宮は、現代朝鮮創基の初、太祖、北漢の僧をして地形を占はしめ、白岳の麓に 
建てしものなれども、壬辰の役、我が箪の本營に充てられ、浮田秀家、此に居りしが、. 
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_ 朝鮮 —史 _ _ 二三八 __ 

その軍を却くに方つて、一炬に付して去 b ， 斷礎累々、蔓草荒烟の間に橫ること二 
百年、憲宗の朝、再建の議ぁりしが、鉅費を厭ぅて止む。大院君、名を先王の遺志紹 
述に託し、諫官の言を聽かす•その腹心、訓練大將兼左捕盜大將李景夏を以て造營 
總 S 堂上となし、新令を下し、大に貢租を徵し、遂に結頭税を課す。朝鮮の俗•白丁 
奴隸を除き、凡そ士民妻ぁるものは、必す頭髮を結ぶ、故に、この税目は、其源頗る多 
し。之に加ふるに、京城及び其附近の民は、皆驅つて、徭役に服せしめ、役夫集るも 
の、毎日數萬人に下らす。李景夏、エを督して、大に良材を徵採し、その遠きものは、 
咸鏡の山溪ょり、海を廻つて來輸す。一夕光化門外、火を失し、さきに聚積せしも 
の、大抵蕩盡して灰燼となるや、上下痛惜、失9一せざるなく、仍つて、ひそかに1事の 
中止を豫期す。大院君•毫も驚くの色なく、重ねて木石を全國に求めしむ。韓人 
むかしょ b 風水の說に惑ひ•山川木石の神を畏怖し•巨巖老木、皆崇祀す。大院君、 
命を下して、之を伐採せしめ，妖言百端、浮說並び起る。大院君^ 然として 日く、ホ 
石の鬼神、もし祟を爲せば、吾自ら之に當らむのみ、と。又墓田の樹木を伐らしめ， 
その地主に論して，日く、千載一遇の®事、君家の祖先、もし靈ぁらば、必中首肯すベ 
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きなと。若し爭つて m ふものあれば、中つるに酷法を以てす〇然わども、工事 
運々として•落成の期なほ遠し。乃ち張淳奎に命じて、更に願納錢を布達し X 役 
補助の獻金を强收せしめ•苟くも•民の榖粥を啜 b 得るょヶ以上のものは•之を免 
るを得す. 0 人心掏々 ft 々にして逃避逋 d するあ b と雖も*も假借せす。其甚 
しきもの、或は誣吿せられて其產女失ひ、或は獄に投せられ、落膽して自殺するも 
のあり，怨|嗟の聲 、愈ょ 繁し◊すでにして•景福宮•わづかに成るや•更■に六曹の各衙 
門及び諸官命を修築し、遂に國王^昌德宮ょ b 遷す。大院君、欣然自得すること 
甚しく％ v の新宮翰奐の美を廷臣に誇示し® I 代希有の盛事となす。而して、識者 
却つて蒼生の苦を悲む といふ、 時に淸の同治六年(慶應三年)なり。 

金氏の族•さきに大院君の謀に中てられ、一朝にして政權を失ふや^を街み t « 
を呑むこと、すでに久しく*こ、に至 b . て•機以て乘すべしとなし*亂民を煽して•事 
を舉げむとせしが、遂に成らす。金左根は獄に繫がれ、沈®澤は濟州に流され、そ 
の餘は，難を避けて邊境に遁れ、他の外戚諸氏、皆股栗して命に服す。大院君、又そ 
の羽 m とな$むが 爲に •大に市井の舊 朋を舉 用し•凡そ才幹あるものは，白丁奴隸 

韋大院君の攝政 . 二三九 
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と錐も、之を重用し、趙氏亦たすでに權を失 ふや、 新に榮驗に上 b しもの、 荆曹執 吏 
には吳道榮あり、戶曹執吏には金完祖あ卩、兵曹執吏には朴鳳來あぅ、 吏曹執吏に 
は李繼煥あり、禮曹執吏には張信永あ b ， 議政府八道都執吏には尹光錫あ b 、 宮廷 
に出入して威權あるもの、白氏の|族、樂瑞.樂徐-樂弼等あり〇 こ ゞ に於て、 大院君 
の苛政'國を疲弊せしに拘ら す、 |面に於ては、元氣大に勃發し、 功名利達の門芦， 
廊然として開くや、俊傑の士、疏蘆の間ょ卜出で、、大院君の幕下に投じ*手に唾し 
て功業を爲さむとするものあり、人材登用の道、すでに通じ. こ、 に儼然たる 國家 
の體面を組成するに至れり。 

大院君&を爲す こと 專恣 、そ0 志す と 二ろ、必中遂げざるはなく，敦播强暴 •往々 
にして V 兒戯に類するものあ卜。時に民間訛言して、日く、李氏の社稷•五百年 i : し 
て滅ぶべく£に代るものは鄭氏、忠淸道公州の鷄籠山は、その王都た るべ し，と。 
到る處に、此說を傅播す。大院君、心に深く之を忌み、力を以て之を厭 勝せむと 欲 
し、盛に役夫を派遣し、鷄籠山を發掘せしめ、石礎を lii す こと 尤も多し〇民間又 Ifi : 
言して日く、この地、本と鄭氏千年以前の宅址、之を犯すものは大禍あり、と〇大完 
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君*心に其言の妄誕を知ると雖も、財政窮乏 B 夕を支へ難きを以て、遂に發掘の H 
事を中止す。すでにして、民間復た識言を傳へて 日く、 大院君 、當に 萬人の爲に敗 
らるべし、と。大院君、乃ち疑獄を起し、羅織構陪、多く人を殺し、以て其數に充つ。 

兵 0隊 然れ とも、 なほ 自ら安ん せす、 因つて兵商團隊を組成す◦その 制、 平時は商 民とし. 

て行商す る も'旦事あれば、兵器を執つて亂民を鎭撫 する に 在り。 その 中、 土木 
金屬製の諸器を負ぅて行商するものを負商と なし、 雜貨を褓中に包入して行商 
する ものを 褓商 とい ふ。 その 數、 二萬內外 、李景夏、亦た實にその 指揮者 r 2 b 。 

然れども、內訌の兆、たとひ其機愈ょ逼ると雖も、なほ言ふに足らす。これょり 
先数年、露國は、英佛の對淸政策に 干渉し、 北京條約を訂結して平和の狀態に復す 
るを^ せしめ、 その報酬と して、 黑龍江岸二千七百里の地を 得， 東方の侵略、愈ょ其 
步を進め、豆滿江を以て*朝鮮と境界を劃するに至れ b 。 こ、に於て•今王三年1 
銪方 S 守備 月•露艦|隻、元山津に至りて通交を 求む。 大院君、その書を一見し、冷然と して 之 
を却けて日く、若し盟約を 求めひと 欲せば，去つて淸廷に圖れ、我•か王國は，その藩 
. 屛なればなり、 1。 因つ て、 彼が遲疑せる 間に於て、 大に軍防を修せむ i 欲し、 私に 
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使者を日本に遣して、小銃刀槍を購ひ、江華の城塞女珠の山城、永宗•仁川の砲壘を 
築き、以て南陽海の守截を嚴にし•漢城の城廓を修築し，大砲を鋳り，尋いで制度の 
改革に着手し、大典會通を修めて正宗以來の敎式を補輯し，春宮通考千餘卷を校 
正して本朝の故事を撰集し、備邊司を廢して三軍府を設打’現任將相を以て三軍 
の將帥を兼ねし め、 江華府を陲して錤撫營となし，留守宫を改めて江華錤撫使と 
なし、大に壯勇を募り、名づけて別驍士といひ、錤撫營に屬せしめ、又咸獍道北邊、茂 
山郡及び厚州に守衛を置き、屯田の制を布き、內地の民を移して，之を開拓せし.む。 

次いで、武臣乘轎の舊習を革め、公私出入、乘馬を以て例となし、以て文弱の弊を 
一洗せむと欲す。兩班以下、從來久しく乘轎に慣れ、鞍馬に習熟せざるの輩•之に 
苦まざるなし。大院君、吏に命じて、滿州ょり馬匹を購求せしめ*韓民の稍や家產 
ぁるものをして、家ごとに必ず一二匹以上を el 養せしめ、强ゐて之を授與するこ 
と差ぁり，稱して、馬匹飼養令といひ、同時に富家に强授するに馬丁を以てす。馬 
丁無頼の徒多く、官府の威勢を假\その主を脅かし•百方錢物を强請して、鲍くこ 
とを知らす。故を以て.富民等、大に之に苦み，厚く賄賂を監司に納れ、之を免れむ 
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ことを謀り、爲に產を破るに至りし もの、 亦た少からず i いふ。 . 

その他の 1 C 革 兵備，すでに廓張さる ゞ や，次に風紀の振粛に着意し、先づ衣服の制を革め，その 
笠を小に し、 その釉を窄 くし、 従前朝官用ひしところの白革靴及び絹製靴を禁，じ、 
悉く黑皮安革を用ひ•又朝官の長珠櫻を短縮せしめ±民の笠櫻には•漆鬆竹、もし 
くは木實を附するを許し、帛を用ふるを禁ず。而し て、 その更革の甚しき. や、 或は 
好事齷齪の■を免れざるもの ぁり、 例せば、官娼妓の風俗を矯正し、妓の纏頭を制 
限して百二十兩を超ゆることなからしめ，又妓の夫れるべきもの、資格を定め、 
各殿の守監、もしくは捕盜擎監政院の使丁•禁衛の羅將、或は官家外戚の家從廉人 
及び武官下僚たるものは、妓の夫たるを得、禁院政院の諸隸は娼の夫たるを得れ 
ども、その他は許さすといへるが如き•是れなり。 

齊院の府 S 大院君の內治改革 中、 尤も辛辣なるを書院を閉廢し、民間の淸議を禁じ、內外に 
向つて專制獨立政府の實を擧げれ^>一 事とす。大院 君、 元と南人黨の家に生れ、 
すでにして出で ゞ 、老 論黨の家を嗣ぎ 、その 身貧賤に長じ*民間の事情に通曉 する 
を以て、夙に流弊を看破せ b 。 こ、に於て、一旦志を得て朝政を總攬 する や、令を 
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下して八道所在の書院、特別の理由ぁるものを除き、興他は，すべて一年を限りて 
之を頷し，之を毁ち、院中の儒生をして，各その鄕里に退居せしめ，命を奉せざるも 
のは、誅戮毫も假借せず。 S 生輩、大に驚き、京城宮門外に集.'禁を.解かむことを 
哀請するもの萬餘人。朝廷又爲に憂慮し、その變を生せむことを恐れ，大院君を 
諫めて日く，先賢の«を崇み、詩書の敎を重んするは、以て古先聖王の道を明かに 
し，士道を培植せむが爲なり。願はくは、書院を存せょ、と。大院君大に怒レ、之を 
斥けて日く，苟くも斯民に害ぁるものは，孔子にして復た生くと雖も、我決して之 
を恕せす、况んゃ、書院は、元來本邦の先儒を祭祀するに在り、しかも近來變じて，不 
軌の淵藪となれるに於てを や、 何ぞ之を敵るすことを爲さむ 、と。 乃ち刑曹の兵 
士及び捕營の卒を發して、盡く哀請す る ものを江外に放逐せしむ。八道の 吏， な 
ほ儒生を恐れ、逡巡賭龃して、令を實施せす。大院君*之を 聞き、 直にその I 人を all 
け、加ふるに嚴刑を以てす。諸道之を聞いて皆戰慄し、一時に書院を廢毁す。 •* 
院君更に密使を分遣し±族の舉止を按察し¥民を侵虐するものは•立 どころ に 
捕へて之を罪し、其產を沒す。こ ゞ に於て、積年の弊*漸く罷み、士族の'跋扈、日に少 
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く、*派の名目、！掃して，遺すなきにいたれり。これと同時に、蚤地方の監司に嚴 
令を下して、租稅の徵收を督責し、從前の如く緩寬延納するを得す、税歛を遲怠せ. 
る地方官吏は、皆之を懲罪し，未納の税米、千石に趄ゅるものは，その首を斩り％ v の 
以下、亦た流 m を免れす。すでにして、益す其罰を嚴にし、斬首九百石以上に及ぶ。 
諸郡大に驚き、吏人の親戚故舊、皆器財を資つて、金を官に輸し，以て其罪を賊ふ。 
大院君、性貨を好むを以て、大に喜び、爲に某死を宥む。これに由つて，從前税米多 
逋の弊、亦 tc 少しく除くに至る。 

大院君、聰明■敏は、之ぁ b と雖も、固ょり、一代の梟雄、刻薄剛愎，陰險奸譎，以て其 
性となすが故に，其爲すところ、頗る國家に殃せしものぁり。かの獨立對外生義 
の實を舉げ、風紀を振肅し、門閥を廢し、大に人才を登庸せしが如きは、頗る稱すべ 
きに似たれども、飽くまで、鎖國攘夷の方策を取り、殘虐殺戮を擅にし、且つ聚斂を 
事とし、八道の民を茶毒せしに比すれば、到底相贖ふに足らす。その攝政に居る 
こ1、幾んど十年、令すれば行はれ、禁すれば止み、文弱庸愚の衆庶、ひと b 、 そ©'威望 
に震懾せしのみならす、我が日本の諸公、又頗る之を畏憚し，遂に西鄕一蒙の征韓 
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租税の斑求 


大院君の功 W 







論をして、空しく消滅するに至らし め、 歐米列强、亦た此の如く、佛米二國、かつて一 
たび兵を動かし、多少の損害を受けしに拘ら す、 後年なほ平和の條約を結び、何等 
の要求をも爲さすして止む。古しへ云ふ*山に猛獸ぁれば•黎藿これが爲に刈ら 
れ す、 と。大院君は、まさしく半島の猛獸にして、その國を保 M せし 功、 固よら沒す 
ベからす。之に向つ て、 その稍や寬弘温和、開國の主義を取らむ ことを 望むが如 
きは、朝鮮の形勢と君の人物とを知らざるより起る‘愚論に外ならす、嗟乎，渠も亦 
亿人傑といふべきのみ。 

第二 章耶蘇敎徒の虐殺と佛米二國軍艦の来襲 

麻蘇敎の 傳來 朝鮮の對外交渉、殊に歐米諸國 との 關係を叙述せ むと 欲せば•日本•支那に 於け 
ると 同じく、先づ耶蘇敎の输 入弘 布に 就いて、知るところなかるべからす？論者 
或は云ふ、明末利瑪賓等の布敎せし頃に方 b て朝鮮の使臣，支那よ b 還ん上疏し 
て 盛に西人の學術エ藝を稱せし こと ぁり、耶蘇敎亦た此時を以て傳へ來 る、と。 
然れども、 その 詳は，未だ考へす。次いで孝宗王四年(一六五三)荷蘭人^ とい 





ふも •の、 濟州島に漂着し.留る こと 十二年の久しきに及びし も， 布敎•通商に就いて 
は、 當時未/ r 直接の結果を見すして止む。肅宗王の 時、 淸國よゥ耶蘇敎義を傅へ、 
多少蔓延せし跡あ b と稱すれ ども、 實は亦た詳ならす。降つて正宗王十五年(一 
七九 I )佛國耶蘇會派の敎徒*始めて傳道を試みしより、信徒漸く增加し、をの末年 
には、 縉紳 某、 敎名を アレクサンダアといふも.の、 はるかに書を歐洲の舊敎國政府 
に 寄せ、 信徒 保護の爲に、兵を送りて、朝鮮を占領せ むこと を請ひし者あ\王£を 
誅す。同時に李 St 寰•李康寰兄弟及び丁若镛等、一代の名儒を以て，天主敎の書を 
讀み ，深く 之を尊信し、密に王に白せしことあ卜。その後、三人皆絕島に竄せられ 
しが，その徒、なほ或は之を奉するものあ b 。 王の十年，西敎の害を恐れ、燕京に使 
するものに訓 し， 書を購ぅて鼸ることなからしめ+五年 is 書を焚き 1S 敎を奉す 
るものを刑す。純祖元年，諸道に命じて•糾禁を加 ふること 愈よ甚 し， 而 して、 黃嗣 
永は深く其敎に惑溺し、蘇州の人周文謨を邀へ入れて、潜に不軌を謀り外國の力 
を.假らむとせしを以て，大逆を以て戮せらる〇然れども、是れ皆支那より再 W せ 
しものにして、その歐人直接に之を傳へしは、實に憲宗の世に御まる。 
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憲宗即位の年(一八 三， 五)怫國の宣敎師 fc-i l—VTM rl ヒルべ ハ •モー パン，盛京省奉天 
府を發 し、 朝鮮の邊禁を犯して、京城に至りしが、後三年の間、 ジヤツ ク.オノ1 ル 
ヤンス タン旅にロー ラン •マリ1 ジョセ フ •ァム ベル 等•前後して來 b •相提携して 
布敎に盡力し，信徒の 數 、九千人に達す。次いで，憲宗王六年二八四〇}佛國ょトニ 
隊の宣敎師を派し，その一は、.交趾安南に入り、その一は朝鮮に入る。然れども、當 
時掸外 思.想の人士、朝廷に勢力ぁりしが故に、 この 年九月二十| 日、^ TYrv^lh 
パン •ジャス の三師は死刑の宣吿を受け、信徒百三十人、前後して誅せらる。 

幾 もなくして、淸國に於ては 31 片戰爭ぁり、東洋の風雲、 1; ょ急ならむとするや、 
佛王， ィ、フィリハブ、この機を利用して、朝鮮と和親貿易の條約を締結せむと欲 
し、 軍鑑 二隻を東洋に派す。その一隻 エリ nl 卜號の 艦長 大佐セ—シールは、澳門 
に 於て、 前年 モ IV ハンが同地に留學せしめし朝鮮の學生、敎名をアンドル1キム‘ 
といふものを得て通譯となし、漸く朝鮮に近づかひとせしが 31 片戰爭の終局を 
聞いて：行を果さす。然れども7!—；\ドルトキ！ム，，は、歸國の念を放棄せす、憲宗王十 
一年 (一八 四五) 漸くその目的を達し、自國0形勢を偵察し、更に漁舟に乘じて，上海 
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に赴き•佛國の宣敎師に見え•海路よ b 朝 ft に入るの却つて容易なるを說きしに 

因-^:セーン.ジョセフ•フェレオル並にマソー•アントアヌこーコラ—•タブダィ等 I 

もに朝鮮に向ふことに決す。この中、前三人は、前々年を以て、朝鮮の敎正に任せ 
られ、義州•庚源の兩方面より入らむと欲して、失敗せしものな b 。 この「隊は、九 
月 |日、漁舟に乘じて上海を出帆し、十月十二日の 夜、 全羅道の海岸に上陸し、^"^ 
1キム.は •フェレ オルの命により、黄海道方面の形勢を偵察せむとして發せ 
しが，官吏の嫌疑を受けて捕縛せられざの翌年( I 八四六)西夷に通するの罪を以 
て斬に處せられしに因 b 、 佛國宣敎師等は、空しく歸途に就く。この年，大佐^^ 
は、軍艦三隻を率ゐ，て、漢江の江口に入り、書を朝廷政府に與へ、前年宣敎師虐 
殺の舉を詰り、償金を要求せしがざの回答を待たす、唯 rr 海岸の一局部を測 S し 
て歸航す。こ、に於て、大佐 . irT ^ T 、 次いで、命を 受け、 軍艦二隻を率ゐ 、アンドル 
丨キム i 同じく奥門に留學せし朝鮮の 學生 tic 名をトーマ—^ ッ オィと いふもの 
と 宣教師メ1ストルとを便乘せしめ，朝鮮に向ひしが、 八月 十日、全羅道の海岸に 
於て， 兩艦同時に坐礁せしに 因り、 大佐 は、 復た澳門に歸る。朝鮮政府は 
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佛艦の大砲を押收 し、 又之に摸して數十百門を鑌造し、聊か守禦の用に供し、又 さ 
きに大佐^ l ,^ Tl : 送らむとして起草したる回答狀を遞送するに決し、北京の 
淸廷を經て"ビ-エール|に致す。その文意、外敎の禁は，國家の大法、前日の事、固ょり 
B むを得ざるに出づといふに在 b 。 當時佛國に於ては、謂ゆろ、一月革命以後、國 
事多難の日に際せしを以て，空しく默過して止む 
Ml 宣教牌の 佛國政府の對韓交渉は、此の如くして中止せしと雖も、宣敎師の夙志は、決して 
挫折せす。 メ 1 スト^ 及び 卜 1スッ ォィ は、さきに、他の遭難者と ともに 一た 
び上海に赴きしが、更に同志とともに、喪服を着けて入境し、敎徒の.家に潜匿し•言 
語の通するを待ちて布敎に盡力し、 M 文に飜譯せる數種の宗敎書を印刷して頒| 
布し、哲宗八年の頃には、信徒の 數、 一萬六千五：白人の多きに ib 、 敎正シ メヲン . 71 
^ / I 亦た此年を以て京城に至る。 

今王の 初年、 英佛二國の兵、北京を陷るの報、一たび至るや、朝鮮大に 恐れ、 老稚婦 
耶蘇 敢の流布女及び重器を外に移し，大に兵丁を徵し、豫め其難に備 ふ。 而 して AT 人柱々1:し 
て十字架を胸に掛け，その耶蘇敎徒たる•ことを示して，西人に媚び以て網難を免 
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れむ とする ものぁ b 。 こ、に 於て、其敎一時大に行はれ、正祖以來の禁令、 今や全 
く 空文に歸し 、廷臣中、 又之を奉す る もの ぁり、 洪鍾三<卜1マス.キ：ム)南尙敎•李身逵 
等、 之を信奉し、國王の乳母朴氏 は、 マ^夫人として！脚音を傅播し、大院君夫人閔 
氏、 又私に之に歸向 し、 僧正ダブルエルィ は、顧問と して王宮に 出入し、 漢城の內外、 
十餘萬の信徒を算するに至れ卜。 

三年( I 八六六)一月，露國の軍艦•元山に來 b 、 通商を請ひ、且つ內地移住の許可を 
要求す。盖し露國は、北京條約の結果として、黑寵江地方を得、朝鮮咸鏡道と壤を 
接し、ゎづかに|水を隔つる以て、太平洋方面に出でむが爲に、この交渉をなせし 
な卜。大院君、淸國の藩屛たるの故を以て、之を拒絕せしと雖も、中心その襄來を 
憂慮し，大に兵備を修せしこと、前に述べたるが如し。宣敎師等，この機會を刺用 
し•政府をして其敎を公認せしめひと欲し、宮廷中の信徒は、上書して，英佛二固に. 
結んで、露兵を防ぐの策を 上り、 之を實行せむ•か爲には、宣敎師の助力を借るに若 
かずといひ、先づ夫人をして、大院君夫人閔氏に說かしめ、南尙敎は大院君 
に謁し，當時旅行中な b し僧正ダブル Vi \ィを招致するの許可を得た b 。 こ、 
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に於 w ^ tTnrm は，一月二十五日を以 て、 ^!ルヌ ^ I は二十九日を以て、ともに 
京城に入 b 、 謁見を求めしも，大院君、言を新、年に託して引見せ十〇届ること數日 
にして、露艦錨を拔いて去るや、大院君，耶蘇敎徒を以て、國威を辱しむるものとな 
し、盡く之を殲滅せむと欲す。偶ま飛書の北京ょ b 來るぁり、日く、淸國曾て洋敎 
を撲滅せしが、復讎の擧を企つるものなく，頃ろ又域內に在る外人を戮するの議 
を決しれり、と 。 i 、 に於て、各道守令、爭つて洋夷の交るベから•さるを論じ、 翁然 
として、攘夷の論を唱へ•以て大院君に媚ぶ。大院若、乃ち意を決して新令を下し、 
外舶の來航と、洋敎の弘布とを禁じ•併せて、僧正及び信徒を殺さしむ。. 

二月二十日の夜、洪鍾三•張敬 一•南尙敎.李身逵等、逮捕せられ、李景夏•張申福•李在 
韶-李角業等、大院君の命を以て、京城中の信徒を探索し、老幼^女を問はす、殺戮の 
厄に罹りしもの r 一萬餘人。二十二 B * に至り、其屍を水口門外に棄っるや、高さ丘 
山の如く，城中の溝渠、皆紫紅色を帶ぶ。この U 、 ベルヌ！ダブルエルィは、獄に繫 
がれ、三月の初に至りて、佛國宣敎師の逮捕されしもの，すべて九名に及びざの八 
日、宵死に處せらる。刑場には、兵士四百 A 、半月形をなして赘列し、宣敎師を曳き二 








出し •はじめに 冷水を灑 V / 次いで石炭粉を塗り、劍芊刀を下す こと 各四五回•次を 
以て之を終ふ。 V〆 ス丨 は、 その 初、 獄に繫•かれしと き、 改宗及び退去を諭されし 
が、一身すで {: 神に獻せしも ■の、 天下の不義に服する能はざるを抗議し•遂に死刑 
を宣告され、その刑に臨むや、憤槪愈よ措く能はざるもの、 如く、 東方の蠻風を痛 


m して死に就きし が， 僧正ダブ，ユ，ィは、顏色憔悴•肢體力なきが如く•しかも二 
たび場に入 b し後は、從容泰然、徐に頭を垂れ、手を捧げ、最後の祈藤を終つて殺さ 
るといふ。これに先つこと 二日、 洪鍾三•李身逵 は、 鐘路街に於て車裂せられ、南尙 
敎は梟首せらる。 

京城の慘禍、ゎづかに兑る や、 大院君、令を八道に下し、悉く耶蘇敎徒を8捕して 
輸送せしめ、忽にして、十二萬人を得た b 。 左捕盜大將李景夏'殘虐無比、罪狀の有 
無に關せす、悉く之を殺し、吏 W 或は睚砦の怨を以て、之に及ぶものあ bo こ、に 
於て、寃聲天地を動かし、腥風城中に福ねく、街衢人影を絕ち、上下震悚 、景 夏を視る 
こと閻羅の如く、大院君の威令、愈よ行はる。 

京城駐在の佛國宣敎師は、すべて十二名にして、その難を逃れしもの、わづ炉に 
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三名。敎正リイデル、はじめ山中に潜行し、漁舟を得て、黄海道の，長淵より威海衞 
に航し、芝罘を經て天津に至\當時駐留中の佛國水師提督^^を見て、變を訴 
ふ。これよ b 先、北京駐剳佛國代理公使ド、ベロ子丨は、リイデルの飛書を得て* 

に驚き、朝鮮と淸國との關係に就いて、恭親王に質すところありしが、恭親王は、そ 
の責任を逭れむと欲し、朝鮮は淸國の屬國に非ざるを以て答となす。こ、に於 
_て、佛國は，直に兵を朝鮮に派遣せむ i せしが、會ま交趾地方に內亂起ら、叫；；：：17、之 
に赴拨せしを以て果さず。幾もなくして、事平らぐや、ベ&ネー公使は、 i £ に七月 
十三日を以て，書を恭親王に寄せて、朝鮮遠征の意を吿げ、リイデルを以て通譯と 
なし、先づ軍艦三隻を派して、漢江附近を探險せしむ。水師提督，之を率ゐ、九月十 
八日、芝 r 不を發し、一一十日の夕、多島海を過ぎ、二十一日、漢江を泝り、多少の妨害を受 I 
け，その一隻は巖礁に觸れて破損せし V 他の二隻は£十一-.日を以て•京城の正面 
に投錨し、數日間碇泊の後、水の深淺を測量し，漢城よ b 派遣せる軍隊、一夜江 堤よ 
b 襲擊せしに因り、砲火を以て之を逐ひしが、その後、 一 回の决戰を試むることな 
く、三十日を以て、芝罘に歸航す。^^の此擧は、緩慢機を失せしの誚を昆れヤ。： 
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その 意、 盖し謂へ らく、 京城に逼らむには•寡兵固ょ b 能くするなし•如かす、大兵を 
以て重ねて來らむには、と。京城の耶蘇敎徒、頓足して歎息措く能はざ b しもの、 
亦た宜なり。 

大院 君、 この警を 聞くや、 憤然として 起ち、 天下に 令して， 大に人材を求め、防守の 
策を獻せ しめ、 巫卜僧侶を問はす、苟 くも、 其言の取るべき ものは、 皆之を舉用す。 

こ、に 於て、 韓聖根•李燫•尹雄烈等は材武を以て 進み、 金箕斗•姜國等は機巧を以て 
用 ひられ、 三軍營の兵を 訓練し、 更に二軍二隊を編制し、盡く徘優遊藝の徒を集め 
て總後軍となじ、京城東材の屠戶を編して別啃軍となし、日本長槍に擬せしもの一一 
を倭檢隊となし、槍鲦に虎尾を懸けたるものを虎尾搶隊となし、使煮を日本に遣 
し、私1:軍銃刀劍を購はしめ、傲を廣州.宣川に飛ばして硇兵隊を編し、武庫の佛動 
機砲•を修治して、海岸に備 へ、 李景夏を以て巡撫使となし.李元煦を巡撫中軍とな 
し、五營の精銳五千を選んで* 楊花 鈸を戍らしむ。 外戚 宗族、 或は 昔時の外難を 回 
想し、佛國と和せむを欲するものなきに非ざれども±氣一時に振起し、兵士皆戰 
を願は r るなく，大院君の意氣 、殆ん ど天を吞むの槪あ b 。 
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公使べ&ネーは，敢て本國政府に謀らす、專斷を以て、愈ょ朝鮮遠征を決し、水師 
提督口.丨ゼをして、軍艦七隻、陸戰隊六百人を率ゐて、漢江を封鎖し、朝鮮の王位を 
處分し，且つ宰相を斬らしめむとす〇盖し恭親王の回答せし文書中、淸帝は朝鮮 
國王が蠻行に出でしを以て、その封冊を取消したりとの語あるを以て，之を野蠻 
未開の一小國と看做し、大に報ゆるところあらむとするなり。ローゼは、十月十 
一日を以て、芝罘を發し、十三日、勿淄島附近に至る。大院君、令•を T し，梁憲洙を左 
先鋒となし、魚在淵を右先鋒となし、韓聖 根， 李潭濂を遊搫將軍となし、以て巡撫使 
李景夏を援けしめ，文珠.廣城♦草芝の要塞を扼し、漢江は、楊花鎮の下 j 里に沙船を 
沈め、 以 T - 敵船の進入を阻む。 十四日、 佛國砲艦一隻、漢江を泝りて、海兵を上陸せ 
しめ+ 五日、 先づ草芝•廣城を陷れ 、魚 在 淵、 之に死す。翌十六 H 、 提督親ら全 
第を指揮し、遂に江華城を陷れ、青銅製鐵製の大砲八十門を奪ふ。江華城は、 朝鮮 
苗部の要鎭にして、國王の避難所に充てられ、常に留守を-1:き，兵庫金庫等あり.且 
つ京城の糧道に當るを以て、佛軍長く之に據る時は、 京 城亦た 危から む I す。こ 
こに 於. て、 或は和議を唱ふる者 あ b 、 大院君却け て 可 か中。 二十六日、怫兵百二十 
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人、江藤島の衡岸に上陸し s 城に向はむとせしが、皆敗れて歸艦す。はじめ、大院 
君+九：：！を以て，書をに送\宣敎師を誅戮せしは、國法を破 b •邊禁を犯せ 
しが爲なるを辯せしも，&1,セ、之を許さす，當路者、自ら策門に降るに非ざれば兵 
を退けざるを；，ふや、大院君、愈ょ怒 K あくまで防戰の決心をなし、令を民間に下 
して、益す奇策を求む。或は日く，鶴羽は砲丸も貫く能は t -£ を以て船を造らば、 
M 伸進退•自在なるべし、と。大院君，大に喜び、直に天下の鶴羽を集めて、一大兵船 
を造り、之を裼花津に浮ぶ。京城の市民、聚 b 觀るもの堵の如し。船行くこと二 
三町にして沈沒す0衆皆その恩を笑へとも、大院君、毫も驚かす0又一人あり，策 
を獻じて日く、綿を重ねて體 M を包めば，銃丸入らすガ槍及ばす，と〇大院君、直に 
之を製す。兵士之を着するもの、步を運ぶこと自由なら中、遂に發熟して 鼻孔ょ 
b 出血するに至る。大院君、奇を好んで兒戯をなし•爲に天下に喵笑 さる ゞ こと， 
往々此の如し。 

漢江の 沿岸は， 楊花錤ょ b 龍岸に至るまで，精兵を分置し、富平•金浦の間、守備亦 
|£甚だ巖。佛軍、すでに江華域に克つと雖も〇:を上るを得す0乃ち陸路ょり京 
$1二'^~歡#徒の i と佛来二 B 平杯〇來® - 
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癟夷論〇浼行 


城に向はむと欲し、先づ斥候隊を派遣して、通津城を攻め、次いで文珠山城を攻む 
るに及んで、道路歧隘、步戰頗る艱、韓兵險に據つて固守し、相持すること旬餘。大 
院荇、北方の獵虎手八百人を派して、文珠に赴拨せしめ、韓兵大に振ふ。二十七 U 、 
口^.ゼ、又海軍中佐ヲリフィエーに陸戰傢百六十人を授けて、之を攻めしめ•か、漸 
く砦門に近づくに及で、猛烈なる一齊射擊 に 遭ひ、忽ちにして* 二 十餘名の負傷者 
.を出し，倉皇退却す。口 r ゼ、膽氣沮喪、遂に功をなすべからざるを知り、火を放つ 
て江華城を焚き、全軍、勿淄島を去つて、淸國に還る。これを丙寅佛船の寇といふ。 
•この役、ロー♦セ—の引率するところ®員總數千五百に下らす、しかも xr 華に淹滯し、 
口 〈管漢 江0航路を求め•因つて戰機を失せしは"全く兵を知らざるもの U 似た bo 
こ、に.於て，佛艦の退却する や、 兵士憤慨して，止む能は t 頻 b に 海上ょり 文珠を 
砲«せむことを請ひしが、ローゼ、之を許さず。而して，その本國に還るや"佛國政 
莳に向つて、虛僞の報吿 をな し、 その 失態を掩讓せ bi いふ。當時會ま酱佛戰爭 
M usvt を以て、佛人 しばらく 意を東方に絕ち* 口 IV 亦た咎められすして止む。 

.弗®すでに志を#すして 退き、 巡撫李景夏 等、 京城に凱旋す るや、 大院君の 喜，知 
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るべきのみ。以爲へらく、蠢爾れる，洋夷、堅艦利器を擁すと雎も、その兵孱瑪毫も 
恐る ゞ に足らす、と。仍つて•命じて邊防を撤 し、 京城の通®を始め•全國の、市邑に 
碑を建て、其上には，洋夷侵犯，非戰則和，主和賣國といへる十二大字を刻せしめ、又 
墨エに命じて.墨面に必す此字を印せしめ、然らざるものを賣れば罪|)り。こ ゞ 
に於て、八道の民、靡然として攘'夷を唱へ，從來の鎖國主義は、更に步を進めて，至硬 
至强の攘夷主義となり、その毒を流せしこと少からす。辛未•壬寅の兩年 X 道大 
に饑え，锇•孪路に橫は bA 々相食み、愛兒を賣つて米一二升に易ふるものぁるに 
至ると雖も、猶ほ支那日本產米穀の輸入を防遏し•北境の傚 K 數 t 群をなして、露 
拟に入りしも、之を顧みす，外國瓣の沿岸に至るものぁれば、 S く其船を焚き、船員 
を殺害し、支那 人と 雖も、亦た往々にして難を免れず〇この時 r - 方ん大院君の威 
§?、正に其極に達し•國王すでに長せしも，なほ政を還さぃるを以て、父' I 1 の間*漸く 
和せす。王妃閟氏の放及び宮中の嬖悻 等、 皆之1反目し，紛議將に繁からむとす。 

米國は®に我•か日本を誘導して、開國の蓮に向はしめしが•朝鮮に對して^固 
ょみ 未だ手を着くるに及ば中。佛艦入寇の 年， 六月二十四日，米 船プー ブラィス 
県二窣 耶蘇敎徒の ^ I 粒と佛米 二 IISI 軍艦の来 BI 二五 九 
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號•黃海道の海岸に於て難破するや，大院君、命を下して、一應審問を.出甘し後，厚く 
遭難者に給與し、馬上これを義州に謹送す。然るに、その翌七月二十九日、天津を 
發し、芝罘に寄港して朝鮮に赴きし米國商船ゼ子ラ 〆 ：ゾャーマノ號は、或は朝鮮 
をして開國せしむるの使命を帶びれ b といひ、或は平壤古陵中の黄金を發堀せ 
むが爲な卜といひ％ V の目的の那邊に在るや、審かならざれども、大同江を溯りて、 
平壤に至るや、その乗組員白人五名(內米人三名，英人二名)馬來人及び支那人十九 
名を皋げて、悉く虐殺せらる。盖し年壤附近の民，固よ卜外人に接見せ - L こふ-少 
く、或は洋人を認めて佛人となせし炉、或は支那人の多数なるを以て從來屢ば厄 
を被 b し海賊となせしか、兩者必す其一に居るべく’固より、米人に凿して，敵意あ 
b しには非ざるべし。こ、に、於て•その翌年(一八六七)一月二十三 U 、 米艦ヮツチ 
ユーセット號は•その顔末探査の爲に朝鮮に航せしが、黄海道の大東灣を大阏江 
.口と誤認し、地方官吏に照會せしも、固より要領を得す，その後'ゾャーマン號船員 
存命の風說あり、.同年三月、米 艦 セナンドア ー號 ，大同江口に入\再び偵察して、は 
じめて其實を詳炉にするを得 n か。 






ゼンキンス亊 
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これと前後して - J 私人の胃險的行®いれく韓民の感情を 害し、 愈ょ外人を蠻 
夷親する固陋の見に陷 らしめ しは，歐米人の爲に，頗る耻づ べきな り。 はじめ ± 
海居留の米人に•センキン スと いふもの ぁり、 前年八月、一たび商船に乗じて漢江 
に赴ける北方獨逸聯邦の商人ォーぺルト並に朝鮮布敎に多年の經驗ぁる怫人 
フュロンと 謀り， 汽船二隻を艤装し，歐人八名•馬來人二十名•支那人約百名を船員 
i なし、檣頭には•北方獨逸聯邦の國旗を飄 へし、この 年四月三十日•上海を發して 
長綺に向 ひ、 碇泊.二日の 接、 針路*に向つて忠淸道を指し，五月八日•牙山灣に泊し、 
その翌日、川を泝つて、小舟を 得、 馬來人戋那人若干名を載せ、小汽船をして、之を挽 
かしめ•その 夜を待つて•更に上流に 溯らしめ、»口を去る 四十海里內外 U 及びて 
上陸し、ォーべルト、自ら指揮し て、 德山に 至り、 大院君の父南延钉の墓を發掘せし 
が、 鐵槌を携へざりしを 以て， 石棺を開く能は す、 曉に及びて、空しく退却す。土人 
之を見て窮追せむとせしが、銃聲に驚いて、遂に逸し 去らしむ。 次いで、如上の汽 
船二隻は•牙 IU よ b 江華灣に至り*同地の地方官に交渉すること三日•その上陸せ 
しものは、朝鮮兵の攻擊に遭 ひ、 出帆 後、 すべて三週 H 、 一も得るところなくして上 
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海に歸航 す。 ゼンキン ス 等、當初の目的は、朝鮮の王陵を發ぃて遺骸を 鹙ひ、 之を 
質として、政府よ b 多額の賠償金を求めむとするに在 b しといふ 0- こ、に於て、 
八道の民、皆以爲へら¢1洋夷は人面獸心•その入寇の大主眼は，墳墓を發くに在 b 、 
自ら文明を誇稱すと雖も封底齒すべきに非ず、と。この思想は、やがて先入主と 
な b 、 今に 至りて、な li 拔くベからす。，センキン ス 等の所行、實に惟ひべ く 且つ卑 
むべき なり〇 , 
朱 艦の 來»米國玫府は、北京公使館書記官ヰ9 ャムス より、シ ャーマ ン號事件の報吿を得* 
上海總領事セヮードよ b 、 ゼンキンスー行審問の顚末を申禀する1:遇ひ、今王七 
年(一八七〇)さきに日本に於けるが 如く、 之を機として朝鮮を開國せしめむ•と欲 
し、命を.北京駐剳公使 Tmf ； リツク J フ；—及び太平洋艦隊司令長官海軍少將 
ジオン、 ロ ッジャース に下し®員遭難救護の條約を 主と し、 能ふべ くむば、 通商修 
交に及び，而かも，努めて兵力の爭を避ぐべきを訓令す。その翌(一八七3五月十 
六日、米艦五隻•我が長崎を解纜し • 一十五日、月尾島附近に投錨し H 十日•勿淄島と 
栗島との間に轉«す。 その翌日， 朝鮮官吏二 名、 來鑑せし が、 必ずしも談判の任を 
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使を遣して仲裁を謀り、朝鮮を勸誘して，欧米 諸國と 通交を修せしめ、我亦た因つ 
て覇を東洋に 稱 せむことを企圖せしが、王政復古の大事變に際して， この 事、遂に 
果さ冲。今上即位、明治元年十|月，宗對馬守重正を遣し，舊交を尋ね、且っ政體の 
變更及び天皇即位の事を吿ぐ、その書免大日本天皇詔勅」等の文字ぁ朝鮮以て 
幕府時代の舊例に違ふとなし B : つ亂臣 賊子、 新に起みて尊號を僧するに非ざる 
やを疑ひ^が使節を拒み@書を屛{。二年 二月 •外務 雀 佐田直寬•森山 茂 等を遣 一一 
し、前年の皋を詰問せしむ。東萊府使、答へて日く、大抵貴國の皇と稱し勑と稱し一 
て天下異辭なき、之を其國に行へば、自ら犁然として順なる V し。苟くも其れ然ーー 
らざれば、これ重寶の噃すべからざる、衆力の脅すべからざる、贵國亦た弊邦の必 
す許受せざるを知らむ。而かも、輕く之を試む るは、 亦 n 諒せざるの甚 . L きなか 
らむ や、 と。五月、 宗重正•通譯浦瀨某を遣し、差使接授の事を內議せしめ、十月又吉 
岡弘毅等に命じ•外務省ょり禮曹參判に、外務大丞ょり東萊•签山兩府使に贈る文 
書を«らして，渡航せしめたるも，面會を拒絕された るに 因&、 そ. の歸るや、ともに 
征韓を主唱す。四 年 一一 T —* 月、 宗重 正， 更に朝鮮に對して交涉談判を試みむとせしが、| 
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更に明答を與へざるのみならす、東萊•签山兩府使に命じて、兩國官吏接見の禮館 
を撤し、以て絕交の意を示さしむ。この歲、外務大丞花房義質を派し、赛日•明光の 
二艦を率ゐ、签山に到り、通商の事を議せしめし V 又要領を得すして止む。 

この時に方れて、我が武人は、久しく無聊に苦み、髀肉の嘆に堪へす、竊かに事ぁ 
るを望みしを以て、大に朝鮮の無禮を怒り、問罪の師を起さむとするもの多く、外 
務大丞丸山作樂の如き、陰に徒黨を結びて兵勇を募 b 、 將に朝鮮を襲擊せむとせ I 
し*>•明治五年四月*事覺はれ終身禁錮に處せらる。この年八月、廢藩置縣の結果一 
として、又外務大丞花房義質を遺し、宗氏委任廢免の事を報じ、外務少錄一員を釜 
山草梁館に駐剳せしむ，これを、維新後、日本政府、官吏を朝鮮に駐在せしせるの嚆 
矢となす。東萊府使，我が邦、軟米の文物を输入し、服制又-變したるを卑しみ、草 
梁館の門に貼箋して日く，彼れ制を人に受くと雖も、其形を@-じ俗を易へて耻ぢ 
ざれば、之を日本の人といふべからす。近ごろ聞く•來つて館中に在るもの、その 
形貌衣服、多く日本人に非す•と。彼の形を變じ俗を易ふるは、我が關するところ 
に非ざれども•千百年、自大の國を以て、一朝制を人に受け、以て此に至り，天下の笑 






となるも、括として耻づるを知らず、書して人に示すに至 b ては、亦た以て慨する 
に足る、况んや、我は堂々たる禮義の邦、彼乃ち奚の爲にして至るか、と。この歲、淸 
廷*咨文を朝鮮に送り•日本に征韓の企圖あるを誣告し，因つて、邊防を嚴にし、丑つ 
日本人を遠ざくべきを諭す。大院君、之を信じ、因つて、一切日本の要求を拒絶し， 
府使等、旨を受け，日本官吏を.脅すに、草梁館襲擊の變あらむを以てす。官吏乃ち 
急に歸國して、典狀を具奏す。こ、に於て、征韓論•大に起る〇これ r り先、淸廷米 
國公使^ T の照會に覆牒し、朝鮮は支那の正朔を奉すと雖も、宣戰媾和は、その固 
有の權利に凰すと唱へしことあるを以て、全權大臣副 SH 1 臣の北京に使するや、 
先づ之を質し，前年の主張を變せすといへる確答を得て歸朝す。征韓論、大に勢 
力を得、西鄕隆盛は、國威顯揚の第一歩として、特に之を唱へ、師{起すに先ち，先づ 
使を遣すの議を建て*因つて•自ら其任に當らむといひ"後寧板®江藤等は、朋黨分 
立の趨向を未然に防ぐの必然的政策として、之に翼賛し、廟議殆んど決せしが、明 
治 六年九月、特命全權大使岩倉具視の 一行、 歐洲ょ b 還るに及び、ともに、之に反對 
し、大久保利通、御前會議に於1:、大にその無謀を痛論せしを以て、遂に非征に決し、 
^1 二箄 日本 01 交渎と開固 . = 六セ 
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事大思想 


西鄕以下の五參議、その職を-罷む。こ、に於て岩拿大久保等は、闔國士氣の振興 
を鎭壓せむが爲に、俄に臺灣の征討を策し•ゎづかに餘憤を海外に洩らさしむ0 
然れども、薩摩出身將校等の多数は、相繼いで歸休し、遂に明治十年西南の亂.の I 
遠因となる。 

臺 W 征討の事終るや、淸國は，愈よ我に平かな.らす、臁部衙 R は*を韓廷に送\ 
日本は•その餘威に乗じ、佛米諸國と力を戮せて，朝鮮に禍する m ぁ bi いひ、韓廷 
之を信じ、兩國の信交、愈よ球遠となる。これよ b 先、露國南下の勢力は、豆滿江口 
に及び、その新領地開拓に急なるや、盛に朝鮮の流民を招撫せしを以て、兩國の境 
界念 よ M 近し、邊吏之を 檢锎 する能は>。か{の如く、北露询日の警報に憂歐し 
て止まざる韓民は，飜つて淸國の大に恃む7きを覺り、殊に數年前，王宮の造營に 
際して、錢を借りし恩惠ぁるを以てざの勢力を藉> て、鎖攘主義を遂行せ ひと 欲 
するに至れり。大院君の如きは、こ’の思想に感染せし隨|の人に外ならす0こ 
れよ b •事大の念^よ堅く^がて淸國の勢力，事實上¥島に進入するの通を發せ 
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大按君の失權 


.今王即位の初 H 年の^すでに終り，年亦た長せしを以て、議し'王絮を立つ。 
府大夫人閔氏の弟升辞出で ゞ その族閔致祿の家を繼ぐ。致祿女あり，書史に通 
曉し，頗る聲#あり，府大夫人、之を趙大妃に B め、且つ大院君に謀りて、之を立てむ 
とす。大院君，亦た必す己に利あらむことを思 ひ， 遂に議を定めて、閔氏を迎へ、立 
て ゞ 王 iB となす。こ ゞ に於て、その父致祿を追封して、驪興府院君となし•兄升鎬 
の官を陞ぼす。すでにして，大院君，王妃の聰慧を見て、心頗る之を忌む。趙大妃、 
さきに大院君と相驩びしが、その專橫甚しきを惡み、その他、宫人趙氏及び大院君 
の兄最應•長子載冕の 如き， 亦セ皆隙あ b 。 王®遂に謀を回らし、張氏及び趙寧夏. 
閔升鶴.最應•載冕等をして、屢ば王に親政を勸めしめしが、王未だ決する能は中。 
大院君、之を察し•王の意を搦 b 知らむと欲し、病と稱して、北 S ： 外の山莊に退居す 0 
升寧寧夏等、諫官崔益敍•洪在敍をして、大院君の不忠を痛論せしむ。大院君、大に 
怒 K 右議政朴珪壽に請ぅて£人を殺さしむ。珪壽，大院君の專恣を惡みて、命を 
奉せず、大院君，之を奈かむともする能はす、遂に山莊を去つて德山に赴き、憤怒の 
意を示し•國王驚いて之を迎へ歸さむことを 豫 期せしが、王、廷臣に聽いて、之を 問 







.七 c 


はす。大院君攝政十四年 ft 權遂に閔氏に移る。こ、に於て、朝鮮の政略、亦た一 
變し 、その 十月 •束萊府使朴霽寃、屬員を遣し、日本駐在官に修好の意を 通じ， 兩國の 
協商 •將に成らむとせしがざの翌年、慶尙 4 羅•忠淸 、三 道の儒生、上奏して國王の不 
孝を諫めし によ，り、大院君、京城に 入り、 升镐を要路よ b 斥け， 復た政を執る。 

この年九月、我が軍艦雲揚號 ，朝鮮の 西海岸よ 彡淸國 牛莊に至るまでの航路を 
測 S 中、 淡水缺乏の爲 め、 同月二十日，錨を il 江口に投じ•端艇を以て江を溯る や、 江 
華島砲臺、俄に之を砲擊 す、 盖し之を外固. 船と 誤認せ しが 故な b といふ。艦長井 
上 良*令を 傅へ、 二十 一日、 第一第二砲臺を 攻め、 二十二日， 上犓して、 永宗城を陷 れ、 
韓兵三十餘人を M し、大砲三十八門を棼ふ。我が 兵、 死赉ゎづかに一人の み。 良 
释、 歸つて之を政府に fst る や、 國論復た動く。十二月 十三 日，我が政府は、陸軍中 
將兼參議黑田淸隆を全權辨理大臣に 任じ、 二十 七日， 議官 井上馨を 副大臣として 
朝鮮に派遣す。これよ b 先•日本人八戶叔 順と いふ もの、 上海に在りて、日本政府、 
征韓の皋ぁるべきを宣言し、韓廷之を傳聞して、憂慮措かす。明治九年二月十日、 
黑 田辨理大臣の一行•江華府に着する や、 韓廷、大官判中樞府事申檍•副官都總府副 
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總管尹滋承を派して•之を迎へしむ。二人、固よ b 無能 0 庸吏、その議、容易に決せ 
t 。 この間、大院君 E 9 中の淸議を敦煽し、領議政李最應•右議政金炳國•中樞府大臣 
洪淳穆等、之に和し、衆論嚣々た b 。 二十二日、日本使節の一行は、頂山島に碇泊せ 
る船に歸 bra 日間の猶豫を與ふ。韓廷、さきに淸國政府の忠吿によ b 、 主戰の不 
刺を知 b .、 ra 族は、大院君再び勢を得むことを怯れ、漸く和議に意あん右議政朴珪 
壽•通事吳庚鍚は、はじめよ b 媾和を主張せしが、こ、に至りて、群議を排して、國王 
王妃に說き、次いで、李最應を說服し、二十七日，遂に日韓修好條規を締結す、これを 
江.華條約といふ。 

この條約は、すべて十二欵より成 b 、 其主要たる點は，朝鮮の獨立を公認し、日本 
と平等の權を有し•爾後兩國和親の實を表せむと欲するには、彼此互に同等の禮 
を以て接待し、決して侵越猜疑することあるべからすといふに在ヴ。其他、二十 
個月の後，朝鮮國內に於て、新に通商港二處を開くべく本航海者は朝鮮沿海を 
測量するを得べく、日韓兩國の漁業者は各兩國海面に於て漁業を營むを得べし 
等の諸件な彡。此年五月，朝鮮政府は、江華島の失擧を謝し，併せて國交を厚ぅす 
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る爲に、臁曹參議金綺秀を修信使として、日本に派し日本は、同年八月、外務大丞宫 
本小一を理事官として京城 1 C 遣し，議政府堂上趙寅 ei 商議し、同月二十四日を 
以て、修好條規附錄十|條•朝鮮諸港日本人民貿易章程十一條を議定す。而して， 
この條約に於ける豫約を實行し、咸鏡道に元山津を開きしは、明治十三年(一八八 
0 ) 五月にして、京幾道に仁川港を開きしは+六年(一八八三)一月な b 。 次いでゴ 
本は、明治十三年を•以て、京城に公使館を設け、辨理公使花房義質を駐剳せしめ、國 
王又我が陸軍中尉掘本禮造を聘し、衞兵をして、新式の訓練を受しめ、金玉均•徐光 
範を日本に派遣して，その文物制度を視察せしむ。 

日本*>率先して朝鮮を開國せしめしは、なほ往年米國水師提督 
ス V 、自國を誘導せしと同一の手段を取 b しものにして'言すれば、善く米國の 
外交政策を襲用せしものなり。この媾和に ょりて、 朝鮮は、世界に紹介せられ、隱 
密なる他人的國民は、はじめて•歐米諸國と通商の交路を開くに至れり。 

然れ ども、 淸 韓宗屬 問題は、 依然 宿題として残されたり。明治九年| 月， 全權公 
使森有鱧を淸國に派し、李鴻章に向つて、之を訊間せしが、要領を得す。 これょ b 





先、大院君、深く世運の變を喜ばす、再び京城ょ b 退隱せしが、なほ排倭論を唱へ，尻 
間亂を樂むもの，之に雷同す。こ、に於て V 一の條約の締結を聞いて、人韓し 1 C る 
佛國宣敎師は、多く捕拿せられ、その取、日本駐剳佛國公使の聞くところとなるや、 
公使は、之を日本外務省に依賴し、签山浦 m 本管理官を經て、その引渡を請求す。 
朝鮮政府•返書を裁し、萬事 I に淸廷の處分に依るべきを答へ、書中、上國鏟部•上國 
指揮等の字ぁり、且つ瘙®の書法を用ふ。日本政府、その修交條規に矛盾 -. v るを 
以て，之を斥く。朝鮮、更に之を淸國に察報し、淸廷乃ち書を送る。その中「朝鮮久 
隸中國、而政令均自理、其篇中11所屬國•天下所共知•其爲自主之國、亦天下之所共^ 
應由朝鮮斟酌答復」の語ぁり。 B 4 窓の瞹眛、亦れ甚しといふべし。而して，朝鮮は 
遂に自主の名を以て我に答へしに因つ て、 その 事， しばらく罷みしが、この 後、 淸國 
との關两漸を以て一層緊密となるや、遂に日淸戰爭を起すに至る。 

淸韓宗 ffi の問題は、 ひとり， 我が日本に對 して 然るのみならす、その歐米列國に 
對するや、亦た均しく曖昧なり。明治十三年( I 八八〇)米國は、水師提督 1 シユフ .工 
^をして、 朝鮮に赴かしめ、日本政府の紹介を 以て、 修交を乞 ひしが、 朝鮮之を拒 
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絕す。 乃ち轉じて淸國に 赴き、 李鴻章の斡旋を求む る や、朝鮮容屬に 之を諾し、 明 
治十五年(一八八二)仁川に於て、美韓條約の調印成る。これを朝鮮が歐米に通す 
るの權輿となす。この條約の草案は、李鴻章門下の起稿に係り、 第 一條1:朝鮮は 
中國所屬の邦國なりといへる語|)卜しが、米國全權の注意にょりて、之を删添す0 
次いで、明治十六年十一月には獨 英二國 、十七年六月に.は露伊二國、十九年六月に 
は佛國 • 一十五年六月には塽甸國 、皆 之と條約を綣結す。而して、淸固は、明治十五 
年九月を以て、中國朝鮮商民水陸貿易 章 程を 協定し、 京 城 及び 義州•會 寧の 開 市を 
承諾せしめ«程の序言に明記して 「惟 ふに今回訂するところの 水陸貿易章 程-は、 
中國が屬邦を優待するの意に係\各與國が一體に均霑する例に非す」£ぃへり。 
而 して， 淸國が 、事實上， 朝鮮を屬邦視 し、 その外交に容喙し、歐米列國 、亦た 之を默認 
せしは、露英二國の交'涉に於て•念よ明かにして、壬午の痠に至 b て、その態度*忽ち 
活»となれり。 
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壬午の 8 


大院君の驕傲 


清韓宗屬問^未だ解決せられず、朝鮮に於ける日淸の衝突は、自ら避くべきに 
非す。而して、その序幕を開きしものを，明治十五年、大院君の il となす•その歲、壬 
午に當るを以て、一に壬午の變といふ。 

大院君、政を還せし後、全く失意の境に在 b 、 明治十一年•庶子李載先及び安驩永 • 
蔡東述•李鍾學•李鍾海等をして廢立を圆らしめしが、事露はれ、載先等、皆殺さる。 

こ、に於て，益す用ひられす、居常怏々、外戚閔氏と愈ょ相惡し。かつて*火を閬氏 
の家に縱つものあ卜、升鎬父子、その母李氏とともに火中に燔死す。大院君、母兄 
あり、李最應といひ M 議政に任す。大院君、又相惡しく、かつて、賊あり、火を其邸に 
縱つ、捕へて之を鞫するに、その跡 ®I る疑ふべきものあり。然れども、舉朝な a ■率 
ね大院君の耳目に係り、敢て口を開くものなく、事白せすして寢む。 

大院君，一刻薄陰險，以て性となし、且つ貨を好ひと雖も，その行は，極めて肅整を.裝 
ひ、好んで，史書を讀み、口を開けば、必す周孔を說き、善く人心を收攬し、無謀過激の 
徒、悉く之が爪牙となり、平生，忌惡するところは、羅織して之を中傷す。國王、すで 
に改進政略を取办•諸外國と條約を締結し、常に國勢の陵夷を 慨し 、大に革正する 













鱗兵の暴行 


ところぁらむ とす。大院 "君、 頑傲自得、舊物を株 守し， 宇として動かすべからず。 
居常、 國王を誹 笑し、 呼んで亡國の腐主と なし、 柱々屛居門を杜ぢて客を 謝し、 朝せ 
ざる もの 累月、國王親ら 臨んで、 その起居を 存問すれば、乃ち辭するに疾を以てす0 
王、 深く愛を父に失は むこと を 恐れ、 趨從を門外に 留め、 單行子弟の禮を取卜，叩頭 
して 罪を謝す。大院 君、 拒絕して、入るを許さす。 その 倨傲專縱 、率ね 此の 如く、 常 
に巳失の政權を恢復し、再び樞政に登らむと欲す。而して、國人亦た閔氏の專橫 
を惡み 、却つて、 望を大院君に囑す。すでにして、京城の•鎭 兵， 暴怒變をなすの事 ぁ 

bo • • : 

京城の鈸兵 、凡そ 五千餘 人、 久しく糧食を給せられ.ざるを 以て、 數ば之を哀訴す 
る も、 當路 者、 言を左右に 托し、 遷延して之に應せず，遂に相率ゐて大院君に詣 bv て 
の C 狀を訴ふ。大院 君、 之を燕寢に•延き、温言慰解して 日く、 汝等、我が意の存する 
ところに從は V 、我能く汝の爲に謀らむ。汝等の食を得ざるは、閔氏の專恣乃ち 
然るのみ、と。七月二十三 B 、 鎭兵意を決して反し，先づ淸水館を焚掠し，閲氏の第 
を圍み 、閔 謙鎮•閔昌植•金壽敍•李最應等を 殺し、 光化 門外、 廷臣殃に罹る もの 三百 除 








人。遂に闕に至つて、閔妃を出せといふ。閔妃、すでに服を變じて、尹泰駿の家に 
逃れ，忠淸道に潜行し，ゎづかに難を免る。こ、に於て’大院君は、長子李載冕とと 
もに，宮中に入り，兵衆を麼いて去らしめ、國王に逼 b て，政權をその掌撅に收め，國 
中に布告して，閔妃すでに亂軍中に殂せりと稱す。大院君、更に衆§?を I 身に收 
め、宫中の外戚嬖臣を排斤せむが爲に、亂民を敎唆して、我が公使館を襲はしめ•火 
を縱つて之を焚き*朝鮮軍隊訓練の任に當りし陸軍工兵中尉堀本禮造等七名を 
1房公使の遭殺す。 辨理公使 花员義 ^、 事の急なるを見、書記官近藤眞锄.陸軍步兵大尉水野勝 
毅等二十八人を画束し，圍を銜いて大街に出で、王闕に向ひしが、南大門、堅く領し 
て入るを得す、乃ち暗夜に乘じて、楊華鎭に至り，翌二十四日午後、仁川に至る。府 
使鄭志銘、これを禮待し、その廳堂を以て、公使休息の■所となす。忽ちにして、兜徒 
復仫來襲し，砲聲堂後に起るや、はじめて府兵の暴徒に與せしを知る、水野•礎林の 
二大尉，力を盡して防戰し S 査及び語學生四名、之に死す。公使等，奮闘して圍を 
破\海岸に至 b て二漁舟を得、波に任せて南行し、濟物浦に至りて、英國測量船飛 
魚號の救助を得て、之に搭じ、因つて、書 SH を作 b 一は國王に呈して仁川の變事を 
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報じ'は同文司觀察使に 寄せ、 我が難に死せ しもの、 爲に、その遺骸を埋葬せむ 
ことを囑し、直に還つて、長畴に至之を政府に報す〇而して、その報の東京に達 
せし は七月三十日な卜。 こ、 に於て、第三 回の 征韓 論、 重ねて起る。 

和戰兩派の議論、政府部內に盛な b しが、七月三十一日の閣議、先づ談判を試む 
るに決し、外務卿井上馨、直に馬■に出張し、花房公使に授くるに韓廷間罪處分の 
要領を以てし、翌 八月 十二日、公使仁 川に 着し、十六日-:中隊の護衞兵を率ゐて京 
城に入り、十八日、陸軍少將高島 IB 之助•海軍少將仁禮景範•海陸戰員千百五十餘に 
將として、又京城に入る。二十日、公使、國王に謁して、要求個條書を奉呈し、決答の 
期を限るに三日を以てす。これょり先•參議金允植.校理魚允中，淸國に在り•變を 
聞くや、李鴻章に淸兵の派遣を請ひしを以て、朝鮮政府は，その來着を恃み、斯日に 

至るも、回答をなさす。花房公使は、高島•仁禮兩少將と議し-:十三日、京城を發し 

0 

て濟物浦に向ふ。同時に、淸國北洋水師提督丁汝昌は，軍艦威遠を率ゐ、廣東水師 
提督.吳長慶とともに六營の兵を栽せて、南陽灣に至り、辨理朝鮮事宜馬建忠は、陸 
兵百人、海兵五十人を率ゐて、京城に入る。吳長慶、上陸後、* I 薄の臣魁、柱尋利泰に 
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在る を偵知し*一十 九日、 その黨百七十餘人を擒 にして， 之を 平らぐ。 而 して， 馬建 
忠は、 二十 六日* 大院君を南大門外の屯營に 誘致して、 之を拘へ，汽船に乘 せて， 天津 
に送^ V 、 保定府に留置す。こ、に於て、 京城全く靜穩に歸 し、 魚允中•洪英植•趙寧夏. 
金宏集•金 允植等五 人、 朝に 立ち、 a に人を馳 せて， 花房公使を a め、 全權正副大臣李 
裕元4 宏集を 派し、 濟物浦條約六條及び修交條規續約を 締結す、實に 八月三十日 
な bo その主要なる は、 (一) 暴徒を 逮捕して、その 首謀を 誅す、 (二)五萬金を 償ひ、 暴徒 
の贫に殺害されしもの ゞ 遺族を賑 救す、 (三)五十萬金を 出し、 我•か政府の損害を賠 
償す、(四) 我が兵 ft を驻 屯して、 公使館を 保護す、 (五)特使を派し•國王の手書を齎らし 
て、 罪を我が政府に 謝す。 その他、 (一) 一兀山•签山又び仁 JII 諸錤遊步 規程は、 自今五十 
里を以て限界と なし、 二年の 後、 推延 して、 百里と なす X 二)榷塲を楊華鎭に 開き、 韓地 
の規程を 擴む、 (三)凡そ我が公使領事ょり僚屬家人に至る まで、 適曹の旅券を携帶 
すれば、內 地を跋渉 する. も妨な し 等の 諸條な り。こ、 に於て， 日韓の交際、 漸く舊 
に復 す。 

この際に於ける 淸國の 政策は、まことに 機敏と稱 すべく， 頃刻の 間、 その勢力を 
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して、半島に開展サしめし一大擧に外ならす。顧みれば、淸朝開國の初、太宗兵を 
加へて、朝鮮を征服せし以來、常に之を屬邦視せしが、何等の保護恩惠を與ふるこ 
となく、殊に髮賊亂後、力を此地に用ふるの餘裕なく、遂に開國の已むを得ざるに 
至らしめ、日本等は、その獨立國たるを承認し、宇島に於ける勢力は•表面上、全く跡 
を留めす。然りと雖も、國民の心は、ぁくまで、淸國に歸嚮し、執政大臣、亦た之に賴 
つて、北露南日の侵略に對抗せむ.と欲す。されば、事實上.宗屬の關係を世界に表 
白するの一事、淸國政治家の夢寐なほ忘.れざるところ。李鴻章は、東洋の智者な 
り、さきに、變を聞く^、大兵を派し、一面には、隱然日本に對する示威運動をなし-: 
面には、排日思想の中心なる大院君を去らしめ、之を自國に拘留し、酸甘兩つなが 
ら之を合せ ifs して、閔族をして政を執らしむ。大院君の全然^守主義たる i 、 閔 
族の多少改進主義なるとは、開國後の今日*毫も之を間ふの要なし。唯だ大院君 
の人物桀驁にして、制し難きは、遂に閔族の'凡庸無能、容易に其命に服するに如か 
す。これ淸國が如上の處置を斷行するに至6し所以にし十-、见徒亂後の結果は、 
まことに豫想外と稱すバく、魯酒薄くして邯鄲圍まるといふと頗る相似た卜と 



Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 








事 W 上の明國 


0 ? 


いふべし。 

大院君、すでに拘へられて去 b ， 閔氏の族、勢を得、淸國の總理衙門に傚ぅて統理 
衙門を新設し、分つて內外となし、その內衙門には、李鴻章の推薦にょぅて、その幕 
賓獨逸人モ少レンを聘 M し•外衙には淸人馬建常を顧問とし、盡く李鴻章 
の命を聽いて，その政を處理し•鴻章門下の吳長摩袁世凱は、三千の兵を率ゐて、京 
城の內外に駐屯し、陰に之を監視す。その後•顧問は皆その職を去り、內政は、稍や 
覊束を脫したれども、兵權及び外交の事に至 b ては•依然として命を支那に聽き、 
朝鮮は，こ、に事實上、さながら支那の屬國とな b 、 廷臣の過半は•事大黨に歸し* 

意淸廷の鼻息を窺ふを勉むるのみ。 

大院君の保定に送致せらる、や、詩を賦して日く、凡然寄在火輪船•刀水劍山秋 
月天，有夢家鄕漸々遠、無涯宇宙輕々前，初生應樂庚辰世、暮境那塔壬午年、究竟安危 
人奠道、神明臨質十分先、と。その李鴻章と相見るや、意氣投合し、大に東洋の形勢 
を縱談し、次いで，北京に上り、淸帝に謁せし後、還つて保定に居る。鴻章、之を待遇 
すること、太だ厚く、その意、藥 II 他日の用に供せむとするに在るや，言を俟たす。 
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淸國 0 態度の極めて活潑なるに反して、我が日本は、その後、專ら緩慢なる懊柔 
の政略に出でた b 。 この年十月、朝鮮政府は、正使朴泳孝副使金晚植を遣.•して，謝 
を致さしめ、同時に遊覽隨員の名を以て、徐光範•閔泳翊•金玉均等を遣し、兩國の交 
情を温む。朴金諸氏は‘本滯在中、各國公使及び我が朝野の名士と交を結び，大 
に發明するところあ卜、その歸國に際し、顧間員を招聘. L て、伴ひ-行き、歸後國王に 
見えて、日本の義錢依賴すべきを陳し、之に傚ぅて、文明改進の主義を採用せむと 
し.、殊に金玉均は、治道策を著して、執政に上^'、十數人の學生を日本に留學せしむ。 
辨理公使竹添進一郞、新に任に就き、之と結託して、日本人民貿易規則.海關税目 .0 
本漁民取扱條規等を協定す〇兩國の關係は、此の如く、むしろ好結果な b しが、こ 
の際、特に惜むべきは、 a 本の對韓政策、愈ょ小心にして、爲に朝鮮の依賴心を消喪 
し、遂に不利を免れざりしこと、是れなれ。はじめ*物浦條約の嫌結さる、や、日 
本は、一大-隊の兵を派遣して、公使館を護衞せしめし•か•明治十七年の頃には、漸次 
に，戚じて、一中隊となり、竹添公使は、前條約.規定の賠償金中、未拂金額四十萬圓を 
韓廷に還附して*改革の费用に供せしめしが、朝鮮國民は、その深度を察せす、とも 
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u 日本の弱力、前： n の舉を悔ゐしが爲な b となす。八道の官民をして、兩國勢力 
の評量を なし、 愈ょ淸國に依倚するに至らしめしものざの 失、 蓋し我自ら取る の 
み。明治十七 年、 淸國、東京の事ょり•佛國と隙ある や、 日本政府部內 、その 虛に乘じ 
て、 朝鮮の日本黨を 助け、 淸國の勢力を半島^ b 排除せむとするの議あ-^しが、遂 
に行はれすして止む。幾もな くして、 金朴甲申の aL あ b 。 

朴泳孝-金玉均等、■ゆる日本黨の一派は、その勢力に於て、到底閔族一輩の支那 
黨•即ち事大黛に若かす。この際、韓圭稷•趙定照•李祖淵等、隱然露國黨を組成せし 
が、政治上に於て は、 未 rr 觀るべきものあらす。閲氏盛 U 事を用 ひ， 秕政日に 多く、 
官爵を貞りて、收歛日に甚し。當時淸韓境界問題起り、魚允中、會搴府使 i なり、吉 
林將軍と談判せしが、新に豆滿江を以て界となし、分水嶺一帶百餘里の地、折れ•て 
淸國の版圖に入る。淸廷の驕慢、漸く列國の反抗を受けむとし、國王亦た日本黨 
を喜ぶに至る。こ ゞ に於て、朴金諸氏，竊に國王に勸め、速に英斷を以て國運を挽 
回し、獨立の基礎を建つるの策を上る、國王なほ依違す，乃ち頦彡に竹添公使 i 謀 
るところあ b 。明治十七年十二月四日、朝鮮郵政局，新に成^/國王親臨、大臣及び.. 







SI 


清兵の人 ！ E 


各國使臣を脅して、之を落せむとす。玉均•泳孝、豫め洪英植#光範.徐載弼•李寅 f 
申福模と議し、機に乘じて兵を舉げ、急に襲ぅて、大臣等を殺さむとす。會 i 期を 
過ち、右衞大將閔泳翊、先づ傷いて走りしを以て、計齟齬して成らす。玉^泳孝、馳 
せて王側に入侍し、國王に勸めて、難を景祐宮に避けしめ、內官邊樹を急使として、 
竹添公使の來援を請ひ、同時に廷臣變を聞いて入朝するものを路に要し、後營大 
將尹泰駿.外衙門督辨閔泳穆•內衙門督辨閔臺鶴(泳翊の父)吏曹判書趙寧夏•前營大 
將韓.圭稷.左衞大將李祖淵等，反對黨の領袖輩を殺す。すでにして，竹添公使、南村 
泥峴駐屯の日本兵全数'中隊を率ゐ、深夜景祐宮に入り、玉座を桂洞宮に遷す。 
五日の朝、新政府の布吿ぁ卜、國王の從兄李載元、領議政とな卜、洪英植、左議政とな 
り、朴泳孝、前後營使とな>•金•玉均、戶曹判書となり、日本黨、皆要職を占め、同時に事 
を用ひし小人及び宦者柳在賢等を斬る。左議政洪英植、國政改革素を國王に呈 
し、又殿下を尊んで陛下と：史むること、なし•國王 ffilc 景祐宮に還 b •六 H 午後、將 
に大政 I 新の詔を天下に下さむとするや、淸兵闕に入り、事乍ち敗る。 

聞族の敗る、や、直に淸國兵營に至 b て•哀訴す0この日、午前、淸國全權委員袁 







世 a . 提督吳■兆有 等、 入觐せむことを請へとも許さず。午後，淸兵數百、景祐宮の西 
よ b 北に®6、宣化門より入るや、韓兵之に合して、砲擊亂射，彈九王側に落ち、且つ 
火を縦つて宮を燒く。•中隊長大尉村上正積、竹添公使の命に よ' り、部下を督して 
應戰し、淸兵二十餘人を斃せしも、衆寡敵せす。國王、恐怖飮泣し，大王妃の所在を 
尋ねむとし、遂に韓兵に擁せられて、淸軍に入る。公使乃ち兵を收めて•公使館に 
退く。夜に入りて，淸兵來り M ふこと三回。この日•京城在留の日本人•淸兵若し 
くは韓兵に殺傷されしもの、步兵大尉磯林眞三以下、凡そ四十人。婦女皆姦せら 
れ、その死、殊に慘虐を極む。こ、に於て、朝鮮政府 a た更迭し、沈舜澤、領議政とな 
\閔氏の一族•泳煥，泳駿.泳翊.應植•煱植等•皆要職を占め A 道再び事大黨の天下と 
なれ、 洪英植 は、 淸兵の爲に北岳關帝廟下に殺され、朴泳孝•金玉均•徐光範.徐載弼は， 
難を日本公使館に避けしが、館內糧食盡き、且つ彈九乏しきを以て、遂に退去に決 
し、 七：：：午後、公使國旗を撤 し、 兵を引いて京城を去る。その西小門を過ぎむとす 
るや、公使館、すでに烟煸の中に在 b 。 朴金兩徐，亦た公使 (; 從ひ，行々、 SL 兵の尾擊 
を防ぎズ=朝、仁川に入>、日本軍艦日進艦±陸隊を編成して、居留地を讓り、十一, 
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日、公使の一行、日本に向ふ。 

咐添公使の失 竹添公使が朝鮮年少有爲の士と結託したるは、固ょり善し、然れども、日本政府 
究極の決心を質すに及はす H : つ朝鮮に於ける日淸兩國兵力の隔絕に留意せず， 
金朴諸氏の爲に謀るところ、始終盡一ならす、爲に此に及びれるは、斷じて、失計と 
いはざるべからす。 . 

我が日本の淸韓二國に對する平和は、すでに破れ、殺氣忽ち東洋に滿つ。竹添 
公使、仁川ょり、®-變の顧末を東京に急報し、その政府に達せ心は、十二月十三 H な 
b 。 こ、に於て、主戦論、又踫なりしが、內開は、例に因つて，平和說に決し、外務卿伯 
爵井上馨、特派全權大使に任也られ、二十四日、陸軍中將子爵高島鞘之助•海軍少將 
子爵樺山資紀を伴 ひ、 步兵二大隊を率ゐ て、 橫濱を發し H 十日、仁川に着し、翌明治 
十八年一月三 y ， 京城 U 入る。淸國政府も，猶辨北洋通商事務官吳大澂を遣し、陸 
兵及び軍艦を簡派し、この時、すでに京城に在\今後の談判に關して、復た干渉せ 
しところ、盖し少からすといふ。一月六 H 、 井上大使、國王に謁して、國書を呈し、翌 
. 日.直に談判を試む。韓廷は、今回の事變を以て、ひと、〇金朴等の所爲と認めず、ひ 



そかに•日本政府の意思を疑^徐相雨を全權大臣として，東京に派し、政府に問ふ 
ところぁらむとせしが、こ、に至りて，其議を中止し、左議政金宏集を以て全權大 
臣となし、談判の初■日^宏集、先づ變亂の事由を究めむとせしが、井上大使、之を論 
破せしに因り、その翌日、日本の要求に些少の修正を加へて、之を承諾し'月九日、 
京城條約の調印成る，凡そ五條。その大要は、朝鮮國王•國書を修して謝意を表す 
るこ i •被害日本臣民の爲に金拾壹萬圓を償ふこと，磯林大尉を殺害したる兇徒 
を査問拿捕して重刑に處すること•公使館の地基房屋を交附し新築費二萬圓を 
支辨 I するこど m 衞.兵の營舍を公使館側に詖くること等な b ? その翌二月、朝鮮 
は修信使徐相雨 •副使モルレ ンドル フ を日本に派し、國書を呈して 、厚く 其罪を謝 
す〇 ' 

京城條約は、極めて淡泊にして、 H . •つ寬大な5、 盖し 井上大使の 意は•敢て 償金の 
多きを S ます、 文辭の卑きを欲せす、事由を日本に歸することなからしめ，婧和の 
後、 M に進んで淸國に向ひ•大に詰問を試むる覺悟な しとい ふ。こ、に於て，明 
治 十八年 二月 ゴ本政府は、宫內卿伯爵伊藤博文を特派全權大使となし，農商務卿 
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伯® M 鄕從道を副使として、淸國に派遣す。この一行は、二月十四日を以て、夫津 
に着し，李鴻章.吳大激，全權とな^/直に同地に於て會商せむことを望みしが、伊藤 
大使は、先づ北京に赴き、總理衙門を訪ぅて、李鴻章の権限を確め、四月二日、天津に 
歸着し、翌日談判を開始す。この間、淸佛媾和假條約の協議、成立せしに因り、李鴻 
章の態度、はじめ温和なりしもの、俄に變じて强硬となり、十六日、第六回の談判に 
於て、伊藤大使は、歸國の準備を随員に命せし程な卜しが、淸廷俄に大使の要求を 
天律條約 容れ、四月十 X 日を以て、兩國全權、各約書に署名書押す，これを天津條約といふ、凡 
そ三條。その大要は、日淸兩國、四個月以內に*朝鮮より撤兵すること、撤兵の後、朝 
鮮兵士の訓練は兩國より敎師を派出せず•之を外國敎官に託すべきを朝鮮國王 
に勸吿すること、今後日淸兩國、或は其，派兵を要することあれば，互に文書を以 
て知照すること等な 卜。 而 して、 李鴻章は、別に附約して日く、 京 城の變に 際し、 淸 
兵が：：：本 e 民を殺害し凌辱し fLb といふは、其證なきを以て、他日證左舉がるを 
.待ちて•之を處分すべし•と。 

g 津蠢0價 伊藤大使は、その初、李鴻章に向つて淸兵の暴戾を說き、淸國をして半島より退. 
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去せしむるを豫期せしや必せちと雖も，如上の條約，なほ且つ辯論數回の餘に成 
立せしものとすれば、その談制の拙なる こと •想見すべきな bo かくの如くして、 
甲申の政變は、日本及び日本黨の面上に汚泥を塗りしもの.といはざるべからす。 

この條約の結果 * i して、日本は先づ撤兵し、淸國は對佛防*の必要上、亦た撤兵 
せり。然れとも、袁 m 凱は、更に統理交涉通商 1 4 i 宜に任せられ、京城に在ること、舊 
の如く、深く閔族と結託し、二百の淸兵は•服を變じ、或は巡査とな.!)、或は西人とな 
つて、京城に駐まり、爾後十年間、その爪牙た bo その後、閔族、蕗國と親まむとする 
傾向ある や、 李鴻章 は、 大院君を放つて歸&しめ、一面には之を牽制し-:面には國 
王0心を慰む。こ、に於て、朝鮮政府、從來日本の忠吿によりて革正設置せしも 
のは'初廢絕に歸し、日本の勢力の袞へしこ.〇、前日よりも甚しく、今や殆んと地 
を拂ふに至らしに反して、淸國の勢力は、愈よ增加し、朝鮮は、名實ともに.その.附庸 
とな办，半島に於ける.日淸の衝突は、一變して、淸露の交渉 i ならひとす。次章、餐 
國對韓政策の開展 II 就いて叙述するところあるべし。 




第五簞露.國勢力.の.開展 

千八百六十年，北京條約の結果として、從來露淸の共有地たなし、烏蘇里江と日 
本海}の問に介在する土地は、すべて露領となり、その境界線は、豆滿江に及び、は 
じめて朝鮮と接壤するや、咸鏡地方の流！ HT 或は苛政に苦み，或は饑饉に艱み 、相 率 
ゐて其地に入るもの日に多く，露國官吏、亦た力め，て之を愛撫せしが故に、韓廷屢 
ば禁令を出すも•すべて無効にして、兩國の境界，愈ょ南に移れり。然れども，露國 
は、その後、三十年間、本國及び中央亞細亞方面に於て多事なりしが故に、對韓玫策、 
未だ大に觀るべきものあらざりしが、明治 十七 年 U 八八 四)淸國駐剳公使 クエ） 
m 洋の事情に通するを以て、舉げられて特命全權委員とな b 、 はじめて京城 
に入る や、 韓廷は•外激衙門總理大臣金炳始を以て全權委員となし、商議數回、六月 
に至 b て•通商條約及び特別條約書、並に貿易規則を儀了し，翌十八年(一八八五)四 
月！ S 國皇帝、これに批准し、 因つ てク H 丨べルを以て，朝鮮駐剳公使となし+月仁 
川に着す〇'この條約締結に就いて，露國の爲に斡旋 太 だ力めしものをモルレン 
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ドルフとなす。 .' ■ 

モルレ XI ドル 71 は、 獨逸人にして、李鴻章に聘せられ、久しく幕賓とな 办、 大に器 

重されしものな b 。 朝鮮の國を開くや、李鴻章、朝鮮に勸め、之を任用して、顧間れ 

らしめ•以て自ら 爲1: するところ あらむ とす。 モグレンドグ フ、人と な b 、 狡慧黯， 

詐、常に異圖を抱き、因つて、をの身、韓人の後裔と稱し，その名に當つるに®蟒德の 
f 

三字を以てし•韓人の輿望を收め、韓廷が外交の事情に通せざるに乘 C 、 嚇するに， 
日淸兩國、朝鮮の 獨 立に不利なるを以てし、飜つて、露國に依賴するの良計なるを 
說き、こ，の條約の締結に鞅掌せし功を以て、露國皇帝、酬ゅるに神聖安那第二等動 
章を以てせりといふ。兩奢の間に存せる內約は-固ょり知るベから t と雖も> 
グレンド火フの夙志、朝鮮の奪攘に在ること、言を待たす。而して、ク H 1ベ W は， 
通商條約談判の結了せむとするに當\更に追加條約を以て、露韓境界線に接近 
したる朝鮮の領內に於て、特に露人の爲に內地貿易を開かむことを要求し、その 
京城に入るや、しき b に宮廷の信任と交誼とを求め、ゥ T ベル夫入^貌® M 、 談 
話に巧にして、且つ醫術に通す るを以て、 宮中に出入して、王妃に信寵せられ，一 ^ T 







y ンド 〆 フ、亦た大に力を盡し、以て必す之を成立せしめむとす。然れども、事態 
重大なるを以て、韓廷踟蹰して決せす，李鴻章、之を聞き、七個條の問答錄を國王に 
送办、その不可を極論せしを以て，遂に中止す。宅ルレンドルフの橫着び る や*專 
斷を以て•朝鮮政府の名義を用ひて條約締結を豫約す。その意、知ら十識らすの 
間 £を陷穽に落し•究極に於て、その目的を達せむと欲するに在り。こ、に於て， 
その後一年を經て、クエー•ベ，は，公然朝鮮政府に對して、前約を履行せ•むこと t 
要求し、その謂 ゆる 追加條約草案を提出して、談判を試む。韓廷はじめてモルレ 
ンドルフを疑 ひ， 李鴻 章、 亦た自ら欺かれしを悔悟し，急に之を召還す。ク1 
叫、しきりに抗議せしと雖も、各國公使、國王に忠告せしを以て、遂に其意を達せす。 
モルレンドルフ、すでに京城に走 り， 談判一時中止せしは、實に朝鮮の大幸なりき。 

李鴻章、すで に モルレンドル フを 召還 しれる « 更4: 幕賓米 A ^ l ンー ー丨を 派し 
て•朝鮮國王の 顧問と なす。デン M 1 •亦た舊誼を忘れ Vv の利を爲さむ とし A 韓 
の初©韓論を 著し、 淸廷の措置と 袁世凱 の行爲とを痛 斥し， 無 S : 數千 言、 朝鮮の 淸 
恩に非ざるを主張し、獨立の實を表すべきを切論し，しかも己は露國に倚つて、其. 
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廋興嫌約 


巨文島事件 


志を遂げむとし•深くゥ H 1ベ T と結ぶ。明治二十年( I 八八七)クエ，丨ベへ復た 
追加條約草案を提出して•談判を逼るや，各國公使，之を不利とし、韓廷亦た 自ら 深 
く利害に鑑る i ころありしが、遂に辭するを得ず、露國亦た多少讓步.するところ 
ありしを以て、督辨趙秉式を以て全權委員となし、明治二十一年(一八八八 X 月四 
日，遂に陸路，通商條約の締結をなし、翌年十月、慶典府を開いて、その實施を見るに 
至れこれを慶興條約といふ。ゥ H 丨べ火の手腕•巧妙なること、想ふべきな匕 
この後、露^は、復た朝鮮の*民を歡迎せす、届住者には重税を賦課して之を苦し 
め.南烏蘇里一帶の地に於て、純然たるスラズ民族の一邦を建設せむとするの意、 
昭々として明かな bo これと前後して；巨文島事件は*實上、朝鮮の淸屬なる こ 
と、露國の勢力•容易に朝鮮を牽制するに足ること等を表示せ bo 

甲申 m 後、半島しばら{無事、唯だ外には露國との交涉生じ、內には袁世凱の干 
涉あるに過ぎざりしが、中央亞細亞に於ける英露0衝突は、俄然絕東に影響を及 
ぼし、明治十八年(一八 A 五)四月十五日、英國東洋艦隊司令長官.サー、 タク エ，は、令 
を下して，全羅道の巨文島を占領す。その意、此を扼し、露國の艦隊をして對馬海 


第五窣 酋騸勢力0開展 
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峽ょり出づることなからしめむとするに在 b 。 英國外務大臣グラン# 1 ル卿、 is 
に駐英淸國公使曾紀澤侯に向つて、英國は永•久巨文島を占領するの; f : なく，又淸 
國の權利利益を害せざるべきを通‘牒し•兩國の協商、將に成らむとす。時にモ 〆 
レンドル 7 J なほ朝鮮の顧間た卜、乃ち露國の爲に奔宠し、韓廷を慫慂し、俄，に英國 
領事^!に通牒し、巨文島は朝鮮政府の所有.なるが故に，英國にして占領に 
意ぁらば•各條約國に通知し、曲直を輿論に決すべきを述ぶ。英國政府は、聊か言 
辭に窮せし•か、朝鮮の獨立及び利害を害せざるべきを以て答となす。次いでク 
7丨べ列 自ら 韓廷に逼り、若し英國に巨文島の占領を許さば、露國亦た適當の土 
也を占領すべきを公言す〇韓廷 、策の 出づるとこ乃を知らす、乃ち之を淸國に•哀 
訴す。 こ/'に 於て、 曾紀澤、北京政府の命にょり、五月 六日、 英國政府に街して、協商 
調印を拒絕し、丁汝昌は軍艦三隻を率ゐて我が長崎に來 b •英國の艦隊司令長官 
に對して，その不法を詰る。' 然るに領事ァストンは、直接に國王に謁して、巨文島 
使用の 許可を得、同年十月•中央亞.細亞問羁すでに落着せしも、英國の巨文島占領 
i 依然た b 。 淸國政 府は 、露國公使の强硬なる談制を 受け、 止むを得ず、曾紀澤を 
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BH の勢力 


して* 交涉せしむる や、英國 外務大臣 IP 丨スべ.ソ 1 卿は、 前任 ソ丨ルヌべジ 1 卿の 
方針を繼績 し、 淸國政府•もし巨文島を外國に占領せしめす との 保證を 得ば、 英國 
は、 直に之を放棄すべき旨を答へ、淸廷轉じて露國の盟誓を得、之を英國に示し•明 
治 二十 年 (一八八 七)二月二十 八 £2を以て、英國遂に旦文島を放棄す0巨文島事'件 
は、 朝鮮に 對 して、何等の結果を生せざ b しと雖も、 半島に 於ける 露國の 勢力、決し 
て 淸國の下に在らざるを證して餘 b あるものと いふべし0 

m 大•獨立、兩黨の 外、 別に一道の暗流、露國黨の組成を見るに至りしこと、かつて 
前に述べたるが如し。‘その黨电、別入侍のもの、或は王1:說いて 日く 淸' は恃 むに 
足らす、日本亦た怨あぅ、早く露國の保護を仰ぐに如かすと0こ ゞ に於て、金||元、 
浦鹽斯徳に往き、黑龍江總督ユルフに就いて援を求むる や、 蕗國直に之を諾し，日 
本 * &使館書記官補 ュビ ー 〆を®し、來り議せしめしが•その^未だ成るに及ば - T - 
して、 M 元 王 命を矯ひるを以て流さる。次いで、閲氏の 洁國の覊制に苦し 
み、王妃とともに王を擁して® [1 の * n 助を仰がむとするの形跡 あり 〇明治十八 
年沾國、大院矜を放還 -L て、之を制せしが、後二年を經、4^世凱，大院君と謀り、王を廢 
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し、 王の兄載觉の子を立て ゞ 世子となし、大院君をして攝政 t 2 らしめむ*^す。然 
れ ども、 閔泳翊 の徒、早く之を察し、王1:吿げしに因 b 、 その事、亦れ成らす。朝鮮に 
於ける淸國の勢力•今や漸く衰ふるに近からむとす115して•後年日本との、衝突は、 
露亂をして，蝤蚌の爭、漁父の利を占むるの好機會に逢着せしめれ b 。 

第六暈日淸戰爭前の形勢 

天津條約締結の 後、 我が日本の‘對韓政策は、萎微衰«全く言ふに足るものなく、 
露 國は 、我然 勢力を 得、 はるかに高く列國の上に地步を占めしが’明治二十三年(一 
八九〇ゥ ユ ーべ v |旦歸朝せし後は、しばらく其鋒を收めしの觀 あり。 こ、に 
於て、 袁世凱 、ひと b 虎威を弄し¥生驕奢を喜び、外に出づるや•從者五十躲、儀容儼 
然、その人に接•する や、 温容好®殊に列國使臣の間に在りては、極めて恭謙を裝ふ 
に反^/王宫に入 b ては、嚴峻犯すベから す、 國王の面前 U 於て、その大臣を' 1 t 责し 
て摺伏せしむ〇渠、亦た遂に好個の才物たるを失はざるなり。 

閔氏の 族、 泳翊•泳焕•泳駿•泳達•應植•煳植 等、 皆要職に在り。，治二十二年、泳翊事 


袁世钒 


一 E 族の專恣 














を以て露艦に乘じて 上海に逃 C せし後、泳煥政を 執 b しが •二十四年 父の喪に 因 
b て罷め、泳駿勢道となる。この時に 方ん®苴女謁 •盛に 行は れ、草 賊出沒 し、 黎民 
飢に苦しみ•王 t 主の 給费 、常に 足らざる に 拘らす•泳駿三淸洞の 邸は、 壯麗を 極め、 賄 
胳にょりて得る ところ、 二年間、二 百萬兩に 上る といふ。而 して、 泳煥さきに一れ 
び職を罷めしが、王妃の姪を以て、 勢威舊の如く •泳駿が 一門の 長者を以て自ら居一 
るに快から t 之を國王に m す。然れ ども、 11王、 泳 駿 の 富に倚らざれば活女爲す_ 
能はざるを以て、なほ之を返くる能はす。 二閔の 爭は、互.に消長して、日淸戰爭の 
前に及べ b 。 

朝鮮政府は•表面に於て淸國に事へ、®面に於て露國に親まひとし，その外援を 
恃むの餘、遂に往日幾多の恩惠を忘却し•しきりに我が政府を侮慢するの擧に出 
でた. CV 。 その最たるもの凡そ二、日く防穀令取件、日く.刺客事件。 

防穀令は、明治二十二年九月•咸鏡道監司趙秉式、その年豐なるに拘らす、凶歉を 
名と し、同地方產出の穀物を日本に输出するを禁じ、その取引を中止せし法令に 
して、在元山の日本商 A 爲に損害を受けし金額、十四萬圓に達す。我が公使近藤 

第六氧日洁戦爭前0形勢 二九七 
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二九八 


剌客事件 


眞鋤、韓廷に逼卜て、該令の廢止を要求せしと雖も、言を左右に託して、之に應せす、 
漸 C 二十三年四月に至 b て、之が廢止を實行せり。而して更に須害賠償を談判 
するや、袁世 a 、 百方之を妨ぐ。こ ゞ に於て、三たび公使を更迭し、四たび裘葛を換 
、へ，最後に大石正巳の上任するや、交涉數回、決然國旗を撤し，公使館を鎖し、輿を賃 
して將に仁川に赴かむとするに臨み，韓廷大に驚き，急に人を派して談判を結了 
し、我亦た一步を讓り、賠僙金額を十一萬圓とし、內六莴圓は三個月間に之を收め、 
殘餘は年賦と，なすことを約し、漸く、その終厣を見る‘に至れり。 


京城條約の後、朝鮮の修信使 徐相雨 モルレンド，フを日本に遺すや d 命の志 
士金玉均等の引渡を要求せしが、我•か政府は、之を拒絕せしに因り、閔族は、更に池 
運永を遣し、之を刺殺せ- t めむ i す。然れども，事露はれ、政府は、之を捕へて、本國 
に押送す。朴泳孝は、徐光範•徐載弼とともに、さきに米國に遊び、次いで、日本に歸 
萬せしが、漸くにして、その說•玉均と合はす。玉均、ひと、〇民間の志士と結び、大井 
憲太郞•小林樟雄等、之と事を朝鮮に舉げむこ i を謀 b 、 事露はれて、逮捕さる、や， 
日本政.府、玉均に退去を命せしも，從はざるを以て，之を小笠原島に遷し、次いで礼 
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幌に遷 す ; 0 韓廷之を 聞き •日本を以て、與し易しとなし、人を遣し、玉均を誘出せむ 
とせしこと數回 fl : 萬金の賞を懸けて，刺客を慕るに至る。李逸植と t ' -為もの 
ぁ b ， 市井の無親 li る 機智に富み，聞泳韶に因つて、國王の命を請 ひ、 遂に H 本に來 
り、佛國歸來の浮浪洪鍾宇といふ^のを使嗾し，明治二十 七 年 五月 二十七日を以 
室#の死 て、玉均を上海に誘 ひ、 之を米租界東和洋行の樓 i に銃殺す。同時に•逸植は、漫遊 
中の韓人、權東毒 * 在壽 •留學 生金泰諏を誘 ひ、 朴泳孝を東京親隣義塾に掩殺せむ 
. とせし•か、謀洩れて捕縛せられ、東京裁判所、之を審問し、その事、代理公使兪箕煥に 
連る。箕煥，我が政府の交渉を拒み、故なくして歸國す。玉均すでに死し、その遺 
骸は、日本へ送付す 6' 途中、上海? f 察の橫絜するところとな b 、 淸國軍艦威靖 號は、 
朝鮮政府の請を容れ、之を 仁 川に送付し、閲氏の族•之に擬するに 大逆 無道の罪を 
以てし、楊華鎭に於て六支の極刑に處し、數 n 枭示の種、その首肢は八道に 回 示せ 
られ，■は漢江に投じて魚腹に葬らる。わが同胞の之を聞くや、玉均の 數奇薄命 
を憐むとともに、淸韓兩國政府の所爲に切齒せざるものなく、闔國の民，すでに一 
大決心 をなし•早 晚斷 乎たる最後の處置に出でむとす。 而 して、直接に 大 衝突の 
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^ 史 三。。 _ 

噴火口を開きしものを東學黨の亂と.なす。 

東學の義に就いて、或は鹿國に#する東方朝鮮の學となし，或は耶蘇敎.即ち西 
敎に對する I 種の新學 となせども* 實は詳ならず、 その 標榜す I ところは•需佛を 
浪同して、之を主奉するに在5といふのみ〇要するに、亂民の國體にして、暴官汚 
吏を誅锄するを目的とし、偶ま淺薄れる敎義を以て潤色したるに過ぎざる もの 
の 如し。その徒、白巾を被 b 、 刀槍を擁し、黃旆を樹 て* 嘯集橫行、 宛と して 漢末の 黃 
巾を想はしむ。崔時享といふもの、明治二十七年四五月の交を以て、全羅 道古阜 
縣に起り•慶尙道金海の尹子益、衆を率ゐて來會し、忠淸邋の亂民、曩に報恩に據む、 
宣論使魚允中の諭吿に服し，一時解散せしもの、又蜂起し、官吏を斥く る 外•倭奴洋 
夷を攘ふを名とす。五月 I 日，古阜の縣衙を襲ひしょり，興德■泰仁■靈光 弁邑嵚 «. 
網山•白山の諸邑、前後響售し、數ば征討の官軍を敗り、五月二十三日、靈光郡守黃姜 
基を殺し、復た官軍•を月坪洞北に敗，〇、二十六日，及に轉らすして、全羅 道の首府 金 
州を奪ふ。監司金文敍、逃れ歸つて之を報ずるや、六月 五日、 洪啓薰を 兩湖招 討 使 
となし、壯衞の兵凼百を發し、仁川に至•卜て、江華の兵を待ち、其衆合せて八百 A 日 





汽船蒼龍號に搭 じ 1 :' 郡山に向ふ。然れ ども、 賊鋒の 銳、 容易に敵す ベから す。賊 
魁全奉準、衆に推されて王號を稱し、進んで、公州石城に據り、將に京城に迫らむと 
す。民間訛言して 日く， 十三歲の武神 あり、 實に東徒の主公ねりど。すでにして、 
公州 以南、 忠淸道の 民、 爭ひ起つて叛徒に應す。こ ゞ に 於て、 韓廷大に 驚き、 巡邊使 
李元會に一千の兵を授けて、叛賊の北上を拒が しめ、 閲氏の 族、 私に意を袁世凱に 
' 通じ、 淸國に，向つ て 援兵を請ふ。 

10 a 兵 はじめ援兵請求の議、韓廷に起るや•閔泳駿は•日本の決して出兵せざるべきを 
信じて、熟心に之を主張し、李鴻章#れ袁世凱並に東京駐剳淸國公使注 E 藻の報 
吿を 信じ、 日本は當時議會と軋櫟し、政黨の操縱に 苦み、 到底 這 般の大決心を有せ 
t となし、因つて'直隸提 ® 葉志超に六營の兵を授け、海路よ b 朝鮮に向はしめ、濟 
遠•平遠.揚威•致遠•操江の五皞を以て、威海衞よ彡發し、六月六 H 牙山の近梅に泊し、 
七日より八日に亙りて•素沙河南の白石里に上陸し•遂に牙山に 營し 、揚威•平遠•操 
江は、仁川に泊す。袁世 凱、 乃ち韓廷に命して，大國援助の檄を八道に發せしむ。 

日本〇出兵 これよ b 先、日本政府は、六月一日を以て、內間不信任の上奏案を議決せし衆議 


Digitized by Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 






院の解散を決議しざの翌二日•韓廷の淸國援兵請求の飛報に接するとともに、出 
兵の內議を定め、これが準備を怠らず。七日に至公使 注 m ^ 天津 條■約に基づ 
き、日本政，府に向つて、出兵を知照せしが•その公文.中 T 我‘朝保謹■邦舊例」の語ある 
を見、外務大臣陸 奥宗 光、直に公使に對して£を抗議し，更に北京駐在臨時代理公 
使小村 壽太郞に命じて、 日本の出兵を淸國政府に知照せしむ。總理衙門•之に對 
して、論難せしが、日本政府は，濟物浦條約に基づくものなりと回答して•互に相屈 
せす。これよ京城駐在日本公使大鳥圭介，恰も歸國中なりしを以て•政府は 
直に韓事臨機處斷決行の權を與へ，六月五日、軍艦八重山號に搭じて、橫須賀軍港 
より發せしむ。その九日、日本軍艦七隻、圓形陣を作りて、月尾島畔に列し A 重山 le 
艦は直に仁川に入る。袁世凱•これを聞いて大に驚き、一面には直に李鴻章に電 〕 

_ C 

照して之を止めむとし、 I 面には韓廷を脅し、顧問米人 V セン K ル及び閔高鎬を 
仁川に遺せしも、遂に相遇はす、更に李容植を龍山に遣せしも、その意を達せ中 。 edbv 
この日黃昏、大鳥公使は、向山海^少佐の指揮せる陸戰隊四百二十名.大砲二門を Digltlz 
率ゐて.、南山門より入る。京城居留の邦人•驩呼して之を迎ふ。次いで、泥成旅圃 
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兵の撤退を要求す。 

最後の要求 この間， 日淸の國 交、 愈ょ破裂に 近づき、 英露 二國 ，數ば 干涉を試み、平和的協議を 
慫慂せしも，其功なく、陸奥外務大臣は、七月十二 H を以て、决絕書を淸 國 政府に 送 
b , 且つ大鳥公使に訓し、强硬手段を以て、韓廷に逼 るべきを 命す。故を以て*公使 
は，韓廷の反覆、常なくして此に至りしに驚かす、要求祖絕に接する翌、七月九：！1を 
以て、朝鮮政府に照 f .* し、こ) U 本政府は、京釜間に軍用電信を架設すべしづ一)朝鮮政 
府は、濟物浦條約に從ひ， U 本軍隊の爲に兵營を建設すべし、(三)在牙山の淸兵，は速 
— に撤退せしむ V し、(四)淸韓水陸貿易章程を始め、朝鮮の獨立に抵觸する淸韓問の 
諸條約は、一切廢棄すべしと逼^/回答の期を定めて•七月二十二 n 午後十二時 i 
なす。この日未明，袁世凱は、すでに絕望せしものか、服を變じ.赖に乗じて仁川に 
, 至 b 、 軍艦平遠に.搭じて歸國し•京城在留の淸商，皆店を閉づ。韓廷疑惧甚しく，関 
族皆戰慄して爲すところを知らす。 

最爵— 當時朝鮮の改革 m 中，朴泳孝を尊崇す•る I 派と、大院君を尊崇する趙義淵•安 ■ 
壽•權滎镇の 一 M 4,金嘉镇.權在衡等，無所雇の一派と•合せて三派ぁれども、日本公 

笫六韋‘日淸囅爭前 0 形勢 / 一11〇 五 • 









.使の援助を得で、事を成さむとする點に於ては、正しく •一致 L 、 書を公使に贈つ て、 
之を懇矚ず〇’ その大旨•凡そ三條•日本兵.を以て王宫を守ること、その一な bo 王 
姐を廢するこ.とざの 二 ^ bo 大院对をして再び政を攝せしむること、その三な 
り。その理由に日く，日.本.兵を以て王宮を守るに非ざれば、改革の實行を援護す 
'る能，はす。王妃を廢するに.非ざれば、閔族を排斥する能はず。大院君出づるに 
•非ざれば、政權を統一す.る能は ず、 又三南 0- 東學黨を縝 ，撫 する能は ず， と。而 て 
謀正に成る。豫期せしこ十二日午後十二時は大雨中に經過し、韓廷の决答、遂に 
:至らす。公使乃ち.意を决し二面には•外務#辨趙秉稷に向つて •我が 權利を 伸張 
する爲に兵力を使用するも料られずと明言し'面には、大岛少將と 協議し％ V の 
翌二十三 H 午前四時、龍山の本營ょ b 二大隊の兵を#、橋夺淼の二少悴之を率ゐ 
て， 景一脚宮に向ふ。王宮1一衛の韓兵、凡そ五 百、 皆閔氏の黨、こ、に於て、突然發砲し 
て、 公使の一行を拒みし が、 日本 兵、 - It に應戰 し、 敵の死者十七名に對し 、我が 死者わ 
づかに一名、十五分間にして韓兵を走らし、遂に王宮に入る や、 関氏の一族及び事 
大黨、 搀 出奔し•大院 封は、 改革 黨及び日 本 有志 奢に擁せられで•雲峴宮ょ b 出で、 


Digitized by Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 







新珐府の組雄 


入觐し，國政總裁の重任に當..ヶ、大鳥公使と內政改革'の協議をなし、七•月三日以來 

の要求を承諾し、國王は新政の詔論を發して、新政府を組歡 し、 金宏集，領議政と，な 

b & 革黨•皆要職を占め II 姐は宮中の哀訴に ょシて 廢せられざ >しが、閲族は皆 

流に處するに决す。この.除、大鳥公使 -0 入闕及び大院君の出廬に.就いて、裏.面に 

於て運動せしもの，朝鮮人に於ては改革黨の安顆 f 金 SS 鎭、日本人に於ては岡本 
© 

柳之助•穗秸货九郎の諸氏なり 。: 

1■一十五日、朝鮮政府は、大鳥公使に向つて•牙山駐屯の淸箪を驅逐する爲に援助 
を與へられむことを依嘱し、二十六 日、 軍國機務所を 設け、 一.一十 七日、 從前の淸韓條 
約を破棄す。この 日、 豐島附近の海上に 於て， 日淸兩國の交戰は 開始せられ、 二十 
九日， 成歡の 役、 牙山の淸兵、一掃して跡なく、八月五日、 H 本軍、京诚に凱旋するや，國 
王使を派して，之を迎へ 、諸 將を慰宴す。 

第七鞏日本の扶植と内政の改革 

明治二十七年 八月 一日、我が日本 帝國 は、淸國に向つて宣戟を布告し•次いで朝 


笫七草 


本. 0抉榷と內政0吹革 


三〇七 


Digitized by Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 








Digitized by 


Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 


鮮に向つては®岡? > .大使.侯锫西園寺公望を派し*日本帝國が.獨.立の：^^改革の 
助力をなすの大義を傳へ、又しき， b に訓令を.大鳥公使 K 下し、 朝鮮をして、第一、內 
暫定 合同條約 政の改革を爲さし め、 第二、 內外に向つて獨立國釔るの實を表彰せしめむ とし、八 
丹二十：：2を以て#定合同條欵を-1十六日を以て、日韓兩國盟約を締結し^者に 
於ては•(一)朝鮮政府•內政を改革すべきこと，(二)京签•京仁鐵道の敷設を日本に許可 
すべきこ I ， (三) 日本の敷設せし京签•京仁間の電線を存留すべきこと、(四)全羅道に 
於て一の通商港を開く •へきこと，(五)兩國政府は七月二十三日の事變を追究せざ 
ること，{六)將來委員を派遣して合同議定朝鮮,0獨立自由を成就せしむべきこと 
日栋兩國 Ja 約を規定し、後者に於て は， 二)淸兵を朝鮮國外に撤退せしめ，以て朝鮮政府の獨立自 
由を鞏固にするを目的とし、(二)日本は淸國に對して攻守の戰爭に任じ、朝鮮は日 
■ 兵-の進退及び糧食準備の爲め 、及ぶ だけの便宜を與へ むこと を約し，、(一一 I) 情國に對 
し平和條約の成る を 待ちて•この盟約を廢罷.すべきを協定す。日本の對韓政策 
は•頗る其當を得^るに拘ら文朝鮮人士は、なほ事大の舊夢ょり醒めす、大院君の 
如き も、 竊に平壤の淸 軍と 通じ、その頑陋•殆んど•敎 ふべ 沪ら中〇金宏集金 允中は， 
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温和漸進主義を抱くと雖も•その見識、その人物，その手^固ょ b 知6-ベきのみ。 
幸にして、金嘉鎭•金鶴羽佘吉璿安驩壽の一派、 M に新設軍國機務所に備ふと雖も* 
その勢力，なほ大な b とせす。朴泳孝、八月中旬を以て、歸欏せしが、未だ政府に入 
れられす、京仁の間に放浪して、風雲の變を翹 Si するのみ。 

朝鮮の新政府は*に B 本に傚ぅて、議政の一府及び內務•外務•度支•軍務.法務 JI 
审學務土務の八衙門を以て組織し、大臣以下"皆任命されし i 雖も、改革の實，未 rr 
舉ら t その間、掛稽の珍事-少しとせす。軍務大臣が、 I 大要件 I して世界地圖■の 
購入を依賴し，農商衙 W * か礦山取調の內命を下し、內務衙門が收税案を考思せし 
が如き、即ち是れな b 。 大院君*さきに閔妃を廢せむとして，しかも成らざ b しを 
以て、深く®となし、復た竊1:其孫李搜鎔を立てむことを謀る。.この時に方卜、官 
民或は閲妃に與し、或は朴泳孝と提携せむとし•或は大院君の使嗾にょりて上書 
し、或は安騙壽等の n 本黨を彈劾し、紛擾殊に甚し。 ffi して、間妃の巧慧なるや，大 
院哲の野心を妨阻するの策は、一に日本に諕從するに在 b となし、寵臣李允用、命 
を受けて、陽に安騙 f 金菇鎭等と結托し、又朴泳#との■聯絡を謀り、以て往 0-0. 勢、 

; — — '1 im ■1■!1 111! ■<1..■« ■.kjfi I—; I - I Iri ••••• ■ *-_ ■ ■ ， ■■ 一 - - .. —L ■1 

I 第七 萆 H 本-の扶植と 內政の吹 革 . 三〇力 
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莪和宮の來使 


默 1 


» ' « 

威を復せむとす。中原の鹿、果して 111 の手に落つるか、未だ容易に MJS すべから 
ざるなり〇 

我が軍、陸には平壤に勝ち、海には海洋島の捷ぁ卜、大院君以下の事大黨、はじめ 
て大に驚き、韓廷深く我に依頼し、十月上句，世子義和宫を大使とし、 Sr 吉濾等九名 
を隨員となし、二冲日、廣島大本營に於て、日本皇帝陛下に謁し，こ十九日*京に入 
b て皇后陛下に謁し.物を獻じ、以て其意を表す。 これょ久 日本. 黨•漸く 勢力を 得 
むとするの - S あ.办〇 

大鳥公使、駐在すで:1:久しと雖も、半島改革の實，未だ觀るべきものぁらず0こ 
こに於て，伯爵井上馨，內務大臣を辭し、十月十五日、特命全權公使に任せられ、二十 
七日、京城に入る。十一月下旬，東學黨の亂線、慶尙の北西、忠溃の柬部を中心とし 
て、殆んど制す V からず、しかも，皆大院君の敎唆に因るといふ〇こ、に於て、井上 
公使 A 平壤陷落の際に得たる大院君6手書.を證とし、そ^淸軍に.通せしを责め 
て退隱せしめ、二十條.の革新案を獻じ，又參內謁見の際、王妃をして.將來政治に容 
喙せざること^誓は.しめ、十二月十七日、內閣を更迭し、朴泳孝は內洛 大臣と な\ 
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朴法孝 


徐光 - Is は法務大臣とな b 、 日本黨、大に勢力を占め、をの翌、明治二十八年「月、大臣 
等.六條の誓言をなし* 七日 國王親ら社廟誓吿式を行 ふ。 すべて十四 傑。 その第 
I に、 淸 ® に f 3 賴 する念窳を絕 ち、 自主獨立の基を立つとぁるは、この時、はじめて 
井上公使の言を容れ て、 册対を受くる こと， 正朔を奉 t ること、冬至使を廢するこ 
と 等、 淸國(1對する從前服®の關係、一切の儀式を皋げて廢止すべきを約せしが 
故にして、その第三に? f 主親政•各大臣に問 ひ、 宗戚に干與せしめざること、 6. る 
も、 亦れ重要なる 條項な b 。 をの後、日本政府は、朝鮮改革の資金として、三百萬圓 
を贷與す〇 

泳#は、足东 n 本黨の領袖として知られしが、こ、に至りて、銳意革新を行は. 
むとし、 it こ阅妃と結托し、漸く他の閣員と嫉視し、金宏集•魚允中•趙義淵等*相次い 
で，免せられ、又その友金鶴羽の暗殺事件を®問し、大院君の孫李搜鎔を喬榈島に 
流し、朴準陽•金國善•韓祈錫等を死刑に.處す。井上公.使、亦た大院君排斥の第一策 
として之に助力を與へしことありといふ。然れども、 口 淸戰爭 ，すでに 終 b 、 三國. 
干-涉<逸東還阡の事あるや，朝.鮮坎府の.態度、復た變じ、井上公使，忽ち威望を振^能 


本0抉植 i 內政の玫苹 










はざると同時に、露國公使クエ ， t ベダの勢力は - tf 廷に波及し、遂に朝鮮玫府をし 
て、陰然露國に倚賴するの傾向を生世しむるに至れ be 

..阌妃、すでに朴泳孝を籠絡し、之を利用し T . 反*黨を除き•舊に依つて露鼸と結 
ばむとするや、翻つて、泳#を排斥せむとす®この時、井上公使は--:時歸國中なり 
しを以て"泳孝は、援助なく、加ふるに、かつて其與たりし李允用.李完用|1、叛いて、闼 
妃に付き、徐光範•安騙壽•金嘉鎭等は、平生相好か.らす、百計すでに盡き III 絨隊の將 
校、多く其黨なるが故に、口實を設けて、王宮守備の更迭を行ひ•實力を以て大勢を 
屢回せむと欲し，七月五日，申應照•李圭完•禹範善と舟を漢江に泛べて•密議をなし* 
流涕して別る。然れども，時すで.に晚く.その翌六日、陰に不軌を_れしを以て職 
を罷められ、同時に轧治の詔；！下りしを聞いて，大に驚き、李圭完•申應照等と、倉皇、 
日本に逃る。泳孝の敗、盖し自ら取るものと雖も、その衷情、亦た憐むべきな bo 
朴泳#、すでに去り、徐光範•李完用•金嘉鎭等も•次いで免官せられ、韓廷に於ける 
B 本派の勢力 --: 朝にして失®す。この際に於ける露國公使 ク其 I ベルと阅妃 
i の_係は、頗る疑ふべきものなき.に非す. 0 こ、に於て、金^集、特進官とならし 
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阂妃の殂落 


士官の敎育を受けたる訓嫌隊を解散せむ-こす。新任公使子爵三浦梧樓、こ、に、 
至 b て、憤慨止む能はず、公使館書記宫杉村»朝鮮政府顧問岡本柳之助等と謀り、 
一大快擧を斷行せむとす。大院君、亦た謀に與る。明治二十八年十月八日午前 
二時、大院荇、訓練隊に擁せられて、孔德里の私第を發し、更に京城守備日本兵士の 
拨助を得、光化.門-1り綱に入る。恃衞隊、之を防がむとせし1及ばす。閔族黨の 
洪啓藏、遂に殺さる。この混雜に際し A ぁり、竊に坤寧殿に入りて閔妃を刺殺す0 
時に午前 >*<• 時なり。三十年間、半島の風雲を掌上に弄したる艶妻、すでに死し、一 
朝玉樹花落つるや、血痕獏藉、紫に.殿床を染め、北岳の松濤、長しへに餘哀を訴ふる 
が如し。....- 
.三浦公使、午前九 時、 參內 ,L て、 國王に謁す。然れ ども、 大院君、復た政を親らせす、 
長子李載冕を擧げて宮內大臣となし、金宏集•趙義淵*深鎭•安騸壽•金嘉鎭会吉溽 
等、皆宮に入 b て、政務の改革を謀 b 、 徐光範•魚允中等と新に內間を組織す夕大院 
君、令を下し、王妃を廢して庶 人と なさむとせしが、遂に貶して，嬪となし、 國喪 を發 
せす。 凡そ 此等は、三浦公俾等、わが邦人の 主と し，て规書せしと ころ U して、日本 
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の勢力を振興す るの 意に出で し 者な れども、 その跡の詭秘に k るは、 聊か惜むぺ 
し。この報、 一たび日本に達する や、 內閤 は、 大に 驚き、 二三の武寅並に法官を派遺| 
IHg 公— のし fs - 細に事變の S 末を調査するに及ば t 三浦公使以下、四十餘名を退韓せ しめ、 

B1 韓 

次.いで、之を廣島に錮し、小村壽太郞をして、代つて公使 t £ らしめ、同月三十一日、井 
上伯をして®た京城に入らしむひ訓練隊長禹範寧李斗璜等亦れ罪を懼れて日| 
本に C 命す® ■. ‘.: 一 
これょ b 先、朝鮮政府は、赤誠を表して、：！一本政府の助力を求めしが、こ、に.至 b 
て、排日本思想、俄然として勃興し、露國公使ク T V ル、之を利用せむとし、加ふる 
.に井上伯、滯在わづ炉に二週間にして歸國し、一も施設するところなかりしを以 
て、日本の勢力、再び袞へ、大院君®た爲すなくして其邸に退處す。こ、に於て、國 
王は、詔を下して、王妃の位を復し、各國使 R は fr 議を開いて、京城駐屯 B 本兵の數 
-を减 じ、 訓練隊を處分す る こと等を議決し、朝鮮政府に異議を申し込み•國主亦た', 
之に從ふ。すでにして、又舊侍衛隊の變ぁ b 。 ， 
1隊の a 十月八日の政變以後、訓練隊を以て親衛隊となせしが、舊恃衞隊、之を怨むもの 

第七韋 日本の扶植と內政の 改革 ーー^— • 一 五 
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多し。李範晋、露國黨の領釉を以て、李載純•安 顧 壽以下 、外 A を合せて凡そ三十人 
を斜合し•隊兵を刺用して、事を皋げ«內閣員を以て叛逆の徒となし、取つて代ら 
ひこと.を斯し、事成ら•されば，國玉世子を奉じて，露國公使館に入らむ i す。露國 
公使クエ i v ベ亦た之と氣脈を通じ、彈九を供給す。十月二十八日末 明、 奸徒は 
北牆砉生の二 ? 9ょ b 入^ . 0 然れども、新內間 a は、罕く此變を豫知せしを以て、防 
鐵宜しきを得、申羽均、善く兵を用ひて應戰し^に李道寧南萬旱李敏宏等を捕へ、 
その殘兵は 、魚 允中の招論に服して、解散せしに 因り、 他の奸徒 は、 露米公使館に逃 
れ 、次いで •安駟壽•李載純•林最洙 等、 皆縛に就く。然れ ども 1¢廷の怯懦な'外國公 
使の干#を懼れ 、わ づか に、 その二三を刑して止 If 。 

第八暈日露の抗衡と衝突 

明治 二十九 年一月 一且 陰曆 十一月十七 B 1 鮮國 王 ^ を下して， 太陽 曆 > 用 ひ、 
新に年號を建て、、建陽 £いひ、 又斷髮の 令を下す。春 W は、 閲 氏の故里なら。其 
民 涤起して、亂をな し、 自ら義兵と 稱 し、 王妃の 復讎を 名と し、 且つ 斷髮 令を改むベ 
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し t いひ、^.こ南下して，京城を侵さむとす。輯廷大に驚き、親銜隊を派 (aL 幾ん 
ど城を空ぅす。こ、に於て，露國公使クエ，ベ^機至れりとなし、ニル十 a 暴 K 
防搜を名とし•水兵百七人に入京を命じ"その翌十一 H、 朝鮮國王及び世子を公使 
館に迎へ、館內ょ b 詔勅を發せしめ•露米黨の首領李範晋•李允用•李完用等は•金宏 
集•鄭秉芨等を k 中に捕へ、十月八 G 事變の首謀者ふして.皆之を斬る。すでにし 
て、 露國水兵，績々上陸して•二百餘名とな ら、 公使館所在地れる貞洞を嚴守す。 

李範晋は、元 t 忠淸道の士班な，り。巧言令色、歌舞を善くし、王妃の左右に侍し 
てこ寵せられ、因つて遊冶郎の稱ぁ b。 而して王妃殂落後は•深く外人に結托 
し、 i クユー3と交 i つ米國公使^"に知られ、遂に此に及ぶ。次い 
で、大に疑獄を起して、反對黨を刑し、刺客を放つて魚允中を寵仁に殺さしめ悉く 
日本黨を除く。時人、或は濫政を惡んで上書し，又國王の還御を請ふものぁれど 
も、皆通せす。すでにして、漸く米國派の李允用•徐载弼と隙ぁるや、國王を公使館 
內に嚴留して、外出せ t めず、萬乘の天子、宛として楚囚の如く、金炳始、内間を組織 
せしが、固ょ b 實力なく，半岛の統治權は•一 にク' H 1ベ M 指揮の下に在卜。 
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半島に於ける勢力の衝突は•今や p 露に在 bo 而 して、 彼此 懸隔の 甚 しき•この 
時に過ぐるもの あらす。 この暴亂 にょ b て、日本人の殺害され1しもの三十餘 名， 
その損害せ.. る 財貨十餘萬圓"居留地の安. 全、なほ 且つ 料られす、 內也の 一了商は S く， 
引上げ*沿岸の漁民は戚 少し， 諸港の賀易 は殆んど中.止とな b .、 守備兵は 更迭して 
一大隊餘を剩すのみ。顧問の多數は解雇せられ、兵士訓練の任務を 帶びし武官 
は 皆罷められ しに 反して、露國は大にその勢力を開展し 兵力を以て露國黨內閣 
を 保護し、 財政の監督をな t ± 官二十 名. をして、軍隊訓練の任に 當ら しめ、ベルタ 
ソ銃四百に彈藥を添へて•浦鹽猓德 ょ；^ 輸入し、露語 學校、新に設立せられ、京城元 
山間の電線は•西伯利亞 m 線と接績 する 等、苟くも、露國の東下に 便宜なる ものは、 
僅々九十餘 U . の間に.續々として、設訃せられ、日本をして/忽ち半 a の前途に S 慮 
せしむるに 至らしめた bo 

この 年四月、 米人モー.ス—は.咸鏡道 雲 山金鑛の採掘 櫂を 得、 七月，京 仁鐵 道の敷設 
權を 得、 九月佛.人ダ *V fit ィ.は•京義.鐵道 ,® 設權を得、露人 ^ I リノは咸鏡道茂山地方 
及び江原道欝陵島に於け' る 木：材採伐權を得た >0京仁鐵道は、 日 淸開戟の 初、 日 








第一回の日 B 


本に豫約せしものにして’欝陵 島の 木材は、すでに日本人の伐採するところ {: 係 
る。こ、 に於て ^ • •か政府は，その所爲の餘 b に暴慢なるを憤り、新政府を以て IE 
営の政府と 認むる能は すとして、 數ば抗議を提出し，五月汁四 H 、 小材公使はクエ 
HHH . と四個條の覺書を交換し、國王に還宮を忠告し、日本壯士を取締り、政治の‘一 
宽 t を勸吿すべきを約.し、 a つ日本のすでに管理せる京签鐵道の保護隊並び H 
辭兩國各居留地守備隊0*兵数を 定め、 表面に於.ては、一先づ落着の觀をなせし •か、 
峩面に於て は、 葛藤益す祓雜 となり、 日露の交渉、愈ょ困難ならむとす。明治二十- 
九年六月九日 、 m 國皇帝ニコラスニ世.の戴冠式を墨斯科府に擧行するや，俠爵山 
縣有朋 ，之に參列し、露國外務大臣伯爵 口 •ハ /I フ と會議 し、 九月二十八 n 、 四個條の 
議定書に調印す。これを第一回の日露協商となす。その第一條に 日く、 日露兩 
國の政府は、朝鮮國の財政困難を救濟する目的を以て、朝鮮國政府に向って*1 
.の冗費を 省き、 且つその输出入の平衡を保つべきを勸吿すべし。若し萬止むを 
得ざる もの i 認めた る 改革の結果として、外債を仰ぐべき必要 ある， に到れば 、 'm 
國. 政府ざの合意を以て、朝鮮國に對し•その救助を與ふべ し？. 第二條 1:日ぐ、 日露 


第八萆日露0技衡、 u 衝突 
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兩國政府、朝鮮國財政上及び經濟上の狀况許す限れは•外援を 藉ら すして•內國の 
秩序を保つに足るべき內國人を以て■組織せる軍隊及び警察を創設し A つ之を 
維持することを一任すべし， I 。これ％ V の重要なる部分にして、他は電線の布設 
等に過ぎ今。我が U 本の朝鮮に於けるや Vv の.關係、固ょり| H の故に非す、その 
爲に幾多の人命と財帑とを消*し•漸くにして、內政援助の權利を得た るな bo 
而して， この 議定書の示す ところは、 這般の旣得權を以て m 國に分配し •我と 同 一 
の地位を朝鮮に得•せしめたるものに外ならす。未だ知らす、露國の 口韓兩國 に 
於け る* 何等の恩德 ぁぅて、 この至大の賜赍を値するか。忌憚な く、 云へ ば、 我が 孜 
麻は、 明かに露國に一步を讓 b しものにして、予輩 ひそかに 自國 0 爲に之を愧づ 
る外なきな . CVO 

明治三十年二月二十日、露國公使、國主の還宮を諾す。然れども國王の還御せ 
しは、景福宮に非すして、露國公使館に隣接したる慶運宮なり〇四月二十二"^ 
務 - K & 沈相薰は、韓露密約に本づき、クエーベ 〆 i 謀りて、露兵傭勝の議をなす や、 
我が政府は、さきに議定ぜし協商の趣旨に反するを以て抗議せしが、ゥエ丨ベ吖 
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去 > •新任 KBH 公使スビ^ X 、九月二日を 以て 京城に入^や、韓廷を威嚇する こ -y 
更に甚し<，我が政府と折衝の後•九月六日 m 國士官三名、下士十名を、三年間、韓廷 
に聘して，朝鮮軍隊を訓練せしむること t なし •十 一 月五日、外務大臣趙秉式に迫 
り，露禅合同條約に調印せ しめ、 露人アレキン 丨フを 以て•大韓度支部總顧間兼海 
關總辨に 任じ、 韓國の兵馬出納を皋げて、盡く落人の掌握に歸す。 

この年八月、朝鮮國王は、逆臣の定めれるもの^いふ口實を以て、一世一元の制 
ぁるに^拘らす，建陽の年*を廢して、光武 i 改元し、十月十二日、皇帝即位の大禮 
を舉げ•國號を改めて大韓といふ6蕞爾たる貧弱國にして•この虛禮をな t まこ 
とに兒戯に類すといふべし。李成桂即位の後，二十六代，五百.七年、朝鮮こ、に名 
莪上、獨立の帝國とな6。この年、全國を分つて十三道となし，地方制を改む0こ 
の問•露國公使の强硬政略は、朝鮮志士の厭忌するところとな b 、 英人ブラクン、さ 
きに肩せられて總税務司た b しが、露人は アレキシ 1 プ を入れむが爲に，之を# 
斥せしにょ 4 T 、 英國政府、大に怒. C / 我が政府、亦た異議を提出ぜしを01て，しばらく 
屮止 となる0 
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回復した るの 感 
i れ りといふは，未 

政府は、九月八日、日本人に京签鐵道 
に之を米人モース•よ b 讓り受け、兩 
、前老は全線二百八十七哩•後者は二 
の外國鐵道な b 。 京義鐵道は、佛人期限內 
設を國內の用達會社に許可し、その 


道敷設權 


年十月一日ょり、 
H 、： 史に谷交際 國 
開港集となし¥ 
商後、： H 本は sit 國 
日淸戦後、韓國 
表面上、均銜0狀 
ことなく*一々之 


羅道木浦と平安道鋲南浦 
通縢するに、全 II 道群山•慶 
道平壤市を以て 
於て、 多少經濟上 
於ける日露勢力 
に在 b I 雖 も， 幾 
論述するの煩な 


津を選定し 
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十一年二月二日、七十九歲の高齡を以て逝き，半島政府、全く其人なく•滿廷の臣僚、 
盡く燕雀のみ。その錦繍の01-•河^' ■ 皋げて，#力なる外®の 辕爭塲 •となすこ1、今 
なほ昔の 如く， 盖し地理上の約束に外ならす。 

第二回の協商の後、未だ幾ならすスピ1ル去つてマチユ、1ニン來る。マチユ 
zryr は、温良なる人にして、この年十月，露國黨の有力者金鴻陸の死刑に處せら 
れし際の姐き K 決して抗議を試みざ b しといふ。その翌三十二年一月、かつて， 
代理公使として北京に在かしバグ p フといふ考新に上任するや、露國の對韓策、 
再び活硪なる態度を取 bm 人伯爵ゲーゼタングの爲に、咸攀江 MM 尙の三道に 
於て、捕鯨の基地三所を得，更に旅順口•浦鹽斯德の海上聯絡を安全にせむが爲に、 
三十三年三月三十日，韓國政府と二個の條約を締結し•その第一に於て、韓國は、新 
開港塲れる馬山浦に於て•居留地を距る二哩以內の地に、露國東亞艦隊の爲に、石 
炭貯菩所及び海軍病脘各一個所を設 fe することを露國に許し、第二に於て，露國 
は韓國に.向つ て、 决して巨濟島及びその對岸陸地並に附近諸島の租借を要求せ 
ざるべきを約し、韓國は、露國に向 -! > て， 同地域を他國に向つて租與せ/さるべきを' 
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約す。露_の意は、馬山浦の租借地を以て、東亞艦隊の冬期繫留所となすに在ら。 

而して、露國は•馬山浦に於て、日本人のすでに買收し 12 る區域を •?; クロフ*>豫め 
選定-したる地なりといひ、强ゐて之を得むと欲せしが，紛議の後、栗九味と稱する 
地填を m 借す。日本は、なほ抗議するところぁ^'、翌 H 十四年四月中旬、霧兵遂に 
栗九味ょ b 撤退す。 

この間、日露の衝突は、滿州占領問題を中心として，漸次に其步を進め*或は日英一 
同盟とな b 、 或は露佛同盟上なりて，遂に三十五年四月八日の露淸條約となり、十一 
八個月內に、露兵を滿州ょ b 撤退せしむるに决す。而して*露國は、ゎづ炉•に第一 
期の撤兵を結了せし後、三十六年五月、更に淸國に對して、要求するところぁり七一 
月こ至北京駐剳露國公使レッサ^ I は、淸廷に逼 b て•秘密條約を豨結し、愈ょ'滿一- 
州占領の初一念を貫徹せひ. ib , 同‘時に A.L く閑却せ L 韓國に對 -L てば、八月上 | 

旬、鴨綠江口、右岸唯一の港惪ねる寵巖浦を租借する二とに决し、.條約を‘締結して 
二十五萬坪の地を得、その海邊に砲臺を建設し、旅順•大逋 i 呼應して j 黃海•樹海の 
主®を占斷し，以て滿州の.基礎を固くす •.© 我が韓國公使館書記官萩原某が、 SI 巖. 
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浦，の上陸を拒絕され L も、又この時に際す。この 月、 日本政府は，提案を* S 國に送 
致し、前後談判三回、遂に調停の効なきに至>•三十七年二月七日、交涉斷絕の公文 
を送致し A 日ょ b 九日に亙 b て•旅順沖及び仁川沖に於て日露艦隊の衝突あ b 
しが•い.づれも我が海軍の捷に歸し、二月十日•日露兩國皇帝•ともに宣戰を布告し. 
日露戰爭、こ5に始ま b 、 日淸戰爭後、十年の久しきに亙 b し露國南侵の絕東問 M 
は、 かくの如くして、將に解决せられむとす。 

こ、に 於て， 從來露週の歷迫に倦みたる韓國玫府は、全力を傾注して、日本に好 
意を表し•こ0 月， 內閣を更迭し、李載元•朴定陽•朴齋純，李址館-尹雄烈•李道宰.趙秉渾 • 
權在衡 等、 職を樞要に 占め、 二月二十 三日、 特命全權公使林權 助は、 外部大臣臨時署 
理李址鎔と、もに、日韓國防同盟議定書に調印し、我が日本の對韓玫 策、 こ ゞ に全 
く確定し、韓國は，我が指導の下に、將來國運の開展をなすの約束を有せ b 。 議定 
書の全文、左に揭ぐるが如し0 
:. .議定寄 ' 

大日本帝國皇帝陛下ノ特命全權公使秣權肋及大韓帝國皇帝陛下/外務大臣 











臨時署理陸軍參將李址溶•谷相當ノ委任ヲ受ヶ 、左ノ 條欵ヲ協定 ス。 

第 一 條 P 韓兩帝國間一一恒久不易ノ親交ヲ保持シ、東洋ノ平和ヲ確立ス火爲 
メ，大韓帝國政府 r 大=本帝國政府ヲ確認シ、施政ノ改善-一關シ、其忠吿ヲ容 
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第二® 大日本帝國政府べ大韓帝國ノ皇室ヲ、確實ナル親 la ヲ以•ブ安全康寧 


ナラシム 〆 n 


卜 


第三條大日本•帝國政府パ、大韓帝國ノ獨立及領土保全ヲ確實-一保障ス，コ 

ho 

第四® 第三國ノ侵害一一依ジ，若クハ內亂ノ爲メ、大韓帝國/皇室ノ安寧或ハ 
領土/保全-一危險ァダ塲合-1 r 大日本帝國政府/速-一臨機必要ノ措置ヲ 
•.又，ベ；^而シ 〆 大韓帝國政府ハ、右大日本帝國政府ノ行動ヲ溶易ナラシ 
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